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　　　　　　　　　　　（Notre Dame College Song）
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２．学　　歌（Notre Dame College Song）
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Seat of learning, virtue, culture,
Couched in Hiei's warm embrace.
 Wondrous is your structure's story,
  Planned by Her whose Name you trace.

 Notre Dame, we praise, we greet you;
  Loyalty we pledge anew.
   Neither thought, nor word, nor action
    Shall dim the Glory of your Name.

Daily here life's ways we ponder;
Knowledge gleaned from centuries' store
 Aids our quest for woman's stature,
  Attain we must, yet more and more.

 Notre Dame, we praise, we greet you;
  Loyalty we pledge anew.
   Neither thought, nor word, nor action
    Shall dim the Glory of your Name.

Lyrics： Sr. Mary Eugenia Laker SSND

Music： Sr. Mary Helen Fellenz SSND
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⑴　ミッション・コミットメント

⑵　教育理念と建学の精神

⑶　卒業研究を目標とした学びの道筋

⑷　ND６

⑸　NDカリキュラム・マップ

⑹　京都ノートルダム女子大学　３つの方針
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　学校法人ノートルダム女学院では、建学の精神である「徳と知」をよりわかりやすく４つの行動で表し、ミッション・コミッ
トメントとしている。

　　「ノートルダム」はキリストの母、聖母マリアのことです。

　　「ノートルダム」を校名にいただく私たちは、「徳と知」をモットーとして、聖母マリアにならい、人としての成長を目指します。

　　　『尊　　ぶ』人と自分、物と自然の全てに敬意をもって向き合います。

　　　『対話する』心をこめて聴き、かかわりから学び、真理を探究します。

　　　『共感する』心を開き、人や時代の要請に敏感な感性を持ちます。

　　　『行動する』対話し、決断し、責任を持って人々の幸せと世界平和のために行動します。

　　神への深い信頼が聖母マリアをこのような生き方へと導きました。

　　私たちも、人間を超える大きな力に支えられている確信が持てますように。

３－⑴　ミッション・コミットメント

１．基本理念　京都ノートルダム女子大学学則　第１条・第２条
第１条　本学は、教育基本法及び学校教育法の規定に基づき、深く専門の学芸を教授研究するとともに、カトリック精神及
び日本文化の優れた伝統を体し、教養高き女性を育成して我が国文化の推進に寄与することを目的とする。
２　本学は、その目的の実現のため、教育、研究活動を通じて社会との連携を深めるとともに、社会の発展に寄与するも
のとする。

第２条　本学に国際言語文化学部及び現代人間学部を置く。 
⑴　国際言語文化学部は、言語・歴史・文学・思想・芸術・倫理・宗教など、人々の生活形成の様式と内容の総体である
「文化」という視点から、「人間」存在の意味やその営為のありさまを学際的に学び、文化の多様性を理解し、異文化に
対する寛容な国際感覚を身につけ、幅広く社会に貢献できる人材を育成することを目的とする。

⑵　現代人間学部は、人間やその生活、社会、自然に対する総合的な理解に基づく実践的な能力を身につけた人材を養成
するため、学際的な学びを深め、専門知識の向上に相乗効果を発揮させた総合的な教育研究を行うことを目的とする。

２．建学の精神
　京都ノートルダム女子大学は、キリスト教精神による女性の教育と「徳と知（Virtus et Scientia）」を兼ね備えた女性を
育成することを建学の精神としている。
　「徳」とは、倫理観を基本に人々のために十分行き届いた行動をすること、つまり善の行為ができる人に備わるものである。
また「知」とは、社会のリーダーシップをとるに必要な高度な知識を指す。深い倫理観を身につけ、人々に対して常に配慮の
ある態度や振る舞いで接する能力を持つ人は、美徳の人として尊敬される。
　本学はこれをモットーとして、「徳と知」を備えた全人的な人間形成を目指す教育を行っている。

３－⑵　教育理念と建学の精神
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　本学では、全ての学科において卒業研究を必修としている。このことは、卒業研究は本学での学びの集大成であるというこ
とを意味しており、その研究では、最終的に学生は論文や制作物を研究成果物として発表する。学生が目標とすべき卒業論文・
成果物の全学評価基準は以下を確認すること。

１．卒業研究成果物に対する全学評価基準（ルーブリック）
　基準の詳細や基準に到達するための学修の進め方は、各学科で具体的に説明を行うとともに、卒業研究の手引き等で別途案
内する。

項目 D（不合格） C B A

新規性・独自性 必ずしも新しい知見
を提供しているとは
言えない

従来の研究から容易
に予測されるものの、
一応新しい知見を提
供している

従来の研究の到達点
を更新する、新規性を
有した知見を提供し
ている

従来の研究とは異な
る発想により、独創的
な知見を提供してい
る

有用性・公共性 得られた知見が社会
的に意義がなく研究
分野の発展にほとん
ど有益でない

得られた知見が社会
的に有意義な部分が
あるか研究分野の発
展に一部有益である

得られた知見が社会
的に有意義であるか
研究分野の発展に有
益である

得られた知見が社会
的に有意義でかつ研
究分野の発展に極め
て有益である

先行研究への言及
（必要かつ十分な先行
研究に言及している
こと）

先行研究への言及が
乏しい

限られた先行研究の
みに言及している

国内または国外で発
表された先行研究に
ついて広く言及して
いる

国内または国外で発
表された先行研究に
ついて幅広く言及し、
適切に位置づけてい
る

一貫性
（設定された問と結論
が対応している）

問いと結論が対応し
ていない

問いと結論の対応に修正の余地がある 問いと結論の対応お
よび研究方法のどち
らも申し分ない

信頼性
（適切な研究方法が選
択されている）

適切な研究方法が選
択されていない

研究方法に修正の余
地がある

研究方法は妥当であ
りその結果は信用で
きる

研究方法が妥当であ
り考察など提示され
た内容が信用できる

形式
（執筆要領を遵守し正
しく言語を使用して
いる）

執筆要領が十分理解
されていない

卒業論文としては、形
式的な面で大幅な修
正が必要である

軽微な修正を施せば、
形式的には卒業論文
とできる水準である

形式的な面で問題は
ない

　基準の詳細や基準に到達するための学修の進め方は、各学科で具体的に説明を行うとともに、卒業研究の手引き等で別途案
内する。

２．対話から始まる学び
　本学のカリキュラムは、学びの集大成としての卒業研究に向かって、先に述べた「ミッションコミットメント」の４つの行
動のうちの「対話する」を中心に組み立てられている。４年間を通して、対話するための「ことば」の力を育て、「問いを立て
ることができる」ことを目指す。本学での４年間の学びは、友人、教職員、資料や先行研究と対話を続けることによって実現
するのであり、自ら問いを立て、その問いを深く考察することによって卒業研究として結実するのである。

３－⑶　卒業研究を目標とした学びの道筋
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　ミッション・コミットメント、全学の学位授与方針（ディプロマポリシー）に基づき、卒業（学位授与）時に身につけてお
くべき力を設定している。
　ND６は、「３つの方針」（12頁参照）をはじめ「カリキュラム・マップ」（11頁参照）や「コースナンバー」（19頁参照）に
も示されており、履修する科目でどのような力が身につくのかを知ることができる。

キリスト教精神・女性教育 DP１ ：自分を育てる力

知識・理解 DP２  ：知識・理解力

汎用的技能 DP３  ：言語力　　　 DP４  ：思考・解決力

態度・志向性 DP５ ：共生・協働する力

統合的な学習経験と総合的思考力 DP６  ：創造・発信力

３－⑷　ND６

　「ND６」を基に、縦軸を「シーケンス」、横軸を「スコープ」として各科目を座標上の１箇所に位置づけ、科目の体系性・
連関を可視化したものが「NDカリキュラム・マップ」である。
　このマップを用いることにより、目標とする学修成果に向かう道筋を鳥瞰しながら、現在地を客観的に把握することができ
る。なお、各学科のマップは、それぞれの「授業科目の履修・登録」頁に掲載している。

３－⑸　NDカリキュラム・マップ
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　本学では以下のとおり、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程の編成及び実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
を定めている。また、これらの方針のもと、主体的に学び、研究を深める意欲のある入学者を受け入れるために、次のとおり
全学および各学部学科において入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を設定している。

全学共通部分（参考：学則第１条…「深く専門の学芸を教授研究」「カトリック精神及び日本文化の優れた伝統を体し、教養高き女性を育成」）

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づい
て、他者と自分を尊び、全
人的な「常識」と「良識」
を備え、自由に自分の人生
を選び取っていく自立・自
律した健康な女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づい
て他者と自分を尊ぶ全人
的な「常識」と「良識」
を備え、自由に自分の人生
を選び取っていく自立・自
律した女性として健康に
生きていく態度を身につ
けている。

共通教育科目では、キリスト教精
神に基づき、豊かな人間性と良
識、さらには他者への奉仕の精神
を育てるためのベースとなる「カ
トリック教育」に関する科目を１・
２年次に配置し、必修および選択
必修を合わせて６単位以上とす
る。さらに、自立・自律した女性と
して健康に生きていく態度を身に
つけるための「女性」および「健
康」に関する選択科目を配置する。

〔期待する能力〕
本学の建学の理念であるキ
リスト教精神に触れ、理解し
ようとする。他者や社会に
奉仕する中で自己の人格を
高めようとする。
〔選考方法〕
自己記入書(志望理由書、自
己アピール)、調査書、面接

人間やその生活、社会、
自然のすべてについての
幅広い知識と教養を身に
つけ、新たな理解を行い、
自己涵養に努める女性

知
識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

人間やその生活、社会、
自然のすべてについての
幅広い知識と教養を身に
つけるとともに、それらを
基にさらに新しい事柄を
理解する力を身につけて
いる。

共通教育科目では、幅広い知識と
教養を身につけるため「人間と文
化」「生活と社会」「人間と自然」
の３領域からなる教養科目を配置
し、各領域２単位以上を選択必修
とする。（さらなる専門的知識とそ
の理解力を養うため、各学部学科
の専門領域の概論等に関する科
目を配置する。）

〔期待する能力〕
高等学校における学習内容
を基礎として、各専門分野
に資する知識と理解の土台
がある。
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、
自己アピール)、調査書、レ
ポート、学力試験、口頭試
問、資格検定

グローバル化の時代に対
応し、外国語および日本語
で、国籍や言語の異なる
人々とも円滑にコミュニ
ケーションを行うスキルや
外国語を読み書きできる
力を身につけた女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

国籍や言語の異なる人々
と共に生きていくために
必要な、日本語および外
国語でのコミュニケーショ
ンスキルと読み書き能力
をひととおり身につけてい
る。

共通教育科目では、言語コミュニ
ケーションスキルと読み書き能力
を育成するため、母語である日本
語、英語および他の言語について
の科目を継続的に学べるように段
階的に配置する。そのうち日本語
については、日常の文書作成に必
要な読み書きの基礎から研究論
文執筆をにらんだアカデミックラ
イティングの探求科目まで配置す
る。英語や他の外国語については、
１～２年次に週２回授業を行い定
着を図る。（さらに、専門性に応じ
た言語力を育成するため、各学部
学科の専門教育科目を配置する。）

〔期待する能力〕
高等学校卒業程度の国語
力をもち、英語などの外国
語で読み、書き、聞く、話
す意欲がある。
〔選考方法〕
自己記入書(志望理由書、自
己アピール)、レポート、学
力試験、面接、口頭試問、
資格検定、英作文　

現代社会のさまざまな課
題に対して、知識や現象を
分析し、適切な情報処理を
行って、批判的、論理的に
思考し、問題解決を行う力
を身につけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

現代社会のさまざまな課
題に対して、分析、情報処
理を行い、批判的、論理
的な思考によって解決しよ
うとする力を身につけてい
る。

共通教育科目では、思考の礎とな
る教養を教養科目から身につける
とともに、情報処理については、
その考え方の基礎から応用、発展
までの科目を配置する。（現代社
会のさまざまな課題を解決するた
めの思考力・問題解決力を育成す
るため、各学部各学科の専門教育
科目を配置する。）

〔期待する能力〕
課題について粘り強く考え
ようとし、広い視野をもっ
て、自らの考えを柔軟に評
価・修正できる。
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、
自己アピール）、レポート、
学力試験、面接、口頭試問

他者に心を開き、社会で不
利な立場におかれた人々
を含む、さまざまな人々と
共生・協働する力を身につ
け、すべての人が幸せに生
きていくことに貢献する力
を身につけた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．
共
生･

協
働
す
る
力

さまざまな他者と共生・協
働するために必要な力を
身につけている。

共通教育科目では、社会の中でさ
まざまな他者と共生・協働するた
めに必要な力として、キャリア形
成に関する科目、他者との関係づ
くりに必要な「ホスピタリティ」を
学ぶ科目、および実際の協働へと
結びつける「ボランティア」に関
する科目等を配置している。
（さらに必要な知識や理論を学べ
るように、各学部共通科目や各学
科の専門教育科目に多くの科目
を配置している。）

〔期待する能力〕
人と協力してともに問題解
決をしようとする意欲をも
ち、集団での活動経験（部
活動，課外活動，ボランティ
アなど）を活かし、様々な
学習に能動的に参加できる。
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、
自己アピール）、調査書、面
接

総合的な学修経験を行っ
て、実践的に、他者や社会
に対して、自らの学修成果
を発信する女性。また、専
門知識を基盤に、自ら立て
たテーマに基づき研究に
取り組み、学修成果をまと
め、創造的に発信する女性

　

統
合
的
な
学
習
経
験
と

総
合
的
思
考
力

 

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

総合的な学修経験を行っ
て、実践的に、他者や社会
に対して、自らの学修成果
を発信することができる。
（専門知識を基盤に、自ら
立てたテーマに基づき研
究に取り組み、学修成果を
まとめ、創造的に発信する
ことができる。）

（実践的に他者や社会に対して、自
らの学習成果を創造的に発信す
ることができる科目として、各学
部学科の専門教育科目卒業研究
等の科目を配置する。）

〔期待する能力〕
自らが学習したことを他者
に明確に説明しようとし、さ
らに学習を通じて新たなア
イディアやものを創り出そ
うとする。
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、
自己アピール）、レポート、
学力試験、面接、口頭試問

３－⑹　京都ノートルダム女子大学　３つの方針
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国際言語文化学部　英語英文学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づいて、
他者と自分を尊び、全人的な
「常識」と「良識」を備え、
自由に自分の人生を選び
取っていく自立・自律した健
康な女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づく共感
能力と幅広い教養に支えら
れた女性としての自立心を
備え、国際社会に貢献し、そ
の発展に寄与できる力を身
につけている。

キリスト教精神に基づいた
女性としての自立心を備え
ると共に、国際社会に対応で
きる力を養うための基盤科
目として、専門基礎科目から
は「英語キャリア戦略」を、
専門基幹科目からは「英語
英文学基礎演習」を１年次に
配置する。また、キリスト教
精神に基づくホスピタリティ
を養うための専門関連科目
を１、２年次に渡り配置する。

〔期待する能力〕
英語という言語に関心があ
り、同時に英語圏の文化、歴
史、社会、コミュニケーショ
ンに幅広く関心を持ってい
る。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、新
たな理解を行い、自己涵養に
努める女性

知
識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

英語圏の文学、文化、言語
学、コミュニケーション学、
英語教育学についての幅広
い知識や、異文化理解能力
を身につけており、それらを
基に思考力、批判能力を涵
養する素地を兼ね備えてい
る。

英語圏の文化及び言語・コ
ミュニケーションについての
多様な側面をバランス良く
学び、文化、社会、言語に
ついての幅広い知識と教養
を身につけるため、専門基幹
科目から英語圏文学、言語、
コミュニケーション各領域概
論科目を１、２年次中心に配
置する。また、３年次履修科
目である英語英文学演習（ゼ
ミ）に向けての予備知識を十
分に身につけるため、専門講
読、研究方法論を２年次に配
置し、各専門領域における研
究のあり方を学ぶ。加えて、
英語教育関連科目を１～４
年次に渡り配置する。

〔期待する能力〕
英語圏の文化や文学に関心
があり、高校卒業程度の教科
書記載内容の知識を持って
いる。
〔選考方法〕
調査書、自己記入書（志望
理由書、自己アピール）、学
力試験、レポート

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーション
を行うスキルや外国語を読
み書きできる力を身につけ
た女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

様々な国籍と文化背景の
人々と、英語を介してインタ
ラクション（相互作用）でき
る言語能力を身につけてい
る。グローバル化社会で共生
するための、異文化理解に基
づいた社会的言語運用能力
を身につけている。

グローバル化社会に対応す
る形での、英語を媒介言語と
したコミュニケーション力を
養うため、英語圏文学、言
語、コミュニケーション各領
域における専門展開科目の
中からグローバル英語コー
ス関連の科目及び、コミュニ
ケーション領域における専門
展開科目を２、３年次中心に
配置する。

〔期待する能力〕
高校卒業程度の英語力を持
ち、読む、書く、話す、聞
く、の英語における4分野の
向上に努めることができる。
〔選考方法〕
面接、調査書、学力試験、
資格検定、英作文

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分析
し、適切な情報処理を行っ
て、批判的、論理的に思考
し、問題解決を行う力を身に
つけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

現代社会、特に国際社会に
おいて直面する多種多様な
情報問題、課題に対して、多
角的かつ複眼的な思考に基
づき、適切な情報選択、批
判的分析、論理的かつ効果
的な意思決定を行う力を身
につけている。

現代社会における課題に論
理的思考力をもって柔軟に
対応できる力を身に付ける
ため、英語圏文学、言語、
コミュニケーション各領域に
おける専門展開科目を２、３
年次中心に配置する。

〔期待する能力〕
英語という言語・英語圏の文
化・社会に関するさまざまな
課題について関心があり、そ
れらを解決・探究するための
情報収集力を一定レベル習
得している。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、学力試験、レポート

他者に心を開き、社会で不利
な立場におかれた人々を含
む、さまざまな人々と共生・
協働する力を身につけ、すべ
ての人が幸せに生きていく
ことに貢献する力を身につ
けた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．
共
生
・
協
働
す
る
力

価値観が交錯する国際社会
で他文化の人々と協働する
にあたり、ステレオタイプや
偏見、自己文化中心主義と
いった自己傾向を理解し、こ
れを克服して、多文化コミュ
ニティ（共同体）形成に貢献
できる力を身につけている。

世界の国々における各文化、
社会の多様な側面を深く学
ぶとともに、自ら設定した
テーマに基づき調査、研究す
る力を身につけるため、各領
域の専門性を高めることを
目的とした英語英文学演習
（ゼミ）、海外留学事前指導を
中心科目として２、３年次に
配置する。加えて、エアライ
ンプログラムを中心とする
キャリア教育科目を１～４年
次に渡り配置する。

〔期待する能力〕
母語のみならず英語で他者
とコミュニケーションをとり、
協力・協働するよう努めるこ
とができる。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書

総合的な学修経験を行って、
実践的に、他者や社会に対し
て、自らの学修成果を発信す
る女性。また、専門知識を基
盤に、自ら立てたテーマに基
づき研究に取り組み、学修成
果をまとめ、創造的に発信す
る女性

　

統
合
的
な
学
習
経
験
と

総
合
的
思
考
力

 

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

英語圏を中心とする国際社
会における文化、社会、言
語、コミュニケーションにつ
いて、その背景にある仕組み
や問題を洞察することがで
き、これを分析・解決するた
めの専門知識と方法論を身
につけている。また、分析・
解決策を社会やコミュニティ
に対して貢献できる形で発
信する力を身につけている。

国際社会における文化、社
会、言語、コミュニケーショ
ンの諸問題に対し、自ら設定
した問いとそれに対する回
答・提案を正しく発信できる
力を養う。英語英文学演習で
身につけた知識を正しく用
い、問題を分析・解決する力
を身に付けるための最重要
科目として、卒業研究を４年
次に配置する。

〔期待する能力〕
英語という言語、英語圏の文
化、歴史、社会、コミュニ
ケーション、教育に関して自
分の意見を持ち、何らかの媒
体を用いて、社会に発信する
ことに関心がある。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書
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国際言語文化学部　国際日本文化学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づいて、
他者と自分を尊び、全人的な
「常識」と「良識」を備え、
自由に自分の人生を選び
取っていく自立・自律した健
康な女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づいて
豊かな人間性と奉仕の精神
を備え、自立した女性として
社会に貢献できる資質を身
につけている。

キリスト教精神や女性の生
き方についての学びや現代
社会における豊かな人間性
と奉仕の精神について学ぶ
ことに加え、キリスト教と哲
学・音楽などを関連させた専
門科目を配置する。

〔期待する能力〕
世界の諸国・地域や日本の文
化・言語について学ぶ意欲が
あり、他者とのコミュニケー
ションや社会との関わりの中
で、自己の人格を高めること
に興味・関心があり、努力し
ようとしている。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、新
たな理解を行い、自己涵養に
努める女性 知

識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

「日本語日本文化」「国際文
化」の２領域にわたる基礎知
識、国際的な広い視野と教
養をもち、深く考察できる技
能を身につけている。

専門科目として「日本語日本
文化」「国際文化」の２領域
から多彩な教養の学びとし
て知識・理解に関する科目を
配置する。

〔期待する能力〕
世界の諸国・地域や日本、お
よびその文化や言語につい
て関心を持ち、高等学校卒
業程度の教科書記載内容の
知識を持っている。
〔選考方法〕
調査書、自己記入書（志望
理由書、自己アピール）、資
格検定、学力試験、レポー
ト、面接

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーション
を行うスキルや外国語を読
み書きできる力を身につけ
た女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

多様化、複雑化する現代社
会が抱える諸問題に人文学
的観点から対応するための
日本語および外国語でのコ
ミュニケーションスキルと読
み書き能力を身につけてい
る。

共通教育科目で学ぶ、世界
の様々な言語の学修に加
え、専門科目に書き言葉・話
し言葉の両面を使いこなす
国語力および社会人として
求められるプレゼンテーショ
ン能力を身につけられる関
係科目を配置する。

〔期待する能力〕
高等学校卒業程度の国語力
を持ち、書き言葉、話し言葉
の両面でコミュニケーション
力に磨きをかけることに関心
を持っている。
〔選考方法〕
調査書、自己記入書（志望
理由書、自己アピール）、資
格検定、学力試験、レポー
ト、面接

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分析
し、適切な情報処理を行っ
て、批判的、論理的に思考
し、問題解決を行う力を身に
つけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

現代社会のさまざまな課題
に対して、人文学分野の情報
を収集・分析する技能と論理
的な思考力を身につけてい
る。

グループワークやフィールド
ワークを取り入れ、情報活用
能力・論理的思考力を伴った
問題解決力を身につけるた
めの科目を配置する。

〔期待する能力〕
世界の諸国・地域や日本の文
化・言語に関するさまざまな
課題について関心があり、そ
れらを解決・探求するための
文献調査や情報検索の方法
について、ある程度習得して
いる。
〔選考方法〕
調査書、自己記入書（志望
理由書、自己アピール）、資
格検定、学力試験、レポー
ト、面接

他者に心を開き、社会で不利
な立場におかれた人々を含
む、さまざまな人々と共生・
協働する力を身につけ、すべ
ての人が幸せに生きていく
ことに貢献する力を身につ
けた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．

共
生
・
協
働
す
る
力

書き言葉・話し言葉の両面を
使いこなす国語力および社
会人として求められるプレゼ
ンテーション能力を土台に、
さまざまな他者と共生・協働
する力を身につけている。

多様な社会の中で人々と共
生・協働するために必要な力
をつけるため、専門科目とし
て「日本語コミュニケーショ
ンⅠⅡⅢ」をはじめ、各領域の
専門性を高めることを目的と
したグループワークを重視す
る科目を配置する。

〔期待する能力〕
他者との基本的なコミュニ
ケーション力があり、他者と
共生・協働して、社会への貢
献を行うことに関心がある。
〔選考方法〕
調査書、自己記入書（志望
理由書、自己アピール）、レ
ポート、面接

総合的な学習経験を行って、
実践的に、他者や社会に対し
て、自らの学修成果を発信す
る女性。また、専門知識を基
盤に、自ら立てたテーマに基
づき研究に取り組み、学修成
果をまとめ、創造的に発信す
る女性

  

統
合
的
な
学
習
経
験
と

　
　
　
　

 

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

学習経験と専門知識を基盤
に、自ら立てたテーマに基づ
き研究に取り組み新たな価
値を創造する能力、諸問題に
対して適切に判断・対処する
力を身につけている。

1年次の「基礎演習」、２年次
の「発展演習」、３年次の「専
門演習」、そして４年次の「卒
業研究」において自らの学習
の成果をまとめ、創造的に発
信する力を育成する。

〔期待する能力〕
世界や日本の文化・言語に関
連して、ユニークな発想によ
る企画や研究・制作を行い、
社会に発信することに関心
がある。
〔選考方法〕
調査書、資格検定、学力試
験、レポート、面接

─ 14 ─



現代人間学部　生活環境学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づいて、
他者と自分を尊び、全人的な
「常識」と「良識」を備え、
自由に自分の人生を選び
取っていく自立・自律した健
康な女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づいて
豊かな人間性と奉仕の精神
を養い、人の生活を生活環
境の側面からとらえ、よりよ
い暮らしの創造や地域社会
の実現に貢献できる態度を
身につけている。

共通教育科目におけるキリス
ト教精神や女性の生き方に
ついての学びに加えて、1、
2年次では大学で必要な学
びの基礎と、衣食住、家族・
生活経営、福祉に関する基礎
的な学びが実践的に修得で
きるように基盤科目として
「生活環境基礎演習Ⅰ～Ⅳ」を
配置する。さらに、3年次に
は「生活環境特論」を配置
し、それぞれの専門性を高め
るとともに、自己の描くキャ
リアを具体化させる知識と
態度を養成する。

〔期待する能力〕社会に貢献
できるよう自分を高めたいと
考え、自分の生活や人生を
主体的に築いていく意欲を
もっている。
〔選考方法〕
面接、自己記入書(志望理由
書、自己アピール)、調査書、
レポート

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、新
たな理解を行い、自己涵養に
努める女性

知
識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

生活科学、社会福祉学およ
び関連領域に関する基礎知
識、および衣食住、家族・生
活経営、福祉に関する幅広い
知識を身につけ、人の生活を
生活環境の側面からとらえ、
暮らしにかかわる多様な課
題を理解できる力を身につ
けている。

人間の暮らしに関する知識
や理解を深めるために、1年
次では、「生活環境概論」を
始め、衣食住、家族・生活経
営、福祉領域について総体
的に学ぶ専門基礎科目を配
置し、2年次以降は、段階的
に専門的知識が修得できる
よう展開科目、関連科目の専
門科目群を配置する。

〔期待する能力〕
入学後の就学に必要な基礎
学力としての知識や理解力
を有するとともに、家族や個
人の暮らしに必要な衣食住、
家族・生活経営、福祉につい
て、自ら積極的に学び知識を
身につけたいと考えている。
〔選考方法〕
学力試験、レポ―ト、調査書

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーション
を行うスキルや外国語を読
み書きできる力を身につけ
た女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

多様化、複雑化する現代社
会が抱える諸問題を一人ひ
とりの暮らしの視点から解決
へと導くために、 人の生活
を生活環境の側面からとら
え、相手の立場を考えなが
ら、場に応じたコミュニケー
ションができる力を身につけ
ている。

共通教育科目で多言語に関
する能力を養うとともに、専
門科目においてはグループ
ディスカッションを重ね、他者
とのコミュニケーションを図
りながら社会問題に対して
協働で探究する科目を配置
する。

〔期待する能力〕
学んだ知識や技術を用い、
言語を介して積極的に他者
と関わるということに関心が
ある。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分析
し、適切な情報処理を行っ
て、批判的、論理的に思考
し、問題解決を行う力を身に
つけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

現代社会のさまざまな課題
に対して、人の生活を生活環
境の側面からとらえ、生活の
あり方や生活における課題
の本質を探り、より良い方向
を見出す力を身につけ、衣食
住、家族・生活経営、福祉に
関する専門的な知識と技術
を自他の生活課題を解決す
るために活用できる。

専門基礎科目で身につけた
基礎的知識を基盤に、現代
社会の多様な課題を見極
め、解決するための方策を考
える力と実行可能な技術や
技能を身につけるために展
開科目、関連科目の中に実
践的な科目を配置する。

〔期待する能力〕
生活や福祉に関心を持ち、身
につけた知識や技能を、生活
をより良くするために役立て
る力を身につけたいと思っ
ている。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート

他者に心を開き、社会で不利
な立場におかれた人々を含
む、さまざまな人々と共生・
協働する力を身につけ、すべ
ての人が幸せに生きていく
ことに貢献する力を身につ
けた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．共
生･

協
働
す
る
力

人の生活を生活環境の側面
からとらえ、一人ひとりの人
間をかけがえのない存在と
して尊び、他者に共感でき、
多様な課題を抱える人に寄
り添う態度を身につけ、他者
と恊働しながら関わる支援
者としての技術を身につけ
ている。

さまざまな実践経験に基づ
く学びを踏まえ、地域や現場
で暮らす多様な人々に共感
し、ともに活動する力を養う
ことを目的として、多彩な実
践的科目を配置する。

〔期待する能力〕
周りと協力しながら、相手の
立場に立って物事を考えよう
と努力し、行動したいと考え
ている。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）調査
書、レポート

総合的な学修経験を行って、
実践的に、他者や社会に対し
て、自らの学修成果を発信す
る女性。また、専門知識を基
盤に、自ら立てたテーマに基
づき研究に取り組み、学修成
果をまとめ、創造的に発信す
る女性

統
合
的
な
学
習
経
験
と

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

人の生活を生活環境の側面
からとらえ、地域における生
活課題を解決するための情
報収集ができ、必要に応じて
新たな価値の創造に取り組
み、その成果を適切に発信す
る力を身につけている。

衣食住、家族・生活経営、福
祉の各領域に関わる専門的
かつ実践的な学修経験を経
て、その学びを新たな提案や
作品制作の形でまとめ、学習
成果として発信する力を育
てるため、学外実習や卒業研
究等の科目を配置する。

〔期待する能力〕
より良い生活の創造に関わ
り、自分の考えを発信したい
と考えている。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート
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現代人間学部　心理学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づいて、
他者と自分を尊び、全人的な
「常識」と「良識」を備え、
自由に自分の人生を選び
取っていく自立・自律した健
康な女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づいて
豊かな人間性と奉仕の精神
を養い、社会の安寧と人々の
幸福の実現に貢献できる態
度を身につけている。

共通教育科目におけるキリス
ト教精神や女性の生き方に
ついての学びに加えて、現代
社会における豊かな人間性
と奉仕の精神について学ぶ、
現代人間学部共通科目を1

年次に配置する。

〔期待する能力〕
豊かな人間性、および、自己
成長への意欲と他者の理解
や奉仕の精神を備えている
人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、新
たな理解を行い、自己涵養に
努める女性

知
識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

心理学およびその関連領域
についての基礎知識、および
それを基にさらに新しい事
柄を理解する力を身につけ
ている。

専門展開科目として、「基礎
心理」「生涯発達心理」「社
会・産業心理」「臨床心理・
精神医学」の4領域の知識・
理解に関する科目を配置す
る。さらに「社会・ビジネス」
の知識・理解に関する科目を
専門関連科目として配置す
る。

〔期待する能力〕
心理学およびその関連領域
について知識や技能を習得
し、科学的分析と深い人間理
解に基づいて、現代社会の
要請に応じた実践的問題解
決能力や産業界で活躍でき
る力を身につけたい人。
〔選考方法〕
調査書、学力試験、レポート

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーション
を行うスキルや外国語を読
み書きできる力を身につけ
た女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

多様化、複雑化する現代社
会が抱える諸問題を心理学
的視野から解決へと導くた
めに、日本語および外国語で
のコミュニケーションスキル
と読み書き能力を身につけ
ている。

共通教育科目で学ぶ、世界
の様々な言語の学修に加
え、専門基礎科目に、心理
学専門の英語と日本語の理
解・活用に関係する科目を配
置する。

〔期待する能力〕
さまざまな文化背景をもつ
人々や社会に対して、純粋な
関心と偏見なく理解する姿
勢を持ち、母語や外国語によ
るコミュニケーションを通じ
た心の理解への意欲を持っ
ている人。
〔選考方法〕
調査書、資格検定、学力試
験、レポート、面接

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分析
し、適切な情報処理を行っ
て、批判的、論理的に思考
し、問題解決を行う力を身に
つけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

現代社会のさまざまな課題
に対して、人間の心と行動に
関する情報を収集・分析する
科学的技能と論理的思考力
を身につけている。

専門基礎科目に、心理学研
究法、心理統計、心理実験、
心理テストなど心理学的な
思考・解決力を身につけるた
めの科目を配置する。

〔期待する能力〕
人間の思考や行動、人間関
係や社会構造に興味を持
ち、心理学への学習意欲や
問題探求心に優れ、様々な
問題や事象について論理的
に考え、解決策を追求するこ
とに熱意がある人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、学力
試験、レポート、調査書

他者に心を開き、社会で不利
な立場におかれた人々を含
む、さまざまな人々と共生・
協働する力を身につけ、すべ
ての人が幸せに生きていく
ことに貢献する力を身につ
けた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．
共
生
・
協
働
す
る
力

一人ひとりの人間をかけが
えのない存在として尊び、病
児・者、障がい児・者を含む
さまざまな人々とコミュニ
ケーションを図り、理解を深
め、協働することができる実
践力を身につけている。

社会で不利な立場におかれ
た人々を含むさまざまな
人々の心理を理解し、心理カ
ウンセリングや社会・ビジネ
ス心理の観点から、人々との
共生・協働のありかたについ
て学ぶ科目を、専門展開科
目および専門関連科目に配
置している。

〔期待する能力〕
人の個別性を理解・尊重し、
ともに成長しともに生活する
姿勢を備え、現代社会に生き
る人々が抱える心理的諸問
題の解決と支援に貢献した
いと考える人。
〔選考方法〕
自己記入書（志望理由書、
自己アピール）、面接、調査
書

総合的な学修経験を行って、
実践的に、他者や社会に対し
て、自らの学修成果を発信す
る女性。また、専門知識を基
盤に、自ら立てたテーマに基
づき研究に取り組み、学修成
果をまとめ、創造的に発信す
る女性

統
合
的
な
学
習
経
験
と

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

専門知識を基盤に、自ら立て
たテーマに基づき研究に取
り組み、得られた分析結果か
ら新たな価値を創造する力、
および心の諸問題に対して
適切に判断し対処する力を
身につけている。

心理カウンセリングや社会・
ビジネスに関する演習や実
習を行い、実践的に自らの学
修成果を社会活動に位置づ
ける科目や、心理学の学修
成果をまとめ、創造的に発信
する力を育てる、心理学演
習、卒業研究等の科目を配
置する。

〔期待する能力〕
心理学の学びを通して、現代
社会における諸問題につい
て、新たな発想での気づきや
提案をしていく意欲のある
人。
〔選考方法〕
面接、調査書、学力試験、
レポート
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現代人間学部　こども教育学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（卒業認定・学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づいて、
他者と自分を尊び、全人的な
「常識」と「良識」を備え、
自由に自分の人生を選び
取っていく自立・自律した健
康な女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づいた
豊かな人間性と奉仕の精神
を養うとともに、教育者とし
て、職業的役割を自覚し、こ
どもの教育に貢献できる態
度を身につけている。

キリスト教精神や女性の生
き方についての学びや現代
社会における豊かな人間性
と奉仕の精神について学ぶ
ことに加え、学科専門科目し
て「教師論」、「保育者論」
を設置する。

〔期待する能力〕
教育や保育に携わる人間と
して、関連する知識や技能を
習得するのみならず、良好な
人間関係を築き、また、築か
せることのできる人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、新
たな理解を行い、自己涵養に
努める女性

知
識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．

知
識
・
理
解
力

教育や保育、およびその関
連領域についての基礎知
識、およびそれを基にさらに
新しい教育や保育に関する
事柄を理解する力を身につ
けている。

専門基礎科目として、「こど
も教育基礎演習」、「教育原
理」、「保育原理」、「特別支
援教育基礎論（初等）」等の
教育・保育に関する基礎的科
目を配置する。

〔期待する能力〕
多くの学問や人間と関わり、
積極的に他者を理解しようと
する人。
〔選考方法〕
学力試験、調査書、レポート

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーション
を行うスキルや外国語を読
み書きできる力を身につけ
た女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

教育や保育領域のグローバ
ル化、また、日本語を母国語
としないこどもや家庭に対し
て、日本語および外国語での
コミュニケーションスキルと
読み書き能力を身につけて
いる。

共通教育科目で学ぶ、多様
な言語の学修に加え、外国語
（英語）、国際理解教育など
を配置する。

〔期待する能力〕
一人ひとりの言語力の相違
に気付き、一人ひとりの個性
に応じた対応をしようとする
人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書、レポート、資格検定、学
力試験

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分析
し、適切な情報処理を行っ
て、批判的、論理的に思考
し、問題解決を行う力を身に
つけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

教育や保育に関するさまざ
まな課題に対して、情報を収
集・分析する科学的技能と論
理的思考力を身につけてい
る。

各教科の指導法、また、保
育内容等の科目を設置し、教
育や保育における問題場面
において、知識・理解をもと
に、問題解決する力を育て
る。

〔期待する能力〕
自分の考えだけでなく、人の
考えを聞き、また深く考え、
問題があっても解決しようと
する力のある人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、レポー
ト、調査書、学力試験

他者に心を開き、社会で不利
な立場におかれた人々を含
む、さまざまな人々と共生・
協働する力を身につけ、すべ
ての人が幸せに生きていく
ことに貢献する力を身につ
けた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．
共
生
・
協
働
す
る
力

教育や保育場面で関わる全
ての人たちと、よりよいこど
もの成長を支えるために、共
生・協働する力を身につけて
いる。

教育、保育の対象であるこど
もの中には、さまざまな特性
を持ったこどもがいる。また、
さまざまな価値観を抱く保
護者などもいる。さらには、
教育、保育の現場では連携・
協力なども求められることか
ら、それらの人々との共生・
協働のありかたについて学
ぶ科目を配置する。

〔期待する能力〕
学習活動に参加し、共生し協
働しながら困難に立ち向かう
ことで何かを成し遂げようと
する人。
〔選考方法〕
面接、自己記入書（志望理
由書、自己アピール）、調査
書

総合的な学修経験を行って、
実践的に、他者や社会に対し
て、自らの学修成果を発信す
る女性。また、専門知識を基
盤に、自ら立てたテーマに基
づき研究に取り組み、学修成
果をまとめ、創造的に発信す
る女性

統
合
的
な
学
習
経
験
と

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

教育や保育に関する自らの
疑問や課題に基づき研究に
取り組み、客観的な分析を通
して、教育や保育の諸問題に
ついて、適切に判断する力を
みにつけている。

保育実習や教育実習、その
後の、教職実践演習、保育・
教職実践演習、さらには、卒
業論文等で、自らの学習につ
いて成果をまとめ、創造的に
発信する力を育てる。

〔期待する能力〕
様々な想像をし、意見を交換
することで、更に想像力を発
揮できる人。
〔選考方法〕
面接、レポート、自己記入書
（志望理由書、自己アピー
ル）、調査書
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は　じ　め　に
　京都ノートルダム女子大学での学修は、自分が何を学ぶべきかを、あなた自身が決めるところから始まる。その最初の段階
が毎年度始めに行う「履修登録」である。「履修登録」とは、その年度にどの科目を履修するかを申請する、いわば自分の時間
割を組立てる手続きのことである。
　履修する科目を選ぶには、まず本学での目標を自分なりに定め、その達成に向けて４年間のおおよその計画を立て、それを
年度ごとに見直した上で必要な科目を検討することが必要となる。「卒業後の自分」をしっかりとイメージし、その年度に何を
学ぶべきかを自分自身で考えていくこと、このプロセス自体があなたの成長の一助となり、さらに目標に向けて努力を重ねる
ことで、大学生活は充実したものとなるであろう。

１．履修計画
　履修登録に取りかかる前に、４年間を見通した上でその年度の履修計画を立てることが大切である。『学生便覧』（この冊
子）の「授業科目の履修・登録」（５．国際言語文化学部、６．現代人間学部）及びオリエンテーション等で配付される資料
をよく読み、自分の興味・関心や目指す職業を考えて、各年次で履修する科目をまずは大まかに決めておく。その際、「履修
科目表」（61～85頁）に記載されている科目の配当学年や履修条件、隔年開講（１年置きの開講）かどうかなどに十分注意す
ること。
　なお、履修計画の作成にあたってわからないことがあれば、オフィスアワーや履修相談日を利用して指導担当教員に相談
すること。

２．シラバス
　本学の教育理念や各学科等の教育目標をふまえ、個々の授業科目の具体的な教育目標、内容と方法などを詳しく記載した、
いわば授業のメニューのようなものが「シラバス」である。シラバスを読むことで、履修する科目を選択する際の指針にな
るだけでなく、日々の授業で何をどのように勉強するかが確かめやすくなる。上記の「履修科目表」等とあわせ、積極的に
活用してもらいたい。なお、シラバスはwebで公開されており、教務課・学事課のサイト http://ann.notredame.ac.jp/
instec/から確認することができる。

３．授業科目の区分
⑴　授業科目は共通教育科目、学科横断プロジェクト型、専門教育科目、学際教育科目及び免許・資格科目からなっている。
⑵　授業科目の構成と本年度開講される科目は、「受講科目一覧表兼開講科目表」のとおりである。

４．コースナンバリング
　コースナンバリングとは、授業科目に適切な番号（コースナンバー）を付けることで学修の段階や順序等を表し、教育課
程の体系性をわかりやすく示したものである。
　コースナンバーを参照することで、レベルや分野に応じた適切な授業科目を選択でき、履修計画を立てやすくなる。

コースナンバー
　本学では、授業科目に固有の番号として、アルファベット３文字、数字４桁の計７桁を基本とし、成績通知書及び成績証
明書に記載する。シラバス・授業時間割等には、その番号の末尾に３桁以内でクラスや他学科開放等を示す枝番を付したも
のを記載し、履修すべき授業が容易に識別できるようにしている。また、コースナンバーの前には４桁の学科識別番号を記
載し、共通教育科目、学科専門教育科目、資格等に関する科目、基礎科目、展開科目、必修科目、選択科目といった、科目
の別を認識できるようになっている。
　特徴的なのは、本学の卒業（学士課程プログラム修了）時に身につけておくべき力を６つに分類した「ND６」（11頁参
照）を表示している点である。１～６の数字により、学士力を構成するどのような力を育てることを主として想定した科目
なのかが読み取れる。

４ 履修登録にあたって
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【番号の並びの規則】
例）

学科識別部分
①学科等の別（上２桁）

学科等別 番号

共通教育 １１

国際言語文化学部英語英文学科 ２１

国際言語文化学部国際日本文化学科 ２２

現代人間学部学科横断プロジェクト型科目 N０

現代人間学部生活環境学科 N２

現代人間学部心理学科 N４

現代人間学部こども教育学科 N６

教職に関する科目 ３１

司書教諭に関する科目 ３２

司書に関する科目 ３３

学芸員に関する科目 ３４

その他資格関係 ４１

②位置づけ等（下２桁）
３桁目 基礎科目・基幹科目＝１、展開科目＝２、関連科目＝３、卒業研究・専門演習＝４（教養科目＝０）
４桁目 必修科目＝１、選択（選択必修含む）科目＝２、自由科目＝３

コースナンバー部分（７桁）
③学問分野：学科・分野別等に設定（表１のとおり）。
④段階 ⑤ND６

段階別 番号 ND６ 番号

導入レベル ０ 自分を育てる力 １

学士課程レベル

１ 知識・理解力 ２

２ 言語力 ３

３ 思考・解決力 ４

４ 共生・協働する力 ５

修士課程レベル ５ 創造・発信力 ６

博士課程（後期）レベル ６
卒業要件以外の科目

資格関係 ８

レベル設定不能 ９ その他 ９

⑥  通し番号：＋の位は標準的な期間の別を示す。（前期・通年は０、夏期休業期間・後期は５を初期値とする）。

枝番（３桁）
⑦クラス：A、B…。
　　　　　クラス分けなしはN。他学科開放 有＝１、無＝０
⑧使用言語：英語＝E、日本語＝J、２言語＝T

学科識別部分

２ １ ０ ０
① ②

コースナンバー部分（７桁）

G E H ２ １ ５ ２
③ ④ ⑤ ⑥

枝番（３桁）

⑦ ⑧

B １ E
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表１（コースナンバリングの分野略号） 
学科・分野 記号 英語名称

共通教育科目 General Education
　教養科目
　　人間と文化　　 GEH General Education of Humanities
　　生活と社会 GES General Education of Social Science
　　人間と自然 GEN General Education of Natural 

Science
　基礎科目
　　外国語科目（英語） GBE Basics of English
　　外国語科目（英語以外） GBF Basics of Other Foreign Languages
　　外国語科目（日本語） GBJ Basics of Japanese Language
　　リテラシー・スポーツ科目 GBL Basics of Literacy and Sports
　基盤科目
　　カトリック教育科目 GCE Fundamentals of Catholic Education
　　ライフキャリア形成科目 GCP Fundamentals of Career Preparation
英語英文学科専門教育科目 Department of English Language 

and Literature
　専門基礎科目 EGB Basics of English Language and 

Literature
　専門基幹科目 EGF Fundamentals of English Language 

and Literature
　専門展開科目（グローバル英語コース） EGE Advanced Courses in Global English
　専門展開科目 EGL Advanced Courses in English and 

Liberal Arts
　専門関連科目 EGR Related Courses in English 

Language and Literature
英語教育領域
エアラインプログラム科目
医療サポート英語プログラム科目
プレゼンテーション実務士科目

　専門演習・卒業研究 EGS Seminar and Graduation Study
国際日本文化学科専門教育科目 Department of Japanese and Global 

Cultures
　基礎科目 CSB Basics of Cross-Cultural Studies
　展開科目 CSA Advanced Courses in Cross-Cultural 

Studies
　　日本語日本文化領域
　　国際文化領域
　関連科目
　専門演習・卒業研究 CSS Seminar & Graduation Study
現代人間学部学科横断プロジェクト型科目 CHS Faculty of Contemporary Human 

Sciences
生活環境学科専門教育科目 Department of Human Life 

Environments
　基幹科目 SLF Fundamentals of Social Work and 

Life Design
　基礎科目 SLB Basics of Social Work and Life 

Design
　展開科目
　　生活科学領域、生活経営・経済領域 LDA Advanced Courses in Life Design
　　生活福祉領域 SWA Advanced Courses in Social Work
　関連科目
　　生活科学領域、生活経営・経済領域 LDR Related Courses in Life Design
　　精神保健福祉領域 SWR Related Courses in Social Work
　専門演習・卒業研究 SLS Seminar and Graduation Study
心理学科専門教育科目 Department of Psychology
　専門基礎科目 PSB Basics of Psychology
　展開科目 PSA Advanced Courses in Psychology
　　基礎心理領域
　　生涯発達心理領域
　　社会・産業心理学領域
　　臨床心理・精神医学領域
　関連科目
　　社会・ビジネス領域 RSR Related Courses in Rsychology
　　精神保健福祉領域 SWR Related Courses in Social Work
　専門演習・卒業研究 PSS Seminar and Graduation Study
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こども教育学科専門教育科目 Department of Child Education
　基礎科目 EDB Basics of Child Education
　展開科目 EDA Advanced Courses in Child 

Education
　　幼小共通科目 EDN
　　幼保共通科目・幼稚園科目・保育士科目 EDI
　　小学校科目 EDP
　　特別支援科目 EDD
　関連科目 EDR Related Courses in Child Education
　専門演習・卒業研究 EDS Seminar and Graduation Study
中等教職課程
　教職に関する科目 TEA Subjects for Teacher’s Certificate
司書教諭課程
　司書教諭に関する科目 TLI Subjects for Teacher Librarian’s 

Certificate
司書課程
　司書に関する科目 LIB Subjects for Librarian’s Certificate
学芸員課程
　学芸員に関する科目 MUS Subjects for Museum Staff 

Certificate
日本語教員養成課程
　日本語教員養成課程に関する科目 JLT Subjects for Japanese Language 

Teacher’s Program

５．単位制
⑴　授業科目の履修は単位制によって行われる。各科目の単位は「履修科目表」のとおりである。
⑵　１単位の授業科目は45時間の学修を必要とする内容をもって構成することが標準とされ、授業の方法に応じ、教育効果
や授業時間外の学修等を考慮して科目ごとに定められる。半年の科目の場合、２時間（１コマ）の授業で、講義・演習は
１～２単位、実験・実習・実技は１単位が標準であるが、これらを組合せる等の方法で行われる科目もある。
⑶　単位の基礎となる授業時間

講　時 １コマ（２時間）の時間
１コマを２分割する場合の授業時間

３時間連続
前半 後半

１講時
 9：00～10：30

（90分）
 9：00～ 9：45  9：45～10：30

３時間連続の場合は開
始時から135分とする。

２講時
10：45～12：15

（90分）
10：45～11：30 11：30～12：15

３講時
13：10～14：40

（90分）
13：10～13：55 13：55～14：40

４講時
14：55～16：25

（90分）
14：55～15：40 15：40～16：25

５講時
16：35～18：05

（90分）
16：35～17：20 17：20～18：05

⑷　授業時間の出席時数
①　年度始めに履修科目を登録し、原則として各科目の授業時数の「３分の２以上」出席し、かつ成績が60点以上であっ
た場合に単位が認められる。

②　出席時数の最終判断は、科目担当教員が行う。
⑸　試験の実施要領
　平常試験、定期試験、追試験、再試験などについては、「12─⑵試験の実施要領について」（172頁）を新学期の始めま
でに必ず読んで実施要領を遵守すること。

６．卒業の要件
⑴　卒業するためには、本学に４年以上在学し、所定の授業科目の単位を124単位以上修得しなければならない。
⑵　本学は学年制を厳密に実施していないので、１年経てば自動的に進級（学年進行）する。
⑶　授業科目は必修科目、選択科目（選択必修科目を含む）及び自由科目に分かれている。必修科目は必ず履修しなければ
ならない科目であり、選択必修科目とは一定の限られた科目群から１科目又は数科目を履修するよう決められている場合
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をいう。選択科目は必修科目以外の科目から各自が選択して履修できる科目である。自由科目は卒業要件単位数に算入さ
れない。

⑷　必修科目は学年別に配当され、授業時間やクラスが指定されるので、指定学年で履修するように努力すること。

７．外国人留学生の履修方法
◇　共通教育科目
　 外国人留学生については、外国語科目（計８単位。ただし、英語英文学科生は４単位）は以下のとおり履修する。
⑴　次の外国語科目計６単位を全員が履修すること。この６単位は、外国語科目の必要単位数に充てることができる。
　　日本語講読Ⅰ⑴、日本語講読Ⅱ⑴、日本語表現Ⅰ⑴、日本語表現Ⅱ⑴、日本語特講Ⅰ⑴、日本語特講Ⅱ⑴
⑵　上記⑴の６単位を含め外国語科目から計８単位を選択し、全員が必ず履修しなければならない。

８．他大学及び留学で履修した単位等
⑴　学則第17条及び第17条の２に定める在学中に他大学等で修得した単位は、審査の上30単位まで卒業要件単位として認
定される。
①　他大学等で修得した単位を、本学で修得したとみなして認定される単位数。
②　学則第31条に定める留学により修得した単位を、本学で修得したとみなして認定された単位数。
③  　TOEIC等の成果を本学の科目（情報演習Ⅰa・Ⅰb・Ⅱ、TOEICⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、TOEFLⅠ・Ⅱ）の履修によると認
められた単位数。※

　以上３通りの単位の合計が、30単位を超えない範囲で本学の卒業要件単位として認められるが、修得単位の構成上、必ず
しも30単位にならない場合がある。
⑵　学則第16条に定める入学前に修得した単位は、審査の上30単位まで卒業要件単位として認定される。
①　他大学等で修得した単位を、本学で修得したとみなして認定される単位数。
②  　TOEIC等の成果を本学の科目（情報演習Ⅰa・Ⅰb・Ⅱ、TOEICⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、TOEFLⅠ・Ⅱ）の履修によると認
められた単位数。

　以上２通りの単位の合計が、30単位を超えない範囲で本学の卒業要件単位として認められるが、修得単位の構成上、必ず
しも30単位にならない場合がある（編入学の場合を除く）。
　なお、⑵②については、単位認定の条件を満たした日（TOEIC等を受験した日又は資格が認定された日）の翌日から起算
して３年を経過した日の属する学期の授業最終日を申請期限とする。
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９．免許・資格・各種プログラム等関係科目
　免許・資格取得、各種プログラム等の科目については、「10．免許・資格課程、各種プログラム」（89頁）の説明を熟読し、
必要な科目をもれのないように履修すること。

10．履修登録の概要
⑴　履修登録（以下単に「登録」ともいう）とは、毎年度始めにその年度に履修する全ての授業科目を大学（教務課）に届
出る手続きのことをいう。
⑵　登録は、本人が責任をもって行うこと。登録期間にやむを得ず登録ができない事情が生じた時は必ず事前に教務課に連
絡すること。
⑶　履修登録の手順
　履修登録の手続きは、おおむね以下のような手順で進む（詳しくは毎年度に配付する「履修登録の手引き」を参照する
こと）。学生用WEBシステム（Campusmate）を使用する。ただし、他大学等の科目など一部の科目は登録及び単位認
定方法が異なる。登録していない科目の単位は修得できないので慎重に作業を行うこと。

１年 ２～４年 主な履修登録スケジュール

４
月
（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
）

２月下旬～３月上旬
①シラバス（WEB）、履修登録の手引き、授業時間割表などの資料WEB公開
→よく読んで履修計画を立て、「時間割表（履修計画書）」「受講科目一覧表兼開講科目表」を作成す
る。

２月～３月
②履修指導
→各オリエンテーション、取得を希望する資格の説明会などには必ず出席し、必要であれば指導担当
教員等に相談する。

３月中旬
③成績通知（新２～４年次生のみ）
→必要に応じて履修計画を修正する。

３月下旬

④履修登録説明会 
→「学生便覧（本冊子）」［１年次のみ］、「履修登録の手引き」、「授業時間割表」、「ND手帳」などの
資料配布、各自で「時間割表（履修計画書）」を完成させる。

⑤仮登録科目（人数制限のある科目等）の抽選エントリー

４月上旬

⑥仮登録科目抽選結果発表（WEBでの確認方法説明）
⑦WEB履修登録
→作成した「時間割表（履修計画書）」に従いWEB画面から各自で入力する。「時間割表（履修計画
書）」「受講科目一覧表兼開講科目表」を提出する。

前期授業開始後
約１週間

⑧前期履修検討（登録修正）期間、空きのある仮登録科目の再募集
→WEB登録画面から各自で登録し、教務課に履修登録確認表に朱書にて修正したものを提出する。
クラス指定科目は原則として変更できない。

４月中旬
⑨登録確認（履修登録確認表の配付）
→申請したとおりに登録されているか確認する（履修登録の完了）。

５月中旬 ⑩前期履修中止届出期間（前期科目・通年科目）

後期授業開始後
約１週間

⑪後期履修検討（登録修正）期間、空きのある仮登録科目の再募集
→前期と同様だが、通年科目は変更できない。

10月中旬
⑫後期登録確認
→前期⑨と同様。

10月下旬 ⑬後期履修中止届出期間（後期科目のみ）

─ 24 ─



⑷　他学科等科目の履修
　「履修科目表」の科目名の前に☆印が付いている科目（所属学部が適当と認めるものに限る）は、他学部・他学科所属の
学生が履修できる科目で、学際教育科目の単位として下表の単位数を上限として卒業要件に算入される。

学部・学科
学際教育科目として
卒業要件に算入され
る単位

国際言語文化学部
英語英文学科 ０～16

国際日本文化学科 ０～26

現代人間学部

生活環境学科 ０～16

心理学科 ０～16

こども教育学科 ０～16

⑸　クラス分け・クラス指定
　科目名の末尾の（Ａ）（Ｂ）などの記号はクラス分けを示している（小文字のa、b…などはクラス分けでなく固有科目
名の一部）。同じ科目の複数のクラスを履修することはできない。クラス指定される科目については、特別な事情（同一講
時の別の科目を履修しなければ卒業できない等）のある場合を除き、クラスの変更はできない。
⑹　配当学年
　授業科目には履修を推奨する学年が指定されている。自分の学年より低い学年に指定（配当）されている科目は履修で
きるが、上級学年に配当されている科目は履修できない。
⑺　履修登録単位数の上限（CAP制）
　無理なく学修を進めるため、１年間及び１学期間に履修登録できる単位数には上限が設けられている。４年間で卒業す
るために、計画的に単位を修得すること。
【全学部共通】

年次 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前　期 後　期 26 26 26 26 26 26 26 26

年　　間 46 46 46 46

（注）   １　  学部が別に定めるところにより所定の単位を優れた成績で修得した学生については、翌年度の上限単位数を、上表の各

欄の単位数に４を加えた数とすることができる。

 ２　  学則第17条及び第17条の２の規定により本学以外での学修を認定する単位、長期休業期間に実施される集中科目の単位

及び海外研修等通常の時期に履修登録できない授業科目の単位を含まない。

 ３　  教育上特に必要と認めるときは、学長は教授会の議を経て、当該学生の上限の単位数を変更して適用することができる。
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⑻　前提科目とその他の履修条件
　科目Ａの単位を既に修得していることが科目Ｂを履修するための条件である場合、科目Ａを科目Ｂの「前提科目」とい
い、「履修科目表」の備考欄に前提科目マークで示されている（下表参照）。前提科目Ａが未修得のままで科目Ｂを登録し
ようとすると、例外なく「登録エラー」となりその科目は登録できない。
　また、「登録エラー」には関係しないが、前提科目以外の履修条件等が指定されている科目がある。先に履修しておくべ
き科目や、あらかじめ必要となる学力レベルなどが示してあり、これらの条件を満たした人を対象に授業が行われるので、
原則としてこれに従うこと（英語英文学科の専門教育科目については、指定された条件を満たさずに当該科目の履修を希
望する場合は科目担当教員又は学科の許可が必要である）。

【前提科目が設定されている科目】
学科等 科　　目　　名 前提科目

英語
英文

ホスピタリティ論 ホスピタリティ入門

医療サポート英語Ⅱ 医療サポート英語Ⅰ

臨床の医学・病院研修 身近な医学

国際日
本文化 アラビア語の世界 アラビア語

生活
環境

発 展 調 理 学 実 習 調理学実習

住 居 製 図 Ⅱ 住居製図Ⅰ

建 築 材 料 学 建築一般構造

建 築 法 規 建築一般構造

地 域 福 祉 論 Ⅱ 地域福祉論Ⅰ

住 計 画 演 習 Ⅰ 住居製図Ⅰ、住居製図Ⅱ

住 計 画 演 習 Ⅱ 住計画演習Ⅰ

建 築 構 造 力 学 建築一般構造

建 築 施 工 建築一般構造

ビジネスの基礎Ⅱ ビジネスの基礎Ⅰ

精 神 疾 患 と そ の 治 療 Ⅱ 精神疾患とその治療Ⅰ

心理

上 級 実 験 演 習 心理学実験演習Ⅰ又は心理学実験演習Ⅱ

心 理 学 情 報 処 理 推測統計学Ⅰ

心理的アセスメント 心理テスト演習

精 神 疾 患 と そ の 治 療 Ⅱ 精神疾患とその治療Ⅰ

地 域 福 祉 論 Ⅱ 地域福祉論Ⅰ

こども
教育 保 育 実 習 Ⅱ

保育原理、保育者論、
保育実習指導Ⅰｰ１、保育実習指導Ⅰｰ２
保育実習Ⅰｰ１、保育実習Ⅰｰ２

資格

博 物 館 実 習 Ⅰ （学内） 博物館概論

博 物 館 実 習 Ⅱ （館園） 博物館概論

日本語教育実習Ⅰ 日本語教育入門

日本語教育実習Ⅱ 日本語教育実習Ⅰ

日本語教育実習Ⅲ 日本語教育実習Ⅰ

（注） 　心理実習、初等教育実習Ⅰa・Ⅰb・Ⅱa・Ⅱb、中等教育実習Ⅰ・Ⅱ、教職実践演習（幼・小）、教職実践演習（中・高）について

は別に条件が定められている。

⑼　留意事項
①　登録した科目でないと履修（単位修得）できない。
②　登録の変更や追加は定められた期間に許可された科目についてのみ認められる。
③　必修科目の単位を修得できなかったときは、当該科目を再履修しなければならない。
④　選択必修科目の単位を修得できなかった場合は、その科目の属する科目区分の他の選択必修科目を履修してこれに代
えることができる。

⑤　同一名の科目は、履修して合格した最初の１科目の単位のみ認められる。年度によって担当者・講義内容の異なる同
一名の科目も同様の扱いとなるので注意すること。

⑥　同一講時に履修できるのは１科目のみで、２科目以上を登録することはできない（隔週の科目、半年を前後半に分割
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する科目を除く）。
⑦　登録までに履修に関する説明会が実施されるので出席すること。
⑧　授業時間は、学生の個人的事情で変更されることはない。履修科目の組合せに留意して計画を立てること。
⑨　受講者数が５名以下の場合は、原則として開講されない。ただし、必修科目、選択必修科目、教職・司書などの資格
関係科目を除く。

11．成績評価について
⑴　授業科目の成績評価は、筆記・口述試験、論文、レポート、実験、実習、実技及び授業参加度などで行われる。
⑵　授業科目の成績評価は、原則として半年毎に授業担当者から教務課に提出される。ただし、通年及び夏期集中の科目は
学年末に提出される。
⑶　成績の評点は、100点を満点とし、60点以上を合格とする。
⑷　成績通知書の評価については、次の基準により換算して成績通知書等に記載する。

90点以上 秀 （Ａ）　⎫
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎭

　

（　）内は英語表記
80～89点 優 （Ｂ）
70～79点 良 （Ｃ）
60～69点 可 （Ｄ）
59点以下　不可　
評価なし　／（試験欠席、出席日数不足など）

　ただし、学則第16条、第17条及び第17条の２の規定により本学以外での学修を認定した科目は「認」（英文は「Ｔ」）で
示される。100点を満点とする評価が難しい科目は「合格」（英文は「Ｐ」）又は「不可」で示される。
　なお、成績証明書については「不可」及び「／」は記載しない。
⑸　履修した科目の成績評価及び修得単位は、原則として学期末に教務課から本人及び保証人の連名宛てに通知する。ただ
し、通年及び夏期集中の授業科目は原則として学年末に通知する。

⑹　受取った成績について疑問があるときは、以下の場合に限り、「成績評価に関する確認書」（所定用紙）を教務課に提出
することができる。

　　①成績の誤記入等、授業担当教員の誤りであると思われるもの
　　②シラバス等により周知している成績評価の方法に沿っていないと思われるもの
　　成績通知後３週間以内（成績通知書に同封の書類に記載）に提出すること。ただし、卒業又は修了の判定の対象者につ
いては、これにかかわらず速やかに提出すること。教務課から教員へ問合せ、後日回答する。
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12．GPA（Grade Point Average）について
　GPA（Grade Point Average）とは、成績評価に応じた得点＝GP（Grade Point、０～４の５段階）を履修登録総単
位数で割って１単位あたりの平均値を出したもので、履修指導や留学・奨学金等の選考などに使われる。大学によって得点
や平均の算出方法が異なるが、本学では以下のとおり（小数点以下第３位を切り捨てる）とする。

４×「秀」の修得単位数＋３×「優」の修得単位数＋２×「良」の修得単位数＋１×「可」の修得単位数
総履修登録単位数（「不可」「／」の単位数を含む）

　不合格科目や途中で放棄した科目はGP「０」となり、GPA評価が下がるので、履修登録に際しては細心の注意を払うこ
と。学部が特に必要と認める場合を除き、一度合格した科目は再履修できない。
　100点満点での評価とGPとの関係は下表のとおり。

成績評点
（100点満点）

成績通知・成績証明の評価
GP 証明書の記載

英語表記

合
格

90～100 秀 Ａ ４ する
80～ 89 優 Ｂ ３ する
70～ 79 良 Ｃ ２ する
60～ 69 可 Ｄ １ する

他大学で修得した単位等 認 Ｔ 対象外 する
素点評価しない科目 合格 Ｐ 対象外 する

不
合
格

59以下 不可 ０ しない
評価なし
（放棄・試験欠席など） ／ ０ しない

再履修した場合、その科目の過去の
（不合格の）成績 （元のまま残る） 対象外 しない

履修中止した場合 履修中止 対象外 しない

GPAの対象となる科目は以下のとおりとする。
　⑴共通教育科目
　⑵学科横断プロジェクト型科目
　⑶専門教育科目
　⑷学際教育科目
ただし、以下の科目の成績はGPAの対象外とする（分母に含めない、又はGPを算出しない）。
○「認（Ｔ）」「合格（Ｐ）」で評価される科目の成績
○卒業要件に算入されない成績
○再履修した場合、その科目の過去の成績

13．履修中止について
　大学の定める履修中止届出期間に教務課に届出た場合に限り、履修中止を認める。いったん履修中止した科目について、
同じ開講期間に履修を復活させることはできない。また、履修中止とした科目の単位数は、履修登録単位数から控除しない。
履修中止した科目は成績通知書に「履修中止」と記載するが、GPA対象外とし、成績証明書には記載しない。
　履修中止届出期間は開講期間により異なり、次のとおりとする。

開講期間 履修中止届出期間
前期

前期前半
後期

後期前半

各学期開始後１ヶ月程度の時期に設ける

通年 前期開始後１ヶ月程度の時期に設ける
前期後半
前期集中
後期後半
後期集中
集中

授業日数の２分の１を超えない日までに届出ること。

例）授業が２日ある場合：２日目の前日まで

授業が３日ある場合：２日目の前日まで

授業が４日ある場合：３日目の前日まで

ただし、届出期限の前回の授業から届出期限までに事務取扱日のない場合は、翌事務取扱日に速やかに届出ること。
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14．オフィス・アワー
　教員が週１回（平日）、授業や履修相談及び学生生活などの質問・相談に応じるため、オフィス・アワーを設け研究室等に
待機している。質問・相談があれば、この時間を積極的に活用すること。
　各教員のオフィス・アワーについては、５月頃に掲示する一覧で確認すること。なお、原則として予約不要。だが一覧表
の指示に従うこと。

15．掲示及び学生ポータルサイトによる通知・連絡について
　履修登録の不備、休講、補講、教室の変更、試験日程などの授業関係、免許・資格関係及び留学その他の通知・連絡事項
は、全て掲示、学生ポータルサイト（Campusmate）及びmanabaで行うので、登校・下校の際は必ず掲示板に注意する
とともに、サイトをチェックすること。
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◇国際言語文化学部◇

５．授業科目の履修・登録

⑴　英語英文学科の履修方法について
⑵　国際日本文化学科の履修方法について
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⎫
⎬
⎭

⎫
⎟
⎬
⎟
⎭

１．卒業に必要な単位
　科目区分別の卒業に必要な最低限の単位数（卒業の要件）

科　　目　　区　　分 必修 選択必修 左 欄 以 外
からの選択 計

共

通

教

育

科

目

教 養 科 目

人間と文化 2

1～

124

生活と社会 2

人間と自然 2

基 礎 科 目
外国語科目 4

リテラシー・スポーツ科目 1

基 盤 科 目
カトリック教育科目 4 2

ライフキャリア形成科目 2

専

門

教

育

科

目

専 門 基 礎 科 目 28

［29］

22～
［21］～

専 門 基 幹 科 目 10

専 門 展 開 科 目
（ グ ロ ー バ ル 英 語 コ ー ス ） ［2］ ［14］

16

専 門 展 開 科 目

専門関連科目

英語教育領域

エアラインプログラム科目

医療サポート英語プログラム科目

プレゼンテーション実務士資格科目

専 門 演 習 ・ 卒 業 研 究 12

学 際 教 育 科 目 0～16

合　　　　計 56

［59］
30

［28］
38

［37］ 124

［　］内の数字はグローバル英語コース履修生の履修単位数を示す。

２．履修コースの分属について
　英語英文学科では、入学時に各履修コースに分属し、各履修コースで定められた必修科目を履修しなければならない。

１．各履修コース内容
履修コース コースの目的

グローバル英語コース 英語を自らの言語として操り、グローバル社会で活
躍できる女性の育成を目的とする。

英 語 教 養 コ ー ス 基礎的な英語力を身につけ、専門教養と柔軟で心豊
かな人間性を兼ね備えた国際人の育成を目的とする。

２．各履修コースの必修及び選択必修科目

３．グローバル英語コースにおける海外留学に関する履修規定
グローバル英語コースは、コースの定める時期（２年次後期）に海外留学を行うこと（海外留学Iaの履修）を履修上の必
須とする。ただし、海外留学を行うためには、１年次終了時において、以下に示す「海外留学条件」を満たしていなけれ
ばならない。

海外留学条件
以下●の条件を両方満たすこと。
●  １年次終了時においてTOEIC500点及びGPA2.6を取得していること（グローバル英語コース留学奨学金の申請には

５－⑴ 英語英文学科の履修方法について
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GPA2.8以上が必要）。
●１年次に履修すべき英語英文学科必修科目を全て修得済みであること。

なお、１年次終了時に海外留学条件を満たさない場合、２年次後期からの海外留学はできない。この場合の選択肢は以下
の二つとなる。
ⅰ．グローバル英語コースに在籍し、海外留学条件を満たした後に海外留学を行う。その場合、原則として、（a）海外
留学の時期は後期とする。（b）グローバル英語コースの履修規定上、４年間で規定の卒業要件を満たすことができ
ない。

ⅱ．英語教養コースへの転コースを申請し、英語教養コースで履修を継続する（条件を満たせば、セメスター留学を行
うことができる）。

３．履修方法
　以下の１～３の各科目区分の必要単位数を満たしつつ、同時に１～３の合計が124単位以上になるように履修しなければならな
い。各科目区分の最低必要単位数を合計しても124単位にはならないので注意すること。
 以下、（　）内の数字は単位数を示す。

１．共通教育科目（20単位以上）
⑴　１年次に履修する必修科目・選択必修科目と履修単位数について
　以下の基盤科目4単位及び基礎科目１単位は、１年次に全員が必ず履修しなければならない。
　必修科目
　　基盤科目：キリスト教学（2）、キリスト教音楽概論（2）
　選択必修科目
　　基礎科目：情報演習Ⅰaまたは情報演習Ⅰb（1）
⑵　選択必修科目と履修単位数について
　教養科目の「人間と文化」、「生活と社会」及び「人間と自然」の３領域から各２単位以上、基礎科目の「外国語科目」
の選択科目から４単位以上、基盤科目の「カトリック教育科目」及び「ライフキャリア形成科目」の選択科目から各２単
位以上、全体から１単位以上（選択科目に算入される）を必ず履修しなければならない。

２．専門教育科目（88単位以上）［　］内の数字はグローバル英語コース履修者の単位数を示す。
⑴　必修科目と履修単位数について
　専門基礎科目の必修科目計28単位、専門基幹科目の必修科目計10単位、専門演習・卒業研究の科目計12単位は、全員
が必ず履修しなければならない。加えて、グローバル英語コース履修者は専門基礎科目１単位、専門展開科目２単位を必
ず履修しなければならない。
◇　１年次に履修する科目　　  Reading Ⅰ（2）、Reading Ⅱ（2）、Writing Ⅰ（2）、Writing Ⅱ（2）、Listening Ⅰ

（1）、Listening Ⅱ（1）、Speaking Ⅰ（1）、Speaking Ⅱ（1）、英語英文学基礎演習Ⅰ
（2）、英語英文学基礎演習Ⅱ（2）、英米文学概論（2）、言語学概論（2）、コミュニケーショ
ン学概論（2）

◇　２年次に履修する科目　　  Advanced Reading Ⅰ（2）、Advanced Reading Ⅱ（2）、Advanced Writing Ⅰ
（2）、Advanced Writing Ⅱ（2）、Advanced Listening Ⅰ（1）、Advanced Listening
Ⅱ（1）、Advanced Speaking Ⅰ（1）、Advanced Speaking Ⅱ（1）、海外留学Ⅰa
［1］

◇　３年次に履修する科目　　  Academic Writing Ⅰ（2）、Academic Writing Ⅱ（2）、英語英文学演習Ⅰ（2）、英語
英文学演習Ⅱ（2）

◇　４年次に履修する科目　　  卒業研究（8）、Global English Seminar［2］
⑵　選択必修科目と履修単位数について
　専門展開科目から選択必修科目計16単位以上を必ず履修しなければならない。ただし、グローバル英語コース履修者は、
グローバル英語コース科目から14単位以上を履修しなければならない。
⑶　選択科目と履修単位数について
　上記⑴⑵除く専門教育科目から計22単位（グローバル英語コースは計21単位）以上を選択し、必ず履修しなければなら
ない。

３．学際教育科目
　海外文化研修および他学部・他学科の専門教育科目のうち、科目を設置した学部・学科が認めた専門教育科目（履修科目
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表の科目名に☆印を付した科目）を選択し履修できる。履修した科目の単位は16単位を上限として卒業要件単位に算入さ
れる。

４．ゼミへの所属について
　「英語英文学演習Ⅰ・Ⅱ」（３年次）及び「卒業研究」（４年次）は、本学科専任教員が担当するゼミの１つに所属して行
われる。所属したゼミで個別に研究課題を設定し、それに取り組み、最終的に４年次で卒業研究（卒業論文）の完成を目
指す。事前に自分の希望する研究領域についてよく考え、シラバスを読み各ゼミの内容をよく理解しておくこと。
　所属ゼミ決定のプロセス

　　　 ①１年次３月末～２年次４月初旬　２年次の登録前オリエンテーションにて、ゼミ別履修モデル配布。
　　　 ②２年次７月　ゼミ分属説明会。
　　　 ③希望ゼミを選択し、書面で学事課に提出。
　　　 ※  各ゼミの希望者数に大きな偏りが生じた場合は調整を行う。
　　　 ④２年次９月　所属ゼミの決定
　　 ※  「ゼミ分属説明会」では、ゼミの詳しい内容や所属までのスケジュール及び、ゼミ分属の条件など重要な説明をす

るので必ず出席すること（欠席するとゼミ選択において不利になることがある）。説明会の日程は掲示にて周知す
るので掲示板に注意しておくこと。

　　 ※  所属ゼミにより、「研究方法論」または「専門購読」の履修が求められる（２年次後期）。これらの科目はゼミの所
属が決定後、履修登録すること（予め科目を履修計画していた場合は、後期修正期間に変更すること）。

５．卒業研究について
　卒業研究に関する提出物をそれぞれ決められた書式に従って、期日までに学事課に提出しなければならない。詳細は掲示
や手引き等で確認すること。
　※  留学する学生に関しては、掲示内容や説明会資料等を学事課からメールで送るので、留学先で連絡のつくメールアドレ
スを学事課に必ず連絡すること。

　　（学事課　E-mail：gakuji@ml.notredame.ac.jp）
６．Testingプログラム
⑴　TOEIC IP
　　正規のTOEICテストと全く同じ方法で、団体として任意に利用できるテストである。本学では国際教育課主催のTOEIC 
IPを受験し、客観的に自分の英語の実力を知る機会を設けている。各学生は定められた日程でそれを受験すること。
⑵　アチーブメントテスト（全学部全学科対象）：１～３年次、４年次（グローバル英語コース生のみ）
　　毎年12月に実施される「TOEIC IP」を受験すること。英語英文学科生に関して、基準点【１年次：300点／２年次：325

点／３年次：350点】に達していない場合は年度末の補講を受講する。受講できない場合は学外にてTOEICのテスト（受
験料は自己負担）を受験し、基準点に達したスコアを速やかに学事課に提出すること。
　※任意でTOEICのテストを受験した場合、IP・正規テストを問わずスコアを学事課に提出すること

７．プログラム、資格認定制度
⑴　エアラインプログラム
　　このプログラムは、ANA（全日本空輸）の元客室乗務員が直接指導する科目を中心に展開し、航空業界を目指す学生は
もちろんのこと、幅広くビジネスで率先力たろうとする学生を対象にホスピタリティを教授するものである。本プログラ
ムの修了者には、英語英文学科より修了書を授与する。
　　本プログラムは、特定の職業に必要な知識・スキルだけを身につけた人材を育成するのが目的ではなく、文学・英語学・
コミュニケーション学等の素養を持つ「教養ある社会人」の育成という英語英文学科本来の理念に基づくものである。ま
た、ANA（全日本空輸）その他関連企業への就職を保証するものではない。
◇　プログラム科目履修について
　 　本プログラムを履修する学生は、英語英文学科で必修とされる科目を全て履修した上で、本プログラムの科目を履修
する。ただし、エアラインプログラムで修得した単位は、全て卒業に必要な単位に算入される。

◇　エアラインプログラム修了判定について
　 　このプログラムを修了し、英語英文学科より修了書を授与されるためには、英語英文学科の所定の単位を修得し英語
英文学科を卒業すること、エアラインプログラム科目の単位を原則として２／３以上修得すること、その他主要な科目
を履修したうえで、英語英文学科会議で判定する。詳細は履修登録説明会等で説明する。

◇　エアラインプログラム選抜条件
　 　このプログラムの一部の科目（演習等人数制限のある科目）の履修は選抜制となる。選抜は、英語英文学科必修科目
の成績、エアラインプログラム科目の成績、英語検定（TOEIC その他）、及び面接の結果等を総合して行う。詳細は履
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修登録説明会等で説明する。
⑵　医療サポート英語プログラム
　京都には多くの外国人が滞在し、海外から高度な医療を求めて来日する外国人の増加も見込まれている。このような中で、
外国人が日本においても安心して医療を受けられ、また帰国後の療養へと繋げていけることは大変重要なことである。
　このプログラムは、これまでの外国語教育に加えて、京都府立医科大学と共同して附属病院での実習も組入れた、外国人
の医療支援に対応できる医療語学の専門性を有した人材育成を行う。本学科が取組んできたホスピタリティを基盤に語学力の
ある高度な医療サポートスタッフの養成を目指している。
　所定の単位（計20単位）を修得した者には英語英文学科より修了書を授与する。科目表は本学ホームページ「授業・履修
登録関係（教務課・学事課サイト）」単位確認・資格確認表」参照のこと。
⑶　文化交流創成コーディネーター（ICCO）資格
　この資格は、新たな時代や社会づくりに向けて、人と人、人とモノ、コトとコト、モノとモノ、地域と地域、地域と世界な
ど、文化と文化の＜あいだ＞につながりをつける力を備えた人材の育成をめざして、様々な場で新たな文化の交流や創成に携
わろうとする人を日本国際文化学会（http://www.jsics.org/icco.html）が認定する資格である。 
⑴　資格認定申請の要件
　　資格の認定を申請するためには以下の２つの要件を満たす必要がある。
　１）資格認定用単位の取得
　　 　学会所定の教育プログラム（カリキュラム・フレーム）に定められた３区分（Ⅰ. 基礎科目２科目４単位、Ⅱ. 専門科目４科
目８単位、Ⅲ. 間文化活動／フィールド・ワーク科目２科目４単位）から合計16単位を取得する。取得単位の成績に優を１
つ以上含み、かつ、すべて良以上であることが要件である。履修の詳細については、履修登録説明会等で説明する。科
目表は本学ホームページ「授業・履修登録関係（教務課・学事課サイト）単位確認・資格確認表」参照。

　２）短期集中セミナーへの参加
　　 　資格取得を希望する学生は、カリキュラム・フレーム科目に定められた単位履修（16単位）に加え、毎年夏休みに開催
される、短期集中セミナーを受講することが望ましい（２年次以降の履修を勧める）。 

　　　※１　 短期集中セミナーへの参加が困難である場合は、間文化活動実践をそれぞれに積んでいることを記載した学習活
動報告書を代わりに提出することができる。

　　　※２　１）の履修がすべて終わっていなくても、２）のセミナーへの参加することは可能。
⑵　ICCO資格申請対象者
　　国際言語文化学部１～４年次生
⑶　資格取得に関する主な費用
　 　短期集中セミナー参加費（2019年実績）36,000円（会場までの交通費、フィールドワークにかかる交通費、食事代等は別
途必要）、資格申請手数料5,000円（所定単位を満たした後、学会に資格認定を申請する際に必要）、資格申請時に必要な成
績証明書発行手数料200円（本学内での発行手数料）。

　問い合わせ先：英語英文学科、国際日本文化学科　教務委員
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区
分

卒業に要する単位（124）

共通教育科目（20～） 専門教育科目（88～） 学際教育科目
（0～16）

必修（4） 選択必修（15） 選択（1～） 必修（50）
［53］

選択必修（16）
［14］

選択（22～）
［21～］ 選択

１
年
次

・キリスト教学
 （2）
・ キリスト教音楽 
概論 （2）

教養科目
「人間と文化」
「生活と社会」
「人間と自然」の３
領域から各２単位
以上

基礎科目
「リテラシー・ス
ポーツ科目」の
情報演習Ⅰa
または
情報演習Ⅰb
から１単位
「外国語科目」の選
択科目から４単位
以上

基盤科目
「カトリック教育
科目」
「ライフキャリア
形成科目」
の選択科目から各
２単位以上

・Reading Ⅰ （2）
・Reading Ⅱ （2）
・Writing Ⅰ （2）
・Writing Ⅱ （2）
・Listening Ⅰ （1）
・Listening Ⅱ （1）
・Speaking Ⅰ （1）
・Speaking Ⅱ （1）
・英語英文学基礎演習Ⅰ
 （2）
・英語英文学基礎演習Ⅱ
 （2）
・英米文学概論 （2）
・言語学概論 （2）
・コミュニケーション
　学概論 （2）

専門展開科目か
ら選択必修科目
計16単位以上

グローバル英語
コース履修者
は、グローバル
英語コース科目
から14単位以
上

必修及び選
択必修以外
の専門教育
科目から計
22単 位 以
上

２
年
次

・Advanced Reading Ⅰ
 （2）
・Advanced Reading Ⅱ
 （2）
・Advanced Writing Ⅰ
 （2）
・Advanced Writing Ⅱ
 （2）
・Advanced Listening Ⅰ
 （1）
・Advanced ListeningⅡ
 （1）
・Advanced Speaking Ⅰ
 （1）
・Advanced Speaking Ⅱ
 （1）
・海外留学Ⅰa ［1］

３
年
次

・Academic Writing Ⅰ
 （2）
・Academic Writing Ⅱ
 （2）
・英語英文学演習Ⅰ （2）
・英語英文学演習Ⅱ （2）

４
年
次

・卒業研究 （8）
・Global English Seminar
 ［2］

（注１）［ ］内の数字はグローバル英語コース履修者の履修単位数を示す。

（注２）授業科目については「履修科目表」で確認すること。

（注３） 授業科目の履修・登録にあたっては、「履修登録の手引き」「開講科目表」「講義概要（シラバス）」及び「授業時間表」を参照する

こと。

４．履修単位表 （　）数字は単位数
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学位
授与
方針
ＮＤ６

キリスト教精神・女性教育 知識・理解 汎用的技能 態度・志向性 統合的な学習経験と総合的思考力
DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6

自分を育てる力 知識・理解力 言語力 思考・解決力 共生・協働する力 創造・発信力

４
年

後期 EGE4651 E Global English Seminar
集中等 EGR4500 ホテルビジネス研究 EGS4600 卒業研究
前期

３
年

後
期

EGE3250 E Comparative Culture Workshop EGB3351 Academic Writing Ⅱ EGL3450 映画論 EGE3553 E Comparative Culture EGE3651 E Global Human Resource Development

EGE3251 E Japan Studies Workshop EGB3352 E Communication Skills Ⅱ EGE3402 E Persuasive Communication EGR3550 ビジネスマナー演習

EGR3250 英語科教育法Ⅳ EGE3354 E Creative Writing EGL3453 アメリカの社会と文化 EGR3551 キャリアデベロップメント
EGR3252 英語教材作成演習 EGL3458 ことばと意味 EGS3550 英語英文学演習Ⅱ

EGL3456 異文化間コミュニケーション
EGR3450 応用言語学

集
中
等

EGR3500 旅行観光業研究
EGR3502 エアライン研修

前
期

EGR3200 英語科教育法Ⅲ EGB3301 Academic Writing Ⅰ EGE3403 E Debate GBL3500 話し方と自己表現 GCP3600 キャリア形成
EGR3202 外国語としての日本語 EGB3302 E Communication Skills Ⅰ EGL3406 ことばの音と形態 EGR3501 フィールド研究

EGL3455 ことばと社会
EGL3452 英語圏文化 EGS3500 英語英文学演習Ⅰ
EGL3403 E 対人コミュニケーション EGE3550 E Women in Leadership

２
年

後
期

GCE2150 キリスト教と日本文化 GBL2250 情報技術リテラシー GBE2350 旅行の英会話 GEN2450 AIとデータサイエンス入門 EGR2550 エアライン・ビジネス論
GCE2151 キリスト教美術 EGF2250 専門講読（英文学） GBE2351 留学の英会話 GBL2451 プログラミング演習
GCE2152 キリスト教音楽 EGF2251 専門講読（米文学） GBE2352 歌って覚える英語表現 EGL2450 英文学作品研究

EGF2254 研究方法論（コミュニケー
ション学） GBE2354 実用英語基礎 EGL2451 米文学作品研究

EGF2255 研究方法論（英語教育学） GBJ2350 日本語特講Ⅱ EGL2453 ことばのしくみ
EGF2256 研究方法論（言語学） EGB2350 Advanced Reading Ⅱ CSA2457 プレゼンテーション演習
EGE2250 E Global Issues EGB2351 Advanced Writing Ⅱ
EGR2250 英語科教育法Ⅱ EGB2352 E Advanced Listening Ⅱ
EGR2252 こども英語指導法（実践編） EGB2353 E Advanced Speaking Ⅱ

EGB2355 TOEIC Ⅳ
EGB2358 同時通訳法Ⅱ
EGR2350 接遇のための日本語
EGR2351 医療サポート英語Ⅱ
EGB2360 海外留学Ⅰａ
EGB2361 海外留学Ⅱａ
EGB2362 海外留学Ⅲａ
EGB2363 海外留学Ⅲｃ
EGB2364 海外留学Ⅲｅ
GBE2356 英語実践（４技能）Ⅱ

集
中
等

EGR2253 臨床の医学・病院研修 GCP2600 キャリア形成ゼミ
GCP2650 インターンシップ
GCP3650 海外インターンシップ

前
期

GCE2102 聖書とキリスト教 EGE2200 E Japan Studies GBE2300 日常の英会話 GBL2400 情報演習Ⅱ EGE2501 E Intercultural Communication 
and Adjustment

GCE2101 キリスト教思想 EGE2201 E Popular Culture GBE2301 おもてなしの英会話 EGL2400 ことばとコミュニケーション EGE2500 E 海外留学事前指導
GCP2101 子育てとワークライフバランス EGL2200 英文学の歴史 GBE2307 ビジネス英会話 GBL2450 情報処理
EGR2100 ホスピタリティ・スキル EGL2202 英語の歴史 GBE2308 英語リスニング

EGR2200 英語科教育法Ⅰ GBE2305 身近な英文法
EGR2202 こども英語指導法（理論編） GBF2300 中国語Ⅲ
EGL2201 米文学の歴史 GBF2301 コリア語Ⅲ

GBJ2300 日本語特講Ⅰ
GBL2300 アカデミック・ライティング
EGB2300 Advanced Reading Ⅰ
EGB2301 Advanced Writing Ⅰ
EGB2302 E Advanced Listening Ⅰ
EGB2303 E Advanced Speaking Ⅰ
EGB2305 TOEIC Ⅲ
EGB2308 同時通訳法Ⅰ
EGE2302 E Public Speaking
EGR2300 医療サポート英語Ⅰ
CSA2305 プレゼンテーション概論
EGB2310 海外留学Ⅰｂ
EGB2311 海外留学Ⅱｂ
EGB2312 海外留学Ⅲｂ
EGB2313 海外留学Ⅲｄ
EGB2314 海外留学Ⅲｆ
GBE2306 英語実践（４技能）Ⅰ

１
年

後
期

GEH1150 歴史の中の女性 EGF2200 T 英米文学概論 GBE1352 英語理解Ⅱ GEN1450 暮らしの統計学
GES1150 ジェンダー論 EGF2201 T 言語学概論 GBE1353 英語表現Ⅱ GBL1452 SNSコミュニケーションスキル
GEN1150 生命倫理 EGF2202 T コミュニケーション学概論 GBF1350 フランス語
GBL1151 体育講義 GEH1200 外国文学 GBF1351 アラビア語
EGF1150 英語英文学基礎演習Ⅱ GEH1252 ヨーロッパ近現代史 GBF1352 中国語Ⅱ
EGR1151 ホスピタリティ論 GEH1253 文化人類学 GBF1353 コリア語Ⅱ

GES1250 憲法と人権 GBJ1350 日本語講読Ⅱ
GES1251 暮らしの経済学 GBJ1351 日本語表現Ⅱ

EGB1350 Reading Ⅱ
EGB1351 Writing Ⅱ
EGB1352 E Listening Ⅱ
EGB1353 E Speaking Ⅱ
EGB1354 英文法Ⅱ
EGB1355 T TOEIC Ⅱ
EGB1356 E TOEFL Ⅱ

集
中
等

IDE1252 海外文化研修 GBF1354 海外研修（語学）Ⅰ GCP1550 短期インターンシップ
GBE1355 海外研修（語学）Ⅱａ
GBE1356 海外研修（語学）Ⅱｂ

前
期

GBL1100 体育実技 GEH1250 日本文学 GBE1302 英語理解Ⅰ GEN1400 身近な自然科学 GES1500 ボランティア概論
GCE1102 キリスト教学 GEH1201 日本近現代史 GBE1303 英語表現Ⅰ GEN1401 心理学入門 GCP1500 ホスピタリティ入門
GCE1103 キリスト教音楽概論 GEH1202 東アジア近現代史 GBF1300 ドイツ語 GBL1401 情報演習Ⅰａ EGR1500 エアライン・サービス論
GCP1102 ノートルダム学 GES1200 暮らしの法律学 GBF1301 スペイン語 GBL1402 情報演習Ⅰｂ
GCP1101 女性とライフキャリア GES1201 国際関係論入門 GBF1302 中国語Ⅰ
GBL1150 健康スポーツ演習 GES1202 社会学概論 GBF1303 コリア語Ⅰ
EGB1100 英語キャリア戦略 GEN1201 身近な医学 GBJ1300 日本語講読Ⅰ
EGF1100 英語英文学基礎演習Ⅰ GEN1202 情報の科学と倫理 GBJ1301 日本語表現Ⅰ

GBL1200 文章作成法Ⅰ EGB1300 Reading Ⅰ
GBL1201 文章作成法Ⅱ EGB1301 Writing Ⅰ

EGB1302 E Listening Ⅰ
EGB1303 E Speaking Ⅰ
EGB1304 英文法Ⅰ
EGB1305 T TOEIC Ⅰ
EGB1306 E TOEFL Ⅰ
EGB1309 同時通訳入門

５．カリキュラム・マップ
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５－⑴ 英語英文学科の履修方法について

１．卒業に必要な単位
　科目区分別の卒業に必要な最低限の単位数（卒業の要件）

科　　目　　区　　分 必修 選択必修 左 欄 以 外
からの選択 計

共

通

教

育

科

目

教 養 科 目

人間と文化 2

3～

124

生活と社会 2

人間と自然 2

基 礎 科 目
外国語科目 4 4

リテラシー・スポーツ科目 1

基 盤 科 目
カトリック教育科目 4 2

ライフキャリア形成科目 2

専
門
教
育
科
目

基 礎 科 目 10

展 開 科 目

学科共通選択科目

46～
日本語日本文化領域

国際文化領域

関 連 科 目

専 門 演 習 ・ 卒 業 研 究 16

学 際 教 育 科 目 0～26

合　　　　計 34 15 75 124

２．履修方法
　以下の１～３の各科目区分の必要単位数を満たしつつ、同時に１～３の合計が124単位以上になるように履修しなければ
ならない。各科目区分の最低必要単位数を合計しても124単位にはならないので注意すること。
 以下、（　）内の数字は単位数を示す。

１．共通教育科目（26単位以上）
⑴　１年次に履修する必修科目・選択必修科目と履修単位数について
　以下の基盤科目4単位及び基礎科目１単位は、１年次に全員が必ず履修しなければならない。
　必修科目
　　基盤科目：キリスト教学（2）、キリスト教音楽概論（2）
　　基礎科目：英語理解Ⅰ（1）、英語表現Ⅰ（1）、英語理解Ⅱ（1）、英語表現Ⅱ（1）
　選択必修科目
　　基礎科目：情報演習Ⅰaまたは情報演習Ⅰb（1）
⑵　選択必修科目と履修単位数について
　教養科目の「人間と文化」、「生活と社会」及び「人間と自然」の３領域から各２単位以上、基礎科目の「外国語科目」
の選択科目から４単位以上、基盤科目の「カトリック教育科目」及び「ライフキャリア形成科目」の選択科目から各２単
位以上、全体から３単位以上（選択科目に算入される）を必ず履修しなければならない。
⑶　外国人留学生の外国語科目の履修について
　外国人留学生は、以下の日本語の科目を履修すること。なお、その単位は「外国語科目」の必修科目単位数に充てるこ
とができる。
　日本語講読Ⅰ（1）、日本語講読Ⅱ（1）、日本語表現Ⅰ（1）、日本語表現Ⅱ（1）、日本語特講Ⅰ（1）、日本語特講Ⅱ（1）

２．専門教育科目（72単位以上）
⑴　必修科目と履修単位数について
　基礎科目の必修科目計10単位、専門演習・卒業研究計16単位は、全員が必ず履修しなければならない。
◇　１年次に履修する科目　　  基礎演習Ⅰ（2）、基礎演習Ⅱ（2）、日本語コミュニケーションⅠ（2）、日本語コミュニケー

５－⑵ 国際日本文化学科の履修方法について
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ションⅡ（2）
◇　２年次に履修する科目　　  発展演習Ⅰ（2）、発展演習Ⅱ（2）、日本語コミュニケーションⅢ（2）
◇　３年次に履修する科目　　  専門演習Ⅰ（2）、専門演習Ⅱ（2）
◇　４年次に履修する科目　　  卒業研究（8）
⑵　選択科目と履修単位数について
　展開科目及び関連科目から計46単位以上を選択し、必ず履修しなければならない。

３．学際教育科目
　海外文化研修および他学部・他学科の専門教育科目のうち、科目を設置した学部・学科が認めた専門教育科目（履修科
目表の科目名に☆印を付した科目）を選択し履修できる。履修した科目の単位は26単位を上限として卒業要件単位に算入
される。

４．国際観光プログラムについて
　国際観光プログラムは、国際観光都市である京都をフィールドとして、文化交流や発信のあり方、観光やツーリズムの
概要について学ぶとともに、日本と世界の文化に広く光を当て、幅広い教養を身につけることを目的としている。本プロ
グラムの基盤科目には、語学やホスピタリティに関する科目が設定されており、高いコミュニケーション能力を養うこと
ができるほか、実践型の研修に参加する科目もあり、他者と協働する力、リーダーシップ、情報を収集し適切に処理する
力、計画を立案し実行する力、課題を解決する力などを育成する。
　プログラムの修了者には、国際日本文化学科より修了証を授与する。
　本プログラムは、国際的な広い視野と教養を持ち、文化の違いをふまえ、他者と共生・協働する力を身につけるという
本学科の教育理念に基づき、2021年度に開設された。卒業後は、旅行業界、ホテル業界などの観光分野だけでなく、行政
機関などその他関連分野で即戦力となれるような社会人力の養成を目ざすものである。
⑴　プログラム科目履修について
　本プログラムを履修する学生は、国際日本文化学科の必修科目をすべて履修していなければならない。
⑵　プログラム修了判定について
　国際日本文化学科より修了証が授与されるためには、国際日本文化学科の所定の単位を修得し、国際日本文化学科を卒業
すること、かつ国際観光プログラムの単位を20単位以上（必修・選択必修・選択含む）修得しなければならない。必修科目は
４単位。選択必修科目は６単位のうち４単位以上を修得しなければならない。選択科目は12単位以上で、国際日本文化学科科
目、英語英文学科科目、共通教育科目から自由に選択できる。上記の条件をすべて満たした履修生について、学科がプログ
ラム修了の可否を判定する。詳細については履修登録説明会等で説明する。科目表は本学ホームページ「授業・履修登録関
係（教務課・学事課サイト）単位確認・資格確認表」参照。
　問い合わせ先：国際日本文化学科　鷲見朗子

５．文化交流創成コーディネーター（ICCO）資格について
　この資格は、新たな時代や社会づくりに向けて、人と人、人とモノ、コトとコト、モノとモノ、地域と地域、地域と世界な
ど、文化と文化の＜あいだ＞につながりをつける力を備えた人材の育成をめざして、様々な場で新たな文化の交流や創成に携
わろうとする人を日本国際文化学会（http://www.jsics.org/icco.html）が認定する資格である。 
⑴　資格認定申請の要件
　資格の認定を申請するためには以下の２つの要件を満たす必要がある。
１）資格認定用単位の取得
　 　学会所定の教育プログラム（カリキュラム・フレーム）に定められた３区分（Ⅰ. 基礎科目２科目４単位、Ⅱ. 専門科目４科目
８単位、Ⅲ. 間文化活動／フィールド・ワーク科目２科目４単位）から合計16単位を取得する。取得単位の成績に優を１つ以
上含み、かつ、すべて良以上であることが要件である。履修の詳細については、履修登録説明会等で説明する。科目表は
本学ホームページ「授業・履修登録関係（教務課・学事課サイト）単位確認・資格確認表」参照。

２）短期集中セミナーへの参加
　 　資格取得を希望する学生は、カリキュラム・フレーム科目に定められた単位履修（16単位）に加え、毎年夏休みに開催さ
れる、短期集中セミナーを受講することが望ましい（２年次以降の履修を勧める）。 
　　※１　 短期集中セミナーへの参加が困難である場合は、間文化活動実践をそれぞれに積んでいることを記載した学習活動

報告書を代わりに提出することができる。
　　※２　１）の履修がすべて終わっていなくても、２）のセミナーへの参加することは可能。
⑵　ICCO資格申請対象者
　国際言語文化学部１～４年次生
⑶　資格取得に関する主な費用
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 　短期集中セミナー参加費（2019年実績）36,000円（会場までの交通費、フィールドワークにかかる交通費、食事代等は別途
必要）、資格申請手数料5,000円（所定単位を満たした後、学会に資格認定を申請する際に必要）、資格申請時に必要な成績証
明書発行手数料200円（本学内での発行手数料）。
　問い合わせ先：英語英文学科、国際日本文化学科　教務委員

６．ゼミへの所属について
　「専門演習Ⅰ・Ⅱ」（３年次）及び「卒業研究」（４年次）は、本学科専任教員が担当するゼミの１つに所属して行われ
る。所属したゼミで個別に研究課題を設定し、それに取組み、最終的に４年次で卒業研究（卒業論文・卒業制作）の完成
を目指す。事前に自分の希望する研究領域についてよく考え、シラバスを読み各ゼミの内容をよく理解しておくこと。

　　所属ゼミ決定のプロセス
　　　①２年次11月又は12月にゼミ分属説明会を実施する。
　　　②希望ゼミを選択し、書面で学事課に学生が各自提出する。
　　　③各ゼミの希望者数に大きな偏りが生じた場合は調整を行う。
　　　④所属ゼミを決定する。
　　※  「ゼミ分属説明会」では、ゼミの詳しい内容や所属までのスケジュールなど重要な説明をするので必ず出席するこ

と。（欠席するとゼミ選択において不利になることがある。）説明会の日程は掲示にて周知するので掲示板に注意し
ておくこと。

７．卒業研究について
　卒業研究に関する提出物をそれぞれ決められた書式に従って、期日までに学事課に提出しなければならない。詳細は掲
示や手引き等で確認すること。
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区　
　

分

卒業に要する単位（124）

共通教育科目（26～） 専門教育科目（72～） 学際教育科目
（0～26）

必修（8） 選択必修（15） 選択（3～） 必修（26） 選択（46～） 選択

１　

年　

次

・キリスト教学 （2）
・キリスト教音楽概論
 （2）

・英語理解Ⅰ （1）
・英語表現Ⅰ （1）
・英語理解Ⅱ （1）
・英語表現Ⅱ （1）

外国人留学生は、日
本語の科目４単位の
修得をもって外国語
の必修科目の単位数
に充てることができ
る。

教養科目
「人間と文化」「生活
と社会」「人間と自
然」の３領域から各
２単位以上

基礎科目
「外国語科目」の選択
科目から４単位以上
「リテラシー・スポー
ツ科目」の
情報演習Ⅰa
または
情報演習Ⅰb
から１単位

基盤科目
「カトリック教育科
目」「ライフキャリア
形成科目」の選択科
目から各２単位以上
及び全体から選択科
目２単位以上

・基礎演習Ⅰ （2）
・基礎演習Ⅱ （2）
・ 日本語コミュニケー
ションⅠ （2）
・ 日本語コミュニケー
ションⅡ （2）

展開科目及び関連科
目から計46単位以上

２　

年　

次

・発展演習Ⅰ （2）
・発展演習Ⅱ （2）
・ 日本語コミュニケー
ションⅢ （2）

３　

年　

次

・専門演習Ⅰ （2）
・専門演習Ⅱ （2）

４　

年　

次

・卒業研究 （8）

（注１） 授業科目については「履修科目表」で確認すること。

（注２） 授業科目の履修・登録にあたっては、「履修登録の手引き」「開講科目表」「講義概要（シラバス）」及び「授業時間表」を参照する

こと。

３．履修単位表 （　）数字は単位数
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学位
授与
方針
ND６

キリスト教精神・女性教育 知識・理解 汎用的技能 態度・志向性 統合的な学習経験と総合的思考力
DP１ DP２ DP３ DP４ DP５ DP６

自分を育てる力 知識・理解力 言語力 思考・解決力 共生・協働する力 創造・発信力

４
年
次

後
期
集
中
等

CSS4600 卒業研究

前
期

３
年
次

後
期

CSA3250 日本年中行事論 CSA3550 ビジネスマナー演習 CSS3650 専門演習Ⅱ
CSA3252 ヨーロッパ文化論

集
中
等

CSA3600 フィールド実践演習

前
期

CSA3201 日本美術特講 GBL3500 話し方と自己表現 GCP3600 キャリア形成
CSS3600 専門演習Ⅰ

２
年
次

後
期

GCE2150 キリスト教と日本文化 GBL2250 情報技術リテラシー GBE2350 旅行の英会話 CSA2457 プレゼンテーション演習 CSA2561 識字活動と子どもの権利 CSS2650 発展演習Ⅱ
GCE2151 キリスト教美術 CSA2250 日本古典文学講読 GBE2351 留学の英会話 CSA2403 京都フィールドワーク研究 CSA3550 クールジャパン論
GCE2152 キリスト教音楽 CSA3251 日本近代文学講読 GBE2352 歌って覚える英語表現 CSA2451 異界・妖怪学
CSA2157 キリスト教とことば CSA3202 外国語としての日本語 GBE2354 実用英語基礎 CSA1450 観光ビジネス論
CSA4151 キリスト教音楽特講 CSA3254 日本文学特講 GBE2356 英語実践（４技能） Ⅱ CSA2419 西洋美術史特講

CSA2255 京都学 GBJ2350 日本語特講Ⅱ GEN2450 AIとデータサイエンス入門
CSA2258 古文書読解 CSA2352 日本語文法 GBL2451 プログラミング演習
CSA2260 子どもの読書とメディア CSA2353 日本語研究
CSA2265 漢文学特講 CSA1257 メディアコンテンツ表現法
CSA2273 日本思想
CSA2264 日中近代語彙比較論
CSA2274 アジア文化論
CSA2256 西洋美術史Ⅱ
CSA2259 インターネット社会論
CSA2257 音楽表現学
CSA1253 現代出版事情
CSA3263 出版文化史

集
中
等

GCP2600 キャリア形成ゼミ
GCP2650 インターンシップ
GCP3650 海外インターンシップ

前
期

GES2100 子育てとワークライフバランス CSA2201 書写研究 GBE2300 日常の英会話 CSA2406 日本語の朗読 CSB2500 日本語コミュニケーションⅢ CSS2600 発展演習Ⅰ
GES2101 こどもと子育ての生活環境学 CSA2202 日本伝統文化論 GBE2301 おもてなしの英会話 CSA3401 物語舞台論 CSA2512 昔話とストーリーテリング
GCE2102 聖書とキリスト教 CSA2203 京都資料論 GBE2307 ビジネス英会話 CSA2411 情報・メディアの文化とリテラシー CSA3500 地域ツーリズム論
GCE2101 キリスト教思想 CSA2212 日本美術史 GBE2308 英語リスニング
CSA2100 ホスピタリティ・スキル CSA4217 アラブ・イスラーム文化論 GBE2305 身近な英文法

CSA3207 比較文学講読 GBE2306 英語実践（４技能） Ⅰ
CSA1255 中東文化論 GBF2300 中国語Ⅲ
CSA2207 西洋美術史Ⅰ GBF2301 コリア語Ⅲ
CSA1212 音楽文化概論 GBJ2300 日本語特講Ⅰ GBL2400 情報演習Ⅱ
CSA2223 西洋思想史 GBL2300 アカデミックライティング GBL2450 情報処理
CSA2218 図書館情報技術論 CSA2305 プレゼンテーション概論
CSA3203 現代音楽事情 CSA2307 スピーチの基礎

CSA2304 日本語教育入門
CSA2301 アラビア語の世界

１
年
次

後
期

GEH1150 歴史の中の女性 GEH1200 外国文学 GBE1352 英語理解Ⅱ GEN1450 暮らしの統計学 CSB1550 日本語コミュニケーションⅡ CSB1650 基礎演習Ⅱ
GES1150 ジェンダー論 GEH1252 ヨーロッパ近現代史 GBE1353 英語表現Ⅱ GEN1451 情報科学入門 CSA2550 観光文化論
GEN1150 生命倫理 GEH1253 文化人類学 GBF1350 フランス語 CSA1454 博物館情報・メディア論
GBL1151 体育講義 GES1250 憲法と人権 GBF1351 アラビア語 GBL1452 SNSコミュニケーションスキル
CSA3158 キリスト教文化 GES1251 暮らしの経済学 GBF1352 中国語Ⅱ

CSA1254 国際日本文化論 GBF1353 コリア語Ⅱ
CSA1252 現代ジャーナリズム入門 GBJ1350 日本語講読Ⅱ
CSA2268 多文化理解 GBJ1351 日本語表現Ⅱ
CSA1256 日本の歴史と文化

集
中
等

IDE1252 海外文化研修 GBF1354 海外研修（語学）Ⅰ GCP1550 短期インターンシップ
GBE1355 海外研修（語学）Ⅱａ
GBE1356 海外研修（語学）Ⅱｂ

前
期

GBL1100 体育実技 GEH1250 日本文学 GBE1302 英語理解Ⅰ GEN1401 心理学入門 GES1500 ボランティア概論 CSB1600 基礎演習Ⅰ
GCE1102 キリスト教学 GEH1201 日本近現代史 GBE1303 英語表現Ⅰ GEN1400 身近な自然科学 GCP1500 ホスピタリティ入門
GCE1103 キリスト教音楽概論 GEH1202 東アジア近現代史 GBF1300 ドイツ語 GBL1450 文章表現法 CSB1500 日本語コミュニケーションⅠ
GCP1102 ノートルダム学 GES1200 暮らしの法律学 GBF1301 スペイン語 CSA1401 観光学概論
GCP1101 女性とライフキャリア GES1201 国際関係論入門 GBF1302 中国語Ⅰ GBL1401 情報演習Ⅰa
CSA2123 哲学とキリスト教 GES1202 社会学概論 GBF1303 コリア語Ⅰ GBL1402 情報演習Ⅰb
GBL1150 健康スポーツ演習 GEN1201 身近な医学 GBJ1300 日本語講読Ⅰ

CSA2219 言語文化概論 GBJ1301 日本語表現Ⅰ
CSA1200 国文学概論
CSA1201 国語学概論
CSA2220 漢文学入門
CSA1203 比較文化概論
CSA1204 国際関係論
CSA1208 博物館概論
GEN1202 情報の科学と倫理
GBL1200 文章作成法Ⅰ
GBL1201 文章作成法Ⅱ

４．カリキュラム・マップ
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◇現代人間学部◇

6．授業科目の履修・登録

⑴　生活環境学科の履修方法について
⑵　心理学科の履修方法について
⑶　こども教育学科の履修方法について
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１．卒業に必要な単位
　科目区分別の卒業に必要な最低限の単位数（卒業の要件）

科　　目　　区　　分 必修 選択必修 左 欄 以 外
からの選択 計

共

通

教

育

科

目

教 養 科 目

人間と文化 2

1～

124

生活と社会 2

人間と自然 2

基 礎 科 目
外国語科目 4 4

リテラシー・スポーツ科目 1

基 盤 科 目
カトリック教育科目 4 2

ライフキャリア形成科目 2

学 科 横 断 プ ロ ジ ェ ク ト 型 科 目 0～

専

門

教

育

科

目

基 幹 科 目 6

基 礎 科 目 12

展 開 科 目

生活科学領域科目
54～

各コースの
必修科目 
および選択
必修科目を
含む

生活経営・経済領域科目

生活福祉領域科目

関 連 科 目
生活科学領域科目
生活経営・経済領域科目
精神保健福祉領域科目

専 門 演 習 ・ 卒 業 研 究 12

学 際 教 育 科 目 0～16

合　　　　計 40 16 68 124

２．履修コースの分属について
　生活環境学科では、２年次から各履修コースに分属し、コースごとに定められた必修科目および選択必修科目を履修する。
　分属にあたっては、１年次後期に「コース説明会」に参加し、教員の面談による履修指導を受けること。また、定められ
た期日に申請手続きを行うこと。コース分属にかかる詳細については、必ず掲示板等で確認すること。

１．各履修コース内容と定員
履修コース コースの目的 定　員

生 活 科 学 コ ー ス
人間生活を生活環境の側面からとらえ、家族、生活経営、福祉を広く学び、衣食住
を中心とした生活科学の知識、技能を総合的に身につけ、教育や企業、公的機関等
で活躍する女性の育成を目的とする。

なし

生活経営・経済コース

人間生活を生活環境の側面からとらえ、衣食住、家族、福祉を広く学び、ライフプ
ランニングに必要な知識や技能、コミュニティ・ビジネスや生活関連の起業をめざ
せる能力を身につけ、よりよい暮らしや地域づくりに貢献する女性の育成を目的と
する。

なし

精神保健福祉コース
人間生活を生活環境の側面からとらえ、衣食住や家族、生活経営を広く学び、精神
保健福祉士の資格取得をめざし、特に「女性」と「家族」を支援することができる能力
を身につけ、医療や福祉の現場で活躍する女性の育成を目的とする。

30人

２．資格取得に必要な科目
　資格取得を目指す場合は、免許・資格に示されている各資格の科目表で確認すること。

６－⑴ 生活環境学科の履修方法について
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３．履修方法
　以下の１～４の各科目区分の必要単位数を満たしつつ、同時に１～４の合計が124単位以上になるように履修しなければ
ならない。各科目区分の最低必要単位数を合計しても124単位にはならないので注意すること。
 以下、（　）内の数字は単位数を示す。

１．共通教育科目（24単位以上）
⑴　１年次に履修する必修科目・選択必修科目と履修単位数について
　以下の基盤科目4単位及び基礎科目5単位は、１年次に全員が必ず履修しなければならない。
　必修科目
　　基盤科目：キリスト教学（2）、キリスト教音楽概論（2）
　　基礎科目：英語理解Ⅰ（1）、英語表現Ⅰ（1）、英語理解Ⅱ（1）、英語表現Ⅱ（1）
　選択必修科目
　　基礎科目：情報演習Ⅰaまたは情報演習Ⅰb（1）
⑵　選択必修科目と履修単位数について
　教養科目の「人間と文化」、「生活と社会」及び「人間と自然」の３領域から各２単位以上、基礎科目の「外国語科目」
の選択科目から４単位以上、基盤科目の「カトリック教育科目」及び「ライフキャリア形成科目」の選択科目から各２単
位以上、全体から1単位以上（選択科目に算入される）を必ず履修しなければならない。
⑶　外国人留学生の外国語科目の履修について
　外国人留学生は、以下の日本語の科目を履修すること。なお、その単位は「外国語科目」の必要単位数に充てることが
できる。
　日本語講読Ⅰ（1）、日本語講読Ⅱ（1）、日本語表現Ⅰ（1）、日本語表現Ⅱ（1）、日本語特講Ⅰ（1）、日本語特講Ⅱ（1）

２．学科横断プロジェクト型科目　
　現代社会と人間（2）、病児の発達と支援（2）、こどもと自然（2）から選択科目として６単位まで履修できる。

３．専門教育科目（84単位以上）
⑴　必修科目と履修単位数について
　基幹科目の必修科目計６単位、基礎科目の必修科目２単位、専門演習・卒業研究計12単位は、全員が必ず履修しなけれ
ばならない。
◇　１年次に履修する科目　　  生活環境基礎演習Ⅰ（2）、生活環境基礎演習Ⅱ（2）、生活環境概論（2）
◇　２年次に履修する科目　　  生活環境基礎演習Ⅲ（1）、生活環境基礎演習Ⅳ（1）
◇　３年次に履修する科目　　  生活環境特論（4）
◇　４年次に履修する科目　　  卒業研究（8）
⑵　選択科目と履修単位数について
　展開科目及び関連科目から計54単位以上を選択し、必ず履修しなければならない。
　なお、選択科目の履修単位数（計54単位以上）には履修コースごとに定められた以下の必修科目および選択必修科目も
含まれている。
●生活科学コース
　　衣生活概論（2）、食生活概論（2）、住生活概論（製図含む）（2）から２単位選択必修
●生活経営・経済コース
　　現代社会と家庭経営（2）必修
●精神保健福祉コース
　　女性と家族のソーシャルワーク（2）必修

４．学際教育科目
　海外文化研修および他学部・他学科の専門教育科目のうち、科目を設置した学部・学科が認めた専門教育科目（履修科
目表の科目名に☆印を付した科目）を選択し履修できる。履修した科目の単位は16単位を上限として卒業要件単位に算入
される。

５．ゼミへの所属について
　「生活環境特論」（３年次）及び「卒業研究」（４年次）は、本学科専任教員が担当するゼミの１つに所属して行われる。
所属したゼミで個別に研究課題を設定し、それに取組み、最終的に４年次で卒業研究（卒業論文）の完成を目指す。事前
に自分の希望する研究領域についてよく考え、シラバスやゼミ選択説明会配布資料を読み各ゼミの内容をよく理解してお
くこと。
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⑴　所属ゼミ決定のプロセス
　　　①２年次12月　ゼミ選択説明会。
　　　②希望ゼミを選択し、書面で学事課に提出。
　　　③各ゼミの希望者数に大きな偏りが生じた場合は調整を行う。
　　　④所属ゼミの決定
　　※  「ゼミ選択説明会」では、ゼミの詳しい内容や所属までのスケジュールなど重要な説明をするので、必ず出席する

こと。（欠席するとゼミ選択において不利になることがある。）説明会の日程は掲示にて周知するので、掲示板に注
意しておくこと。

６．卒業研究について
　卒業研究に関する提出物をそれぞれ決められた書式に従って、期日までに学事課に提出しなければならない。詳細は掲
示や手引き等で確認すること。
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区　
　

分

卒業に要する単位（124）

共通教育科目（24～） 学科横断プロジェクト型科目
（0～） 専門教育科目（84～） 学際教育科目

（0～16）

必修（8） 選択必修（15） 選択（1～） 選択必修（0～） 必修（20） 選択（54～） 選択

１　

年　

次

・キリスト教学 （2）
・キリスト教音楽概論
 （2）
・英語理解Ⅰ （1）
・英語表現Ⅰ （1）
・英語理解Ⅱ （1）
・英語表現Ⅱ （1）

外国人留学生は、日本
語の科目４単位の修得
をもって外国語の必修
科目の単位数に充てる
ことができる。

教養科目
「人間と文化」
「生活と社会」
「人間と自然」の
３領域から各２
単位以上

基礎科目
「外国語科目」の
選択科目から４
単位以上
「リテラシー・ス
ポーツ科目」の
情報演習Ⅰa
または
情報演習Ⅰb
から１単位

基盤科目
「カトリック教育
科目」「ライフキャ 
リア形成科目」の
選択科目から各
２単位以上

・現代社会人間
 （2）
・病児の発達と支援
 （2）
・こどもと自然
 （2）

・生活環境基礎演習Ⅰ
 （2）
・生活環境基礎演習Ⅱ
 （2）
・生活環境概論 （2）

展開科目及び関
連科目から以下
のコース必修お
よび選択必修科
目を含め計54単
位以上

生活科学コース
　衣生活概論（2）
　食生活概論（2）
　 住生活概論（製 
図を含む）（2）
から２単位選
択必修

生活経営・経済
コース
　 現代社会と家
庭経営（2）必
修

精神保健福祉
コース
　 女性と家族の
ソーシャル
ワーク（2）必
修

２　

年　

次

・生活環境基礎演習Ⅲ
 （1）
・生活環境基礎演習Ⅳ
 （1）

３　

年　

次

・生活環境特論 （4）

４　

年　

次

・卒業研究 （8）

（注１）授業科目については「履修科目表」で確認すること。

（注２） 授業科目の履修・登録にあたっては、「履修登録の手引き」「開講科目表」「講義概要（シラバス）」及び「授業時間表」を参照する

こと。

４．履修単位表 （　）数字は単位数
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学位授与
方針ND６

キリスト教精神・女性教育 知識・理解 汎用的技能 態度・志向性 統合的な学習経験と総合的思考力
DP１ DP２ DP３ DP４ DP５ DP６

自分を育てる力 知識・理解力 言語力 思考・解決力 共生・協働する力 創造・発信力

４
年

後期
集中等 SLS4600 卒業研究
前
期

SWR4504 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ SWR4603 精神保健福祉特講
SWR4503 精神保健福祉援助演習（専門）Ⅱ

３
年

後
期

LDA3251 インテリア装備学 LDA3450 家族社会学 LDA3552 発展調理学実習 LDA3653 アパレルデザイン演習
LDR3250 建築施工 SWA3450 地域福祉論Ⅱ SWR3554 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ LDA3650 フードコーディネート論
LDR3251 デザイン論Ⅱ SWR3451 社会福祉運営論 SWR3551 精神保健福祉援助実習Ⅰ LDA3651 家庭科教育法Ⅳ（模擬授業）
LDR3253 ソーシャルマーケティング論 SWR3454 精神保健福祉援助演習（専門）Ⅰ SWR3552 精神保健福祉援助実習Ⅱ LDA3652 保育学（実習及び家庭看護を含む）
LDR3254 女性起業論 SWR3455 精神保健福祉援助実習指導 SWR3553 精神保健福祉援助実習Ⅲ LDA3653 アパレルデザイン演習

LDR3650 住計画演習Ⅱ
LDA3654 ライフプランニング実習

集
中
等

LDA3502 コミュニティ活動実践 GCP3650 海外インターンシップ

前
期

LDA3201 建築材料学 SWR3401 権利擁護と成年後見制度 GBL3500 話し方と自己表現 GCP3600 キャリア形成
SWA3200 地域福祉論Ⅰ SWR3406 刑事司法と福祉 LDA3501 衣生活実験 LDA3601 家庭科教育法Ⅲ（指導法と教材作成）
LDR3200 建築構造力学 SLS3401 生活環境特論 LDA3500 調理学実習 LDR3600 住計画演習Ⅰ
LDR3201 デザイン論Ⅰ LDA2450 アパレルデザイン LDA3501 衣生活実験
LDR3203 マーケティング論 SWR3504 ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ
SWR3200 公的扶助論 LDA3503 ライフプランニング演習
SWR3203 精神障害リハビリテーション論
SWR3202 精神保健福祉援助演習（基礎）

２
年

後
期

GCE2150 キリスト教と日本文化 GBL2250 情報技術リテラシー GBE2350 旅行の英会話 GEN2450 AIとデータサイエンス入門 LDA2550 食品加工学（実験を含む） SLF2651 生活環境基礎演習Ⅳ
GCE2151 キリスト教美術 LDA3200 染色加工学 GBE2351 留学の英会話 GBL2450 情報処理 SWR2550 心理学と心理的支援 LDA2651 住居製図Ⅱ
GCE2152 キリスト教音楽 LDA2250 服飾心理学 GBE2352 歌って覚える英語表現 GBL2451 プログラミング演習

LDA2255 衣生活管理学 GBE2354 実用英語基礎 LDA2451 調理学
LDA2253 住居史 GBJ2350 日本語特講Ⅱ LDA2452 建築法規
LDA2252 住環境学 LDA2350 家庭科教育法Ⅱ（家族・家庭生活と福祉） SWA2450 社会保障論Ⅱ
LDA2256 ライフプランニング論 SWR2350 ソーシャルワーク演習 SWA2452 精神保健学Ⅱ
SWA2250 障害者福祉論 GBE2356 英語実践（４技能）Ⅱ SWR2450 保健医療サービス
LDR2250 食品安全性学 SWR2454 精神疾患とその治療Ⅱ
LDR2251 食品流通論 SWR2455 ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ
LDR2252 ビジネスの基礎Ⅱ LDA2404 住生活学
SWR2252 精神保健福祉制度論
SWR2250 リハビリテーション論

集
中
等

GCP2600 キャリア形成ゼミ
GCP2650 インターンシップ

前
期

GCE2102 聖書とキリスト教 LDA2200 衣生活材料学 GBE2300 日常の英会話 GBL2400 情報演習Ⅱ LDA2500 食品官能評価演習（実験を含む） LDA2600 住居製図Ⅰ
GCE2101 キリスト教思想 LDA2201 建築一般構造 GBE2301 おもてなしの英会話 LDA2400 アパレル造形学（実習を含む） LDR2500 フードスペシャリスト論
GCP2101 子育てとワークライフバランス LDR3202 色彩学 GBE2307 ビジネス英会話 LDA2401 食品学
SLF2101 生活環境基礎演習Ⅲ LDA2205 生活経済学 GBE2308 英語リスニング LDA2402 食品官能評価論

SWA2200 社会保障論Ⅰ GBE2305 身近な英文法 LDA2403 栄養学
SWA2206 高齢者福祉論 GBF2300 中国語Ⅲ LDA2405 福祉住環境デザイン
SWA2203 児童福祉論 GBF2301 コリア語Ⅲ LDA2407 家庭科教育法Ⅰ（生活の自立と衣食住）
SWA2205 人体の構造と機能及び疾病 GBJ2300 日本語特講Ⅰ LDA2406 家族関係
SWA2204 精神保健学Ⅰ GBL2300 アカデミック・ライティング SWA2400 介護技術
LDR2201 ビジネスの基礎Ⅰ GBE2306 英語実践（４技能）Ⅰ SWR2400 社会福祉調査法
SWR2203 精神疾患とその治療Ⅰ SWR2402 精神保健福祉の原理Ⅱ
SWR2202 ソーシャルワーク論Ⅱ

１
年

後
期

GEH1150 歴史の中の女性 GEH1252 ヨーロッパ近現代史 GBE1352 英語理解Ⅱ GEN1450 暮らしの統計学 CHS1552 病児の発達と支援
GES1150 ジェンダー論 GEH1253 文化人類学 GBE1353 英語表現Ⅱ GBL1452 SNSコミュニケーションスキル
GEN1150 生命倫理 GES1250 憲法と人権 GBF1350 フランス語 SLB1450 現代社会と家庭経営
GBL1151 体育講義 GES1251 暮らしの経済学 GBF1351 アラビア語 LDA1450 消費生活

SLF1251 生活環境基礎演習Ⅱ GBF1352 中国語Ⅱ
SLB1250 食生活概論 GBF1353 コリア語Ⅱ
LDA1250 家庭電気・機械及び情報処理 GBJ1350 日本語講読Ⅱ
SWA1250 現代社会と福祉Ⅱ GBJ1351 日本語表現Ⅱ
SWR1252 精神保健福祉の原理Ⅰ
SWR1251 ソーシャルワーク論Ⅰ
GEH1200 外国文学

集
中
等

IDE1252 海外文化研修 GBF1354 海外研修（語学）Ⅰ GCP1550 短期インターンシップ
GBE1355 海外研修（語学）Ⅱａ CHS1503 こどもと自然
GBE1356 海外研修（語学）Ⅱｂ

前
期

GBL1100 体育実技 GEH1250 日本文学 GBE1302 英語理解Ⅰ GEN1400 身近な自然科学 GES1500 ボランティア概論
GCE1102 キリスト教学 GEH1201 日本近現代史 GBE1303 英語表現Ⅰ GEN1401 心理学入門 GCP1500 ホスピタリティ入門
GCE1103 キリスト教音楽概論 GEH1202 東アジア近現代史 GBF1300 ドイツ語 GBL1401 情報演習Ⅰａ CHS1502 現代社会と人間
GCP1102 ノートルダム学 GES1200 暮らしの法律学 GBF1301 スペイン語 GBL1402 情報演習Ⅰｂ
GCP1101 女性とライフキャリア GES1201 国際関係論入門 GBF1302 中国語Ⅰ
GBL1150 健康スポーツ演習 GES1202 社会学概論 GBF1303 コリア語Ⅰ

GEN1201 身近な医学 GBJ1300 日本語講読Ⅰ
GEN1202 情報の科学と倫理 GBJ1301 日本語表現Ⅰ
GBL1200 文章作成法Ⅰ SLF1301 生活環境基礎演習Ⅰ
GBL1201 文章作成法Ⅱ
SLB1203 生活環境概論
SLB1200 衣生活概論
SLB1251 住居学概論（製図を含む）
SLB1204 女性と家族のソーシャルワーク
SWA1201 現代社会と福祉Ⅰ

５．カリキュラム・マップ



１．卒業に必要な単位
　科目区分別の卒業に必要な最低限の単位数（卒業の要件）

科　　目　　区　　分
心理カウンセリングコース 社会・ビジネス心理コース

必修 選択
必修

左 欄 以 外
からの選択 計 必修 選択

必修
左 欄 以 外
からの選択 計

共

通

教

育

科

目

教 養 科 目

人間と文化 2

1～

124

2

1～

124

生活と社会 2 2

人間と自然 2 2

基 礎 科 目
外国語科目 4 4 4 4

リテラシー・スポーツ科目 1 1

基 盤 科 目
カトリック教育科目 4 2 4 2

ライフキャリア形成科目 2 2

学 科 横 断 プ ロ ジ ェ ク ト 型 科 目 0～ 0～

専

門

教

育

科

目

専 門 基 礎 科 目 20

24

20～

20

26

22～
展 開 科 目

基礎心理領域

生涯発達心理領域

社会・産業心理学領域 4

臨床心理・精神医学領域 8

関 連 科 目
社会・ビジネス領域
精神保健福祉領域

専 門 演 習 ・ 卒 業 研 究 12 12

学 際 教 育 科 目 0～16 0～16

合　　　　計 48 38 38 124 42 44 38 124

２．履修コースの分属について
⑴　コース分属について
　心理学科では、２年次前期より「心理カウンセリングコース」「社会・ビジネス心理コース」の各履修コースに分属し
(定員なし)、各履修コースで定められた必修及び選択必修科目を履修しなければならない。コース分属は１年次後期に行
うガイダンスでコースの説明を受けた上で、コースの希望届を提出し決定する。
⑵　コース変更について
　２年次後期に開催するゼミ分属説明会において、コース分属の最終説明を行い、コース変更の有無に関わらず、全員に
３年次前期からの所属コースを確認する。コース変更を希望する者は、２年次後期の定められた期日までに、コース変更
届（ゼミ分属の調査を兼ねる）にコース変更の理由を記載し学事課に提出することにより、３年次前期からのコース変更が
認められる。その後は原則として、コース変更は認められない。
⑶　各履修コース内容と定員

履修コース コースの目的 定　員

心理カウンセリングコース
臨床心理学と関連した演習科目の履修により医療、
教育、福祉の現場に役立つカウンセリングの理論と
スキルを身につけた女性の育成を目的とする。

なし

社会・ビジネス心理コース
社会調査を基軸に企業や公的機関等と連携した実践
的な学びにより産業の現場で役立つスキルを身につ
けた女性の育成を目的とする。

⑷　各履修コースの必修及び選択必修科目
　各履修コースの必修及び選択必修科目については、77頁の「履修科目表」で確認すること。

７－⑴ 福祉生活デザイン学科の履修方法について６－⑵ 心理学科の履修方法について
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３．履修方法
　以下の１～４の各科目区分の必要単位数を満たしつつ、同時に１～４の合計が124単位以上になるように履修しなければ
ならない。各科目区分の最低必要単位数を合計しても124単位にはならないので注意すること。
 以下、（　）内の数字は単位数を示す。

１．共通教育科目（24単位以上）　
⑴　１年次に履修する必修科目・選択必修科目と履修単位数について
　以下の基盤科目４単位及び基礎科目５単位は、１年次に全員が必ず履修しなければならない。
　必修科目
　　基盤科目：キリスト教学（2）、キリスト教音楽概論（2）
　　基礎科目：英語理解Ⅰ（１）、英語表現Ⅰ（１）、英語理解Ⅱ（１）、英語表現Ⅱ（１）
　選択必修科目
　　基礎科目：情報演習Ⅰaまたは情報演習Ⅰb（1）
⑵　選択必修科目と履修単位数について
　教養科目の「人間と文化」、「生活と社会」及び「人間と自然」の３領域から各２単位以上、基礎科目の「外国語科目」
の選択科目から４単位以上、基盤科目の「カトリック教育科目」及び「ライフキャリア形成科目」の選択科目から各２単
位以上、全体から1単位以上（選択科目に算入される）を必ず履修しなければならない。
⑶　外国人留学生の外国語科目の履修について
　外国人留学生は、以下の日本語の科目を履修すること。なお、その単位は「外国語科目」の必要単位数に充てることが
できる。
　日本語講読Ⅰ（1）、日本語講読Ⅱ（1）、日本語表現Ⅰ（1）、日本語表現Ⅱ（1）、日本語特講Ⅰ（1）、日本語特講Ⅱ（1）

２．学科横断プロジェクト型科目　
　現代社会と人間（2）、病児の発達と支援（2）、こどもと自然（2）から選択科目として６単位まで履修できる。

３．専門教育科目（84単位以上）
⑴　コース共通の必修科目と履修単位数について
　専門基礎科目の必修科目計14単位、専門演習・卒業研究計12単位は、全員が必ず履修しなければならない。
◇　１年次に履修する科目　　 心理学概論（2）、心理学統計法（2）、心理学基礎演習Ⅰ（2）、心理学基礎演習Ⅱ（2）、 

心理学実験演習Ⅰ（2）
◇　２年次に履修する科目　　 心理学研究法（2）、推測統計学Ⅰ（2）
◇　３年次に履修する科目　　 心理学演習（4）
◇　４年次に履修する科目　　 卒業研究（8）
⑵　コースごとの必修科目と履修単位数について
●心理カウンセリングコース
　コース共通の必修科目に加え、専門基礎科目及び展開科目計14単位を必ず履修しなければならない。
◇　１年次に履修する科目　　 心理テスト論（2）
◇　２年次に履修する科目　　 心理テスト演習（2）、質問紙調査法（2）、臨床心理学概論（2）、精神疾患とその治療Ⅰ（2）
◇　３年次に履修する科目　　 心理カウンセリング実践（面接技法）（2）、関係行政論（2）
●社会・ビジネス心理コース
コース共通の必修科目に加え、専門基礎科目及び展開科目計10単位を必ず履修しなければならない。
◇　１年次に履修する科目　　 現代社会調査入門（2）、社会・集団・家族心理学Ⅰ（社会・集団）（2）
◇　２年次に履修する科目　　 心理学実験演習Ⅱ（2）、推測統計学Ⅱ（2）、消費者行動の心理学（2）
⑶　選択必修科目と履修単位数について
●心理カウンセリングコース
　専門基礎科目と専門展開科目から選択科目計24単位以上を選択し、必ず履修しなければならない。
●社会・ビジネス心理コース
　専門基礎科目と専門展開科目から選択科目計26単位以上を選択し、必ず履修しなければならない。
⑷　選択科目と履修単位数について
　上記⑴⑵⑶を除く専門教育科目から計24単位以上選択し、必ず履修しなければならない。

４．学際教育科目
　海外文化研修および他学部・他学科の専門教育科目のうち、科目を設置した学部・学科が認めた専門教育科目（履修科
目表の科目名に☆印を付した科目）を選択し履修できる。履修した科目の単位は16単位を上限として卒業要件単位に算入
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される。
５．ゼミへの所属について
　「心理学演習」（３年次）及び「卒業研究」（４年次）は、本学科専任教員が担当するゼミの１つに所属して行われる。所
属したゼミで個別に研究課題を設定し、それに取組み、最終的に４年次で卒業研究（卒業論文）の完成を目指す。事前に
自分の希望する研究領域についてよく考え、シラバスを読み各ゼミの内容をよく理解しておくこと。
⑴　所属ゼミ決定のプロセス
　　　①２年次11月　ゼミ選択説明会。
　　　②希望ゼミを選択し、指定された方法で学事課に提出。
　　　③各ゼミの希望者数に大きな偏りが生じた場合は調整を行う。
　　　④所属ゼミの決定
　　　※  「ゼミ選択説明会」では、ゼミの詳しい内容や所属までのスケジュールなど重要な説明をするので必ず出席するこ

と。（欠席するとゼミ選択において不利になることがある。）説明会の日程は掲示にて周知するので掲示板に注意し
ておくこと。

６．卒業研究について
　卒業研究に関する提出物をそれぞれ決められた書式に従って、期日までに学事課に提出しなければならない。詳細は掲
示や手引き等で確認すること。
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区　
　

分

卒業に要する単位（124）

共通教育科目（24～） 学科横断プロジェ
クト型科目（0～） 専門教育科目（84～） 学際教育科

目（0～16）

必修（8） 選択必修（15） 選択
（1～） 選択（0～） 必修［40］《36》 選択必修

［24］《26》
選択

［20］《22》 選択

１　

年　

次

・キリスト教学
 （2）
・キリスト教音楽概論
 （2）
・英語理解Ⅰ （1）
・英語表現Ⅰ （1）
・英語理解Ⅱ （1）
・英語表現Ⅱ （1）

外国人留学生は、日
本語の科目４単位の
修得をもって外国語
の必修科目の単位数
に充てることができ
る。

教養科目
「人間と文化」
「生活と社会」
「人間と自然」の
３領域から各２
単位以上

基礎科目
「外国語科目」の
選択科目から４
単位以上
「リテラシー・ス
ポーツ科目」の
情報演習Ⅰa
または
情報演習Ⅰb
から１単位

基盤科目
「カトリック教育
科目」「ライフ
キャリア形成科
目」の選択科目か
ら各２単位以上

・  現代社会と人間
 （2）
・  病児の発達と支援
 （2）
・  こどもと自然
 （2）

コース共通
・心理学概論 （2）
・心理学統計法 （2）
・心理学基礎演習Ⅰ （2）
・心理学基礎演習Ⅱ （2）
・心理学実験演習Ⅰ （2）

心理カウンセリングコース
・心理テスト論 ［2］

社会・ビジネス心理コース
・現代社会調査入門 《2》
・社会・集団・家族心理学Ⅰ
　（社会・集団） 《2》

心理カウンセ
リングコース
専門基礎科目
と専門展開科
目から選択科
目計24単位以
上

社会・ビジネ
ス心理コース
専門基礎科目
と専門展開科
目から選択科
目計28単位以
上

２　

年　

次

コース共通
・心理学研究法 （2）
・推測統計学Ⅰ （2）

心理カウンセリングコース
・心理テスト演習 ［2］
・質問紙調査法 ［2］
・臨床心理学概論 ［2］
・精神疾患とその治療Ⅰ ［2］

社会・ビジネス心理コース
・心理学実験演習Ⅱ 《2》
・推測統計学Ⅱ 《2》
・消費者行動の心理学 《2》

３
年
次

コース共通
・心理学演習 （4）

心理カウンセリングコース
・  心理カウンセリング実践 
（面接技法） ［2］
・関係行政論 ［2］

４
年
次

コース共通
・卒業研究 （8）

（注１）［　］は心理カウンセリングコース、《　》は社会・ビジネス心理コース履修者の履修単位を示す。

（注２）授業科目については「履修科目表」で確認すること。

（注３） 授業科目の履修・登録にあたっては、「履修登録の手引き」「開講科目表」「講義概要（シラバス）」及び「授業時間表」を参照する

こと。

４．履修単位表 （　）数字は単位数
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学位授与
方針ND６

キリスト教精神・女性教育 知識・理解 汎用的技能 態度・志向性 統合的な学習経験と総合的思考力
DP１ DP２ DP３ DP４ DP５ DP６

自分を育てる力 知識・理解力 言語力 思考・解決力 共生・協働する力 創造・発信力

４
年

後期
集
中
等

PSA4601 心理実習
PSS4602 卒業研究

前
期

PSA4203 公認心理師の職責 SWR4503 精神保健福祉援助演習（専門）Ⅱ SWR4603  精神保健福祉特講
SWR4504 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ PSA3651 心理演習（心理支援の実際）

３
年

後
期

PSA3258 神経・生理心理学 PSB3350 心理学英文講読（応用） SWA3450 地域福祉論Ⅱ PSA3550 認知行動療法概論
PSA3254 産業・組織心理学 SWR3454 精神保健福祉援助演習（専門）Ⅰ SWR3554 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ
PSA3256 司法・犯罪心理学 SWR3455 精神保健福祉援助実習指導 SWR3551 精神保健福祉援助実習Ⅰ
PSR3254 女性起業論 PSB3400 心理学情報処理 SWR3552 精神保健福祉援助実習Ⅱ

SWR3553 精神保健福祉援助実習Ⅲ

集
中
等

GCP3650 海外インターンシップ

前
期

PSA3201 高齢者の心理学 PSA3300 福祉心理学 SWR3401 権利擁護と成年後見制度 GBL3500 話し方と自己表現 GCP3600 キャリア形成

PSR3203 マーケティング論 SWR3406 刑事司法と福祉 PSA3502 スクールカウンセリング論（教
育・学校心理学） PSB3600 上級実験演習

PSA3255 関係行政論 PSA3503 心理学的支援法 PSB3601 心理カウンセリング実践（面
接技法）

SWA3200 地域福祉論Ⅰ SWR3504 ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ PSS3600 心理学演習
SWR3203 精神障害リハビリテーション論
SWR3202 精神保健福祉援助演習（基礎）

２
年

後
期

GCE2150 キリスト教と日本文化 GBL2250 情報技術リテラシー GBE2350 旅行の英会話 GEN2450 AIとデータサイエンス入門 PSA2551 社会・集団・家族心理学Ⅱ（家族）
GCE2151 キリスト教美術 PSA2254 学習・言語心理学 GBE2351 留学の英会話 GBL2450 情報処理 SWR2550 心理学と心理的支援
GCE2152 キリスト教音楽 PSA2251 現代青年の心理学 GBE2352 歌って覚える英語表現 GBL2451 プログラミング演習

PSA2252 服飾心理学 GBE2354 実用英語基礎 PSB2450 推測統計学Ⅱ
PSA2255 健康・医療心理学 GBJ2350 日本語特講Ⅱ SWA2452 精神保健学Ⅱ
PSA2207 感情・人格心理学 PSB2350 心理学英文講読（基礎） PSA2451 心理的アセスメント
PSR2250 食品流通論 SWR2350 ソーシャルワーク演習 PSB2401 心理学研究法
SWA2250 障害者福祉論 GBE2356 英語実践（４技能）Ⅱ SWR2454 精神疾患とその治療Ⅱ

SWA2450 社会保障論Ⅱ

SWR2455 ソーシャルワークの理論
と方法Ⅰ

集
中
等

GCP2600 キャリア形成ゼミ
GCP2650 インターンシップ

PSA2600 社会・ビジネス心理フィールド
研修

前
期

GCE2102 聖書とキリスト教 PSA2205 知覚・認知心理学 GBE2300 日常の英会話 GBL2400 情報演習Ⅱ PSA2500 対人関係論
GCE2101 キリスト教思想 PSA2201 発達心理学概論 GBE2301 おもてなしの英会話 PSB2405 心理学実験演習Ⅱ PSA2502 障害者・障害児心理学
GCP2101 子育てとワークライフバランス PSA2202 生活環境の心理学 GBE2307 ビジネス英会話 PSB2402 推測統計学Ⅰ

PSA2203 消費者行動の心理学 GBE2308 英語リスニング PSB2403 心理テスト演習
PSA2204 臨床心理学概論 GBE2305 身近な英文法 PSB2404 質問紙調査法
SWA2204 精神保健学Ⅰ GBF2300 中国語Ⅲ PSR2400 福祉住環境デザイン
SWR2203 精神疾患とその治療Ⅰ GBF2301 コリア語Ⅲ SWR2402 精神保健福祉の原理Ⅱ
PSR2201 ビジネスの基礎Ⅰ GBJ2300 日本語特講Ⅰ SWR2400 社会福祉調査法
PSR2205 生活経済学 GBL2300 アカデミック・ライティング
SWA2205 人体の構造と機能及び疾病 GBE2306 英語実践（４技能）Ⅰ
SWA2200 社会保障論Ⅰ
SWR2252 精神保健福祉制度論

１
年

後
期

GEH1150 歴史の中の女性 GEH1200 外国文学 GBE1352 英語理解Ⅱ GEN1450 暮らしの統計学 PSA1551 社会・集団・家族心理学Ⅰ（社会・
集団）

GES1150 ジェンダー論 GEH1252 ヨーロッパ近現代史 GBE1353 英語表現Ⅱ GBL1452 SNSコミュニケーショ
ンスキル CHS1552 病児の発達と支援

GEN1150 生命倫理 GEH1253 文化人類学 GBF1350 フランス語 PSB1453 心理学統計法
GBL1151 体育講義 GES1250 憲法と人権 GBF1351 アラビア語 PSB1455 心理学実験演習Ⅰ

GES1251 暮らしの経済学 GBF1352 中国語Ⅱ PSA1450 心理テスト論
PSB1250 行動科学概論 GBF1353 コリア語Ⅱ PSR3401 消費生活
PSA1250 教育心理学概論 GBJ1350 日本語講読Ⅱ
PSR1251 現代ジャーナリズム入門 GBJ1351 日本語表現Ⅱ
SWA1250 現代社会と福祉Ⅱ PSB1350 心理学基礎演習Ⅱ
SWR1252 精神保健福祉の原理Ⅰ
SWR1251 ソーシャルワーク論Ⅰ

集
中
等

IDE1252 海外文化研修 GBF1354 海外研修（語学）Ⅰ GCP1550 短期インターンシップ
GBE1355 海外研修（語学）Ⅱａ CHS1503 こどもと自然
GBE1356 海外研修（語学）Ⅱｂ

前
期

GBL1100 体育実技 GEH1250 日本文学 GBE1302 英語理解Ⅰ GEN1400 身近な自然科学 GES1500 ボランティア概論
GCE1102 キリスト教学 GEH1201 日本近現代史 GBE1303 英語表現Ⅰ GEN1401 心理学入門 GCP1500 ホスピタリティ入門
GCE1103 キリスト教音楽概論 GEH1202 東アジア近現代史 GBF1300 ドイツ語 GBL1401 情報演習Ⅰａ CHS1502 現代社会と人間
GCP1102 ノートルダム学 GES1200 暮らしの法律学 GBF1301 スペイン語 GBL1402 情報演習Ⅰｂ PSA1500 心理カウンセリング概論
GCP1101 女性とライフキャリア GES1201 国際関係論入門 GBF1302 中国語Ⅰ PSB1401 現代社会調査入門
GBL1150 健康スポーツ演習 GES1202 社会学概論 GBF1303 コリア語Ⅰ

GEN1201 身近な医学 GBJ1300 日本語講読Ⅰ
GEN1202 情報の科学と倫理 GBJ1301 日本語表現Ⅰ
GBL1200 文章作成法Ⅰ PSB1300 心理学基礎演習Ⅰ
GBL1201 文章作成法Ⅱ
PSB1200 心理学概論
SWA1201 現代社会と福祉Ⅰ

５．カリキュラム・マップ



１．卒業に必要な単位
　科目区分別の卒業に必要な最低限の単位数（卒業の要件）

科　　目　　区　　分
幼児教育コース 初等教育コース

必修 選択
必修

左欄以外
からの選択 計 必修 選択

必修
左欄以外
からの選択 計

共

通

教

育

科

目

教養科目

人間と文化 2

0～

124

2

0～

124

生活と社会 2 2

人間と自然 2 2

基礎科目
外国語科目 4 4 4 4

リテラシー・スポーツ科目 1 1 1 1

基盤科目
カトリック教育科目 4 2 4 2

ライフキャリア形成科目 2 2

学 科 横 断 プ ロ ジ ェ ク ト 型 科 目 0～ 0～

専

門

教

育

科

目

基 礎 科 目 12

12

12

12展開科目

保育士科目 　

34

　

32

幼保共通科目 4 6 　

幼稚園科目 2 　
幼小共通科目 　 2 2 2

小学校科目 　 　 12

特別支援科目 　 　
専 門 演 習 ・ 卒 業 研 究 12 12

学 際 教 育 科 目 0～16 0～16

合　　　　計 39 57 28 124 35 61 28 124

２．履修コースの分属について
　こども教育学科では、１年次後期に各履修コースに分属し、各履修コースで定められた必修及び選択必修科目を履修しな
ければならない。
　分属にあたっては、１年次前期終了前に行うガイダンスで説明を受けること。ガイダンス等の詳細については、必ず掲示
板等で確認すること。

１．各履修コース内容と定員
履修コース コース内容 定　員

幼 児 教 育 コ ー ス

幼児教育の振興の視点に立ち、幼稚園教諭一種免許
状に加えて保育士資格も有した、乳幼児から就学前
までの子育て・子育ちを支援する教員の育成を目的
とする。

60人

初 等 教 育 コ ー ス

「確かな学力」を身につけるため小学校の各教科・領
域に関する知識と実践的指導力の基礎とともに、心
理学、対人援助の理論や技術、基礎的な英語力を持
ち、障害のある児童に対し、個々の障害に応じて適
切な配慮を行いながら、人間形成力をはぐくむこと
のできるできる教員を育成することを目的とする。

なし

２．各履修コースの必修及び選択必修科目
　　各履修コースの必修及び選択必修科目については、80頁の「履修科目表」で確認すること。
３．実習費用
　　保育所、幼稚園、小学校、特別支援学校における実習においては、実習にかかる実費を徴収する。

６－⑶ こども教育学科の履修方法について
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３．履修方法
　以下の１～４の各科目区分の必要単位数を満たしつつ、同時に１～４の合計が124単位以上になるように履修しなければ
ならない。各科目区分の最低必要単位数を合計しても124単位にはならないので注意すること。
 以下、（　）内の数字は単位数を示す。

１．共通教育科目（24単位以上）　
⑴　１年次に履修する必修科目・選択必修科目と履修単位数について
　以下の基盤科目４単位及び基礎科目５単位は、１年次に全員が必ず履修しなければならない。
　必修科目
　　基盤科目：キリスト教学（2）、キリスト教音楽概論（2）
　　基礎科目：英語基礎Ⅰ（１）、英語総合Ⅰ（１）、英語基礎Ⅱ（１）、英語総合Ⅱ（１）、
　　　　　　　文章作成法Ⅰ（1）
　選択必修科目
　　基礎科目：情報演習Ⅰaまたは情報演習Ⅰb（1）
⑵　選択必修科目と履修単位数について
　教養科目の「人間と文化」、「生活と社会」及び「人間と自然」の３領域から各２単位以上、基礎科目の「外国語科目」
の選択科目から４単位以上、基盤科目の「カトリック教育科目」及び「ライフキャリア形成科目」の選択科目から各２単
位以上を必ず履修しなければならない。

２．学科横断プロジェクト型科目　
　現代社会と人間（2）、病児の発達と支援（2）、こどもと自然（2）から選択科目として６単位まで履修できる。

３．専門教育科目（84単位以上）
⑴　コース共通の必修科目及び選択必修科目と履修単位数について
　基礎科目12単位、専門演習・卒業研究12単位の必修科目計24単位、基礎科目の教育と社会及び教育経営論から選択必修
２単位以上は、全員が必ず履修しなければならない。
◇　１年次に履修する科目　　 こども教育概論（2）、 こども教育基礎演習（1）、こども教育フィールド研修（1）教職論

（2）、教育原理（2）、こどもの教育心理学（2）、特別支援教育論（初等）（2）
◇　２年次に履修する科目　　 教育と社会（2）及び教育経営論（2）から２単位以上選択必修
◇　３年次に履修する科目　　 こども教育演習（4）
◇　４年次に履修する科目　　 卒業研究（8）
⑵　コースごとの必修科目と履修単位数について　
●幼児教育コース
　コース共通の必修科目に加え、展開科目から以下の必修６単位を必ず履修しなければならない。
◇　１年次に履修する科目　　保育内容総論（2）、幼児理解の理論と方法（2）
◇　３年次に履修する科目　　保育・教育課程論（2）
●初等教育コース
　コース共通の必修科目に加え、展開科目から以下の必修２単位を必ず履修しなければならない。
◇　２年次に履修する科目　教育課程論（2）
⑶　コースごとの選択必修科目と履修単位について
●幼児教育コース
　展開科目から計42単位以上を選択し、必ず履修しなければならない。なお、以下に示す科目から６単位以上を必ず履修
しなければならない。
◇　２年次に履修する科目　　 保育内容（健康）（2）、保育内容（人間関係）（2）、保育内容（環境）（2）、保育内容（言

葉）（2）、保育内容（音楽表現）（2）、保育内容（身体造形表現）（2）
●初等教育コース
　展開科目から計46単位以上を選択し、必ず履修しなければならない。なお、以下に示す科目から12単位以上を必ず履修
しなければならない。
◇　２年次に履修する科目　　 国語科指導法（2）、社会科指導法（2）、算数科指導法（2）、理科指導法（2）、生活科指導

法（2）、音楽科指導法（2）、図工科指導法（2）、家庭指導法（2）、体育科指導法（2）、外
国語（英語）指導法（2）

◇　３年次に履修する科目　　 道徳の指導法（2）、特別活動の指導法（2）、生徒指導・進路指導（2）、総合的な学習の時
間の指導法（2）

⑷　選択科目と履修単位数について
　　上記⑴⑵⑶を除く専門教育科目から12単位以上を選択し、必ず履修しなければならない。
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４．学際教育科目
　海外文化研修および他学部・他学科の専門教育科目のうち、科目を設置した学部・学科が認めた専門教育科目（履修科
目表の科目名に☆印を付した科目）を選択し履修できる。履修した科目の単位は16単位を上限として卒業要件単位に算入
される。

５．ゼミへの所属について
　「こども教育演習」（３年次）及び「卒業研究」（４年次）は、本学科専任教員が担当するゼミの１つに所属して行われ
る。所属したゼミで個別に研究課題を設定し、それに取組み、最終的に４年次で卒業研究（卒業論文）の完成を目指す。
事前に自分の希望する研究領域についてよく考え、シラバスを読み各ゼミの内容をよく理解しておくこと。
⑴　所属ゼミ決定のプロセス
　　　①２年次後期　ゼミ選択説明会。
　　　②希望ゼミを選択し、指定された方法で学事課に提出。
　　　③各ゼミの希望者数に大きな偏りが生じた場合は調整を行う。
　　　④所属ゼミの決定
　　　※  「ゼミ選択説明会」では、ゼミの詳しい内容や所属までのスケジュールなど重要な説明をするので必ず出席するこ

と。（欠席するとゼミ選択において不利になることがある。）説明会の日程は掲示にて周知するので掲示板に注意し
ておくこと。

６．卒業論文について
　卒業論文に関する提出物をそれぞれ決められた書式に従って、期日までに学事課に提出しなければならない。詳細は掲
示や手引き等で確認すること。
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４．履修単位表 （　）数字は単位数

区　
　

分

卒業に要する単位（124）

共通教育科目（24～） 学科横断プロジェクト型科目
（0～） 専門教育科目（84～） 学際教育科

目（０～16）

必修（9） 選択必修（15） 選択
（0～） 選択必修（0～） 必修［30］【26】 選択必修

［42］【46】
選択
（12～） 選択

１　

年　

次

・キリスト教学 （2）
・キリスト教音楽概論
 （2）
・英語理解Ⅰ （1）
・英語表現Ⅰ （1）
・英語理解Ⅱ （1）
・英語表現Ⅱ （1）

外国人留学生は、日
本語の科目４単位の
修得をもって外国語
の必修科目の単位数
に充てることができ
る。

・文章作成法Ⅰ （1）

基礎科目
情報演習Ⅰa
または
情報演習Ⅰb
から１単位

教養科目
「人間と文化」
「生活と社会」
「人間と自然」
の３領域から
各２単位以上

基礎科目
「外国語科目」
の選択科目か
ら４単位以上

基盤科目
「カトリック教
育科目」「ライ
フキャリア形
成科目」の選択
科目から各２
単位以上

・現代社会人間
 （2）
・病児の発達と支援
 （2）
・こどもと自然
 （2）

コース共通
・こども教育概論 （2）
・こども教育基礎演習 （1）
・  こども教育フィールド研
修 （1）

・教職論 （2）
・教育原理 （2）
・  こどもの教育心理学 （2）
・  特別支援教育論（初等） （2）

幼児教育コース
・保育内容総論 ［2］
・  幼児理解の理論と方法 ［2］

２　

年　

次

初等教育コース
・  教育課程論 【2】

・教育と社会
 （2）
・教育経営論
 （2）
から２単位以上

幼児教育コース
・保育内容（健康） ［2］
・保育内容（人間関係）
 ［2］

・保育内容（環境） ［2］
・保育内容（言葉） ［2］
・保育内容（音楽表現）
 ［2］

・保育内容（身体造形
表現） ［2］

から６単位以上

初等教育コース
・国語科指導法 【2】
・社会科指導法 【2】
・算数科指導法 【2】
・理科指導法 【2】
・生活科指導法 【2】
・音楽科指導法 【2】
・図工科指導法 【2】
・家庭科指導法 【2】
・体育科指導法 【2】
・外国語（英語）指導法
 【2】

※２・３年次の
科目から合計
12単位以上

３
年
次

コース共通
・こども教育演習 （4）

幼児教育コース
・保育・教育課程論 ［2］

初等教育コース
・道徳の指導法 【2】
・特別活動の指導法 
 【2】
・生徒指導・進路指導 
 【2】
・ 総合的な学習の時間
の指導法 【2】
※２・３年次の
科目から合計
12単位以上

４
年
次

コース共通
・卒業研究 （8）

（注１）［　］は幼児教育コース、【　】は初等教育コース履修者の履修単位を示す。
（注２） 授業科目については「履修科目表」で確認すること。
（注３） 授業科目の履修・登録にあたっては、「履修登録の手引き」「開講科目表」「講義概要（シラバス）」及び「授業時間表」を参照する

こと。
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学位授与方
針ND６

キリスト教精神・女性教育 知識・理解 汎用的技能 態度・志向性 統合的な学習経験と総合的思考力
DP１ DP２ DP３ DP４ DP５ DP６

自分を育てる力 知識・理解力 言語力 思考・解決力 共生・協働する力 創造・発信力

４
年

後
期

EDI4651 保育・教職実践演習（幼）
EDN4650 教職実践演習（幼・小）

集
中
等

EDI4601 初等教育実習Ⅰａ
EDI4602 初等教育実習Ⅱａ
EDD4601 特別支援教育実習
EDS4601 卒業研究

前
期

EDP4200 初等教材開発論 EDN4500 国際理解教育 EDD4600 特別支援教育実習事前事後指導
EDD3251 ＬＤ等教育総論
EDD3250 障害者教育課程論

３
年

後
期

EDN3250 教育評価 EDI3450 乳児保育Ⅱ EDI3550 障害児保育 EDI3651 保育実習指導Ⅱ
EDN3451 食と健康の教育 EDI3551 保育相談支援 EDI3655 保育実習Ⅱ
EDP3450 総合的な学習の時間の指導法 EDD2550 聴覚障害者の心理・生理・病理
EDN3400 情報教育
EDD3452 病弱者教育論
EDN3250 聴覚障害者教育論
EDD3400 知的障害者教育論Ⅱ
EDD3401 肢体不自由者教育論Ⅱ

集
中
等

GCP3650 海外インターンシップ
EDP3600 初等教育実習Ⅰｂ
EDP3601 初等教育実習Ⅱｂ
EDS3600 こども教育演習

前
期

EDI3204 乳児保育Ⅰ EDI3400 保育表現演習 GBL3500 話し方と自己表現 GCP3600 キャリア形成
EDI3202 こどもの食と栄養 EDN3400 教育相談の理論と方法 EDI3500 家族援助論 EDR3601 音楽アンサンブル演習
EDI3203 地域福祉論Ⅰ EDN3401 環境教育 EDD3550 視覚障害者の心理・生理・病理 EDN3600 教育実習事前事後指導
EDI3205 保育・教育課程論 EDN3400 教育相談の理論と方法

EDN3201 スクールカウンセリング論（教
育・学校心理学） EDD2450 知的障害者教育論Ⅰ

EDP3200 道徳の指導法 EDD2451 肢体不自由者教育論Ⅰ
EDP3201 特別活動の指導法 EDD3451 視覚障害者教育論
EDP3202 生徒指導・進路指導
EDN2251 教育の方法と技術

２
年

後
期

GCE2150 キリスト教と日本文化 GBL2250 情報技術リテラシー GBE2350 旅行の英会話 GEN2450 AIとデータサイエンス入門 EDI2550 社会的養護 EDI2650 保育実習指導Ⅰ－２
GCE2151 キリスト教美術 EDI2253 こども家庭支援の心理学 GBE2351 留学の英会話 GBL2450 情報処理 EDI2551 社会的養護内容 EDI2602 保育実習Ⅰ－２
GCE2152 キリスト教音楽 EDI2251 現代社会と福祉Ⅱ GBE2352 歌って覚える英語表現 GBL2451 プログラミング演習 EDN2550 教育と社会 EDR3602 心理学と心理的支援

EDN2254 教育経営論 GBE2354 実用英語基礎 EDI2450 保育内容（言葉） EDD2500 知的障害者の心理・生理・病理
EDN2251 教育史 GBJ2350 日本語特講Ⅱ EDI2451 保育内容（音楽表現） EDD2501 肢体不自由者の心理・生理・病理
EDN2250 教育課程論 GBE2356 英語実践（４技能）Ⅱ EDI2452 保育内容（身体造形表現） EDD2502 病弱者の心理・生理・病理
EDN2251 教育史 EDP2450 音楽科指導法
EDN2253 学習・言語心理学 EDP2451 図工科指導法
EDP2250 書写 EDP2452 家庭科指導法
EDR2251 子どもの読書とメディア EDP2453 体育科指導法

EDP2454 外国語（英語）指導法

集
中
等

GCP2600 キャリア形成ゼミ
GCP2650 インターンシップ
EDR3600 介護等体験
CNS2601 子供のネット安全教育の理論と実践

前
期

GCE2102 聖書とキリスト教 EDI2252 こどもの保健 GBE2300 日常の英会話 GBL2400 情報演習Ⅱ EDI2600 保育実習指導Ⅰ－１
GCE2101 キリスト教思想 EDI3251 こどもの保健演習 GBE2301 おもてなしの英会話 EDI2403 保育心理学演習 EDI2601 保育実習Ⅰ－１
GCP2101 子育てとワークライフバランス EDI2202 保育音楽演習 GBE2307 ビジネス英会話 EDI2400 保育内容（健康）
EDI2100 現代社会と福祉Ⅰ EDI2203 保育造形演習 GBE2308 英語リスニング EDI2401 保育内容（人間関係）

EDI2204 保育体育演習 GBE2305 身近な英文法 EDI2402 保育内容（環境）
EDI2200 児童福祉論 GBF2300 中国語Ⅲ EDN2401 障害者・障害児心理学
EDI2205 幼児と健康 GBF2301 コリア語Ⅲ EDP2400 国語科指導法
EDI2206 幼児と人間関係 GBJ2300 日本語特講Ⅰ EDP2401 社会科指導法
EDI2207 幼児と環境 GBL2300 アカデミック・ライティング EDP2402 算数科指導法
EDI2208 幼児と言葉 GBE2306 英語実践（４技能）Ⅰ EDP2403 理科指導法
EDI2209 幼児と音楽表現 EDP2404 生活科指導法
EDI2260 幼児と身体造形表現
EDP2202 音楽
EDP2203 図工
EDP2204 体育
EDP2200 家庭
EDP2201 外国語（英語）
EDD1250 特別支援教育基礎理論

１
年

後
期

GEH1150 歴史の中の女性 GEH1200 外国文学 GBE1352 英語理解Ⅱ GEN1450 暮らしの統計学 CHS1552 病児の発達と支援
GES1150 ジェンダー論 GEH1252 ヨーロッパ近現代史 GBE1353 英語表現Ⅱ GBL1452 SNSコミュニケーションスキル
GEN1150 生命倫理 GEH1253 文化人類学 GBF1350 フランス語 EDB1450 こどもの発達心理学
GBL1151 体育講義 GES1250 憲法と人権 GBF1351 アラビア語 EDI1450 保育内容総論

GES1251 暮らしの経済学 GBF1352 中国語Ⅱ EDI1451 幼児理解の理論と方法
EDB1250 特別支援教育論（初等） GBF1353 コリア語Ⅱ EDP3401 消費生活
EDI1250 保育原理 GBJ1350 日本語講読Ⅱ
EDI1251 保育者論 GBJ1351 日本語表現Ⅱ
EDP1252 国語
EDP1253 算数
EDP1254 生活
EDP1250 社会
EDP1251 理科

集
中
等

IDE1252 海外文化研修 GBF1354 海外研修（語学）Ⅰ GCP1550 短期インターンシップ EDR1650 ピアノ実技（幼保）
GBE1355 海外研修（語学）Ⅱａ CHS1503 こどもと自然 EDR1651 ピアノ実技（小）
GBE1356 海外研修（語学）Ⅱｂ

前
期

GBL1100 体育実技 GEH1250 日本文学 GBE1302 英語理解Ⅰ GEN1400 身近な自然科学 GES1500 ボランティア概論
GCE1102 キリスト教学 GEH1201 日本近現代史 GBE1303 英語表現Ⅰ GEN1401 心理学入門 GCP1500 ホスピタリティ入門
GCE1103 キリスト教音楽概論 GEH1202 東アジア近現代史 GBF1300 ドイツ語 GBL1401 情報演習Ⅰａ CHS1502 現代社会と人間
GCP1102 ノートルダム学 GES1200 暮らしの法律学 GBF1301 スペイン語 GBL1402 情報演習Ⅰｂ EDB1500 こども教育フィールド研修
GCP1101 女性とライフキャリア GES1201 国際関係論入門 GBF1302 中国語Ⅰ EDB1400 こどもの教育心理学
EDB1100 教職論 GES1202 社会学概論 GBF1303 コリア語Ⅰ
GBL1150 健康スポーツ演習 GEN1201 身近な医学 GBJ1300 日本語講読Ⅰ

GEN1202 情報の科学と倫理 GBJ1301 日本語表現Ⅰ
GBL1200 文章作成法Ⅰ
GBL1201 文章作成法Ⅱ
EDB1202 こども教育概論
EDB1200 こども教育基礎演習
EDB1201 教育原理

５．カリキュラム・マップ
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　本学では、「キャリア」ということばを「人生」ひいては「生き方」といった意味で捉え、学生がどのような「人生」を送り
たいのか、どのように生きていきたいのかを主体的に考える「ライフプランニング」を構築するため、「就業力を自己開発する
実践キャリア教育」に取組んでいる。

１．キャリア形成支援
　初年次から卒業まで学生のキャリア発達にあわせて学部・学科・学年ごとに段階的なキャリア形成科目を開講している。
必要な知識を身につけ、行動・実践することで力に変え、自身が納得して進路実現できるよう支援している。

２．ND６に基づく本学で養成したい力
　建学の精神に基づき、卒業時に身につけておくべき力として「ND６」を定め、DP１：自分を育てる力、DP２：知識・
理解力、DP３：言語力、DP４：思考・解決力、DP５：共生・協働する力、DP６：創造・発信力の６つの力を設定してい
る。各授業科目のシラバスには、このND６が表示されており、科目履修状況に応じて、身につくことが期待される能力を
可視化している。

キリスト教精神・女性教育 DP１：自分を育てる力

知識・理解 DP２：知識・理解力

汎用的技能 DP３：言語力　　　 DP４：思考・解決力

態度・志向性 DP５：共生・協働する力

統合的な学習経験と総合的思考力 DP６：創造・発信力

３．PBL型「キャリア形成ゼミ」
　社会で求められる力を養うために、実践型授業を開講している。学生が社会に出て活躍すると考えられるフィールドを「ゼ
ミ」とし、各ゼミ（業界）が抱えるテーマや問題意識をメンバーと共有し、その解決策を考え実行することで実践力を向上
させる。課題を察知する力や情報収集力、企画力、協働力、実践力など多くのスキルを培う。

７ キャリア教育

１年次

正
課
科
目

課
外
講
座

１、２年次生対象キャリアガイダンス

短期インターンシップA・B

共通教育/各学科専門のキャリア関連科目

キャリア形成ゼミ

インターンシップA・B・C

キャリア形成

キャリアガイダンス

将来の自分の生き方への意識を高め、
知識を身につける基礎科目

大学での学びを基に、自身が納得して
社会に飛び立つ進路実現

社会人に必要な知識やスキルを育む専門科目
企業との連携した授業で、実践力を養う実践科目

２年次 ３年次 ４年次

就活講座
自己分析,業界研究,社会人メイク,
履歴書・エントリーシート,
面接・グループディスカッション, 
Virtual Recruit（模擬就活）

NDキャリア・サロン

企業セミナー・説明会

筆記試験（SPI）対策講座

─ 59 ─

3
．教
育
理
念
・
方
針
等

5
．国
際
言
語
文
化
学
部

4
．履
修
登
録
に
あ
た
っ
て

6
． 現
代
人
間
学
部

7
． キ
ャ
リ
ア
教
育

8
． 履
修
科
目
表

9
． 他
大
学
等
科
目
の

履
修
に
つ
い
て

10
．免
許
・
資
格

7
． キ
ャ
リ
ア
教
育





８．履修科目表

⑴　共通教育科目・学際教育科目
⑵　英語英文学科専門教育科目
⑶　国際日本文化学科専門教育科目
⑷　現代人間学部学科横断プロジェクト型科目
⑸　生活環境学科専門教育科目
⑹　心理学科専門教育科目
⑺　こども教育学科専門教育科目
⑻　免許・資格・プログラム関係
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履修科目表の見方
１　他学科等科目
　科目名の前に☆印が付いている科目は、他学部・他学科所属の学生が履修できる科目。なお、履修で
きる科目であっても学年配当や履修条件があるので、それらを遵守すること。
２　配当学年
　標準的な履修年次を示している。配当学年より下の年次では履修できないが、その年次に履修できな
かった場合は上の年次で履修することができる。
３　前提科目
　科目Aの単位を既に修得していることが科目Bを履修するための条件である場合、科目Aを科目Bの「前
提科目」といい、備考欄に 前提科目  マークで示している。前提科目Aが未修得のままで科目Bを登録
しようとすると、例外なく「登録エラー」となりその科目は登録できないので十分注意すること。
４　前提科目以外の履修条件
　備考欄には前提科目のほか、「『○○学Ⅰ』履修者であること」などと指示している場合がある。これ
らは上記３の「登録エラー」には関係しないが、先に履修しておくべき科目や、あらかじめ必要となる
学力レベルなどを示したものである。これらの条件を満たした人を対象に授業が行われるので、原則と
して従うこと（英語英文学科の専門教育科目については、指定された条件を満たさずに当該科目の履修
を希望する場合は科目担当教員又は学科の許可が必要。）。
５　備考欄のその他の記載について
・ １年置きに開講される科目は、次のとおり記載している。
　隔年開講１＝西暦が奇数の年に開講される。
　隔年開講２＝西暦が偶数の年に開講される。



科目
種別
番号

コース
ナンバー 授　業　科　目 クラス

別 単位 必修 配当
学年

授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

【教養科目】

人間と文化

1102 GEH 1250 日本文学 2

２単位
以上選
択必修

1 講義 前期

1102 GEH 1200 外国文学 2 1 講義 後期

1102 GEH 1201 日本近現代史 2 1 講義 前期

1102 GEH 1202 東アジア近現代史 2 1 講義 前期

1102 GEH 1252 ヨーロッパ近現代史 2 1 講義 後期

1102 GEH 1150 歴史の中の女性 2 1 講義 後期

1102 GEH 1253 文化人類学 2 1 講義 後期

生活と社会

1102 GES 1200 暮らしの法律学 2

２単位
以上選
択必修

1 講義 前期

1102 GES 1250 憲法と人権 2 1 講義 後期

1102 GES 1251 暮らしの経済学 2 1 講義 後期

1102 GES 1201 国際関係論入門 2 1 講義 前期

1102 GES 1202 社会学概論 2 1 講義 前期

1102 GES 1150 ジェンダー論 2 1 講義 後期

1102 GES 1500 ボランティア概論 2 1 講義 前期

人間と自然

1102 GEN 1400 身近な自然科学 2

２単位
以上選
択必修

1 講義 前期

1102 GEN 1450 暮らしの統計学 2 1 講義 後期

1102 GEN 1201 身近な医学 2 1・2 講義 前期

1102 GEN 1150 生命倫理 2 1 講義 後期

1102 GEN 1401 心理学入門 2 1 講義 前期

1102 GEN 1202 情報の科学と倫理 2 1 講義 前期 メディア利用
（学則第13条第２項適用）

1102 GEN 2450 AIとデータサイエンス入門 2 2 講義 後期

【基礎科目】

外国語科目

1111

1112

GBE 1302 英語理解Ⅰ Ａ～Ｈ・
Ｊ～Ｎ・
Ｐ～R

1

〇
1 演習 前期 クラス指定　定員20人

英語英文学科・外国人留学生
は選択

1111

1112

GBE 1303 英語表現Ⅰ Ａ～Ｈ・
Ｊ～Ｎ・
Ｐ～R

1

〇
1 演習 前期 クラス指定　定員20人

英語英文学科・外国人留学生
は選択

1111

1112

GBE 1352 英語理解Ⅱ Ａ～Ｈ・
Ｊ～Ｎ・
Ｐ～R

1

〇
1 演習 後期 クラス指定　定員20人

英語英文学科・外国人留学生
は選択

1111

1112

GBE 1353 英語表現Ⅱ Ａ～Ｈ・
Ｊ～Ｎ・
Ｐ～R

1

〇
1 演習 後期 クラス指定　定員20人

英語英文学科・外国人留学生
は選択

1112 GBE 2300 日常の英会話 Ａ～C 1

４単位
以上選
択必修

2 演習 前・後

1112 GBE 2350 旅行の英会話 A・B 1 2 演習 後期

1112 GBE 2351 留学の英会話 1 2 演習 後期

1112 GBE 2301 おもてなしの英会話 Ａ～C 1 2 演習 前期

1112 GBE 2307 ビジネス英会話 A・B 1 2 演習 前期

８－⑴ 共通教育科目
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授　業　科　目 クラス

別 単位 必修 配当
学年

授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

1112 GBE 2352 歌って覚える英語表現 1

４単位
以上選
択必修

2 演習 後期 定員15人

1112 GBE 2308 英語リスニング A・B 1 2 演習 前期

1112 GBE 2354 実用英語基礎 1 2 演習 後期

1112 GBE 2305 身近な英文法 1 2 演習 前期

1112 GBE 2306 英語実践（４技能）Ⅰ 1 1・2・3・4 演習 前期 集中

1112 GBE 2356 英語実践（４技能）Ⅱ 1 1・2・3・4 演習 後期 集中

1112 GBF 1300 ドイツ語 2 1 演習 前期 週２コマ

1112 GBF 1350 フランス語 Ａ～C 2 1 演習 後期 週２コマ

1112 GBF 1301 スペイン語 A・B 2 1 演習 前期 週２コマ

1112 GBF 1351 アラビア語 2 1 演習 後期 週２コマ

1112 GBF 1302 中国語Ⅰ A～Ｄ 2 1 演習 前・後 週２コマ　初級

1112 GBF 1352 中国語Ⅱ 2 1 演習 後期 週２コマ　中級

1112 GBF 2300 中国語Ⅲ 2 2 演習 前期 週２コマ　上級

1112 GBF 1303 コリア語Ⅰ A～Ｄ 2 1 演習 前・後 週２コマ　初級

1112 GBF 1353 コリア語Ⅱ 2 1 演習 後期 週２コマ　中級

1112 GBF 2301 コリア語Ⅲ 2 2 演習 前期 週２コマ　上級

1112 GBF 1354 海外研修（語学）Ⅰ 2 1・2・3・4 演習 夏 集中

1112 GBE 1355 海外研修（語学）Ⅱａ 2 1・2・3 演習 春 集中

1112 GBE 1356 海外研修（語学）Ⅱｂ 2 1・2・3・4 演習 夏 集中

1112 GBJ 1300 日本語講読Ⅰ 1 1 演習 前期 外国人留学生は履修すること

1112 GBJ 1350 日本語講読Ⅱ 1 1 演習 後期 外国人留学生は履修すること

1112 GBJ 1301 日本語表現Ⅰ 1 1 演習 前期 外国人留学生は履修すること

1112 GBJ 1351 日本語表現Ⅱ 1 1 演習 後期 外国人留学生は履修すること

1112 GBJ 2300 日本語特講Ⅰ 1 2 演習 前期 外国人留学生は履修すること

1112 GBJ 2350 日本語特講Ⅱ 1 2 演習 後期 外国人留学生は履修すること

リテラシー・スポーツ科目

1112 GBL 1200 文章作成法Ⅰ A～Ｄ 1 ※ 1 講義 前・後 7.5コマ 
各クラス定員30人　
※こども教育学科必修

1112 GBL 1201 文章作成法Ⅱ A～Ｄ 1 1 講義 前・後 7.5コマ
各クラス定員30人　

1112 GBL 2300 アカデミック・ライティング 2 2 講義 前・後

1112 GBL 1452 SNSコミュニケーションスキル 2 1 講義 後期

1112 GBL 3500 話し方と自己表現 2 3 講義 前期

1111 GBL 1401 情報演習Ⅰａ A～G 1

１単位
選択必
修

1 演習 前・後 クラス指定

1111 GBL 1402 情報演習Ⅰｂ P～R 1 1 演習 前期 メディア利用
（学則第13条第２項適用）
クラス指定

1112 GBL 2400 情報演習Ⅱ Ａ～C 1 2 演習 後期 「情報演習Ⅰa」あるいは「情報
演習Ⅰb」を履修していることが
望ましい
各クラス定員35人

1112 GBL 2450 情報処理 A～E 2 2 講義
演習

前・後 各クラス定員26人

1112 GBL 2250 情報技術リテラシー 2 2 講義 後期

1112 GBL 2451 プログラミング演習 2 2 演習 後期 定員24人

1112 GBL 1151 体育講義 1 1 講義 後期 前半7.5コマ

1112 GBL 1100 体育実技 A・B 1 1 実習 前期

1112 GBL 1150 健康スポーツ演習 Ａ～C 2 1 演習 前・後
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授　業　科　目 クラス

別 単位 必修 配当
学年

授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

【基盤科目】

カトリック教育科目

1112 GCE 1102 キリスト教学 A～Ｄ 2 〇 1 講義 前・後 クラス指定

1112 GCE 1103 キリスト教音楽概論 A～Ｄ 2 〇 1 講義 前・後 クラス指定

1112 GCE 2102 聖書とキリスト教 2

2単位
以上選
択必修

2 講義 前期

1112 GCE 2150 キリスト教と日本文化 2 2 講義 後期

1112 GCE 2101 キリスト教思想 2 2 講義 前期

1112 GCE 2151 キリスト教美術 2 2 講義 後期

1112 GCE 2152 キリスト教音楽 2 2 講義 後期

ライフキャリア形成科目

1112 GCP 1102 ノートルダム学 1

2単位
以上選
択必修

1・2 講義 前期 前半7.5コマ

1112 GCP 1101 女性とライフキャリア 2 1 講義 前期

1112 GCP 2101 子育てとワークライフバランス 1 2 講義 前期 後半7.5コマ

1112 GCP 1500 ホスピタリティ入門 A～C 2 1 講義 前・後 Cクラスは英語英文学科生
のみ

1112 GCP 3600 キャリア形成 2 3 講義 前・後 定員60人

1112 GCP 2600 キャリア形成ゼミ 2 2 演習 通 定員20人
集中

1112 GCP 1550 短期インターンシップ A・B 1 1・2 実習 通 集中

1112 GCP 2650 インターンシップ Ａ～C 2 2･3･4 実習 通 集中

1112 GCP 3650 海外インターンシップ Ａ～C 2 2･3･4 実習 春 集中

必要な単位数は、各学科の「履修方法について」のページを参照のこと。

〇　必修科目（共通）

科目
種別
番号

コース
ナンバー 授　業　科　目 クラス

別 単位 必修 配当
学年

授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

学祭教育科目

2500 IDE 1252 海外文化研修 1 1・2・3・4 演習 通 集中

８－⑴ 学際教育科目
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授　業　科　目 クラス

別 単位 必修 配当学年 授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

【専門基礎科目】

2111 EGB 1300 Reading Ⅰ A～F 2 ○ 1 講義 前期 クラス指定

2111 EGB 1350 Reading Ⅱ A～F 2 ○ 1 講義 後期 クラス指定

2111 EGB 1301 Writing Ⅰ A～F 2 ○ 1 演習 前期 クラス指定

2111 EGB 1351 Writing Ⅱ A～F 2 ○ 1 演習 後期 クラス指定

2111 EGB 2300 Advanced Reading Ⅰ A～F 2 ○ 2 講義 前期 クラス指定

2111 EGB 2350 Advanced Reading Ⅱ A～F 2 ○ 2 講義 後期 クラス指定

2111 EGB 2301 Advanced Writing Ⅰ A～F 2 ○ 2 演習 前期 クラス指定

2111 EGB 2351 Advanced Writing Ⅱ A～F 2 ○ 2 演習 後期 クラス指定

2111 EGB 1302 Listening Ⅰ A～F 1 ○ 1 演習 前期 クラス指定

2111 EGB 1352 Listening Ⅱ A～F 1 ○ 1 演習 後期 クラス指定

2111 EGB 1303 Speaking Ⅰ A～F 1 ○ 1 演習 前期 クラス指定

2111 EGB 1353 Speaking Ⅱ A～F 1 ○ 1 演習 後期 クラス指定

2111 EGB 2302 Advanced Listening Ⅰ A～F 1 ○ 2 演習 前期 クラス指定

2111 EGB 2352 Advanced Listening Ⅱ A～F 1 ○ 2 演習 後期 クラス指定

2111 EGB 2303 Advanced Speaking Ⅰ A～F 1 ○ 2 演習 前期 クラス指定

2111 EGB 2353 Advanced Speaking Ⅱ A～F 1 ○ 2 演習 後期 クラス指定

2111 EGB 3301 Academic Writing Ⅰ A～F 2 ○ 3 演習 前期 クラス指定

2111 EGB 3351 Academic Writing Ⅱ A～F 2 ○ 3 演習 後期 クラス指定

2112 EGB 3302 Communication Skills Ⅰ 1 3 演習 前期 定員20人
「S p e a k i n g Ⅰ・Ⅱ 」、
「L i s t e n i n g Ⅰ・Ⅱ 」、
「Advanced SpeakingⅠ・
Ⅱ」、「Advanced Listening
Ⅰ・Ⅱ」履修者であること

2112 EGB 3352 Communication Skills Ⅱ 1 3 演習 後期 定員20人
「Communication Skills 
Ⅰ」履修者であること

2112 EGB 1304 英文法Ⅰ 2 1 講義 前期

2112 EGB 1354 英文法Ⅱ 2 1 講義 後期 「英文法Ⅰ」の履修者であること

2112 EGB 1100 英語キャリア戦略 2 1 講義 前期

2112 EGB 1305 ☆TOEIC Ⅰ A～C 2 1 講義 前期 各クラス定員40人

2112 EGB 1355 ☆TOEIC Ⅱ A～C 2 1 講義 後期 各クラス定員40人

2112 EGB 2305 ☆TOEIC Ⅲ 2 2 講義 前期 定員40人　

2112 EGB 2355 ☆TOEIC Ⅳ 2 2 講義 後期 定員40人

2112 EGB 1306 ☆TOEFL Ⅰ 2 1 講義 前期

2112 EGB 1356 ☆TOEFL Ⅱ 2 1 講義 後期

2112 EGB 1309 ☆同時通訳入門 A・B 2 1 講義 前・後 各クラス定員48人

2112 EGB 2308 ☆同時通訳法Ⅰ 2 2･3･4 講義 前期 定員20人　

2112 EGB 2358 ☆同時通訳法Ⅱ 2 2･3･4 講義 後期 定員20人　

2112 EGB 2360 ☆海外留学Ⅰa 1 2 演習 後期 集中　
グローバル英語コース必修

2112 EGB 2310 ☆海外留学Ⅰb 1 2･3 演習 前期 集中

2112 EGB 2361 ☆海外留学Ⅱa 2 2 演習 後期 集中

８－⑵ 英語英文学科専門教育科目
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授　業　科　目 クラス

別 単位 必修 配当学年 授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

2112 EGB 2311 ☆海外留学Ⅱb 2 2･3 演習 前期 集中

2112 EGB 2362 ☆海外留学Ⅲa 4 2 演習 後期 集中

2112 EGB 2312 ☆海外留学Ⅲb 4 2･3 演習 前期 集中

2112 EGB 2363 ☆海外留学Ⅲc 4 2 演習 後期 集中

2112 EGB 2313 ☆海外留学Ⅲd 4 2･3 演習 前期 集中

2112 EGB 2364 ☆海外留学Ⅲe 4 2 演習 後期 集中

2112 EGB 2314 ☆海外留学Ⅲf 4 2･3 演習 前期 集中

【専門基幹科目】

2111 EGF 1100 英語英文学基礎演習Ⅰ A～F 2 ○ 1 演習 前期 クラス指定

2111 EGF 1150 英語英文学基礎演習Ⅱ A～F 2 ○ 1 演習 後期 クラス指定

2111 EGF 2200 英米文学概論 2 ○ 1 講義 後期

2111 EGF 2201 言語学概論 2 ○ 1 講義 後期

2111 EGF 2202 コミュニケーション学概論 2 ○ 1 講義 後期

2112 EGF 2250 専門講読（英文学） A・B 2 2 講義 後期 クラス指定

2112 EGF 2251 専門講読（米文学） A・B 2 2 講義 後期 クラス指定

2112 EGF 2254 研究方法論（コミュニケー
ション学）

2 2 講義 後期

2112 EGF 2255 研究方法論（英語教育学） A・B 2 2 講義 後期 クラス指定

2112 EGF 2256 研究方法論（言語学） 2 2 講義 後期

【専門展開科目（グローバル英語コース）】

2122 EGE 2250 Global Issues 2 △▲ 2･3･4 講義 後期

2122 EGE 3553 Comparative Culture 2 △▲ 2･3･4 講義 後期

2122 EGE 3250 Comparative Culture 
Workshop

2 △▲ 2･3･4 演習 後期 定員30人

2122 EGE 2200 Japan Studies 2 △▲ 2･3･4 講義 前期

2122 EGE 3251 Japan Studies Workshop 2 △▲ 2･3･4 演習 後期 定員30人

2122 EGE 3550 Women in Leadership 2 △▲ 2･3･4 講義 前期

2122 EGE 2201 Popular Culture 2 △▲ 2･3･4 講義 前期

2122 EGE 3354 Creative Writing 2 △▲ 2･3･4 演習 後期

2122 EGE 3402 Persuasive Communication 2 △▲ 2･3･4 演習 後期

2122 EGE 2302 Public Speaking 2 △▲ 2･3･4 演習 前期

2122 EGE 3403 Debate 2 △▲ 2･3･4 演習 前期

2122 EGE 3651 Global Human Resource 
Development

2 △▲ 2･3･4 演習 後期

2122 EGE 2501 Intercultural Communication 
and Adjustment

2 △▲ 2･3･4 講義 前期 「異文化間コミュニケーショ
ン」の単位を修得したものは
履修できない。

2122 EGE 4651 Global English Seminar 2 △▲ 4 演習 後期 グローバル英語コース必修

2122 EGE 2500 海外留学事前指導 1 △▲ 2 演習 前期 集中　全7.5コマ

【専門展開科目】

2122 EGL 2200 ☆英文学の歴史 2 △ 2･3･4 講義 前期

2122 EGL 2201 ☆米文学の歴史 2 △ 2･3･4 講義 前期

2122 EGL 2450 ☆英文学作品研究 2 △ 2･3･4 講義 後期

2122 EGL 2451 ☆米文学作品研究 2 △ 2･3･4 講義 後期

2122 EGL 3450 ☆映画論 2 △ 2･3･4 講義 後期
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授　業　科　目 クラス

別 単位 必修 配当学年 授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

2122 EGL 3452 ☆英語圏文化 2 △ 2･3･4 講義 前期

2122 EGL 3453 ☆アメリカの社会と文化 2 △ 2･3･4 講義 後期

2122 EGL 2202 ☆英語の歴史 2 △ 2･3･4 講義 前期

2122 EGL 2453 ☆ことばのしくみ 2 △ 2･3･4 講義 後期

2122 EGL 3458 ☆ことばと意味 2 △ 2･3･4 講義 後期

2122 EGL 3455 ☆ことばと社会 2 △ 2･3･4 講義 前期 「言語学概論」又は「英語の歴
史」の履修者であること

2122 EGL 3406 ☆ことばの音と形態 2 △ 2･3･4 講義 後期

2122 EGL 3403 ☆対人コミュニケーション 2 △ 2･3･4 講義 後期

2122 EGL 3456 ☆異文化間コミュニケーション 2 △ 2･3･4 講義 後期 「Intercultural Communication 
and Adjustment」の単位を修
得したものは履修できない。

2122 EGL 2400 ☆ことばとコミュニケーション 2 △ 2･3･4 講義 前期

【専門関連科目】

英語教育領域

2132 EGR 2200 英語科教育法Ⅰ A・B 2 2 講義 前期

2132 EGR 2250 英語科教育法Ⅱ 2 2 講義 後期

2132 EGR 3200 英語科教育法Ⅲ 2 3 演習 前期 英語英文学科の必修科目（1・
2年次配当分）を履修済みであ
ること。学科の定めたTOEIC
の基準点を満たしているこ
と。「英語科教育法Ⅰ・Ⅱ」履修
済みであること

2132 EGR 3250 英語科教育法Ⅳ 2 3 演習 後期

2132 EGR 2202 ☆こども英語指導法（理論編） 2 2･3･4 講義 前期

2132 EGR 2252 ☆こども英語指導法（実践編） 2 2･3･4 講義 後期

2132 EGR 3450 ☆応用言語学 2 2･3･4 講義 後期

2132 EGR 3252 ☆英語教材作成演習 2 2･3･4 演習 後期 （隔年開講1）　定員30人

2132 EGR 3202 ☆外国語としての日本語 2 2･3･4 講義 前期 定員30人

エアラインプログラム科目

2132 EGR 1151 ☆ホスピタリティ論 2 1 講義 後期 前提科目 
「ホスピタリティ入門」

2132 EGR 2550 ☆エアライン・ビジネス論 2 2 講義 後期

2132 EGR 1500 ☆エアライン・サービス論 2 1 講義 前期

2132 EGR 3500 ☆旅行観光業研究 2 2･3･4 講義 夏期 集中　（隔年開講1）

2132 EGR 4500 ☆ホテルビジネス研究 2 2･3･4 講義 夏期 集中　（隔年開講2）

2132 EGR 2100 　ホスピタリティ・スキル A～C 2 2･3･4 講義 前・後 各クラス定員20人
Cは国際日本文化学科優先

2132 EGR 3501 　フィールド研究 2 3･4 講義 前・後 定員16人

2132 EGR 2350 ☆接遇のための日本語 1 2･3･4 演習 前期 定員20人

2132 EGR 3550 　ビジネスマナー演習 A～C 1 3･4 演習 後期 各クラス定員16人
Cは国際日本文化学科優先

2132 EGR 3551 　キャリアデベロップメント A・B 1 3･4 演習 後期 各クラス定員16人

2132 EGR 3502 　エアライン研修 2 2･3 演習 夏期 集中　定員20人

医療サポート英語プログラム科目

2132 EGR 2300 ☆医療サポート英語Ⅰ 2 2･3･4 演習 前期

2132 EGR 2351 ☆医療サポート英語Ⅱ 2 2･3･4 演習 後期 前提科目 
「医療サポート英語Ⅰ」
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授　業　科　目 クラス

別 単位 必修 配当学年 授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

2132 EGR 2253 ☆臨床の医学・病院研修 2 2･3･4 演習 夏期 集中
前提科目 
「身近な医学」

プレゼンテーション実務士科目

2132 CSA 2305 ☆プレゼンテーション概論 2 2･3･4 講義 前期 定員35人

2132 CSA 2457 ☆プレゼンテーション演習 2 2･3･4 演習 後期 定員30人

2133 CSA 3900 　応用プレゼンテーション演習 2 2･3･4 演習 後期 自由科目　定員30人

専門演習・卒業研究

2141 EGS 3500 英語英文学演習Ⅰ 2 ○ 3 演習 前期 クラス指定
講義概要を参照すること

2141 EGS 3550 英語英文学演習Ⅱ 2 ○ 3 演習 後期 クラス指定
講義概要を参照すること

2141 EGS 4600 卒業研究 8 ○ 4 通年 クラス指定
4年次生で卒業論文（原則とし
て、使用言語を英語とする。）
を作成し、教授会の承認を得
て8単位が与えられる

専門基礎科目の必修科目28単位、専門基幹科目の必修科目10単位及び専門演習・卒業研究12単位、専門展開科目から選択必修16単位（ただ

し、グローバル英語コース履修者は、専門展開科目（グローバル英語コース科目）から、コース必修科目（Global English Seminar）２

単位を含んで16単位）以上を修得し、専門教育科目全体で88単位以上修得する。

○　必修科目（コース共通）

△　英語教養コース選択必修科目

▲　グローバル英語コース選択必修科目
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授業科目 クラス

別 単位 必修 配当学年 授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

【基礎科目】

2211 CSB 1600 基礎演習Ⅰ 2 〇 1 演習 前期 クラス指定

2211 CSB 1650 基礎演習Ⅱ 2 〇 1 演習 後期 クラス指定

2211 CSB 1500 日本語コミュニケーションⅠ 2 〇 1 講義 前期 文章表現を含む。

2211 CSB 1550 日本語コミュニケーションⅡ 2 〇 1 講義 後期 文章表現を含む。

2211 CSB 2500 日本語コミュニケーションⅢ 2 〇 2 講義 前期 文章表現を含む。

【展開科目】

学科共通選択科目

2222 CSA 2219 ☆言語文化概論 2 1･2 講義 前期 漢字文化史（隔年開講2）

2222 CSA 1254 国際日本文化論 2 1･2 講義 後期

2222 CSA 1401 観光学概論 2 1･2 講義 前期

2222 CSA 2550 観光文化論 2 1･2 講義 後期

2222 CSA 1450 観光ビジネス論 2 2･3･4 講義 後期

2222 CSA 3500 地域ツーリズム論 2 2･3･4 講義 前期

2232 CSA 2305 ☆プレゼンテーション概論 0 2･3･4 講義 前期

2232 CSA 2457 ☆プレゼンテーション演習 2 2･3･4 演習 後期 定員30人

2222 CSA 3600 フィールド実践演習 1 3･4 演習 通年 集中

2132 CSA 2100 ホスピタリティ・スキル 2 2･3･4 講義 前期

2132 CSA 3551 ビジネスマナー演習 1 3･4 演習 後期

日本語日本文化領域

2222 CSA 1200 国文学概論 2 1･2 講義 前期 国文学史を含む。

2222 CSA 1201 国語学概論 2 1･2 講義 前期 音声言語を含む。

2222 CSA 2220 ☆漢文学入門 2 1･2 講義 前期 定員50人

2222 CSA 2265 ☆漢文学特講 2 2･3･4 講義 後期 （隔年開講1）

2222 CSA 2250 ☆日本古典文学講読 2 2･3･4 講義 後期

2222 CSA 3251 ☆日本近代文学講読 2 2･3･4 講義 後期 （隔年開講1）

2222 CSA 2352 ☆日本語文法 2 2･3･4 講義 後期

2222 CSA 2353 ☆日本語研究 2 2･3･4 講義 後期

2222 CSA 2304 日本語教育入門 2 2･3･4 講義 前期

2222 CSA 2406 ☆日本語の朗読 2 2･3･4 演習 前期 定員30人

2222 CSA 2307 ☆スピーチの基礎 2 2･3･4 演習 前期 定員30人

2222 CSA 3202 外国語としての日本語 2 2･3･4 講義 後期

2222 CSA 2201 書写研究 2 2･3･4 講義 前期 定員30人

2222 CSA 3254 ☆日本文学特講 2 2･3･4 講義 後期 （隔年開講2）

2222 CSA 2202 ☆日本伝統文化論 2 2･3･4 講義 前期

2222 CSA 3250 ☆日本年中行事論 2 3･4 講義 後期

2222 CSA 2255 ☆京都学 2 2･3･4 講義 後期

2222 CSA 2403 ☆京都フィールドワーク研究 2 2･3･4 講義 後期 定員25人

2222 CSA 2203 京都資料論 1 2･3･4 講義 前期 全7.5コマ

８－⑶ 国際日本文化学科専門教育科目
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授業科目 クラス

別 単位 必修 配当学年 授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

2222 CSA 2258 ☆古文書読解 2 2･3･4 演習 後期

2222 CSA 2260 ☆子どもの読書とメディア 2 2･3･4 講義 後期 （隔年開講2）

2222 CSA 2512 ☆昔話とストーリーテリング 2 2･3･4 講義 前期

2222 CSA 1253 現代出版事情 2 2･3･4 講義 後期

2222 CSA 3263 ☆出版文化史 2 2･3･4 講義 後期 （隔年開講2）

2222 CSA 1252 ☆現代ジャーナリズム入門 2 1･2 講義 後期

2222 CSA 1256 日本の歴史と文化 2 1・2 講義 後期

2222 CSA 2273 ☆日本思想 2 2･3･4 講義 後期

2222 CSA 2212 ☆日本美術史 2 2･3･4 講義 前期

2222 CSA 3201 ☆日本美術特講 2 3･4 講義 前期

2222 CSA 2451 ☆異界・妖怪学 2 2･3･4 講義 後期

2222 CSA 3401 ☆物語舞台論 2 2･3･4 講義 前期

国際文化領域

2222 CSA 1203 比較文化概論 2 1･2 講義 前期

2222 CSA 1204 ☆国際関係論 2 1･2 講義 前期

2222 CSA 2268 ☆多文化理解 2 1･2 講義 後期 （隔年開講2）

2222 CSA 3550 ☆クールジャパン論 2 2･3･4 講義 後期

2222 CSA 3252 ☆ヨーロッパ文化論 2 2･3･4 講義 後期

2222 CSA 2274 ☆アジア文化論 2 2･3･4 講義 後期

2222 CSA 1255 ☆中東文化論 2 2･3･4 講義 前期 （隔年開講1）

2222 CSA 4217 ☆アラブ・イスラーム文化論 2 2･3･4 講義 前期 （隔年開講2）

2222 CSA 2301 ☆アラビア語の世界 2 2･3･4 講義 前期 前提科目 アラビア語

2222 CSA 2264 ☆日中近代語彙比較論 2 2･3･4 講義 後期 （隔年開講2）

2222 CSA 3207 ☆比較文学講読 2 2･3･4 講義 前期 （隔年開講1）

2222 CSA 2207 ☆西洋美術史Ⅰ 2 2･3･4 講義 前期 （隔年開講1）

2222 CSA 2256 ☆西洋美術史Ⅱ 2 2･3･4 講義 後期 （隔年開講2）

2222 CSA 2419 ☆西洋美術史特講 2 2･3･4 講義 後期 （隔年開講2）

2222 CSA 1212 ☆音楽文化概論 2 2･3･4 講義 前期 （隔年開講2）

2222 CSA 4151 ☆キリスト教音楽特講 2 2･3･4 講義 後期

2222 CSA 2257 ☆音楽表現学 2 2･3･4 講義 後期 （隔年開講2）

2222 CSA 3203 ☆現代音楽事情 2 2･3･4 講義 後期

2222 CSA 2223 ☆西洋思想史 2 2･3･4 講義 前期 （隔年開講1）

2222 CSA 2157 ☆キリスト教とことば 2 2･3･4 演習 後期 （隔年開講2）

2222 CSA 3158 ☆キリスト教文化 2 1･2 演習 後期 （隔年開講1）

2222 CSA 2123 ☆哲学とキリスト教 2 1･2 講義 前期 （隔年開講2）

2222 CSA 2411 ☆ 情報・メディアの文化とリテ
ラシー

2 2･3･4 講義 前期 （隔年開講1）定員30人

2222 CSA 2259 ☆インターネット社会論 2 2･3･4 講義 後期

2222 CSA 2218 図書館情報技術論 2 2･3･4 講義 前期 　定員46人

2222 CSA 1257 メディアコンテンツ表現法 2 2･3･4 講義 後期

2222 CSA 2561 ☆識字活動と子どもの権利 2 2･3･4 講義 後期 （隔年開講1）

2222 CSA 1208 博物館概論 2 1･2･3 講義 前期
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授業科目 クラス

別 単位 必修 配当学年 授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

2222 CSA 1454 博物館情報・メディア論 2 1･2･3･4 講義 後期

専門演習・卒業研究

2241 CSS 2600 発展演習Ⅰ 2 2 演習 前期 クラス指定

2241 CSS 2650 発展演習Ⅱ 2 2 演習 後期 クラス指定

2241 CSS 3600 専門演習Ⅰ 2 3 演習 前期 クラス指定

2241 CSS 3650 専門演習Ⅱ 2 3 演習 後期 クラス指定

2241 CSS 4600 卒業研究 8 4 通年 クラス指定

基礎科目の必修科目10単位、専門演習・卒業研究の必修科目16単位、展開科目及び関連科目から選択46単位以上修得する。

○　必修科目
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授　業　科　目 クラス

別 単位 必修 配当学年 授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

【学部共通科目】

N002 CHS 1502 現代社会と人間 2 1 講義 前期

N002 CHS 1552 病児の発達と支援 2 1 演習 春期 集中　定員40人

N002 CHS 1503 こどもと自然 2 1 演習 通年 集中

選択科目として６単位まで履修できる。

８－⑷ 現代人間学部学科横断プロジェクト型科目
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授業科目 クラス

別 単位 必修
コース必修

配当学年 授業
形態 期間 備考生　活

科 学
コース

生活経
済・経営
コース

精神保
健福祉
コース

【基幹科目】

N211 SLF 1301 生活環境基礎演
習Ⅰ

2 〇 1 演習 前期

N211 SLF 1251 生活環境基礎演
習Ⅱ

2 〇 1 演習 後期

N211 SLF 2101 生活環境基礎演
習Ⅲ

1 〇 2 演習 前期 全7.5コマ

N211 SLF 2651 生活環境基礎演
習Ⅳ

1 〇 2 演習 後期 全7.5コマ

【基礎科目】

N211 SLB 1203 生活環境概論 2 〇 1 講義 前期

N212 SLB 1200 衣生活概論 2 △ 1 講義 前期

N212 SLB 1250 食生活概論 2 △ 1 講義 後期

N212 SLB 1251 住居学概論（製図
を含む）

2 △ 1 講義 前期

N212 SLB 1450 現代社会と家庭
経営

2 〇 1 講義 後期

N212 SLB 1204 女性と家族のソー
シャルワーク

2 〇 1 講義 前期

【展開科目】

生活科学領域

N222 LDA 2200 ☆衣生活材料学 2 2 講義 前期

N222 LDA 2450 ☆アパレルデザイン 2 3 講義 前期

N222 LDA 2250 ☆服飾心理学 2 2 講義 後期

N222 LDA 3200 ☆染色加工学 2 2 講義 後期

N222 LDA 2400 アパレル造形学（実
習を含む）

2 2 講義
実習

前期 週1.5コマ連続
定員16人

N222 LDA 3653 アパレルデザイン
演習

2 3 演習 後期 週２コマ
定員16人

N222 LDA 3501 衣生活実験 2 3 実習 前期 週２コマ

N222 LDA 2255 衣生活管理学 2 2 講義 後期

N222 LDA 2401 ☆食品学 2 2 講義 前期

N222 LDA 2550 食品加工学（実験
を含む）

3 2 講義
演習
実験

後期 週２コマ
定員24人

N222 LDA 2402 食品官能評価論 2 2 講義 前期 定員24人
「食品官能評価演習
（実験を含む）」を同
年度に履修するこ
と

N222 LDA 2500 食品官能評価演習
（実験を含む）

1 2 演習
実験

前期 定員24人
「食品官能評価演
習」を同年度に履修
すること

N222 LDA 2403 ☆栄養学 2 2 講義 前期

N222 LDA 2451 ☆調理学 2 2 講義 後期

N222 LDA 3500 調理学実習 2 3 実習 前期 週２コマ
定員16人

８－⑸ 生活環境学科専門教育科目
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授業科目 クラス

別 単位 必修
コース必修

配当学年 授業
形態 期間 備考生　活

科 学
コース

生活経
済・経営
コース

精神保
健福祉
コース

N222 LDA 3552 発展調理学実習 2 3 実習 後期 週２コマ
前提科目 
調理学実習
定員16人

N222 LDA 3650 フードコーディネー
ト論

2 3 講義 後期

N222 LDA 2201 ☆建築一般構造 2 2 講義 前期

N222 LDA 2404 ☆住生活学 2 2 講義 後期

N222 LDA 2252 ☆住環境学 2 2 講義 後期

N222 LDA 2253 ☆住居史 2 2 講義 後期

N222 LDA 3251 インテリア装備学 2 3 講義 後期 定員14人

N222 LDA 2405 ☆ 福祉住環境デザイン 2 2 講義 前期

N222 LDA 2600 住居製図Ⅰ 1 2 演習 前期 定員16人

N222 LDA 2651 住居製図Ⅱ 1 2 演習 後期 前提科目 
住居製図Ⅰ
定員16人

N222 LDA 3201 ☆建築材料学 2 3 講義 前期 前提科目 
建築一般構造
定員20人

N222 LDA 2452 ☆建築法規 2 2 講義 後期 前提科目 
建築一般構造

N222 LDA 1250 ☆ 家庭電気・機械及び
情報処理

2 1 講義 後期

N222 LDA 2407 家庭科教育法Ⅰ（生
活の自立と衣食住）

2 2 講義
演習

前期

N222 LDA 2350 家庭科教育法Ⅱ（家
族・家庭生活と福
祉）

2 2 講義
演習

後期 「家庭科教育法Ⅰ」の
履修者」であること

N222 LDA 3601 家庭科教育法Ⅲ（指
導法と教材作成）

2 3 講義
演習

前期 「家庭科教育法Ⅱ」の
履修者」であること

N222 LDA 3651 家庭科教育法Ⅳ（模
擬授業）

2 3 講義
演習

後期 「家庭科教育法Ⅲ」の
履修者」であること

N222 LDA 3652 保育学（実習及び家
庭看護を含む）

2 3 講義 後期 全16コマ

生活経営・経済領域

N222 LDA 2205 生活経済学 2 2 講義 前期

N222 LDA 1450 ☆消費生活 2 1 講義 後期

N222 LDA 2406 ☆家族関係 2 2 講義 前期

N222 LDA 3450 ☆家族社会学 2 3 講義 後期

N222 LDA 2256 ライフプランニン
グ論

2 2 講義 後期

N222 LDA 3503 ライフプランニン
グ演習

2 3 演習 前期

N222 LDA 3654 ライフプランニン
グ実習

2 3 実習 後期 週２コマ

N222 LDA 3502 コミュニティ活動
実践

2 3 演習 通年 集中

生活福祉領域

N222 SWA 1201 現代社会と福祉Ⅰ 2 1 講義 前期

N222 SWA 1250 ☆現代社会と福祉Ⅱ 2 1 講義 後期

N222 SWA 2200 ☆社会保障論Ⅰ 2 2 講義 前期

N222 SWA 2450 ☆社会保障論Ⅱ 2 2 講義 後期

N222 SWA 2206 ☆高齢者福祉論 2 2 講義 前期
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授業科目 クラス

別 単位 必修
コース必修

配当学年 授業
形態 期間 備考生　活

科 学
コース

生活経
済・経営
コース

精神保
健福祉
コース

N222 SWA 2250 ☆障害者福祉論 2 2 講義 後期

N222 SWA 2203 ☆児童福祉論 2 2 講義 前期

N222 SWA 3200 ☆地域福祉論Ⅰ 2 3 講義 前期

N222 SWA 3450 ☆地域福祉論Ⅱ 2 3 講義 後期 前提科目 
地域福祉論Ⅰ

N222 SWA 2205 ☆ 人体の構造と機能
及び疾病

2 2 講義 前期

N222 SWA 2400 ☆介護技術 2 2 演習 前期 定員15人

N222 SWA 2204 ☆精神保健学Ⅰ 2 2 講義 前期

N222 SWA 2452 ☆精神保健学Ⅱ 2 2 講義 後期

【関連科目】

生活科学領域

N232 LDR 2250 ☆食品安全性学 2 2 講義 後期

N232 LDR 2251 ☆食品流通論 2 2 講義 後期

N232 LDR 2500 フードスペシャ
リスト論

2 2 講義 前期

N232 LDR 3600 住計画演習Ⅰ 2 3 演習 前期 週1.5コマ
前提科目 住居製図
Ⅰ及び住居製図Ⅱ
定員16人

N232 LDR 3650 住計画演習Ⅱ 2 3 演習 後期 週1.5コマ
前提科目 
住計画演習Ⅰ
定員16人

N232 LDR 3200 ☆建築構造力学 2 3 講義 前期 前提科目 
建築一般構造

N232 LDR 3250 ☆建築施工 2 3 講義 後期 前提科目 
建築一般構造

N232 LDR 3201 ☆デザイン論Ⅰ 2 3 講義 前期

N232 LDR 3251 ☆デザイン論Ⅱ 2 3 講義 後期

N232 LDR 3202 ☆色彩学 2 2 講義 前期

生活経営・経済領域

N232 LDR 2201 ☆ ビジネスの基礎Ⅰ 2 2 講義 前期

N232 LDR 2252 ☆ ビジネスの基礎Ⅱ 2 2 講義 後期 前提科目 
ビジネスの基礎Ⅰ

N232 LDR 3203 ☆ マーケティング論 2 3 講義 前期

N232 LDR 3253 ☆ ソーシャルマー
ケティング論

2 3 講義 後期

N232 LDR 3254 ☆女性起業論 2 3 講義 後期

精神保健福祉領域

N232 SWR 2450 ☆ 保健医療サービス 2 2 講義 後期

N232 SWR 3200 ☆公的扶助論 2 3 講義 前期

N232 SWR 3451 ☆社会福祉運営論 2 3 講義 後期

N232 SWR 3401 ☆ 権利擁護と成年
後見制度

2 3 講義 前期

N232 SWR 3406 ☆刑事司法と福祉 2 3 講義 前期

N232 SWR 2400 ☆社会福祉調査法 2 2 講義 前期

N232 SWR 2203 精神疾患とその
治療Ⅰ

2 2 講義 前期
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授業科目 クラス

別 単位 必修
コース必修

配当学年 授業
形態 期間 備考生　活

科 学
コース

生活経
済・経営
コース

精神保
健福祉
コース

N232 SWR 2454 精神疾患とその
治療Ⅱ

2 2 講義 後期 前提科目 
精神疾患とその治
療Ⅰ

N232 SWR 3203 ☆ 精神障害リハビ
リテーション論

2 3 講義 前期

N232 SWR 2252 ☆ 精神保健福祉制
度論

2 2 講義 後期

N232 SWR 1252 ☆ 精神保健福祉の
原理Ⅰ

2 1 講義 後期

N232 SWR 2402 ☆ 精神保健福祉の
原理Ⅱ

2 2 講義 前期

N232 SWR 2250 ☆ リハビリテーショ
ン論

2 2 講義 後期

N232 SWR 1251 ソーシャルワーク
論Ⅰ

2 1 講義 後期

N232 SWR 2202 ソーシャルワーク
論Ⅱ

2 2 講義 前期

N232 SWR 2350 ソーシャルワーク
演習

1 2 演習 後期

N232 SWR 2455 ソーシャルワー
クの理論と方法Ⅰ

2 2 講義 後期

N232 SWR 3504 ソーシャルワーク
の理論と方法Ⅱ

2 3 講義 前期

N232 SWR 3554 ソーシャルワーク
の理論と方法（専
門）Ⅰ

2 3 講義 後期

N232 SWR 4504 ソーシャルワーク
の理論と方法（専
門）Ⅱ

2 4 講義 前期

N232 SWR 3202 精神保健福祉援
助演習（基礎）

1 3 演習 前期

N232 SWR 3454 精神保健福祉援
助演習（専門）Ⅰ

1 3 演習 後期 履修許可者のみ履
修可

N232 SWR 4503 精神保健福祉援
助演習（専門）Ⅱ

1 4 演習 前期 「精神保健福祉援助
演習（専門）Ⅰ」履修
者であること
履修許可者のみ履
修可

N232 SWR 3455 精神保健福祉援
助実習指導

3 3 実習 後期 週３コマ
履修許可者のみ履
修可

N232 SWR 3551 精神保健福祉援
助実習Ⅰ

2 3 実習 春期 集中
履修許可者のみ履
修可

N232 SWR 3552 精神保健福祉援
助実習Ⅱ

2 3 実習 春期 集中
履修許可者のみ履
修可

N232 SWR 3553 精神保健福祉援
助実習Ⅲ

3 3 春期 集中
履修許可者のみ履
修可

N232 SWR 4603 精神保健福祉特
講

2 4 通年 全30コマ

N432 SWR 2550 心理学と心理的
支援

2 2 講義 後期

【専門演習・卒業研究】

N241 SLS 3401 生活環境特論 4 〇 3 演習 通年

N241 SLS 4600 卒業研究 8 〇 4 通年 学則第18条第２項
適用
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　必修科目として基幹科目６単位、基礎科目２単位、専門演習・卒業研究１２単位の計２０単位を修得し、選択必修科目として基礎科目か

ら６単位、展開科目及び関連科目の中から５８単位以上を修得する。ただし、所属するコースに応じて、以下のとおり修得しなければなら

ない。

①生活科学コース

　衣生活概論、食生活概論、住居学概論（製図を含む）のうちから ２単位選択必修

②生活経営・経済コース

　現代社会と家庭経営 ２単位必修

③精神保健福祉コース

　女性と家族のソーシャルワーク ２単位必修

〇必修科目　△コース選択必修科目
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授業科目 クラス

別 単位 必修 配当学年 授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

【専門基礎科目】

N411 PSB 1200 心理学概論 2 ○ 1 講義 前期

N411 PSB 1402 心理学統計法 2 ○ 1 講義 後期

N411 PSB 1300 心理学基礎演習Ⅰ 2 ○ 1 演習 前期

N411 PSB 1350 心理学基礎演習Ⅱ 2 ○ 1 演習 後期

N411 PSB 1455 心理学実験演習Ⅰ 2 ○ 1 演習 後期

N412 PSB 2405 心理学実験演習Ⅱ 2 ▲ 2 演習 前期

N412 PSB 1401 現代社会調査入門 2 ▲ 1 講義 前期

N412 PSB 1250 行動科学概論 2 1 講義 後期

N411 PSB 2401 心理学研究法 2 ○ 2 講義 後期

N412 PSB 2402 推測統計学Ⅰ A・B 2 ○ 2 演習 前期 クラス指定

N412 PSB 2450 推測統計学Ⅱ A・B 2 ▲ 2 演習 後期 クラス指定

N412 PSB 2403 心理テスト演習 2 △ 2 演習 前期

N412 PSB 2404 質問紙調査法 2 △ 2 講義 前期

N412 PSB 2350 心理学英文講読（基礎） 2 2 講義 後期

N412 PSB 3350 心理学英文講読（応用） 2 3 講義 後期

N412 PSB 3600 上級実験演習 2 3 演習 前期 前提科目 
「心理学実験演習Ⅰ」又は「心
理学実験演習Ⅱ」

「推測統計学Ⅰ・Ⅱ」を履修し
ていることが望ましい

N412 PSB 3400 心理学情報処理 2 3 演習 後期 前提科目 
「推測統計学Ⅰ」
クラス定員45人
A方式

N412 PSB 3601 心理カウンセリング実践（面
接技法）

2 △ 3 演習 前期

【展開科目】

基礎心理領域

N422 PSA 2205 ☆知覚・認知心理学 2 2･3 講義 夏期 集中

N422 PSA 2254 ☆学習・言語心理学 2 2 講義 後期

N422 PSA 3258 神経・生理心理学 2 3･4 講義 後期

生涯発達心理領域

N422 PSA 1250 ☆教育心理学概論 2 1･2 講義 後期

N422 PSA 2201 ☆発達心理学概論 2 2･3 講義 前期

N422 PSA 2251 ☆現代青年の心理学 2 2･3 講義 後期

N422 PSA 3201 ☆高齢者の心理学 2 3･4 講義 前期

社会・産業心理学領域

N422 PSA 1551 ☆  社会・集団・家族心理学Ⅰ
（社会・集団）

2 ▲ 1 講義 後期

N422 PSA 2500 ☆対人関係論 2 2･3 講義 前期

N422 PSA 2202 ☆生活環境の心理学 2 2･3 講義 前期

N422 PSA 2203 ☆消費者行動の心理学 2 2･3 講義 前期

N422 PSA 2551 ☆  社会・集団・家族心理学Ⅱ
（家族）

2 2･3 講義 後期

８－⑹ 心理学科専門教育科目
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授業科目 クラス

別 単位 必修 配当学年 授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

N422 PSA 2600 社会・ビジネス心理フィー
ルド研修

2 2 演習 通年 集中　定員30人
C方式

N422 PSA 2252 服飾心理学 2 2 講義 後期

N422 PSA 3254 産業・組織心理学 2 3 講義 後期

臨床心理・精神医学領域

N422 PSA 1500 ☆心理カウンセリング概論 2 1 講義 前期

N422 PSA 1450 　心理テスト論 2 △ 1 講義 後期

N422 PSA 2204 　臨床心理学概論 2 △ 2 講義 前期

N222 SWA 2204 　精神保健学Ⅰ 2 2 講義 前期

N222 SWA 2452 　精神保健学Ⅱ 2 2 講義 後期

N422 PSA 2207 ☆感情・人格心理学 2 2･3 講義 前期

N422 PSA 2502 ☆障害者・障害児心理学 2 2･3 講義 前期

N422 PSA 2451 　心理的アセスメント 2 2 講義 後期 前提科目 「心理テスト演習」

N422 PSA 2253 　無意識の心理学 2 2･3 講義 後期

N422 PSA 3502 スクールカウンセリング論
（教育・学校心理学）

2 3･4 講義 前期

N422 PSA 3503 　心理学的支援法 2 3･4 講義 前期

N422 PSA 3255 　関係行政論 2 △ 3 講義 夏期 集中

N232 SWR 2203 ☆精神疾患とその治療Ⅰ 2 △ 2 講義 前期

N232 SWR 2454 ☆精神疾患とその治療Ⅱ 2 2 講義 後期 前提科目 
「精神疾患とその治療Ⅰ」

N422 PSA 3256 　司法・犯罪心理学 2 3･4 講義 後期

N422 PSA 3550 　認知行動療法概論 2 3 講義 後期

N422 PSA 3651 　心理演習（心理支援の実際） 2 3 演習 後期 履修制限を行う

N422 PSA 4203 　公認心理師の職責 2 4 講義 前期 選考合格者のみ履修可

N422 PSA 3300 　福祉心理学 2 3 講義 前期

N422 PSA 2255 　健康・医療心理学 2 2 講義 後期

N422 PSA 4601 　心理実習 1 4 実習 通年 選考合格者のみ履修可
集中　学外実習80時間
「心理演習（心理支援の実際）」
を履修していることが望ましい

【関連科目】

社会・ビジネス領域

N432 PSR 1251 現代ジャーナリズム入門 2 1･2 講義 後期 定員15人

N432 PSR 2400 福祉住環境デザイン 2 2 講義 前期

N432 PSR 2250 食品流通論 2 2 講義 後期

N432 PSR 3401 消費生活 2 1 講義 後期

N432 PSR 2201 ビジネスの基礎Ⅰ 2 2 講義 前期

N432 PSR 2250 生活経済学 2 2 講義 前期

N432 PSR 3203 マーケティング論 2 3 講義 前期

N432 PSR 3250 女性起業論 2 3 講義 後期

精神保健福祉領域

N222 SWA 1201 現代社会と福祉Ⅰ 2 1 講義 前期

N222 SWA 1250 現代社会と福祉Ⅱ 2 1 講義 後期

N222 SWA 3200 地域福祉論Ⅰ 2 3 講義 前期

N222 SWA 3450 地域福祉論Ⅱ 2 3 講義 後期 前提科目 
地域福祉論Ⅰ
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授業科目 クラス

別 単位 必修 配当学年 授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

N222 SWA 2205 人体の構造と機能及び疾病 2 2 講義 前期

N222 SWA 2200 社会保障論Ⅰ 2 2 講義 前期

N222 SWA 2450 社会保障論Ⅱ 2 2 講義 後期

N222 SWA 2250 障害者福祉論 2 2 講義 後期

N232 SWR 3401 権利擁護と成年後見制度 2 3 講義 前期

N232 SWR 3203 精神障害リハビリテーション論 2 3 講義 前期

N232 SWR 2252 精神保健福祉制度論 2 2 講義 前期

N232 SWR 1252 精神保健福祉の原理Ⅰ 2 1 講義 後期

N232 SWR 2402 精神保健福祉の原理Ⅱ 2 2 講義 前期

N232 SWR 3202 精神保健福祉援助演習（基礎） 1 3 演習 前期 卒業要件に含まない

N232 SWR 3454 精神保健福祉援助演習（専
門）Ⅰ

1 3 演習 後期 卒業要件に含まない
選考合格者のみ履修可

N232 SWR 4503 精神保健福祉援助演習（専
門）Ⅱ

1 4 演習 前期 卒業要件に含まない
「精神保健福祉援助演習（専門）
Ⅰ」の履修者であること選考
合格者のみ履修可

N232 SWR 3455 精神保健福祉援助実習指導 3 3 実習 後期 週3コマ卒業要件に含まない
選考合格者のみ履修可

N232 SWR 3551 精神保健福祉援助実習Ⅰ 2 3 実習 春期 集中卒業要件に含まない
選考合格者のみ履修可

N232 SWR 3552 精神保健福祉援助実習Ⅱ 2 3 実習 春期 集中卒業要件に含まない
選考合格者のみ履修可

N232 SWR 3553 精神保健福祉援助実習Ⅲ 3 3 実習 春期 集中卒業要件に含まない
選考合格者のみ履修可

N232 SWR 4603 精神保健福祉特講 2 4 実習 通 全30コマ

N232 SWR 1251 ソーシャルワーク論Ⅰ 2 1 講義 後期

N232 SWR 2455 ソーシャルワークの理論と
方法Ⅰ

2 2 講義 後期

N232 SWR 3504 ソーシャルワークの理論と
方法Ⅱ

2 3 講義 前期

N232 SWR 3554 ソーシャルワークの理論と
方法（専門）Ⅰ

2 3 講義 後期

N232 SWR 4504 ソーシャルワークの理論と
方法（専門）Ⅱ

2 4 講義 前期

N232 SWR 2350 ソーシャルワーク演習 1 2 演習 後期

N232 SWR 3406 刑事司法と福祉 2 3 講義 前期

N232 SWR 2400 社会福祉調査法 2 2 講義 前期

N432 SWR 2550 心理学と心理的支援 2 2 講義 後期

専門演習・卒業研究

N441 PSS 3600 心理学演習 4 ○ 3 演習 通年

N441 PSS 4600 卒業研究 8 ○ 4 通年

必修26単位、合計84単位以上修得すること。

ただし、コースごとに必修と選択必修を定める（心理カウンセリングコースは、コース必修科目（心理テスト演習、質問紙調査法、心理カ

ウンセリング実践（面接技法）、心理テスト論、臨床心理学概論、関係行政論、精神疾患とその治療Ⅰ）14単位、必修以外の専門基礎科目と

専門展開科目から24単位以上修得すること。社会・ビジネス心理コースは、コース必修科目（心理学実験演習Ⅱ、現代社会調査入門、推測

統計学Ⅱ、社会・集団・家族心理学Ⅰ（社会・集団）、消費者行動の心理学）10単位、必修以外の専門基礎科目と専門展開科目から26単位以

上修得すること。）。

○　必修科目（コース共通）
△　心理カウンセリングコース必修科目
▲　社会・ビジネス心理コース必修科目
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授業科目 クラス

別 単位 必修 配当
学年

履修コース別
授業
形態 期間 備考幼児 

教育
初等 
教育

【基礎科目】
N611 EDB 1202 こども教育概論 2 〇 1 ◇ 講義 前期 メディア利用（学則

第13条第２項適用）
N611 EDB 1200 こども教育基礎演習 1 〇 1 ◇ 演習 前期
N611 EDB 1500 こども教育フィールド研修 1 〇 1 ◇ 演習 前期 集中
N611 EDB 1100 教職論 2 〇 1 ◇ 講義 前期
N611 EDB 1201 教育原理 2 〇 1 □ 講義 前期
N611 EDB 1400 こどもの教育心理学 2 〇 1 ◇ 講義 前期
N612 EDB 1450 こどもの発達心理学 2 1 □ 講義 後期
N611 EDB 1250 特別支援教育論（初等） 2 〇 1 ◇ 講義 後期
【展開科目】
保育士科目
N622 EDI 2202 保育音楽演習 1 2 □ × 演習 前期
N622 EDI 2203 保育造形演習 1 2 □ × 演習 前期
N622 EDI 2204 保育体育演習 1 2 □ × 演習 前期
N622 EDI 3204 乳児保育Ⅰ 2 3 □ × 講義 前期
N622 EDI 3450 乳児保育Ⅱ 1 3 □ × 後期
N622 EDI 3550 障害児保育 2 3 □ × 演習 後期
N622 EDI 2252 こどもの保健 2 2 □ 講義 前期
N622 EDI 3251 こどもの保健演習 1 2 □ × 演習 前期
N622 EDI 3202 こどもの食と栄養 2 3 □ × 演習 前期
N622 EDI 3500 家族援助論 2 3 □ 講義 前期
N622 EDI 3551 保育相談支援 1 3 □ × 演習 後期
N622 EDI 2403 保育心理学演習 1 2 □ × 演習 前期
N622 EDI 2253 こども家庭支援の心理学 2 2 □ × 講義 後期
N622 EDI 1250 保育原理 2 1 □ 講義 後期
N622 EDI 1251 保育者論 2 1 □ 講義 後期
N622 EDI 2600 保育実習指導Ⅰ－１ 1 2 □ × 演習 前期
N622 EDI 2650 保育実習指導Ⅰ－２ 1 2 □ × 演習 後期
N622 EDI 3651 保育実習指導Ⅱ 1 3 □ × 演習 後期
N622 EDI 2601 保育実習Ⅰ－１ 2 2 □ × 実習 夏期 集中
N622 EDI 2602 保育実習Ⅰ－２ 2 2 □ × 実習 春期 集中
N622 EDI 3655 保育実習Ⅱ 2 3 □ × 実習 春期 集中

前提科目
保育原理、保育者論、
保育実習指導Ⅰ－１、
保育実習指導Ⅰ－２、
保育実習Ⅰ－１及び
保育実習Ⅰ－２

N622 EDI 2200 児童福祉論 2 2 □ 講義 前期
N622 EDI 2100 現代社会と福祉Ⅰ 2 2 □ × 講義 前期
N622 EDI 2251 現代社会と福祉Ⅱ 2 2 ■ × 講義 後期
N622 EDI 3203 地域福祉論Ⅰ 2 3 ■ × 講義 前期
N622 EDI 2550 社会的養護 2 2 □ × 講義 後期
N622 EDI 2551 社会的養護内容 1 2 □ × 演習 後期
幼保共通科目
N622 EDI 3205 保育・教育課程論 2 3 ▲□ 講義 前期
N622 EDI 1450 保育内容総論 2 1 ▲□ 演習 後期
N622 EDI 2205 幼児と健康 1 2 ■ 講義 前期
N622 EDI 2206 幼児と人間関係 1 2 ■ 講義 前期
N622 EDI 2207 幼児と環境 1 2 ■ 講義 前期
N622 EDI 2208 幼児と言葉 1 2 ■ 講義 前期
N622 EDI 2209 幼児と音楽表現 1 2 ■ 講義 前期
N622 EDI 2260 幼児と身体造形表現 1 2 ■ 講義 前期
N622 EDI 3400 保育表現演習 1 3 ■ × 演習 前期
N622 EDI 4651 保育・教職実践演習（幼） 2 4 □ × 演習 後期 前提科目

別に定める。
幼稚園科目
N622 EDI 2400 保育内容（健康） 2 2 □ 演習 前期
N622 EDI 2401 保育内容（人間関係） 2 2 □ 演習 前期
N622 EDI 2402 保育内容（環境） 2 2 □ 演習 前期
N622 EDI 2450 保育内容（言葉） 2 2 □ 演習 後期
N622 EDI 2453 保育内容（音楽表現） 2 2 □ 演習 後期
N622 EDI 2452 保育内容（身体造形表現） 2 2 □ 演習 後期

８－⑺ こども教育学科専門教育科目
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授業科目 クラス

別 単位 必修 配当
学年

履修コース別
授業
形態 期間 備考幼児 

教育
初等 
教育

N622 EDI 1451 幼児理解の理論と方法 2 1 ▲■ 講義 後期
N622 EDI 4601 初等教育実習Ⅰａ 2 4 実習 通年 集中

前提科目
別に定める。

N622 EDI 4602 初等教育実習Ⅱａ 2 4 実習 通年 集中
前提科目
別に定める。

幼小共通科目
N622 EDN 2550 教育と社会 2 2 講義 後期 ２単位

選択必修N622 EDN 2254 教育経営論 2 2 ■ 講義 後期
N622 EDN 2255 教育史 2 2 講義 後期
N622 EDN 2250 教育課程論 2 2 △ 講義 後期
N622 EDN 2251 教育の方法と技術 2 3 講義 前期
N622 EDN 3250 教育評価 2 3 講義 後期
N622 EDN 3400 教育相談の理論と方法 2 3 講義 前期
N622 EDN 3600 教育実習事前事後指導 1 3・4 講義 通年 集中
N622 EDN 4650 教職実践演習（幼・小） 2 4 　 演習 後期 前提科目

別に定める。
N622 EDN 2401 障害者・障害児心理学 2 2 ■ 講義 前期
N622 EDN 2253 学習・言語心理学 2 2 講義 後期
N622 EDN 3201 スクールカウンセリング論

（教育・学校心理学）
2 3 講義 前期

N622 EDN 3401 環境教育 2 3 ■ 講義 前期
N622 EDN 3402 ☆情報教育 2 3 講義 後期
N622 EDN 3451 食と健康の教育 2 3 講義 後期
N622 EDN 4500 ☆国際理解教育 2 4 講義 前期
N622 EDP 3600 初等教育実習Ⅰｂ 2 3 実習 通年 集中

前提科目
別に定める。

N622 EDP 3601 初等教育実習Ⅱｂ 2 3 実習 通年 集中
前提科目
別に定める。

小学校科目
N622 EDP 1252 国語 2 1 講義 後期
N622 EDP 1253 算数 2 1 講義 後期
N622 EDP 1254 生活 2 1 講義 後期
N622 EDP 2202 音楽 2 2 講義 前期
N622 EDP 2203 図工 2 2 講義 前期
N622 EDP 2204 体育 2 2 講義 前期
N622 EDP 1250 社会 2 1 講義 後期
N622 EDP 1251 理科 2 1 講義 後期
N622 EDP 2250 書写 1 2 実習 後期
N622 EDP 2200 家庭 2 2 講義 前期
N622 EDP 2201 外国語（英語） 2 2 講義 前期
N622 EDP 2400 国語科指導法 2 2 講義 前期
N622 EDP 2401 社会科指導法 2 2 講義 前期
N622 EDP 2402 算数科指導法 2 2 講義 前期
N622 EDP 2403 理科指導法 2 2 講義 前期
N622 EDP 2404 生活科指導法 2 2 講義 前期
N622 EDP 2450 音楽科指導法 2 2 講義 後期
N622 EDP 2451 図工科指導法 2 2 講義 後期
N622 EDP 2452 家庭科指導法 2 2 講義 後期
N622 EDP 2453 体育科指導法 2 2 講義 後期
N622 EDP 2454 外国語（英語）指導法 2 2 講義 後期
N622 EDP 3200 道徳の指導法 2 3 講義 前期
N622 EDP 3201 特別活動の指導法 2 3 講義 前期
N622 EDP 3202 生徒指導・進路指導 2 3 講義 前期
N622 EDP 3452 総合的な学習の時間の指導法 2 3 講義 後期
N622 EDP 4200 初等教材開発論 2 4 講義 前期
N622 EDP 3401 消費生活 2 1 講義 後期
N622 EDR 3600 介護等体験 1 2･3 通年 集中
特別支援科目
N622 EDD 1250 特別支援教育基礎理論 2 2 講義 前期
N622 EDD 2500 ☆知的障害者の心理・生理・病理 2 2 ■ 講義 後期
N622 EDD 2501 肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ■ 講義 後期
N622 EDD 2502 ☆病弱者の心理・生理・病理 2 2 ■ 講義 後期
N622 EDD 2450 知的障害者教育論Ⅰ 2 3 講義 前期
N622 EDD 3400 知的障害者教育論Ⅱ 2 3 講義 後期
N622 EDD 2451 肢体不自由者教育論Ⅰ 2 3 講義 前期
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科目
種別
番号

コース
ナンバー 授業科目 クラス

別 単位 必修 配当
学年

履修コース別
授業
形態 期間 備考幼児 

教育
初等 
教育

N622 EDD 3401 肢体不自由者教育論Ⅱ 2 3 講義 後期
N622 EDD 3452 病弱者教育論 2 3 講義 後期
N622 EDD 3550 視覚障害者の心理・生理・病理 1 3 講義 前期 全7.5ｺﾏ・集中
N622 EDD 2550 聴覚障害者の心理・生理・病理 1 3 講義 後期 全7.5ｺﾏ・集中
N622 EDD 3451 視覚障害者教育論 1 3 講義 前期 全7.5ｺﾏ・集中
N622 EDD 2452 聴覚障害者教育論 1 3 講義 後期 全7.5ｺﾏ・集中
N622 EDD 3250 障害者教育課程論 2 4 講義 前期
N622 EDD 3251 LD等教育総論 2 4 講義 前期
N622 EDD 4600 特別支援教育実習事前事後指導 1 4 講義 前期 集中
N622 EDD 4601 特別支援教育実習 2 4 実習 通年 集中
【関連科目】
N622 EDR 1650 ピアノ実技（幼保） A・B 2 1 □ × 演習 通年
N622 EDR 1651 ピアノ実技（小） 2 1 × 演習 通年
N622 EDR 3601 ☆音楽アンサンブル演習 1 3 演習 前期
N622 EDR 3602 心理学と心理的支援 2 2 講義 後期
N622 EDR 2251 子どもの読書とメディア 2 2･3･4 講義 後期
N622 TLI 2800 学校経営と学校図書館 2 2･3･4 × 講義 前期 卒業要件に含まない
N622 TLI 2850 学校図書館メディアの構成 2 2･3･4 × 講義 後期 卒業要件に含まない
N622 TLI 2801 学習指導と学校図書館 2 2･3･4 × 講義 前期 卒業要件に含まない
N622 TLI 2851 読書と豊かな人間性 2 2･3･4 × 講義 後期 卒業要件に含まない
N622 TLI 2802 情報メディアの活用 2 2･3･4 × 講義 前期 卒業要件に含まない
【大学コンソーシアム京都提供科目】
N623 CNS 2601 ☆ 子供のネット安全教育の理

論と実践
2 2･3･4 通年 集中卒業要件に含ま

ない
【専門演習・卒業研究】
N641 EDS 3600 こども教育演習 4 〇 3 ◇ 通年
N641 EDS 4601 卒業研究 8 〇 4 ◇ 通年 学則第18条第２項適用

　基礎科目12単位及び専門演習・卒業研究12単位の必修科目計24単位、展開科目の教育と社会及び教育経営論から選択必修２単位以上、展
開科目の選択科目から46単位以上修得し、専門教育科目全体で合計84単位以上修得する。
　ただし、以下のとおりコース必修科目を含めて修得しなければならない。　
　①幼児教育コース
　　保育・教職課程論、保育内容総論、幼児理解の理論と方法　合計６単位必修　　
　　保育内容（健康）、保育内容（人間関係）、保育内容（環境）、保育内容（言葉）、
　　保育内容（音楽表現）、保育内容（身体造形表現）から６単位以上選択必修
　②初等教育コース
　　教育課程論　２単位必修　
　　国語科指導法、社会科指導法、算数科指導法、理科指導法、生活科指導法、音楽科指導法、
　　図工科指導法、家庭科指導法、体育科指導法、外国語（英語）指導法、道徳の指導法、
　　特別活動の指導法、生徒指導・進路指導、総合的な学習の時間の指導法　から12単位以上選択必修

〇　必修科目（コース共通）
▲　幼児教育コースの必修科目
△　初等教育コースの必修科目
×　当該コースに適用されない科目

保育士養成課程の履修条件は、以下のとおりとする。

履修コース欄の記号 授業科目の区分等

□ 保育士養成課程の必修科目

■ 保育士養成課程の選択必修科目

◇ 保育士資格取得科目ではないが、学校独自に開設している、卒業要件として必修の科目

　①必修科目
　　共通教育科目　８単位
　　専門教育科目　63単位
　　合計　　　　　71単位
　②選択科目（選択必修科目を含む。）
　　共通教育科目の情報演習Ⅰa、Ⅰbから１科目選択必修、及び情報演習Ⅱ、情報処理から
　　１単位以上選択必修、共通教育科目の憲法と人権及び専門教育科目（■の科目）から６単位以上選択必修
　③保育士資格取得科目以外の科目で、学校独自に開設している卒業のための必修科目
　　共通教育科目　２単位（英語理解Ⅰ、英語理解Ⅱ）
　　専門教育科目　22単位（◇の科目）
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【教職に関する科目】
●国際言語文化学部・生活環境学科共通
科目
種別
番号

コース
ナンバー 授　業　科　目 クラス

別 単位 必修 配当学年 授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

【教科及び教職に関する科目】

3103 TEA 2800 教師論 2 ○ 2 講義 前期

3103 TEA 1850 教育原論 2 ○ 1 講義 後期

3103 TEA 2801 発達と学習の教育心理 2 ○ 2 講義 前期 障害のある幼児、児童及び生
徒の心身の発達及び学習の過
程を含む

3103 TEA 2850 教育社会学 2 ○ 2 講義 前期

3103 TEA 2852 特別支援教育 2 ○ 2 講義 後期

3103 TEA 2802 中等教育課程論 2 ○ 2・3 講義 前期

3103 TEA 2810 国語科教育法Ⅰ 2 ○
（国）

2 講義 前期 国語科必修

3103 TEA 2860 国語科教育法Ⅱ 2 ○
（国）

2 講義 後期 国語科必修
「国語科教育法Ⅰ」を履修済み
であること

3103 TEA 3810 国語科教育法Ⅲ 2 ○
（国）

3 演習 前期 国語科必修
「国語科教育法Ⅰ・Ⅱ」を履修
済みであること

3103 TEA 3860 国語科教育法Ⅳ 2 ○
（国）

3 演習 後期

3103 TEA 2803 道徳の指導法（中等） 2 ○ 2・3 講義 前期

3103 TEA 2853 特別活動・総合的な学習の
時間の指導法（中等）

2 ○ 2・3 講義 後期

3103 TEA 3850 教育の方法及び技術 2 ○ 3 講義
演習

後期 情報機器及び教材の活用を
含む

3103 TEA 2855 生徒指導･進路指導の理論及
び方法

2 ○ 2・3 講義 夏期 集中

3103 TEA 2851 教育相談の理論及び方法 2 ○ 2・3 講義 前期 カウンセリングに関する基礎
的な知識を含む

3103 TEA 4855 中等教育実習事前事後指導 1 ○ 4 講義 通年 集中
各教科の教育法の合格者であ
ること。教育実習と同一年度
に履修すること

3103 TEA 4856 中等教育実習Ⅰ 2 ○ 4 実習 通年 集中
前提科目 
別に定める

3103 TEA 4857 中等教育実習Ⅱ 2 ○
（中）

4 実習 通年 集中　
中学校必修
前提科目 
別に定める

3103 TEA 4850 教職実践演習（中・高） 2 ○ 4 演習 後期 ４年次生前期の履修登録時点
において免許取得に係る科目
の単位を全て修得見込みであ
ること（中学校又は高等学校
のいずれか）、及び「教職実践
演習」開始時までに教育実習
を問題なく終えていることを
履修要件とする

3103 TEA 2861 介護等体験 1 ○
（中）

2・3 実習 通年 集中　
中学校免許取得者に必要

８－⑻ 免許・資格・プログラム関係
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【学校図書館司書教諭に関する科目】
●国際言語文化学部・生活環境学科共通
科目
種別
番号

コース
ナンバー 授　業　科　目 クラス

別 単位 必修 配当学年 授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

【司書教諭に関する科目】

3203 T L I 2800 学校経営と学校図書館 2 ○ 2・3・4 講義 前期

3203 T L I 2850 学校図書館メディアの構成 2 ○ 2・3・4 講義 後期

3203 T L I 2801 学習指導と学校図書館 2 ○ 2・3・4 講義 前期

3203 T L I 2851 読書と豊かな人間性 2 ○ 2・3・4 講義 後期

3203 T L I 2802 情報メディアの活用 2 ○ 2・3・4 講義 前期

【図書館司書に関する科目】
科目
種別
番号

コース
ナンバー 授　業　科　目 クラス

別 単位 必修 配当学年 授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

【司書に関する科目】

3303 L I B 2800 生涯学習概論 2 ○ 2・3・4 講義 前期

3303 L I B 1800 図書館概論 2 ○ 1 講義 前期

3303 L I B 3850 図書館制度・経営論 2 ○ 3・4 講義 後期

3303 L I B 2801 図書館情報技術論 2 ○ 2・3・4 講義 前期 定員46人

3303 L I B 2802 図書館サービス概論 2 ○ 2・3・4 講義 前期 「図書館概論」履修者であるこ
と

3303 L I B 2803 情報サービス論 2 ○ 2・3・4 講義 前期

3303 L I B 3800 児童サービス論 2 ○ 3・4 講義 前期

3303 L I B 2850 情報サービス演習Ⅰ 2 ○ 2・3・4 演習 後期 定員46人

3303 L I B 2851 情報サービス演習Ⅱ 2 ○ 2・3・4 演習 後期 「情報サービス論」履修者であ
ること（同時履修可）

3303 L I B 1850 図書館情報資源概論 2 ○ 1・2 講義 後期

3303 L I B 2804 情報資源組織論 2 ○ 2・3・4 講義 前期 「図書館概論」履修者であるこ
と

3303 L I B 2852 情報資源組織演習Ⅰ 2 ○ 2・3・4 演習 後期 「図書館概論」「情報資源組織
論」履修者であること
定員46人

3303 L I B 2853 情報資源組織演習Ⅱ 2 ○ 2・3・4 演習 後期 「図書館概論」「情報資源組織
論」履修者であること
定員46人

3303 L I B 2854 図書館基礎特論 1

２科目
以上選
択必修

2・3・4 講義 後期 全7.5コマ

3303 L I B 2860 図書館サービス特論 2 2・3・4 講義 夏期 集中

3303 L I B 2807 京都資料論 1 2・3・4 講義 前期 全7.5コマ

3303 L I B 2806 図書・図書館史 2 2・3・4 講義 前期

3303 L I B 2855 図書館総合演習 1 2・3・4 演習 後期

3303 L I B 4800 図書館実習 1 4 実習 通年 集中
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【博物館学芸員に関する科目】
科目
種別
番号

コース
ナンバー 授　業　科　目 クラス

別 単位 必修 配当学年 授業
形態 期間 備　　　　　　　　　　考

【博物館学芸員に関する科目】

3403 L I B 2800 生涯学習概論 2 ○ 2・3・4 講義 前期

3403 MUS 1800 博物館概論 2 ○ 1・2・3 講義 前期

3403 MUS 1850 博物館経営論 2 ○ 1・2・3・4 講義 後期

3403 MUS 2800 博物館資料論 2 ○ 2・3・4 講義 前期

3403 MUS 2850 博物館資料保存論 2 ○ 2・3・4 講義 後期

3403 MUS 1851 博物館展示論 2 ○ 1・2・3・4 講義 後期

3403 MUS 1852 博物館教育論 2 ○ 1・2・3・4 講義 後期

3403 MUS 1853 博物館情報・メディア論 2 ○ 1・2・3・4 講義 後期

3403 MUS 3800 博物館実習Ⅰ（学内） 2 ○ 3・4 実習 前期 前提科目 
「博物館概論」

3403 MUS 3801 博物館実習Ⅱ（館園） 1 ○ 3・4 実習 通年 集中　現場実習
前提科目 
「博物館概論」

【日本語教員養成課程に関する科目】
科目
種別
番号

コース
ナンバー 授業科目 クラス

別 単位 必修 配当学年 授業
形態 期間 備　　　　　　　　　考

【日本語教員養成課程に関する科目】

4103 JLT 2850 日本語教授法 2 ○ 2・3 講義 前期

4103 JLT 3800 日本語教育実習Ⅰ 2 ○ 3 実習 前期 週２コマ
前提科目
「日本語教育入門」

4103 JLT 3850 日本語教育実習Ⅱ 2 １科目
以上選
択必修

3・4 講義
実習

後期 集中　定員10人
前提科目
「日本語教育実習Ⅰ」

4103 JLT 3855 日本語教育実習Ⅲ 2 3 実習 春期 集中　定員８人
前提科目
「日本語教育実習Ⅰ」
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９．他大学等科目の履修について

⑴　大学コンソーシアム京都の単位互換科目の履修について
⑵　協定大学単位互換科目（大学コンソーシアム京都以外）の履修について
⑶　放送大学の単位互換科目の履修について
⑷　清泉女子大学との国内留学制度について
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　大学コンソーシアム京都においては、京都地域の大学・短期大学間の教育交流事業などの一環として単位互換制度を実施し
ている。
　本学はこの制度に参加しているので、本学学生も大学コンソーシアム京都の科目を履修することができる。

１．科目の概要等
　大学コンソーシアム京都のWEBサイト（http://www.consortium.or.jp/）に、「単位互換履修生募集ガイド」が３月に
公開されるので、科目・シラバス等はそちらで確認することができる。出願期間等については、本学に設置されている「大
学コンソーシアム京都」掲示板にて通知する。

２．授業料等
　大学コンソーシアム京都の科目を履修するときの授業料は無料である。ただし、演習・実習等の科目及び教材等の費用に
ついては、科目を開設する大学の定める額を必要とする。

３．履修対象学年
　大学コンソーシアム京都の科目を履修できるのは、本学においては２年次生前期から４年次生前期までとする。

４．単位の認定
⑴　他大学にて修得した単位については、その大学の証明に基づき、本学開設科目に照らし、内容及び単位数が同等以上で
あるかどうかについて教務委員会で審査の上、教授会の議を経て相当する科目に認定する。
⑵　他大学等において修得した単位等のうち、本学開設科目に相当しないものについては、卒業要件単位に算入されない。
⑶　学則第17条及び第17条の２に定めるとおり、大学コンソーシアム京都の単位互換科目（他大学・短期大学の開講科目）
等の履修やTOEIC等の成果により認定された単位は、留学等で認定された単位と合わせ、30単位を超えることができな
い。

５．出願手続き
⑴　大学コンソーシアム京都の単位互換科目を履修しようとする者は、４月上旬又は９月中旬～下旬に出願手続きをするも
のとする。
⑵　出願は、大学コンソーシアム京都が定めた方法で行う。

６．履修許可
⑴　大学コンソーシアム京都の科目を開設する大学では各科目について募集定員を定めているため、応募人数が超過した場
合は各科目開設大学において選考が行われる。
⑵　履修の可否については、４月下旬頃又は10月上旬頃に科目開設大学からメールにて通知される。

７．履修登録上の注意事項
　大学コンソーシアム京都の単位互換科目は定員が超過すると、科目開設大学において受講者数の制限を行う場合がある。
このため出願科目の履修が許可されない場合や、修得した単位が卒業要件単位に算入されない場合があるので、本学の履修
登録に際してはあくまで本学の科目を履修することによって要卒単位数を確保するよう心掛けること。

９－⑴　大学コンソーシアム京都の単位互換科目の履修について
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　大学コンソーシアム京都の単位互換科目とは別に、下記の他大学との協定に基づき提供される単位互換科目を履修すること
ができる。提供科目等の詳細については年度初めに案内する。

協定大学
京都工芸繊維大学・京都市立芸術大学・京都産業大学
※上記３大学と本学及び京都市の連携による「文化芸術都市京都の文化遺産の保存・活性化を支える人材育成プログラム」
に関する科目

９－⑵　協定大学単位互換科目の履修について

　本学では、精泉女子大学（東京）と国内留学制度を締結している。この留学は、原則として２年次生及び３年次生を対象と
し、留学期間は前期若しくは後期の半期間又は１年間とする。詳細は別途案内する。

９－⑷　清泉女子大学との国内留学制度について

　本学では放送大学との単位互換制度を実施している。放送大学の科目の履修については以下を参照すること。

１．授業料等
　授業料は１単位あたり5,500円、選考料及び入学料は無料である。

２．履修対象学年
　原則として、２年次生前期から４年次生前期までとする。

３．単位の認定
⑴　放送大学で修得した単位については、放送大学の証明に基づき、本学開設科目に照らし、内容及び単位数が同等以上で
あるかどうかについて教務委員会で審査の上、教授会の議を経て相当する科目に認定する。
⑵　放送大学の開設科目のうち、本学開設科目に相当しないものについては、単位認定されない。
⑶　学則第17条及び第17条の２に定めるとおり、他大学・短期大学等の開講科目の履修やTOEIC等の成果により認定され
た単位は、留学等で認定された単位と合わせ、30単位を超えることができない。

４．出願手続き
　２月上旬及び８月上旬に出願について掲示するので、確認し、出願手続きを行う。

５．履修許可
　履修可否については、４月下旬及び９月下旬に通知される。

６．履修登録上の注意事項
　出願科目の履修が許可されない場合があるので、本学の履修登録に際してはあくまで本学の科目を履修することによって
単位数を確保すること。

９－⑶　放送大学の単位互換科目の履修について
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10．免許・資格課程、各種プログラム

　　　⑴　教育職員免許状

　　　⑵　学校図書館司書教諭

　　　⑶　司書

　　　⑷　学芸員

　　　⑸　保育士

　　　⑹　精神保健福祉士（国家試験受験資格）

　　　⑺　二級建築士（国家試験受験資格）

　　　⑻　フードスペシャリスト（受験資格）

　　　⑼　公認心理師（国家試験受験資格）

　　　⑽　認定心理士・認定心理士（心理調査）

　　　⑾　社会調査士

　　　⑿　社会福祉主事任用資格

　　　⒀　児童指導員・児童心理司・児童福祉司 任用資格

　　　⒁　上級情報処理士

　　　⒂　プレゼンテーション実務士

　　　⒃　情報活用力プログラム

　　　⒄　日本語教員養成課程
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免許・資格一覧

免許・資格等

国際言語文化学部 現代人間学部

参照頁 備　　　考
英語英文学科

国際日
本文化
学科

生活環境学科 心理学科 こども教育
学科

グロー
バル

英語
教養 生科 生経 精福 心カ 社ビ 幼児

教育
初等
教育

教
育
職
員
免
許
状

中学校１種・高等学校１種（英語） ◎ ◎

●

中学校１種・高等学校１種（国語） ◎
中学校１種・高等学校１種（家庭） ◎ △ △
小学校１種 ◎
幼稚園１種 ○ △
特別支援１種（知的障害者、肢
体不自由者、病弱者） ◎

学校図書館司書教諭 ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ● 教職課程（小・中・
高）履修者のみ

司書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
学芸員 ○ ○ ○ ●
保育士 ◎ ●
精神保健福祉士（国家試験受験資格） ◎ ◎ ●
二級建築士（国家試験受験資格） ◎ ◎ △ ●
フードスペシャリスト（受験資格） ◎ ◎ △ ●

公認心理師 ◎ ◎ ● 卒業後
実務経験必要

認定心理士 ◎ ◎
●

認定心理士（心理調査） ◎ ◎
社会調査士 ◎ ◎ ●
社会福祉主事任用資格 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
児童指導員任用資格 ○ ○ ○ ○ ○

●児童心理司任用資格 ◎ ◎

児童福祉司任用資格 ○ ○ ○ ○ ○ 卒業後１年以上
実務経験必要

上級情報処理士 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
プレゼンテーション実務士 ○ ○ ○ ●
情報活用力プログラム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本語教員養成課程 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

（注１）  教職課程と司書課程を同時に履修することは極めて困難である。その他、複数の免許・資格取得について制限が設けられ
ているものがあるので、各学部学科の指導に従うこと。

（注２）  編入学、単位互換、転学部・転学科等により既修得単位の認定を受ける場合、本学の卒業要件単位として認められる単位
であっても、免許・資格取得のための科目の単位としては認められないことがあるので、必ず登録前に履修指導を受け、
取得希望の免許・資格に必要な要件を確認すること。

（注３）科目によって卒業要件単位数に含まれないものもあるので注意すること。

グローバル＝グローバル英語コース
英語教養＝英語教養コース
生科＝生活科学コース
生経＝生活経営・経済コース
精福＝精神保健福祉コース
心カ＝心理カウンセリングコース
社ビ＝社会・ビジネス心理コース

幼児教育＝幼稚教育コース
初等教育＝初等教育コース
◎＝その学科、コースでのみ取得可能な免許・資格
○＝取得可能な免許・資格
△＝取得を目指す場合は担当教員へ相談する必要がある免許・資格



英語英文学科・国際日本文化学科・生活環境学科・こども教育学科

は　じ　め　に
　公立・私立の別なく、学校教育法第１条に定める学校の教員となるためには、教育職員免許法に基づいて教職課程を修め、
必要な科目の単位を完全に修得して教育職員免許状を取得しなければならない。 
　しかしながら、教育職員免許状は、ただ単位を修得すれば得られるというものではなく、免許状を取得しようとする者が、
真に教師となるにふさわしい要件を備えていなければ授与されない性格のものである。その要件とは、次代を担う子どもたち
を教育するために何が必要かを常に考え、自己に不足している資質や知識を謙虚に反省し、よい教師となるために努力と研究
を惜しまないような、情熱と探究心を持っているかどうかということである。
　「教師になる気はまったくないが、とりあえず資格は取りたい」といった生半可な気持ちで教職課程を履修しようとする者
は、ただちにそのような安易な考えを捨て、今一度自分は何のためにこの課程で学ぼうとするのかについて、改めて考え直す
必要がある。
　課程修得の最終段階において、各履修者は学校現場へ赴き、実際の教室で教育実習を行うが、これは決していい加減な心が
けで臨んではならないものである。なぜなら、教育実習は、実習校の先生方に多大な負担をかけ、幼児・児童・生徒にとって
の貴重な学習時間を奪い、その場を借りる形で実施されるものだからである。
　実習校が教育実習生を受け入れる条件として、 
　　①実習生が教育への熱意に溢れ、教師になる意志も強く、教員採用試験合格に向けて努力していること 
　　②平素から一般学生よりも学業に熱心で、成績評価もよく、正しい判断力と強い責任感をもつ人格者であること
といった項目を履修者に求めることが多い。
　以上のことをよく思量し、教職免許がどういう意味をもつ資格であるかということを、本課程の履修開始にあたり、しっか
り認識しておくべきである。

１．教職課程履修方法

取得できる免許状

国際
言語
文化
学部

英語英文学科 中学校教諭一種
高等学校教諭一種 外 国 語（ 英 語 ）

国際日本文化学科 中学校教諭一種
高等学校教諭一種 国　　　　 語

現代
人間
学部

生活環境学科 中学校教諭一種
高等学校教諭一種 家　　　　 庭

こども
教育
学科

幼児教育コース（幼・保） 幼稚園教諭一種

初等教育コース（小・特・幼）
幼稚園教諭一種
小学校教諭一種
特別支援学校教諭一種（知的障害者・肢体不自由者・病弱者）

免許状の所要資格
　免許状を取得するには、教職課程を修了するとともに、基礎資格として「学士の学位を有すること」、つまり卒業すること
が条件である。
　これらに加え、小学校及び中学校の免許状の授与申請には、定められた学校・施設において行う介護等の体験（特別支援
学校２日間、社会福祉施設その他の施設５日間の計７日間）の証明書が原則として必要である。

10－⑴ 教育職員免許状
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免許状の授与
　免許状は卒業決定後、大学所在地の都道府県教育委員会から授与される。４年次において免許状取得見込みの者は、12月
に行われる説明会に出席し、免許状授与の一括申請手続きを行わなければならない。申請手数料として一教科一校種につき、
3,360円（2020年度の場合）が必要となる。

免許状取得に必要な科目
　免許状取得に必要な科目は「教科及び教科の指導法に関する科目」「教育の基礎的理解に関する科目等」「大学が独自に設
定する科目」に区分される。これらに加え、文部科学省令で別に定める科目がある。（以後、これらの科目を総称して「教職
科目」という。）
①　「教科及び教科の指導法に関する科目」
　　　それぞれの教科を教えるために、各教科の学習指導要領などから見て必要な科目が指定されている。
②　「教育の基礎的理解に関する科目等」
　専門教科の知識のみに偏った教師が生まれないように、教育の理念・哲学や教育方法に関する専門的な勉強をして、
教育者としての知識・技能を身につける目的で設けられている。

③　「大学が独自に設定する科目」
　本学では、一部の科目を除き「教科及び教科の指導法に関する科目」と「教育の基礎的理解に関する科目等」の最低
修得単位数を超えて修得した単位をもって充てる。

④　文部科学省令で別に定める科目
　「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「情報機器の操作」各２単位が必要である。

⑤　特別支援教育に関する科目
　現代人間学部こども教育学科小学校・特別支援学校教員コース生は、小学校教諭一種免許状にかかる①から④の科目
に加え、特別支援教育に関する科目の単位を修得する必要がある。

履修の制限
　教職課程受講にあたっての誓約書に違反した者は、教育実習の履修は認められない。また、試験に関して不正行為のあっ
た者は、その内容・程度にかかわらず、教職課程の履修を続ける資格を失う。

教職課程に関する主な業務の分担
１．教職課程の履修に関する問合せ、履修登録
２．実習校との事務連絡、教育実習関係業務
３．介護等体験関係業務
４．教育実習・介護等体験の欠席手続き
５．免許状の一括申請業務・収入証紙代納入

教務課

６．教職科目の授業・運営
７．教科教育法・教育実習受講者の決定
８．教育実習授業巡視

国際言語文化学部 英語英文学科・国際日本文化学科
現代人間学部 生活環境学科・こども教育学科
（学部長、学科主任、その他の教員）

９．教員採用試験関係業務 キャリアセンター
10．京都地区大学教職課程協議会等
　　（各大学・教育委員会・実習校間の全体協議など） 教職課程担当教員

11．教育実習委託費・介護等体験費の納入 経理課
12．介護等体験・教育実習保険加入
13．実習期間中の通学定期用学割証の申込み
　　（使用開始の１ヵ月前まで）

学生課

連絡について
　教職課程に関する連絡は、主に教職課程掲示板（ソフィア館３階）及びCampusmateで行うので各自こまめに確認する
こと。学生課届出の電話番号は最新のものにしておくこと。
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教職ルーム（ソフィア館３階）について
　教職課程履修者が各自自習、模擬授業の準備等に利用することができる。各教科の教科書・参考書等があるので、教員採
用試験に向けての勉強に役立ててほしい。
　稀に教職員が利用することがあるが、空いていれば自由に利用してよい。

留意事項等
⑴　教職科目の履修にあたっては、卒業のための必修科目と時間割が重なるなどの特別な事情がない限り、配当学年を遵守
すること。配当学年に従わない場合は４年間で免許状を取得できないことがある。
⑵　中学校と高等学校の同一教科（英語、国語又は家庭）の免許状を同時に得ようとすることは、さほど困難ではない。両
免許の所要資格をほぼ同時に充足することができるので、中・高ともに取得するよう努めること。
⑶　教職課程と司書課程を同時に履修し免許・資格を得ることは極めて困難である。
⑷　在学中に取り残した教職科目の単位を卒業後に補う場合、下記の科目（各教科の指導法及び実習関係科目）は本学の科
目等履修生として補うことができない（本学大学院生が学部科目等履修をする場合を除く）。その他の教職科目は、本学学
生の教職課程の円滑な履修にさしつかえない場合、履修が許可される。
　「英語科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」、「国語科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」、「中等教育実習事前事後指導」、「教育実習事前事後指
導」、「中等教育実習Ⅰ・Ⅱ」、「初等教育実習Ⅰa・Ⅱa・Ⅰb・Ⅱb」、「介護等体験」、「教職実践演習（中・高）」、「教職実
践演習（幼・小）」、「保育・教職実践演習」（ただし、教職実践演習に関しては、本学卒業後２年を超えない期間に履修す
ることができるが、履修した学期において免許状取得見込みがある場合に限る。）
⑸　姉妹大学等への留学によって修得した単位の認定にあたっては、教職科目としての認定は原則としてできない。なお、
帰国後に教職科目を履修する場合には、登録前に必ず教務課（教職担当）に相談すること。
⑹　教員免許状授与申請及び介護等体験申込等の書類作成に際しては、外国籍の者にあっては「外国人登録原票記載事項証
明書」のとおりに氏名を記入すること。
⑺　教員採用試験に向けての説明会及び対策講座についてはその都度掲示等で告知する。
⑻　免許状取得を希望する者は、各年次に行われるオリエンテーションに必ず出席し、教職課程の履修についての説明・指
導を受けること。日程は掲示等で各自確認すること。

２．教育実習

教育実習生に求められること
　教職課程を順調に履修し各教科の教育法に合格した者について教育実習を行う。
　教育実習では、幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校、それぞれの教育現場において実際に教壇に立つとと
もに幼児・児童・生徒とのかかわり・学級管理・校務などの実習を行う。他の授業と異なり、教育現場に多大の迷惑をかけ
ることになるので、実習を行う学生自身が責任を持って取組まなければならない。

教育実習を行う学生は、次のような条件にあてはまることを求められている。
①　教師として学力・人格ともに相応しい適性と能力を備えていること。
②　将来教職に就く意志が強く、原則として公立学校教員採用試験を受験すること。
③　所定の科目について履修を完了し、教壇に立つのに十分な学力と指導力を身に付けていること。
④　実習校の教育方針に従い、協力ができること。

●英語英文学科・国際日本文化学科・生活環境学科

参加の前提・受講資格
　教育実習に参加し得る者は、４年次の年度始めに各学科において決定される。これらの学生は、次の事項を全て行って初
めて実習に参加できる。
≪中学校教諭一種・高等学校教諭一種≫
　３年次後期までに、教育の基礎的理解に関する科目、道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等
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に関する科目の「道徳の指導法（中等）」「特別活動・総合的な学習の時間の指導法」「教育の方法及び技術」、教科及び教
科の指導法に関する科目の各教科の指導法について、必修科目を原則として履修済みであること。

教育実習事前事後指導
　事前指導は、４年次の４月～５月に集中的に行われ、皆出席が必要である。実習心得、実習手続、人権教育、特別支援教
育、その他（シラバス参照）、評価のためのテスト又はレポートを数回提出しなければならない。年間の予定は、掲示等で確
認すること。なお、事後指導は、４年次の11月に集中的に行う。

教育実習費等の納入
　実習期間（２～４週間）に応じて、所定の金額を、期日までに経理課に納付する。実習先の学校によって実習期間や費用
の取扱いが異なるため、金額（１校につき11,000円～22,000円程度）は個別に通知する。全額を教育実習委託費として実
習先の学校又は教育委員会に納める。
　ほかに、賠償責任等の保険費用、健康診断書等の発行手数料、交通費、給食代、証明書発行手数料などの実費が必要である。

時期・期間
　原則として、４年次の６月～９月に実施。中学校免許は３～４週間（少なくとも120時間、４単位相当）、高等学校免許の
みの場合は２週間（少なくとも60時間、２単位相当）必要である。

教育実習校
　大学近隣の中学校・高等学校とするのが望ましい。教育実習についてのオリエンテーションを受講後、実習の前年度に希
望者自身で交渉の上、承諾を得るものとする（ノートルダム女学院及び一部地域の学校の場合を除く）。

オリエンテーションと予備登録
　２年次及び３年次にオリエンテーションと予備登録が行われる。教育実習の概要や実習校依頼手続きその他について指導
を受け、誓約書を提出しなければならない。いずれも内容が極めて重要なので代理出席は認められない。

●こども教育学科

参加の前提・受講資格
　教育実習に参加し得る者は、実習年度の始めに学科において決定される。これらの学生は、次の事項を全て行って初めて
実習に参加できる。
≪幼稚園教諭一種≫
　４年次の「初等教育実習Ⅰa」については、以下の①、②を満たしていること。
①　３年次後期までに卒業要件単位93単位以上を修得していること。
②　以下の要件を満たしていること。
イ　「教育原理」と、「保育者論」「教職論」のうちいずれか１科目の計２科目４単位を修得済みであること。
ロ　「保育内容総論」「保育内容（健康）」「保育内容（人間関係）」「保育内容（環境）」「保育内容（言葉）」「保育内容
（音楽表現）」及び「保育内容（身体造形表現）」の７科目14単位を修得済みであること。
ハ　領域に関する専門的事項の科目の、６単位を修得済みであること。
ニ　「こどもの教育心理学」「特別支援教育論（初等）」と、「教育と社会」「教育経営論」のうちいずれか１科目の計３
科目６単位を修得済みであること。
ホ　「教育の方法と技術」及び「幼児理解の理論と方法」の２科目４単位を修得済みであること。
へ　「保育・教育課程論」及び「教育相談の理論と方法」の２科目４単位を修得済み又は履修中であること。

≪小学校教諭一種≫
　３年次の「初等教育実習Ⅰb」については、以下の①、②を満たしていること。
①　２年次後期までに卒業要件単位62単位以上を修得していること。
②　以下の要件を満たしていること。
イ　「教育原理」及び「教職論」の２科目４単位を修得済みであること。
ロ　各教科の指導法の10科目20単位を修得済みであること。
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ハ　教科に関する科目のうち、８単位を修得済みであること。
ニ　「こどもの教育心理学」「特別支援教育論（初等）」と、「教育と社会」「教育経営論」のうちいずれか１科目の計３
科目６単位を修得済みであること。
ホ　「教育課程論」及び「教育の方法と技術」の２科目４単位を修得済み又は履修中であること。
へ　「道徳の指導法」「総合的な学習の時間の指導法」「特別活動の指導法」「生徒指導・進路指導」及び「教育相談の理
論と方法」の５科目10単位を修得済み又は履修中であること。

≪特別支援学校教員≫
　３年次後期までに卒業要件単位93単位以上を修得し、かつ、「初等教育実習Ⅰb」及び「初等教育実習Ⅱb」の計４単位
を修得し、かつ、以下の要件を満たしていること。
　「知的障害者の心理・生理・病理」「肢体不自由者の心理・生理・病理」「病弱者の心理・生理・病理」「知的障害者教育
論Ⅰ」「肢体不自由者教育論Ⅰ」「病弱者教育論」「知的障害者教育論Ⅱ」及び「肢体不自由者教育論Ⅱ」の計８科目16単位
を修得済みであること。

教育実習事前事後指導
　３年次の前期（特別支援教育実習事前事後指導は４年次）に行われ、皆出席が必要である。実習心得、実習手続、人権
教育、特別支援教育、その他（シラバス参照）、評価のためのテスト又はレポートを数回提出しなければならない。年間の
予定は、掲示等で確認すること。なお、教育実習が終った年度の11月に集中的に行う。

教育実習費等の納入
　実習期間（２～４週間）に応じて所定の金額を、期日までに経理課に納付する。実習先の学校によって実習期間や費用
の取扱いが異なるため、金額（１校につき11,000円～22,000円程度）は個別に通知する。全額を教育実習委託費として
実習先の学校又は教育委員会に納める。
　ほかに、賠償責任等の保険費用、健康診断書等の発行手数料、交通費、給食代、証明書発行手数料などの実費が必要で
ある。

時期・期間
≪幼児教育コース≫
　原則として３年次の９月～10月に幼稚園実習120時間（原則として４週間）を行う。
≪初等教育コース≫
　原則として３年次・４年次の９月～10月。３年次に小学校実習120時間（原則として４週間）、４年次に幼稚園実習ある
いは特別支援教育実習60時間（２週間）を行うことを基本とする。

教育実習校
　教育実習校は、大学近隣の幼稚園・小学校・特別支援学校とし、教育実習についてのオリエンテーションを受講後、実習
の前年度に希望者自身で交渉の上、承諾を得るものとする（ノートルダム学院小学校及び一部地域の学校の場合を除く）。出
身校での実習を希望する場合は別途届出を行う。実習期間は、幼稚園免許・小学校免許は４週間（少なくとも120時間　４
単位相当）必要である。

オリエンテーションと予備登録
　２年次及び３年次にオリエンテーションと予備登録が行われる。教育実習の概要や実習校依頼手続きその他について指導
を受け、誓約書を提出しなければならない。いずれも内容が極めて重要なので代理出席は認められない。

３．介護等体験
　小学校・中学校の免許状を取得するためには、「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等
に関する法律」（平成９年法律第90号）に定められる介護等の体験（以下「介護等体験」という）を行うことが原則として
必要である（平成10年度以後入学者から適用）。これを行った証明書を添付しなければ、小学校・中学校の免許状の申請が
できない。
　介護等体験は教育実習と同様、受入れ先の学校や施設に本来の仕事以外の大きな負担を強いるものである。生徒や施設利
用者にも多大の迷惑をかけることとなるので、教職に就く強い意志を持たない者が安易な気持ちで参加することは厳に慎ま
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なければならない。
　介護等体験は、「個人の尊厳及び社会連帯の理念に関する認識を深めること」「人の心の痛みがわかる人づくり、各人の価
値観の相違を認められる心を持った人づくりの実現」といった法の趣旨により、義務教育に従事する教員の免許状取得希望
者に義務づけられている。
　（介護等に関する専門的知識及び技術を有する者又は身体上の障害により介護等の体験を行うことが困難な者として文部
科学省令で定めるものについては免除される。）
　なお、体験内容は受入れ先の特徴や考え方によって異なるが、担当者の指示に従って行う。

時期・期間
　・英語英文学科・国際日本文化学科・生活環境学科：２年次の後期以降に事前指導を行い、３年次（４年次でも可）に体
験を実施する。
　・こども教育学科：１年次の後期以降に事前指導を行い、２年次で体験を実施する。
　事前指導には全て出席しなければならない（シラバス参照）。指定された特別支援学校で２日間、社会福祉施設その他の施
設で５日間の計７日間にわたり、「障害者、高齢者等に対する介護、介助、これらの者との交流等の体験」を行わなければな
らないこととなっている。

申込みと受入れ先の決定
　申込みは大学経由で都道府県単位に行い、通常は特別支援学校については教育委員会が、社会福祉施設その他の施設につ
いては社会福祉協議会が、それぞれ受入れ先の割り当てを決定する。いったん申込むと辞退することはできないので、教職
を目指す意志が固まらない者、続けるかどうか迷っている者は安易に申込まないこと。

費用
　体験に要する費用は都道府県によって異なるが、京都府の場合、社会福祉施設での体験費用8,250円（2020年度の場合）を
大学を通じて納入する。ほかに、テキスト代、賠償責任等の保険費用、健康診断書等の発行手数料、交通費、昼食代、証明
書発行手数料、寄宿舎での体験や遠隔地で実施する場合の宿泊費などの実費が必要である。

スケジュール
　介護等体験の大まかな流れは以下のとおり（年間の予定は、掲示等で確認すること）。ただし、都道府県によって異なる部
分がある。これらを全て行わないと実施ができない場合があるので、告知等の掲示に注意し漏れのないようにすること。

登録時 教職オリエンテーションに出席し、教職課程を履修する決意をした上で登録届を提出する。（履修
登録の際、取得を希望する免許状の「資格申請」を行うこと。）

説明会 介護等体験を行う場合は必ず出席すること。

事前指導

介護等体験の概要説明。意志確認ののち申込・誓約書の提出。諸手続き等について。
上級生体験談。書類作成等。
特別講師による講義。
簡単な介助の体験。
体験日誌の記入、報告書類、受入れ先への連絡、証明書についてなど。
直前指導。

手続き 都道府県別に諸手続き等に関する説明を適宜行うことがある。教務課からの連絡を見逃さないこと。
教育委員会・社会福祉協議会に大学から一括して申込みを行う。

介護等体験 教育委員会・社会福祉協議会が割り当てた学校・施設、日程で介護等体験を行う。
事後指導 介護等体験を通して学んだ事を振り返り、教職を目指す者としての自覚を深める。

留意事項
　生徒や施設利用者と直接ふれあう介護等体験では、特に健康状態に対する十分な注意が必要である。このため、年度当初
の健康診断を必ず受診し、胸部X線検査を受けること（事情があり検査を受けられない場合は速やかに教務課に相談するこ
と）。受入れ施設によっては別に検便等の検査（有料）を求められる場合がある。
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４．教職実践演習

●教員としての資質能力を最終確認する
　教職実践演習では、教職課程をはじめとした科目の履修やさまざまな活動を通じて、教員として最小限必要な資質能力が
形成されたのか、そして本学の教員養成に対する理念に基づいた資質能力が身についているのかなど、教員としての適格性
を最終確認することを目的とする。また、将来、教員になる上で、自己にとって何が課題であるのかを自覚し、必要に応じ
て不足している知識や技能等を補い、その定着を図ることにより、教職生活をより円滑にスタートできるようにする。

●履修要件
　教職実践演習は、４年次生前期の履修登録時点において免許取得に係る科目の単位を全て修得見込みであること（幼稚園・
小学校・中学校・高等学校のいずれか）、及び教職実践演習開始時までに教育実習を問題なく終えていることを履修要件
とする。

●授業内容
　これまでに学んだ教職および教科に関する知識と、教育実習体験を通して得られた実践的指導力との統合を図りつつ、主
に以下の４つの事項について、ロールプレーイング・グループ討議・模擬授業・事例研究・外部講師による講話などを取入
れながら授業を進め、教師としての資質の向上を図る。
①　使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項
②　社会性や対人関係能力に関する事項
③　幼児・児童・生徒理解や学級経営等に関する事項
④　教科・保育内容等の指導力に関する事項
　なお、こうした多様な方法を取入れた授業という性質上、２コマ連続の開講方式を導入する。

●その他
　学習状況が著しく不良で、教員としての実践的指導力の適格性がないと判断する場合は、全担当教員の合意の上で、評定
点にかかわらず不合格となる場合がある。
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５．免許状取得までの各年次の主なスケジュール

【英語英文学科・国際日本文化学科・生活環境学科】
年次 主要スケジュール（詳細は掲示板等で確認すること） 教職に関する科目等の標準的な履修年次

１

履修登録時 １年次の配当科目で履修可能な科目を履修する。 教育原論

12月 教職課程オリエンテーション 憲法と人権、体育講義、体育実技、健康スポー
ツ演習、情報演習Ⅰa、情報演習Ⅰb、英語実践
（４技能）Ⅰ、英語実践（４技能）Ⅱ２～３月頃

教職課程オリエンテーション
履修指導
教育実習予備登録

２

履修登録時 ２年次の配当科目で履修可能な科目を履修する。
取得を希望する免許状の「資格申請」をする。

教師論、発達と学習の教育心理、教育社会学、
特別支援教育、情報演習Ⅱ、情報処理

10月頃 介護等体験説明会 英語科教育法Ⅰ、英語科教育法Ⅱ
国語科教育法Ⅰ、国語科教育法Ⅱ
家庭科教育法Ⅰ、家庭科教育法Ⅱ11月頃 教育実習報告会

２～３月頃

教職課程オリエンテーション
教育実習依頼指導⑴
誓約書提出・実習依頼校申請
教職課程特別講座　（履修指導を含む）
介護等体験事前指導開始

（国語科）（家庭科）
日常の英会話、旅行の英会話、留学の英会話、
おもてなしの英会話、ビジネス英会話

中等教育課程論、道徳の指導法（中等）、特別活
動・総合的な学習の時間の指導法（中等）、生徒
指導・進路指導の理論及び方法、教育相談の理
論及び方法

３

履修登録時 ３年次の配当科目で履修可能な科目を履修する。
教育実習要件を確認し、前提科目を履修する。

４月頃 教育実習依頼指導⑵ 英語科教育法Ⅲ、英語科教育法Ⅳ
国語科教育法Ⅲ、国語科教育法Ⅳ
家庭科教育法Ⅲ、家庭科教育法Ⅳ11月頃 教育実習報告会

12月頃 介護等体験事後指導
司書教諭講習修了証書一括申請手続（該当者のみ） 教育の方法及び技術、介護等体験

２～３月 教職課程オリエンテーション
教職課程特別講座（履修指導を含む）

（英語科）
Communication SkillsⅠ、Communication 
SkillsⅡ

４

履修登録時 ４年次の配当科目で履修可能な科目を履修する。
必要単位の不足はないか綿密に検討し直す。

中等教育実習事前事後指導、中等教育実習Ⅰ、
中等教育実習Ⅱ

４月
教育実習事前指導開始
教育実習の確定登録
教育実習費の納入

４～９月 実習校への通学時間などを調べ、実習校と打合せて実習の準
備をする。

６～９月 教育実習

７月頃 都道府県・政令指定都市の教員採用試験

10月頃 教育実習事後指導
教育実習報告会 教職実践演習（中・高）

12月頃 免許状授与一括申請手続
司書教諭講習修了証書一括申請手続（該当者のみ）

３月頃 教員採用状況調査

３月 卒業式後、免許状交付
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【こども教育学科（幼稚園教諭）】
年次 主要スケジュール（詳細は掲示板等で確認すること） 教職に関する科目等の標準的な履修年次

１

履修登録時 １年次の配当科目で履修可能な科目を履修する。
憲法と人権、体育講義、体育実技、健康スポー
ツ演習、情報演習Ⅰa、情報演習Ⅰb、英語実
践（４技能）Ⅰ、英語実践（４技能）Ⅱ

７月頃 履修コース分属ガイダンス

12月 教職課程オリエンテーション

３月
教職課程オリエンテーション
教育実習予備登録
履修指導

教育原理、保育者論、教職論、こどもの教育心 
学、こどもの発達心理学、特別支援教育論（初
等）、幼児理解の理論と方法、保育内容総論

２

履修登録時
２年次の配当科目で履修可能な科目を履修する。 教育史、教育と社会、教育経営論、保育心理学

演習、幼児と健康、幼児と人間関係、幼児と環
境、幼児と言葉、幼児と音楽表現、幼児と身体
造形表現、保育内容（健康・人間関係・環境・
言葉・音楽表現・身体造形表現）

取得を希望する免許状の「資格申請」をする。

11月頃 教育実習報告会

３月

教職課程オリエンテーション

教育実習依頼指導（１）

誓約書提出・実習依頼園申請 日常の英会話、旅行の英会話、留学の英会話、
おもてなしの英会話、ビジネス英会話、情報演
習Ⅱ、情報処理

教育実習予備登録

教職課程特別講座（履修指導含む）

３

履修登録時

３年次の配当科目で履修可能な科目を履修する。 保育・教育課程論、教育の方法と技術、教育評
価、教育相談の理論と方法、環境教育、情報教
育、食と健康の教育

必要単位の不足はないか綿密に検討し直す。

教育実習要件を確認し、前提科目を履修する。

４月頃 教育実習依頼指導（２）

11月頃 教育実習報告会

12月頃 司書教諭講習修了証書一括申請手続（該当者のみ）

３月
教職課程オリエンテーション

教職課程特別講座（履修指導含む）

４

履修登録時
４年次の配当科目で履修可能な科目を履修する。

教育実習事前事後指導、初等教育実習Ⅰa、初
等教育実習Ⅱa、保育・教職実践演習（幼）、
教職実践演習（幼・小）、国際理解教育

必要単位の不足はないか綿密に検討し直す。

４月頃
教育実習事前指導

教育実習費の納入

４～９月 実習園への通学時間などを調べ、実習園と打合せて実習の準
備をする

６～９月 教育実習

７月頃 都道府県・政令指定都市の教員採用試験

11月頃
教育実習事後指導

教育実習報告会

12月頃
免許状授与一括申請手続

司書教諭講習修了証書一括申請手続（該当者のみ）

３月頃 教員採用状況調査

３月 卒業式後、免許状交付
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【こども教育学科（小学校教諭）】
年次 主要スケジュール（詳細は掲示板等で確認すること） 教職に関する科目等の標準的な履修年次

１

履修登録時 １年次の配当科目で履修可能な科目を履修する。
憲法と人権、体育講義、体育実技、健康スポー
ツ演習、情報演習Ⅰa、情報演習Ⅰb、英語実
践（４技能）Ⅰ、英語実践（４技能）Ⅱ

７月頃 履修コース分属ガイダンス

10月頃 介護等体験説明会

12月 教職課程オリエンテーション

３月

教職課程オリエンテーション 教育原理、教職論、こどもの教育心理学、こど
もの発達心理学、特別支援教育論（初等）、国
語、社会、算数、理科、生活

教育実習依頼指導（１）

誓約書提出・実習依頼校申請

教育実習予備登録

履修指導

介護等体験事前指導開始

２

履修登録時

２年次の配当科目で履修可能な科目を履修する。 教育史、教育と社会、教育経営論、教育課程
論、書写、音楽、図工、家庭、体育、外国語（
英語）、国語科指導法、社会科指導法、算数科
指導法、理科指導法、生活科指導法、音楽科指
導法、図工科指導法、家庭科指導法、体育科指
導法、外国語（英語）指導法

取得を希望する免許状の「資格申請」をする。

教育実習要件を確認し、前提科目を履修する。

４月頃 教育実習依頼指導（２）

11月頃 教育実習報告会 介護等体験
日常の英会話、旅行の英会話、留学の英会話、
おもてなしの英会話、ビジネス英会話、情報演
習Ⅱ、情報処理

３月
教職課程オリエンテーション

教職課程特別講座（履修指導含む）

３

履修登録時
３年次の配当科目で履修可能な科目を履修する。

道徳の指導法、総合的な学習の時間の指導法、
特別活動の指導法、教育の方法と技術、教育
評価、生徒指導・進路指導、教育相談の理論
と方法、教育実習事前事後指導、初等教育実
習Ⅰb、初等教育実習Ⅱb、環境教育、情報教
育、食と健康の教育

必要単位の不足はないか綿密に検討し直す。

４月頃
教育実習事前指導

教育実習費の納入

４～９月 実習園への通学時間などを調べ、実習校と打合せて実習の準
備をする

６～９月 教育実習

11月頃
教育実習事後指導

教育実習報告会

12月頃 司書教諭講習修了証書一括申請手続（該当者のみ）

３月
教職課程オリエンテーション

教職課程特別講座（履修指導含む）

４

履修登録時
４年次の配当科目で履修可能な科目を履修する。

必要単位の不足はないか綿密に検討し直す。

７月頃 都道府県・政令指定都市の教員採用試験 教職実践演習（幼・小）、初等教材開発論、国
際理解教育11月頃 教育実習報告会

12月頃
免許状授与一括申請手続

司書教諭講習修了証書一括申請手続（該当者のみ）

３月頃 教員採用状況調査

３月 卒業式後、免許状交付
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【こども教育学科（特別支援学校教諭）】　※基礎免許状のスケジュール等も必ず確認しておくこと
年次 主要スケジュール（詳細は掲示板等で確認すること） 教職に関する科目等の標準的な履修年次

１
履修登録時 １年次の配当科目で履修可能な科目を履修する。

７月頃 履修コース分属ガイダンス

２

履修登録時

２年次の配当科目で履修可能な科目を履修する。

取得を希望する免許状の「資格申請」をする。 特別支援教育基礎理論、知的障害者の心理・生
理・病理、肢体不自由者の心理・生理・病理、
病弱者の心理・生理・病理

教育実習要件を確認し、前提科目を履修する。

３月
教職課程オリエンテーション

教職課程特別講座（履修指導含む）

３

履修登録時
３年次の配当科目で履修可能な科目を履修する。

知的障害者教育論Ⅰ、知的障害者教育論Ⅱ、肢
体不自由者教育論Ⅰ、肢体不自由者教育論Ⅱ、
病弱者教育論、視覚障害者の心理・生理・病
理、聴覚障害者の心理・生理・病理、視覚障害
者教育論、聴覚障害者教育論

必要単位の不足はないか綿密に検討し直す。

12月頃 教育実習依頼指導（１）

１月 誓約書提出・実習依頼校申請

３月

教職課程オリエンテーション

教育実習依頼指導（２）

教職課程特別講座（履修指導含む）

４

履修登録時
４年次の配当科目で履修可能な科目を履修する。

必要単位の不足はないか綿密に検討し直す。

４月頃
教育実習事前指導 障害者教育課程論、ＬＤ等教育総論、特別支援

教育実習事前事後指導、特別支援教育実習教育実習費の納入

４～９月 実習校への通学時間などを調べ、実習園と打合せて実習の準
備をする

６～11月 教育実習

７月頃 都道府県・政令指定都市の教員採用試験

11月頃
教育実習事後指導

教報告会

12月頃
免許状授与一括申請手続

司書教諭講習修了証書一括申請手続（該当者のみ）

３月頃 教員採用状況調査

３月 卒業式後、免許状交付
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６．履修科目及び単位表

　履修科目及び単位表をよく確認の上、登録時には十分注意し、計画的に履修すること。

免許教科

法規上必要な最低修得単位数
教科及び教職に関する科目

領域及び保育
内容の指導法
に関する科目

教科及び教科
の指導法に
関する科目

教育の基礎的
理解に関する

科目

道徳、総合的な学習
の時間等の指導法及
び生徒指導、教育相
談等に関する科目

教育実践に
関する科目

大学が独自に
設定する科目 合計

外国語
（英語）

中学校一種 28 10 10 7 4 59

高等学校一種 24 10 8 5 12 59

国 語
中学校一種 28 10 10 7 4 59

高等学校一種 24 10 8 5 12 59

家 庭
中学校一種 28 10 10 7 4 59

高等学校一種 24 10 8 5 12 59

幼稚園一種 16 10 4 7 14 51

小学校一種
特別支援学校一種＊ 30 10 10 7 2 59

注）　  「大学が独自に設定する科目」の単位には、当該科目以外の科目の余剰単位を算入する。余剰単位とは、最低修得単位数（幼37単
位、小57単位、中55単位、高47単位）を超えて修得した単位をいう。

＊　特別支援学校教諭一種免許状は、上記の小学校一種の法規上必要な最低修得単位数に加え、以下の表の単位数を満たすこと。

免許教科

法規上必要な最低修得単位数

特別支援教育の
基礎理論に関する科目

特別支援教育領域
に関する科目

免許状に定められる
こととなる特別支援
教育領域以外の
領域に関する科目

心身に障害のある
幼児、児童又は生徒に
ついての教育実習

計

特 別 支 援 一 種 2 16 5 3 26

文部科学省令（教育職員免許法施行規則第66条の６）で別に定める科目（全学共通）

免許法施行規則に定める
科目区分

本学開設授業科目

備　　考
最低
修得
単位
数

コース
ナンバー 授業科目

単
位
数

配当
学年

日本国憲法 2 　GES 1250 ○憲法と人権 2 1

体育 2

　GBL 1151 　体育講義 1 1

２単位選択必修　GBL 1100 　体育実技 1 1

　GBL 1150 　健康スポーツ演習 2 1

外国語コミュニケーション 2

　GBE 2300 　日常の英会話 1 2

２単位選択必修

　GBE 2350 　旅行の英会話 1 2

　GBE 2351 　留学の英会話 1 2

　GBE 2301 　おもてなしの英会話 1 2

　GBE 2307 　ビジネス英会話 1 2

　GBE 2306 　英語実践（４技能）Ⅰ 1 1・2・3・4
　GBE 2356 　英語実践（４技能）Ⅱ 1 1・2・3・4
　EGB 3302 　Communication SkillsⅠ 1 3

　EGB 3352 　Communication SkillsⅡ 1 3

　EGE 2302 　Public Speaking 2 2・3・4
　EGE 3403 　Debate 2 2・3・4
　EGE 3402 　Persuasive Communication 2 2・3・4
　EGE 4651 　Global English Seminar 2 4

⎫
⎟
⎟
⎬
⎟
⎟
⎭

情報機器の操作 2

　GBL 1401 　情報演習Ⅰa 1 1

２単位選択必修
　GBL 1402 　情報演習Ⅰb 1 1

　GBL 2400 　情報演習Ⅱ 1 2

　GBL 2450 　情報処理 2 2

注）⑴　○印は免許状取得の必修科目。
　　⑵　１年次に配当されている科目は、なるべく１年次に履修しておくこと。

⎫
⎟
⎟
⎟

⎟
⎟
⎬
⎟
⎟
⎟
⎟

⎟
⎭

⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

⎫
⎟
⎬
⎟
⎭

　  英語英文学科に適用
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※2021年度以降入学者用

外国語（英語）（中学一種・高校一種共通） 【英語英文学科】
教科及び教職に関する科目（教科及び教科の指導法に関する科目に限る。）
教育職員免許法施行規則に
定める科目区分等 最低修得

単位数
（本学の最
低単位数）

左の科目区分等に対応する本学開設授業科目

備　　考
科目区分 各科目に含めること

が必要な事項
コース
ナンバー 授業科目

単位数 配当
学年中 高

教科及び
教科の指
導法に関
する科目

教科に関
する専門
的事項

英語学

中28（28）
高24（24）

EGF 2201
EGL 2202
EGL 3406
EGR 3450

○言語学概論
　英語の歴史
　ことばの音と形態
○応用言語学

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2・3・4

2・3・4

2・3・4

英語文学

EGF 2200
EGL 2200
EGL 2201
EGF 2250
EGF 2251

○英米文学概論
　英文学の歴史
　米文学の歴史
　専門講読（英文学）
　専門講読（米文学）

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2・3・4

2・3・4

2

2

英 語 コ
ミ ュ ニ
ケーション

EGB 2302
EGB 2303
EGB 2300
EGB 2301
EGB 3302
EGB 3352
EGE 3402
EGE 4651
EGE 2302
EGE 3403

○Advanced Listening Ⅰ
○Advanced Speaking Ⅰ
○Advanced Reading Ⅰ
○Advanced Writing Ⅰ
　Communication Skills Ⅰ
　Communication Skills Ⅱ
　Persuasive Communication
　Global English Seminar
　Public Speaking
　Debate

1

1

2

2

1

1

2

2

2

2

1

1

2

2

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

2・3・4

4

2・3・4

2・3・4

異文化理解

EGL 3456
EGL 3452
EGE 3553
EGE 3250
EGE 2501

△異文化間コミュニケーション
　英語圏文化
　Comparative Culture
　Comparative Culture Workshop
△Intercultural Communication 
　and Adjustment

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

　△から１科目
　選択必修

教科及び教科の指
導法に関する科目
における複数の事
項を合わせた内容
に係る科目

各教科の指導法（情報
機器及び教材の活用
を含む。）

EGR 2200
EGR 2250
EGR 3200
EGR 3250

○英語科教育法Ⅰ
○英語科教育法Ⅱ
○英語科教育法Ⅲ
○英語科教育法Ⅳ

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

注）⑴　○印は免許状取得の必修科目。△印は免許状取得の選択必修科目。

⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎬
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭
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※2021年度以降入学者用
国　　語 （中学一種・高校一種共通） 【国際日本文化学科】

教科及び教職に関する科目（教科及び教科の指導法に関する科目に限る。）
教育職員免許法施行規則に
定める科目区分等 最低修得

単位数
（本学の最
低単位数）

左の科目区分等に対応する本学開設授業科目

備　　考
科目区分 各科目に含めること

が必要な事項
コース
ナンバー 授業科目

単位数 配当
学年中 高

教科及び
教科の指
導法に関
する科目

教科に関
する専門
的事項

国語学
（音声言語
及び文章
表現に関
するもの
を含む。）

中28（28）
高24（24）

CSA 1201
CSA 2406
CSB 1500
CSB 1550
CSB 2500
CSA 2352
CSA 2353
CSA 2561

○国語学概論
　日本語の朗読
○日本語コミュニケーションⅠ
○日本語コミュニケーションⅡ
○日本語コミュニケーションⅢ
　日本語文法
　日本語研究
　識字活動と子どもの権利

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1・2

2・3・4

1

1

2

2・3・4

2・3・4

2・3・4

音声言語を含む。

文章表現を含む。
文章表現を含む。
文章表現を含む。

国文学
（国文学史
を含む。）

CSA 1200
CSA 2250
CSA 3251
CSA 3254
CSA 3263
CSA 2260
CSA 2512

○国文学概論
○日本古典文学講読
　日本近代文学講読
　日本文学特講
　出版文化史
　子どもの読書とメディア
　昔話とストーリーテリング

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1・2

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

国文学史を含む。

漢文学
CSA 2219
CSA 2265
CSA 2220

　言語文化概論
　漢文学特講
○漢文学入門

2

2

2

2

2

2

1・2

2・3・4

1・2

漢字文化史

書道
（書写を中
心とする。）

CSA 2201 ○書写研究 2 － 2・3・4

教科及び教科の指
導法に関する科目
における複数の事
項を合わせた内容
に係る科目

各教科の指導法（情報
機器及び教材の活用
を含む。）

TEA 2810
TEA 2860
TEA 3810
TEA 3860

○国語科教育法Ⅰ
○国語科教育法Ⅱ
○国語科教育法Ⅲ
○国語科教育法Ⅳ

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

注）⑴　○印は免許状取得の必修科目。△印は免許状取得の選択必修科目。
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※2021年度以降入学者用
家　　庭 （中学一種・高校一種共通） 【生活環境学科】

教科及び教職に関する科目（教科及び教科の指導法に関する科目に限る。）
教育職員免許法施行規則に
定める科目区分等 最低修得

単位数
（本学の最
低単位数）

左の科目区分等に対応する本学開設授業科目

備　　考
科目区分 各科目に含めること

が必要な事項
コース
ナンバー 授業科目

単位数 配当
学年中 高

教科及び
教科の指
導法に関
する科目

教科に関
する専門
的事項

家庭経営学
（家族関係
学及び家
庭経済学
を含む。）

中28（28）
高24（24）

SLB 1450
LDA 2406

○現代社会と家庭経営
○家族関係

2

2

2

2

1

2

被服学
（被服製作
実習を含
む。）

SLB 1200
LDA 2200
LDA 2400

○衣生活概論
○衣生活材料学
○アパレル造形学（実習を含む）

2

2

2

2

2

2

1

2

2

食物学
（栄養学、
食品学及
び調理実
習を含む。）

SLB 1250
LDA 2401
LDA 2403
LDA 3500

○食生活概論
○食品学
○栄養学
○調理学実習

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

3

住居学
（製図を含
む。）

SLB 1251
LDA 2600
LDA 2405

○住居学概論（製図を含む）
　住居製図Ⅰ
　福祉住環境デザイン

2

1

2

2

1

2

1

2

2

保育学
（実習及び
家庭看護
を含む。）

LDA 3652 ○保育学（実習及び家庭看護を含む） 2 2 3

家庭電気・
機械及び
情報処理

LDA 1250 ○家庭電気・機械及び情報処理 － 2 1

教科及び教科の指
導法に関する科目
における複数の事
項を合わせた内容
に係る科目

各教科の指導法（情報
機器及び教材の活用
を含む。）

LDA 2407

LDA 2350

LDA 3601

LDA 3651

○家庭科教育法Ⅰ
　（生活の自立と衣食住）
○家庭科教育法Ⅱ
　（家族・家庭生活と福祉）
○家庭科教育法Ⅲ
　（指導法と教材作成）
○家庭科教育法Ⅳ（模擬授業）

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

注）⑴　○印は免許状取得の必修科目。△印は免許状取得の選択必修科目。

【生活環境学科】
　生活環境学科では、原則として生活科学コースあるいは生活経営・経済コースに所属し、特別な理由がない限り、履修コー
スごとに定められた登録必修科目を履修しなければならない。分属にあたっては、１年次後期に「コース説明会」に参加し、
教員の面談による履修指導を受けること。定められた期日に申請手続きを行うこと。コース分属にかかる詳細については、
必ず掲示板等で確認すること。
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※2021年度以降入学者用

外国語（英語） 国　　語 家　　庭  【英語英文学科・国際日本文化学科・生活環境学科】
教科及び教職に関する科目（教科及び教科の指導法に関する科目を除く。）
教育職員免許法施行規則に
定める科目区分等 最低修得

単位数
（本学の最
低単位数）

左の科目区分等に対応する本学開設授業科目

備　　考
科目区分 各科目に含めること

が必要な事項
コース
ナンバー 授業科目

単位数 配当
学年中 高

教育の基
礎的理解
に関する
科目

教育の理念並びに教
育に関する歴史及び
思想

10（12）

TEA 1850 ○教育原論 2 2 1

教職の意義及び教員
の 役 割・職 務 内 容
（チーム学校運営への
対応を含む。）

TEA 2800 ○教師論 2 2 2

教育に関する社会的、
制度的又は経営的事項
（学校と地域との連携
及び学校安全への対
応を含む。）

TEA 2850 ○教育社会学 2 2 2

幼児、児童及び生徒の
心身の発達及び学習
の過程

TEA 2801 ○発達と学習の教育心理 2 2 2

特別の支援を必要と
する幼児、児童及び生
徒に対する理解

TEA 2852 ○特別支援教育 2 2 2

教育課程の意義及び
編成の方法（カリキュ
ラム・マネジメントを
含む。）

TEA 2802 ○中等教育課程論 2 2 2・3

道徳、総
合的な学
習の時間
等の指導
法及び生
徒指導、
教育相談
等に関す
る科目

道徳の指導法＊

中10（10）
高８（８）

TEA 2803 ○道徳の指導法（中等） 2 － 2・3 中学校免許のみ。
注）高等学校免許
（「大学が独自に設
定する科目」に区分
される）のみの取得
希望者も履修する
ことが望ましい。

総合的な学習の時間
の指導法

TEA 2853 ○  特別活動・総合的な学習の時間の
指導法（中等）

2 2 2・3

特別活動の指導法
教育の方法及び技術
（情報機器及び教材の
活用を含む。）

TEA 3850 ○教育の方法及び技術 2 2 3

生徒指導の理論及び
方法

TEA 2855 ○生徒指導・進路指導の理論及び方法 2 2 2・3 進路指導及びキャ
リア教育の理論及
び方法を含む。

教育相談（カウンセリ
ングに関する基礎的
な知識を含む。）の理
論及び方法

TEA 2851 ○教育相談の理論及び方法 2 2 2・3

進路指導及びキャリ
ア教育の理論及び方
法

教育実践
に関する
科目

教育実習 中５（５）
高３（３）

TEA 4855 
TEA 4856
TEA 4857

○中等教育実習事前事後指導
○中等教育実習Ⅰ
　中等教育実習Ⅱ

1

2

2

1

2

2

4

4

4 中学校免許に必修
学校体験活動
教職実践演習 ２（２） TEA 4850 ○教職実践演習（中・高） 2 2 4

大学が独
自に設定
する科目

中４（２）
高12（10）

TEA 2803
TEA 2861

　道徳の指導法（中等）
　介護等体験

－
1

2

1

2・3
2・3

高等学校免許のみ。
中学校免許必修

（大学が独自に設定する科目以外の科目の余剰単位）
最低修得単位数
（中55単位、高47単
位）を超えて修得
した単位数

注　⑴　○印は必修科目。＊は中免のみの事項。
⑵　「英語科教育法Ⅲ・Ⅳ」「国語科教育法Ⅲ・Ⅳ」（３年次配当）は、それぞれ「英語科教育法Ⅰ・Ⅱ」「国語科教育法Ⅰ・Ⅱ」（２年次配当）
の合格者に限り履修できる（２年次で留学した者及び３年次編入生は同時履修可）。

⑶　「英語科教育法Ⅲ・Ⅳ」の履修に際しては、英語英文学科から一定の成績基準に基づいて履修を制限されることがある。
⑷　「中等教育実習事前事後指導」（１単位）と「中等教育実習Ⅰ・Ⅱ」（各２単位、Ⅱは中免必修）は１つのセットとなっているもの（計５単
位、高免のみの場合は３単位）であり、いずれかが合格又は不合格ということはない。

⑸　「教職実践演習（中・高）」（２単位）は、４年次生前期の履修登録時点において免許取得に係る科目の単位を全て修得見込みである
こと（中学校又は高等学校のいずれか）、及び「教職実践演習（中・高）」開始時までに教育実習を問題なく終えていることを履修要
件とする。
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※2021年度以後入学者用

小 学 校 幼 稚 園  【こども教育学科】
教科及び教職に関する科目（領域及び保育内容の指導法に関する科目、教科及び教科の指導法に関する科目に限る。）
教育職員免許法施行規則に
定める科目区分等 最低修得

単位数
（本学の最
低単位数）

左の科目区分等に対応する本学開設授業科目

備　　考
科目区分 各科目に含めること

が必要な事項
コース
ナンバー 授業科目

単位数 配当
学年幼 小

領域及び
保育内容
の指導法
に関する
科目

領域に関
する専門
的事項

健康

幼16（16）

EDI 2205 　幼児と健康 1 － 2

人間関係 EDI 2206 　幼児と人間関係 1 － 2

環境 EDI 2207 　幼児と環境 1 － 2

言葉 EDI 2208 　幼児と言葉 1 － 2

表現 EDI 2209
EDI 2260

　幼児と音楽表現
　幼児と身体造形表現

1

1

－
－

2

2

領域及び保育内容の
指導法に関する科目
における複数の事項
を合わせた内容に係
る科目

 

保育内容の指導法（情
報機器及び教材の活
用を含む）

EDI 1450
EDI 2400
EDI 2401
EDI 2402
EDI 2450
EDI 2453
EDI 2452

〇保育内容総論
〇保育内容（健康）
〇保育内容（人間関係）
〇保育内容（環境）
〇保育内容（言葉）
〇保育内容（音楽表現）
〇保育内容（身体造形表現）

2

2

2

2

2

2

2

－
－
－
－
－
－
－

1

2

2

2

2

2

2

教科及び
教科の指
導法に関
する科目

教科に関
する専門
的事項

国語（書
写 を 含
む。）

小30（30）

EDP 1252
EDP 2250

　国語
　書写

－
－

2

1

1

2

社会 EDP 1250 　社会 － 2 1

算数 EDP 1253 　算数 － 2 1

理科 EDP 1251 　理科 － 2 1

生活 EDP 1254 　生活 － 2 1

音楽 EDP 2202 　音楽 － 2 2

図工 EDP 2203 　図工 － 2 2

家庭 EDP 2200 　家庭 － 2 2

体育 EDP 2204 　体育 － 2 2

外 国 語
（英語）

EDP 2201 　外国語（英語） － 2 2

各教科の指導法（情報
機器及び教材の活用
を含む。）

EDP 2400
EDP 2401
EDP 2402
EDP 2403
EDP 2404
EDP 2450
EDP 2451
EDP 2452
EDP 2453
EDP 2454

〇国語科指導法
〇社会科指導法
〇算数科指導法
〇理科指導法
〇生活科指導法
〇音楽科指導法
〇図工科指導法
〇家庭科指導法
〇体育科指導法
〇外国語（英語）指導法

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
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※2021年度以後入学者用

小 学 校 幼 稚 園  【こども教育学科】
教科及び教職に関する科目（領域及び保育内容の指導法に関する科目、教科及び教科の指導法に関する科目を除く。）
教育職員免許法施行規則に
定める科目区分等 最低修得

単位数
（本学の最
低単位数）

左の科目区分等に対応する本学開設授業科目

備　　考
科目区分 各科目に含めること

が必要な事項
コース
ナンバー 授業科目

単位数 配当
学年幼 小

教育の基
礎的理解
に関する
科目

教育の理念並びに教育
に関する歴史及び思想

10（12）

EDB 1201
EDN 2251

〇教育原理
　教育史

2

2

2

2

1

2

教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学
校運営への対応を含む。）

ED I  1251
EDB 1100

　保育者論
　教職論

2

2

－
2

1

1

教育に関する社会的、制
度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学
校安全への対応を含む。）

EDN 2550
EDN 2254

　教育と社会
　教育経営論

2

2

2

2

2

2

幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程

EDB 1400
EDB 1450
ED I  2403

〇こどもの教育心理学
　こどもの発達心理学
　保育心理学演習

2

2

1

2

2

－

1

1

2

特別の支援を必要とする
幼児、児童及び生徒に対
する理解

EDB 1250 〇特別支援教育論（初等） 2 2 1

教育課程の意義及び編成
の方法（カリキュラム・マ
ネジメントを含む。）

ED I  3205
EDN 2250

〇保育・教育課程論
〇教育課程論

2

－
－
2

3

2

道徳、総
合的な学
習の時間
等の指導
法及び生
徒指導、
教育相談
等に関す
る科目

道徳の指導法

幼4（6） 
小10（12）

EDP 3200 〇道徳の指導法 － 2 3

総合的な学習の時間の指
導法 EDP 3450 〇総合的な学習の時間の指導法 － 2 3

特別活動の指導法 EDP 3201 〇特別活動の指導法 － 2 3

教育の方法及び技術（情
報機器及び教材の活用を
含む。）

EDN 2251 〇教育の方法と技術 2 2 3

EDN 3250 　教育評価 2 2 3

幼児理解の理論及び方法 ED I  1451 〇幼児理解の理論と方法 2 － 1

生徒指導の理論及び方法 EDP 3202 〇生徒指導・進路指導 － 2 3

生徒指導及びキャ
リア教育の理論及
び方法を含む。

教育相談（カウンセリング
に関する基礎的な知識を
含む。）の理論及び方法

EDN 3400 〇教育相談の理論と方法 2 2 3

進路指導及びキャリア教
育の理論及び方法  

教育実践
に関する
科目

教育実習
5（5）

EDN 3600
ED I  4601
ED I  4602
EDP 3600
EDP 3601

〇教育実習事前事後指導
　初等教育実習Ⅰa
△初等教育実習Ⅱa
　初等教育実習Ⅰb
△初等教育実習Ⅱb

1

2

2

2

2

1

2

2

2

2

3・4

4

4

3

3

幼必修

小必修

学校体験活動  

教職実践演習 2（2） EDN 4650
ED I  4651

　教職実践演習（幼・小）
　保育・教職実践演習（幼）

2

2

2

－
4

4

大学独自
に設定す
る科目

幼14（8） 
小2（0）

EDP 4200
EDN 3402
EDN 3400
EDN 3451
EDN 4500
EDR 3600

　初等教材開発論
　環境教育
　情報教育
　食と健康の教育
　国際理解教育
　介護等体験

－
2

2

2

2

－

2

2

2

2

2

1

4

3

3

3

4

2・3

（大学が独自に設定する科目以外の科目の余剰単位）

最低修得単位数
（幼37単位、小57単
位）を超えて修得し
た単位数

注）⑴　○印は必修科目。
⑵　「教職実践演習（幼・小）」「保育・教職実践演習」は、４年次生前期の履修登録時点において免許取得に係る科目の単位を全て
修得見込みであること（幼稚園又は小学校のいずれか）、及び「教職実践演習（幼・小）」「保育・教職実践演習」開始時までに教
育実習を問題なく終えていることを履修要件とする。

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

１科目選択必修

⎫
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎭

１科目選択必修

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭
１科目選択必修

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

△から
２単位
選択必修
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※2021年度以降入学者用
特別支援学校  【こども教育学科】

特別支援教育に関する科目

教育職員免許法施行規則
に定める科目区分等

最低修得
単 位 数
（本学の最
低単位数）

左の科目区分に対応する本学開設授業科目

備　　　　考コース
ナンバー 授業科目

単
位
数

中心となる
領域 含む領域

配
当
学
年

特別支援教育の基礎理論
に関する科目 2（2） EDD 1250 〇 特別支援教育基礎理論 2 2

特別支
援教育
領域に
関する
科目

心身に障害のあ
る幼児、児童又は
生徒の心理、生理
及び病理に関す
る科目

16（16）

EDD 2500 〇 知的障害者の心理・生
理・病理 2 知的障害者 2

EDD 2501 〇 肢体不自由者の心理・
生理・病理 2 肢体不自由者 2

EDD 2502 〇 病弱者の心理・生理・
病理 2 病弱者 2

心身に障害のあ
る幼児、児童又は
生徒の教育課程
及び指導法に関
する科目

EDD 2450 〇 知的障害者教育論Ⅰ 2 知的障害者 3

EDD 3400 〇 知的障害者教育論Ⅱ 2 知的障害者 3

EDD 2451 〇 肢体不自由者教育論Ⅰ 2 肢体不自由者 3

EDD 3401 〇 肢体不自由者教育論Ⅱ 2 肢体不自由者 3

EDD 3452 〇 病弱者教育論 2 病弱者 3

免許状
に定め
られる
ことと
なる特
別支援
教育領
域以外
の領域
に関す
る科目

心身に障害のあ
る幼児、児童又は
生徒の心理、生理
及び病理に関す
る科目

5（8）

EDD 3550 〇 視覚障害者の心理・生
理・病理 1 視覚障害者 3 全7.5コマ

EDD 2550 〇 聴覚障害者の心理・生
理・病理 1 聴覚障害者 3 全7.5コマ

心身に障害のあ
る幼児、児童又は
生徒の教育課程
及び指導法に関
する科目

EDD 3451 〇 視覚障害者教育論 1 視覚障害者 3 全7.5コマ

EDD 2452 〇 聴覚障害者教育論 1 聴覚障害者 3 全7.5コマ

・ 心身に障害のあ
る幼児、児童又
は生徒の心理、
生理及び病理
に関する科目

・ 心身に障害のあ
る幼児、児童又
は生徒の教育
課程及び指導
法に関する科
目

EDD 3250 〇 障害者教育課程論 2

視覚障害者

4

聴覚障害者

知的障害者

肢体不自
由者

病弱者

EDD 3251 〇 LD等教育総論 2 重複・LD等領域 4
重複・言語・情緒・
LD・ADHD

心身に障害のある幼児、児
童又は生徒についての教
育実習

3（3）
EDD 4600 〇 特別支援教育実習事前

事後指導 1 4

EDD 4601 〇 特別支援教育実習 2 4

注）⑴　○印は必修科目。
⑵　「特別支援教育実習」は、３年次後期までに卒業要件単位93単位以上を修得し、かつ、「初等教育実習Ⅰb」及び　「初等教育実習
Ⅱb」計４単位を修得し、かつ、以下の要件を満たしていること。

　　「知的障害者の心理・生理・病理」「肢体不自由者の心理・生理・病理」「病弱者の申請・生理・病理」「知的障害者教育論Ⅰ」「知
的障害者教育論Ⅱ」「肢体不自由者教育論Ⅰ」「肢体不自由者教育論Ⅱ」及び「病弱者教育論」の計８科目16単位を修得済みである
こと。
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１．司書教諭資格を取得するには
⑴　資格取得の条件
　　「学校図書館法」に規定している、学校図書館において専門的職務に従事する司書教諭となるための資格は、小・中又は
高等学校の教諭の免許状を取得し、かつ学校図書館学に関する一定の科目（「学校図書館司書教諭講習規程」で定める科
目）を履修し、必要な単位を修得した者に対して与えられることとなっている。
⑵　必要な科目
　　高度情報社会・生涯学習社会を迎え、児童・生徒にも情報を適切に活用する能力や主体的に学習する能力が求められる
と同時に、学校教育における新しい教育・学習方法が模索されている今日、学校図書館が学校教育の中でその役割を十分
に果たすには、専門職である司書教諭の存在が不可欠になってきている。そのため、1997年の「学校図書館法」改正によ
り、2003年４月からは小規模校を除く全ての小・中・高等学校、盲・聾・養護学校（特別支援学校）に司書教諭を配置す
ることが義務づけられ、それに伴って、「学校図書館司書教諭講習規程の一部を改正する省令（平成10年文部省令第１号）」
により司書教諭資格取得のための科目も改正された。
　　現在は、それに基づく開講科目５科目10単位を履修し、かつこれらの校種の教諭の免許状を取得することにより司書教
諭資格が与えられることとなっている。（次頁「５．開講科目及び単位表」）

２．留意事項
⑴　司書教諭資格を取得しようとする者は、司書教諭課程の単位を修得するだけでなく、小・中又は高等学校の教諭の免許
状を取得することが条件である（幼稚園のみの場合は資格取得できない）。
⑵　文部科学省の学校図書館司書教諭講習等で修得した単位は下記３の申請時に使用することができる。

３．資格の取得（申請と修了証書の授与）
⑴　本学で全ての必要単位を修得した者は、文部科学大臣が指定大学に委嘱する 「学校図書館司書教諭講習」を修了したも
のとみなされ、本学から指定大学に書類申請することにより修了証書が授与される。ただし、小・中又は高等学校の教諭
の免許状を取得しなければ資格とならない。
⑵　必要単位の修得を完了した者は、原則として次の年度に書類申請することができる。修了証書の交付は申請の翌年とな
る。申請については12月ごろに行われる申請手続き説明会で詳しく説明されるので、申請できる見込みの者は必ず出席す
ること。
⑶　申請にかかる経費（2020年度実績）
３年次生以下：在学・単位修得証明書　300円、書類送料（370円×２回分）
４ 年 次 生： 単位修得証明書　200円、教育職員免許状授与証明書　400円、
　　　　　　　書類送料（370円×２回分）

４．学内の問合せ窓口
司書・司書教諭課程室（ソフィア館　３階）
・事務取扱時間：8:45～17:15（週３日）
・取扱事務：司書・司書教諭課程の学習に関すること

10－⑵ 学校図書館司書教諭
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５．開講科目及び単位表

学校図書館司書教諭
講習規程で定める科目

本学開講科目

備考
コース
ナンバー 科目名 単

位
必
修 配当学年

学校経営と学校図書館 TLI 2800 学校経営と学校図書館 2 ○ 2・3・4

司書に関する科目を兼ねる
５科目のうち１番目に履修
することが望ましい

学校図書館メディアの構成 TLI 2850 学校図書館メディアの構成 2 ○ 2・3・4

学習指導と学校図書館 TLI 2801 学習指導と学校図書館 2 ○ 2・3・4

読書と豊かな人間性 TLI 2851 読書と豊かな人間性 2 ○ 2・3・4

情報メディアの活用 TLI 2802 情報メディアの活用 2 ○ 2・3・4

・全科目必修。ただし、卒業要件単位とはならない。
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１．司書資格を取得するには
⑴　「図書館法」（昭和25年　法律第118号）に規定している図書館において、専門的職務に従事する司書となるための資格
は、大学を卒業した者で大学で図書館に関する一定の科目（「図書館法施行規則」で定める科目）を履修し、必要な単位を
修得した者に対して与えられることとなっている。
⑵　必要な科目
　　図書館法に規定する図書館に関する科目に基づく本学開講科目のうち、以下を修得することにより司書資格が与えられ
ることなる。

甲群（必修）：13科目　　26単位
乙群（選択）：２科目　　２～４単位以上
　計 　　　：15科目　　28～30単位以上

　本学の開講科目については、次頁の「７．開講科目及び単位表」を参照すること。

２．１年次生対象オリエンテーション
　例年４月にオリエンテーションを開催するので、図書館司書資格（司書課程履修）希望者は出席すること。２年次以降に
司書に必要な科目の履修を開始する場合、上級生であってもオリエンテーションに出席すること。
　司書資格の意義、カリキュラムの内容及び履修方法、学習方法、就職先などについてガイダンスを行う。
　日程の詳細は掲示で周知するので、掲示板を確認すること。

３．司書課程履修に要する費用
　履修にあたって費用は発生しないが、製本技術講習会の受講時に実習費2,000円を納めなければならない。
　「図書館実習」（選択科目）を履修する場合、実習費5,000円を納めなければならない。

４．資格の取得（修了証書の交付）
　司書資格に必要な科目を履修し、その単位を修得した者（又は修得が見込まれる者）に対しては、本学学長名で 「図書館
司書課程修了証書（又は見込証明書）」が交付される。該当者は、卒業式終了後（見込証明書の場合は、それが必要な時）
印鑑持参の上、教務課で受取ること。

５．学内の問合せ窓口
司書・司書教諭課程室（ソフィア館　３階）
・事務取扱時間：8：45～17：15（週３日）
・取 扱 事 務：司書・司書教諭課程の学習に関すること。

10－⑶ 司書
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７．開講科目及び単位表
（2018年度以後入学者に適用）

群 法令で定める科目
（新課程科目）

本学開講科目

備考コース
ナンバー 科目名 単

位 必修 配当
学年

甲
群

生涯学習概論 LIB 2800 生涯学習概論 2 ○ 2・3・4

図書館概論 LIB 1800 図書館概論 2 ○ 1

図書館制度・経営論 LIB 3850 図書館制度・経営論 2 ○ 3・4

図書館情報技術論 LIB 2801 図書館情報技術論 2 ○ 2・3・4 定員46人

図書館サービス概論 LIB 2802 図書館サービス概論 2 ○ 2・3・4 「図書館概論」履修者であること

情報サービス論 LIB 2803 情報サービス論 2 ○ 2・3・4

児童サービス論 LIB 3800 児童サービス論 2 ○ 3・4

情報サービス演習

LIB 2850 情報サービス演習Ⅰ 2 ○ 2・3・4
Ⅰ、Ⅱの履修の順序は問わない
（同時履修可）　定員46人

LIB 2851 情報サービス演習Ⅱ 2 ○ 2・3・4

「情報サービス論」履修者であること
Ⅰ、Ⅱの履修の順序は問わない
（同時履修可）

図書館情報資源概論 LIB 1850 図書館情報資源概論 2 ○ 1・2

情報資源組織論 LIB 2804 情報資源組織論 2 ○ 2・3・4 「図書館概論」履修者であること

情報資源組織演習

LIB 2852 情報資源組織演習Ⅰ 2 ○ 2・3・4 「図書館概論」「情報資源組織論」履修者
であること
Ⅰ、Ⅱの履修の順序は問わない（同時履
修が望ましい）
定員46人

LIB 2853 情報資源組織演習Ⅱ 2 ○ 2・3・4

乙
群

図書館基礎特論 LIB 2854 図書館基礎特論 1

２科目
以上選
択必修

2・3・4 7.5コマ

図書館サービス特論＊ LIB 2860

図書館サービス特論 2 2・3・4

学校経営と
学校図書館 2 2・3・4 司書教諭課程履修者のみ履修可

図書館情報資源特論 LIB 2807 京都資料論 1 2・3・4 7.5コマ

図書・図書館史 LIB 2806 図書・図書館史 2 2・3・4

図書館施設論 本学不開講

図書館総合演習 LIB 2855 図書館総合演習 1 2・3・4 7.5コマ

図書館実習 LIB 4800 図書館実習 1 4

・甲群は必修なので全て履修すること。
・乙群は２科目以上選択して履修すること。
＊本学開講科目「図書館サービス特論」「学校経営と学校図書館」は、いずれを履修しても法令で定める科目「図書館サービス特論」（１
科目）となり、両科目を履修しても、法令で定める科目「図書館サービス特論」１科目のみを履修したことになるので留意すること。
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国際言語文化学部　対象

１．学芸員とは
　博物館資料の収集・保管・展示及び調査研究その他これと関連する事業についての専門的事項をつかさどる専門的職員。

２．博物館とは
　博物館とは、歴史、芸術、民俗、産業、自然科学等に関する資料を収集し、保管(育成を含む)し、展示して教育的配慮の
下に一般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーション等に資するために必要な事業を行い、あわせてこれら
の資料に関する調査研究をすることを目的とする機関(公民館及び図書館を除く)のうち、地方公共団体、一般社団法人若し
くは一般財団法人、宗教法人又は政令で定めるその他の法人（独立行政法人を除く）が設置するもので「博物館法第２章」
の規定による登録を受けたものをいう。

３．学芸員資格を取得するには
⑴　学士の学位を有するもので、大学において文部科学省令で定める博物館に関する科目の単位を修得したもの。
⑵　大学に２年以上在学し、前号の博物館に関する科目の単位を含めて62単位以上を修得した者で、３年以上学芸員補の職
にあった者。
⑶　文部科学大臣が、文部科学省令で定めるところにより、前二号に掲げる者と同等以上の学力及び経験を有する者と認め
た者。
　「博物館法第５条」によると、上のいずれかに該当する者は、学芸員となる資格を有する。本学で資格を取得するには、次
頁の「７．開講科目及び単位表」の単位を全て修得すること。

４．学芸員資格取得に要する費用
⑴　実習費（実習手帳の代金を含む）　　8,000円
　　履修初年度のみ、学年始めの登録時に経理課に納入すること。納入後は返却しない。
⑵　学生教育研究災害傷害保険付帯賠償責任保険　　340円（１年間）
　　博物館実習Ⅱ履修年度の４月28日までに学生課に納入すること。

５．資格の取得（証明書の交付）
　学芸員資格に必要な科目を履修し、その単位を修得した者（又は修得が見込まれる者）に対しては、本学学長より「博物
館学芸員資格取得証明書（又は見込証明書）」が交付される。該当者は、卒業式終了後（見込証明書の場合は、それが必要
な時に申請する。）、印鑑持参の上、教務課で受取ること。

６．学内の問合せ窓口
　学事課

10－⑷ 学芸員
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７．　開講科目及び単位表
 （2013年度以後入学者に適用）

法令で定める科目（博物館
施行規則改正後の博物館法
第五条第一項第一号に規定
する博物館に関する科目）

本学開講科目

備考
コースナンバー 科目名 単

位
必
修 配当学年

生涯学習概論 L I B 2800 生涯学習概論 2 ○ 2・3・4

博物館概論 MUS 1800 博物館概論 2 ○ 1・2・3

博物館経営論 MUS 1850 博物館経営論 2 ○ 1・2・3・4

博物館資料論 MUS 2800 博物館資料論 2 ○ 2・3・4

博物館資料保存論 MUS 2850 博物館資料保存論 2 ○ 2・3・4

博物館展示論 MUS 1851 博物館展示論 2 ○ 1・2・3・4

博物館教育論 MUS 1852 博物館教育論 2 ○ 1・2・3・4

博物館情報・メディア論 MUS 1853 博物館情報・メディア論 2 ○ 1・2・3・4

博物館実習

MUS 3800 博物館実習Ⅰ（学内） 2 ○ 3・4
前提科目「博物館概論」
（注２）

MUS 3801
博物館実習Ⅱ（館園）
（注１）

1 ○ 3・4
前提科目「博物館概論」
現場実習（注２）

（注１）「博物館実習Ⅱ」（１単位）の履修は、学外の博物館（美術館等を含む）での実習による。
なお、学芸員資格取得に必要な科目は３年次までに「博物館実習Ⅱ」以外を履修し、４年次に「博物館実習Ⅱ」を履修することが望
ましい。
ただし、２年次までに学芸員資格取得に必要な科目の大半を履修した者は、３年次で「博物館実習Ⅱ」を履修することができる。

（注２）「博物館実習Ⅰ・Ⅱ」は、「博物館概論」を前提科目としている（同年度の履修も不可）ことに注意して履修を計画すること。
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１．保育士とは
　保育士とは、専門的知識及び技術をもって、児童の保育及び児童の保護者に対する保育に関する指導を行うことを業とす
る者（「児童福祉法第18条の４」）をいう。
　保育士となる資格を有するものは、次のいずれかに該当する者とされている（「同法第18条の６」）。
①　厚生労働大臣の指定する保育士を養成する学校その他の施設（指定保育士養成施設）を卒業した者
②　保育士試験に合格した者

２．本学の学生が保育士資格を取得するには
⑴　現代人間学部こども教育学科幼児教育コース保育士養成課程に所属する場合
　　本学では、現代人間学部こども教育学科幼児教育コース保育士養成課程に在籍し、必要な単位を修得して卒業すれば、
保育士の資格を得ることができる（保育士試験は受験不要。また保育士登録の手続きは大学で一括して行う）。
　　履修コースの分属については53頁を参照すること。

⑵　保育士試験による取得
ア　国際言語文化学部、現代人間学部生活環境学科並びに心理学科及びこども教育学科初等教育コースに在籍し、幼稚園
教諭免許取得を目指していない学生の場合
　保育士試験に合格することが必要となり、主な受験資格は次のとおりである。
①　学校教育法による大学に２年以上在学して62単位以上修得した者（短期大学卒業者を含む）又は高等専門学校を
卒業した者、その他その者に準ずる者として厚生労働大臣の定める者

②　学校教育法による大学に１年以上在学している者であって、年度中に62単位以上修得することが見込まれる者で
あると当該学校の長が認めた者

イ　こども教育学科初等教育コースにおいて幼稚園教諭免許取得を目指している学生の場合
　幼稚園教諭免許所有者は、保育士試験において免除申請をすることにより受験科目が一部免除される。ただし、幼稚
園教諭免許取得見込では適用されない（卒業（幼稚園教諭免許取得）から約半年後に保育士資格を得ることができる）。
ア　幼稚園教諭免許所有者に対する科目免除
　　保育士試験のうち、「教育原理」、「保育の心理学」の筆記試験及び「実技試験」が免除される。
イ　対応科目の単位を修得した場合、科目免除の適用を受けるもの
　本学においては、保育内容総論、保育内容（健康）、保育内容（人間関係）、保育内容（環境）、保育内容（言葉）、
保育内容（音楽表現）、保育内容（身体造形表現）、幼児と音楽表現、幼児と身体造形表現を修得した場合、保育実
習理論の試験科目が免除される。

３．学内の問合せ窓口
学事課
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４．開講科目及び単位表

告示による教科目 本学開講科目

備考
系列 教科目 単位数 コース

ナンバー 科目名 授業
形態

単位数 配当
学年 期間

必修 選択 計

教
養
科
目

外国語、体育以外の
科目 6以上

GBL 1401 情報演習Ⅰａ 演習 1 1 1 半期 ⎫
⎟
⎬
⎟
⎭

 1単位選択
必修GBL 1402 情報演習Ⅰｂ 演習 1 1 1 半期

GBL 2400 情報演習Ⅱ 演習 1 1 2 半期

GBL 2450 情報処理 講義･
演習 2 2 2 半期

GCE 1102 キリスト教学 講義 2 2 1 半期

GCE 1103 キリスト教音楽概論 講義 2 2 1 半期

外国語 2以上
GBE 1303 英語表現Ⅰ 演習 1 1 1 半期

GBE 1353 英語表現Ⅱ 演習 1 1 1 半期

体育
1 GBL 1151 体育講義 講義 1 1 1 半期

1 GBL 1100 体育実技 実技 1 1 1 半期

保
育
の
本
質
・
目
的
に 

関
す
る
科
目　
　
　
　

保育原理 2 EDI 1250 保育原理 講義 2 2 1 半期

教育原理 2 EDB 1201 教育原理 講義 2 2 1 半期

子ども家庭福祉 2 EDI 2200 児童福祉論 講義 2 2 2 半期

社会福祉 2 EDI 2100 現代社会と福祉Ⅰ 講義 2 2 2 半期

子ども家庭支援論 2 EDI 3500 家族援助論 講義 2 2 3 半期

社会的養護Ⅰ 2 EDI 2550 社会的養護 講義 2 2 2 半期

保育者論 2 EDI 1251 保育者論 講義 2 2 1 半期

保
育
の
対
象
の
理
解
に 

関
す
る
科
目　
　
　
　

保育の心理学 2 EDB 1450 こどもの発達心理学 講義 2 2 1 半期

子ども家庭支援の心理学 2 EDI 2253 こども家庭支援の心理学 講義 2 2 2 半期

子どもの理解と援助 1 EDI 2403 保育心理学演習 演習 1 1 2 半期

子どもの保健 2 EDI 2252 こどもの保健 講義 2 2 2 半期

子どもの食と栄養 2 EDI 3202 こどもの食と栄養 演習 2 2 3 半期

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

保育の計画と評価 2 EDI 3205 保育・教育課程論 講義 2 2 3 半期

保育内容総論 1 EDI 1450 保育内容総論 演習 2 2 1 半期

保育内容演習 5

EDI 2400 保育内容（健康） 演習 2 2 2 半期

EDI 2401 保育内容（人間関係） 演習 2 2 2 半期

EDI 2402 保育内容（環境） 演習 2 2 2 半期

EDI 2450 保育内容（言葉） 演習 2 2 2 半期

EDI 2451 保育内容（音楽表現） 演習 2 2 2 半期

EDI 2452 保育内容（身体造形表現） 演習 2 2 2 半期

保育内容の理解と
方法 4

EDI 2202 保育音楽演習 演習 1 1 2 半期

EDR 1650 ピアノ実技（幼保） 演習 2 2 1 通年

EDI 2203 保育造形演習 演習 1 1 2 半期

EDI 2204 保育体育演習 演習 1 1 2 半期

乳児保育Ⅰ 2 EDI 3204 乳児保育Ⅰ 講義 2 2 3 半期

乳児保育Ⅱ 1 EDI 3450 乳児保育Ⅱ 演習 1 1 3 半期

子どもの健康と安全 1 EDI 3251 こどもの保健演習 演習 1 1 2 半期

障害児保育 2 EDI 3550 障害児保育 演習 2 2 3 半期

社会的養護Ⅱ 1 EDI 2551 社会的養護内容 演習 1 1 2 半期

子育て支援 1 EDI 3551 保育相談支援 演習 1 1 3 半期
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告示による教科目 本学開講科目

備考
系列 教科目 単位数 コース

ナンバー 科目名 授業
形態

単位数 配当
学年 期間

必修 選択 計

保
育
実
習

保育実習Ⅰ 4

EDI 2601 保育実習Ⅰ－１ 実習 2 2 2 集中

EDI 2602 保育実習Ⅰ－２ 実習 2 2 2 集中

保育実習指導Ⅰ 2

EDI 2600 保育実習指導Ⅰ－１ 演習 1 1 2 半期

EDI 2650 保育実習指導Ⅰ－２ 演習 1 1 2 半期

総合
演習 保育実践演習 2 EDI 4651 保育・教職実践演習(幼) 演習 2 2 4 半期 前提科目　

別に定める。

保
育
の
本
質
・
目

的
に
関
す
る
科
目

各指定保育士養成施
設において設定

３
系
列
15
単
位
以
上

EDN 2254 教育経営論 講義 2 2 2 半期

EDI 2251 現代社会と福祉Ⅱ 講義 2 2 2 半期

EDI 3203 地域福祉論Ⅰ 講義 2 2 3 半期

GES 1250 憲法と人権 講義 2 2 1 半期

保
育
の
対
象
の
理
解
に

関
す
る
科
目　
　
　
　

EDI 1451 幼児理解の理論と方法 講義 2 2 1 半期

EDN 2401 障害者・障害児心理学 講義 2 2 2 半期

EDD 2500 知的障害者の心理・生
理・病理 講義 2 2 2 半期

EDD 2501 肢体不自由者の心理・
生理・病理 講義 2 2 2 半期

EDD 2502 病弱者の心理・生理・
病理 講義 2 2 2 半期

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

EDN 3401 環境教育 講義 2 2 3 半期

EDI 2205 幼児と健康 講義 1 1 2 半期

EDI 2206 幼児と人間関係 講義 1 1 2 半期

EDI 2207 幼児と環境 講義 1 1 2 半期

EDI 2208 幼児と言葉 講義 1 1 2 半期

EDI 2209 幼児と音楽表現 講義 1 1 2 半期

EDI 2260 幼児と身体造形表現 講義 1 1 2 半期

EDI 3400 保育表現演習 演習 1 1 3 半期

保
育
実
習

保育実習Ⅱ又は保育
実習Ⅲ 2 EDI 3655 保育実習Ⅱ 実習 2 2 3 集中

前提科目　
「保育原理」
「保育者論」
「保育実習指
導Ⅰ－１」
「保育実習指
導Ⅰ－２」
「保育実習Ⅰ
－１」
「保育実習Ⅰ
－２」

保育実習指導Ⅱ又は
保育実習指導Ⅲ 1 EDI 3651 保育実習指導Ⅱ 演習 1 1 3 半期

※上記配当年次は実際に履修する年次を表す。
（注１）実習等に関する費用が別途必要。

─ 116 ─



生活環境学科精神保健福祉コース・心理学科心理カウンセリングコース　対象

１．精神保健福祉士国家試験の受験資格を取得するには
⑴　精神保健福祉士は「精神保健福祉士法」（平成９年・法律第131号）によって制定された国家資格であり、本学において
は精神保健福祉士養成課程に在籍し、厚生労働大臣により指定された精神障害者の保健及び福祉に関する科目（「指定科
目」）を履修し、必要な単位を修得した者に対して、本学卒業と同時に精神保健福祉士国家試験の受験資格が与えられる。
⑵　指定された科目と本学履修規程における授業科目名には差異が認められるが、いずれも文部科学省、厚生労働省の了承済
みである（別表）。

２．精神保健福祉士養成課程について
　精神保健福祉士受験資格を得るためには、生活環境学科精神保健福祉コース、心理学科心理カウンセリングコースの双方
の学生とも２年次後期に精神保健福祉士養成課程所属のための選考を受け、３年次より精神保健福祉士養成課程に在籍を認
められることと、必要な単位を修得すること、そして卒業することが必要である。その上で、精神保健福祉士国家試験を受
験し、合格の上、登録することで精神保健福祉士の資格を得ることができる。

⑴　定員
　30名（３年次編入学生、転学科生は定員に空きがある場合、３年次春に選考を経て認められる場合がある）

⑵　精神保健福祉士養成課程所属選考について
ア　選考受験資格
・生活環境学科精神保健福祉コース及び心理学科心理カウンセリングコースの２年次生以上であること
・卒業時に精神保健福祉士受験資格取得が見込めること
・精神保健福祉士資格取得に関して意欲があること
＊精神保健福祉論Ⅰを履修していることが望ましい

イ　選考手続き（詳細な日程は掲示などで周知する）
２年次　７月下旬：説明会・選考要項の配付

８月上旬：願書・必要書類等提出締切 
10月中旬：面接
11月中旬：選考結果の通知

ウ　選考方法
　作文、２年次前期までの成績による審査及び面接による選考を行う。
　３年次編入学生、転学科生は定員に空きがある場合、３年次春に選考を経て認められる場合がある。

エ　その他
　課程在籍学生は、次の参加も求められる。
１）体験ボランティアと振り返り＝３年次前期開始直前に、３日×８時間程度
２）精神保健福祉士養成課程セミナーの出席＝３年次後期開始直前に１日

⑶　実習等に関する費用について
78,000円
実習費 64,000円＋実費（実習210時間　交通費・昼食等は別途実費）
受験対策 14,000円（参考図書・模擬試験等、精神専門・共通科目双方必要なため）
合計 78,000円

＊実習費等（実費は除く）は３年次後期に徴収する。

10－⑹ 精神保健福祉士（国家試験受験資格）
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３．学年別の履修計画
　 　精神保健福祉士国家試験受験資格取得に要する科目は、１年次から履修することとなるので、希望者は入学直後に実施さ
れる履修登録指導を注意して聞くこと。

４．留意事項
⑴　卒業年度において精神保健福祉士国家試験を受験しようとする者は、本学を卒業見込みであることが条件である。指定
科目の未履修、卒業不可の場合は試験は無効となる。

⑵　在学中に留学又は他大学等の単位互換で修得した科目及び単位は、本学の精神保健福祉士科目として認められないので
注意すること。

５．精神保健福祉士国家試験受験申込から資格登録まで（2020年度の例による） 
⑴　試験日時（2020年度）
　精神保健福祉士国家試験受験の者は、精神保健福祉士国家試験（専門科目）と共通科目を受験する。

試験日 2021年２月６日（土） 2021年２月７日（日）

試 験 時 間 13時30分～15時50分 10時00分～12時15分

試 験 区 分
精神保健福祉士国家試験

（専門科目）
精神保健福祉士国家試験
社会福祉士国家試験
（共通科目）

試 験 地 北海道、宮城県、東京都、愛知県、大阪府、広島県、福岡県

⑵　受験申込（2020年度）
　2020年９月10日（木）から10月9日（金）まで。
　学内で受験申込のガイダンスが開催されるので、卒業年次に在籍する受験希望者は必ず参加すること。日程等は掲示にて
連絡される。
⑶　合格発表（2020年度）
　2021年３月15日（月）　合格者の受験番号は厚生労働省及び試験センターに掲示されるとともに、試験センターホーム
ページに掲載され、合格者には合格証書が郵送される。合格証書受領の後、登録申請をすることにより、精神保健福祉士
資格取得の登録が行われる。

６．説明会について
　　例年２月に説明会が開催されるので、１年次生の希望者は出席すること。

７．学内の問合せ窓口
　　学事課

８．精神保健福祉士国家試験についての問合せ先
公益財団法人　社会福祉振興・試験センター　試験室
　〒 150-0002　東京都渋谷区渋谷1-5-6
　試験室電話　　（03）3486-7521（平日９時～17時）
　ホームページ　http://www.sssc.or.jp/
　このホームページから精神保健福祉士の資格制度の概要、受験資格、受験申込手続き、出題基準を含む試験概要などを詳
しく知ることができる。
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10．開講科目及び単位表
別表１

厚生労働省令による指定科目

本 学 開 講 科 目

備考コース
ナンバー 科目名 単

位
必
修

配
当
学
年

医学概論 SWA 2205 人体の構造と機能及び疾病 2 ○ 2

心理学と心理的支援 SWR 2550 心理学と心理的支援 2 ○ 2

社会学と社会システム GES 1202 社会学概論 2 ○ 1

社会福祉の原理と政策
SWA 1201 現代社会と福祉Ⅰ 2 ○ 1

SWA 1250 現代社会と福祉Ⅱ 2 ○ 1

地域福祉と包括的支援体制
SWA 3200 地域福祉論Ⅰ 2 ○ 3

SWA 3450 地域福祉論Ⅱ 2 ○ 3 前提科目「地域福祉論Ⅰ」

社会保障
SWA 2200 社会保障論Ⅰ 2 ○ 2

SWA 2450 社会保障論Ⅱ 2 ○ 2

障害者福祉 SWA 2250 障害者福祉論 2 ○ 2

権利擁護を支える法制度 SWR 3401 権利擁護と成年後見制度 2 ○ 3

刑事司法と福祉 SWR 3406 刑事司法と福祉 2 ○ 3

社会福祉調査の基礎 SWR 2400 社会福祉調査法 2 ○ 2

精神医学と精神医療
SWR 2203 精神疾患とその治療Ⅰ 2 ○ 2

SWR 2454 精神疾患とその治療Ⅱ 2 ○ 2 前提科目「精神疾患とその治療Ⅰ」

現代の精神保健の課題と支援
SWA 2204 精神保健学Ⅰ 2 ○ 2

SWA 2452 精神保健学Ⅱ 2 ○ 2

ソーシャルワークの基盤と専門職 SWR 1251 ソーシャルワーク論Ⅰ 2 ○ 1

精神保健福祉の原理
SWR 1252 精神保健福祉の原理Ⅰ 2 ○ 1

SWR 2402 精神保健福祉の原理Ⅱ 2 ○ 2

ソーシャルワークの理論と方法
SWR 2455 ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2 ○ 2

SWR 3504 ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 2 ○ 3

ソーシャルワークの理論と方法（専門）
SWR 3554 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 2 ○ 3

SWR 4504 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 2 ○ 4

精神障害リハビリテーション論 SWR 3203 精神障害リハビリテーション論 2 ○ 3

精神保健福祉制度論 SWR 2252 精神保健福祉制度論 2 ○ 2

ソーシャルワーク演習 SWR 2350 ソーシャルワーク演習 1 ○ 2

ソーシャルワーク演習（専門）
SWR 3202 精神保健福祉援助演習（基礎） 1 ○ 3

SWR 3454 精神保健福祉援助演習（専門）Ⅰ 1 ○ 3

SWR 4503 精神保健福祉援助演習（専門）Ⅱ 1 ○ 4

ソーシャルワーク実習指導 SWR 3455 精神保健福祉援助実習指導 3 ○ 3 週3コマ

ソーシャルワーク実習
SWR 3551 精神保健福祉援助実習Ⅰ 2 ○ 3

SWR 3552 精神保健福祉援助実習Ⅱ 2 ○ 3

SWR 3553 精神保健福祉援助実習Ⅲ 3 ○ 3
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生活環境学科　対象

１．二級建築士の受験資格を取得するには
　二級建築士は「建築士法」（昭和25年・法律第202号）によって制定された国家資格であり、本学においては、国土交通
大臣により指定された住居に関する科目（「指定科目」）を履修し、必要な単位を修得することにより、二級建築士国家試験
の受験資格が与えられる。

２．学年別の履修計画
　受験資格を得ようとする者は「６．開講科目及び単位表」にて履修した科目を確認の上、次年度以後において、必要な単
位を修得できるよう履修計画を立てること。
　その際、表１「履修モデル」時間割に沿った計画が望ましい。

３．留意事項
　在学中に留学又は他大学等の単位互換で修得した科目及び単位は、本学の建築士受験資格取得科目として認められないの
で注意すること。

４．学内の問合せ窓口
学事課
履修計画などの相談：竹原（教員）

５．建築士関連の国家試験についての問合せ先
公益財団法人　建築技術教育普及センター本部
〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町3-6　紀尾井町パークビル
TEL （03）6261-3310

６．開講科目及び単位表

指定科目の分類
本学開講科目

備考コースナン
バー 科目名 単位

必修・選択 配当
学年必修 選択

建築設計製図

LDA 2600 住居製図Ⅰ 1 〇 2 定員16人
LDA 2651 住居製図Ⅱ 1 〇 2 定員16人

LDR 3600 住計画演習Ⅰ 2 〇 3
前提科目「住居製図Ⅰ」「住居製図Ⅱ」
週1.5コマ　定員16人

LDR 3650 住計画演習Ⅱ 2 〇 3
前提科目「住計画演習Ⅰ」週1.5コマ　
定員16人

建築計画、建築環
境工学

SLB 1251 住居学概論(製図含む） 2 〇 1

LDA 2253 住居史 2 〇 2

LDA 2404 住生活学 2 〇 2

LDA 2405 福祉住環境デザイン 2 〇 2

LDA 2252 住環境学 2 〇 2

建築一般構造・建
築材料

LDA 2201 建築一般構造 2 〇 2

LDA 3201 建築材料学 2 〇 3 前提科目「建築一般構造」定員20人
建築生産 LDR 3250 建築施工 2 〇 3 前提科目「建築一般構造」
建築法規 LDA 2452 建築法規 2 〇 2 前提科目「建築一般構造」

その他
LDA 3251 インテリア装備学 2 〇 3 定員14人
LDR 3202 色彩学 2 〇 2

10－⑺ 二級建築士（国家試験受験資格）
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表１　履修モデル：以下の時間割は予定であり、変更の可能性あり
生活環境学科

【１年次】

前期 １ ２ ３ ４ ５
月
火
水
木
金 住居学概論

後期 １ ２ ３ ４ ５
月
火
水
木
金

【２年次】 

前期 １ ２ ３ ４ ５
月 建築一般構造
火 福祉住環境デザイン 住居製図Ⅰ
水
木
金

後期 １ ２ ３ ４ ５
月
火 住環境学 住居製図Ⅱ
水 建築法規
木 住居史 住生活学
金

【３年次】

前期 １ ２ ３ ４ ５
月
火 色彩学 建築材料学
水
木 住計画演習Ⅰ
金

後期 １ ２ ３ ４ ５
月
火
水
木 住計画演習Ⅱ 建築施工
金 インテリア装備学
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生活環境学科　対象

１．フードスペシャリストとは
　食品の開発製造から流通、販売、消費に至る過程で、食品の品質判定、食品の情報調査とその提供、食品知識の普及、販
売促進とサービス、料理店における食空間のコーディネイトや指導、食育活動などを行う専門職として、公益社団法人日本
フードスペシャリスト協会が認定する資格である。フードスペシャリストは、その専門性を駆使して食関係の広範な分野で
の活躍が期待されている。

２．資格を取得するには
　資格を得ようとする者は、フードスペシャリスト資格に必要な科目の単位（７．開講科目及び単位表参照）を全て修得し、
資格認定試験（原則として毎年度12月の第３日曜日に実施）に合格しなければならない。
　なお、資格認定試験の受験資格は、以下のとおりである。
①　所定の科目の単位の全てを修得（見込含む）した４年次生
② 　所定の科目の単位の全てを修得（見込含む）した３年次生（ただし、試験に合格しても資格認定証の交付は卒業時
となる。）
③　平成16年度以後入学者で、卒業後科目等履修生として所定の科目の単位の全てを修得（見込含む）した場合
　（ただし、講義科目以外は科目等履修できない。）

３．認定試験と受験資格
⑴　試験申込期間は例年９月下旬～10月初旬となる。９月に行われる説明会に参加すること。
⑵　認定試験は、次の資格区分ごとに行われる。
　①　フードスペシャリスト資格　　　　　　　　　　　　　　（受験料4,000円）
　②　専門フードスペシャリスト（食品開発）資格　　　　　　（受験料2,000円）
　③　専門フードスペシャリスト（食品流通・サービス）資格　（受験料2,000円）
　＊資格認定料　（①4,000円、②③2,000円）
⑶　認定試験の受験資格を有するのは、前記⑵の①の認定試験においては、下記一、二、三のとおりで、また前記⑵の②及
び③の認定試験の受験資格を有するのは、①の認定試験を同時に受験する又はその認定試験に既に合格している場合であ
る。
　一　養成機関の最終年次に属する学生
　二 　４年制大学に置かれた養成機関の第３年次に属する学生で、第３年次中に所定の授業科目の単位の全てを修得すると
認められる者

　三 　養成機関を卒業しており、かつ、養成機関において所定の授業科目の単位の全てを修得済み、あるいは修得見込みで
ある者

⑷　受験資格の認定は、養成機関の在籍者にあっては、在籍養成機関の属する教育機関（以下「在籍教育機関」という。）
が、養成機関を卒業した非在籍者にあっては、卒業養成機関の属する教育機関（以下「卒業教育機関」という。）が行うも
のとする。
⑸　認定試験の出題科目と出題数、試験時間は表１の通りである。

10－⑻ フードスペシャリスト（受験資格）

─ 122 ─



４．受験教育機関
⑴　養成機関の在籍者は、在籍教育機関で受験するものとする。
⑵ 　養成機関を卒業した非在籍者は、卒業教育機関での受験を原則とするが、住所等の都合でこれによりがたい事情のある
場合は、受験申請書に受験希望地を明記し、協会が斡旋する教育機関で受験するものとする。

５．学内の問合せ窓口
　　学事課

６．学外の問合せ先
公益社団法人　日本フードスペシャリスト協会
〒170-0004 東京都豊島区北大塚2-20-4 橋義ビル４階
TEL　（03）3940-3388　　FAX　（03）3940-3389
http://www.jafs.org　　E-mail　info@jafs.org

７．開講科目及び単位表

フードスペシャリスト資格規程
に定められた科目

本 学 開 講 科 目

備考コース
ナンバー 科目名 単

位
必
修

配
当
学
年

フードスペシャリスト論 LDR 2500 フードスペシャリスト論 2 ○ 2

食品の官能評価・鑑別論
LDA 2402 食品官能評価論 2 ○ 2 定員24人
LDA 2500 食品官能評価演習（実験を含む） 1 ○ 2 定員24人

食物学に関する科目
LDA 2401 食品学 2 ○ 2

LDA 2550 食品加工学（実験を含む） 3 ○ 2 定員24人
食品の安全性に関する科目 LDR 2250 食品安全性学 2 ○ 2

調理学に関する科目
LDA 2451 調理学 2 ○ 2

LDA 3500 調理学実習 2 ○ 3 定員16人
栄養と健康に関する科目 LDA 2403 栄養学 2 ○ 2

食品流通・消費に関する科目 LDR 2251 食品流通論 2 ○ 2

フードコーディネート論 LDA 3650 フードコーディネート論 2 ○ 3

表１　　認定試験の出題科目と出題数、試験時間

出題科目 フードスペシャリスト
資格認定試験

専門フードスペシャリスト
資格認定試験

「食品開発」 「食品流通・サービス」

共
通
科
目

フードスペシャリスト論
問

６
問

６

食品の官能評価・鑑別論 ９ ９

食品の安全性に関する科目 ８ ８

栄養と健康に関する科目 ７ ７

小　計 30 30

専
門
選
択
科
目

食物学に関する科目 ９ 25 ─

調理学に関する科目 ７ ５ 10

食品流通・消費に関する科目 ７ － 10

フードコーディネート論 ７ － 10

小　計 30 30 30

合　計 60 60 60

試験時間 80分
9：30～10：50

80分
11：10～12：30
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心理学科　対象

１．公認心理師とは
　公認心理師は「公認心理師法」（2017年９月15日に施行）により制定された国家資格である。
　公認心理師とは、公認心理師登録簿への登録を受け、公認心理師の名称を用いて、保健医療、福祉、教育その他の分野に
おいて、心理学に関する専門的知識及び技術をもって、次に掲げる行為を行うことを業とする者をいう。
⑴　心理に関する支援を要する者の心理状態の観察、その結果の分析
⑵　心理に関する支援を要する者に対する、その心理に関する相談及び助言、指導その他の援助
⑶　心理に関する支援を要する者の関係者に対する相談及び助言、指導その他の援助
⑷　心の健康に関する知識の普及を図るための教育及び情報の提供

２．公認心理師の受験資格を得るには
　公認心理師の受験資格を得るには主に以下の２つの方法がある。
⑴　大学および大学院で、心理学その他の公認心理師となるために必要な科目を修了した者、またはそれに準ずる者。
⑵　大学で心理学その他の公認心理師となるために必要な科目を修めて卒業した者、またはそれに準ずる者で、一定の施設
において心理に関する支援の業務に従事した者。

３．公認心理師受験資格を得るために必要な科目（大学）
　公認心理師国家試験受験資格取得に要する科目は表１に示す。１年次から履修することとなるので、計画的に履修する
こと。
　各科目の履修にあたり、前提科目や履修の要件が定められている場合がある。表１の備考欄を確認すること。

表１　公認心理師科目名及び本学開講科目（2018（平成30）年度以降入学者に適用）

文部科学省及び厚生労働省による
公認心理師指定科目 本学開講科目 単

位

配
当
学
年

備考

１ 公認心理師の職責 公認心理師の職責 2 4 選考合格者のみ履修可
２ 心理学概論 心理学概論 2 1

３ 臨床心理学概論 臨床心理学概論 2 2

４ 心理学研究法 心理学研究法 2 2

５ 心理学統計法 心理学統計法 2 1

６ 心理学実験
心理学実験演習Ⅰ 2 1

　いずれか１科目
心理学実験演習Ⅱ 2 2

７ 知覚・認知心理学 知覚・認知心理学 2 2

８ 学習・言語心理学 学習・言語心理学 2 2

９ 感情・人格心理学 感情・人格心理学 2 2

10 神経・生理心理学 神経・生理心理学 2 3

11 社会・集団・家族心理学
社会・集団・家族心理学Ⅰ（社会・集団） 2 1

社会・集団・家族心理学Ⅱ（家族） 2 2

12 発達心理学 発達心理学概論 2 2

13 障害者・障害児心理学 障害者・障害児心理学 2 2

14 心理的アセスメント 心理的アセスメント 2 2 前提科目「心理テスト演習」
15 心理学的支援法 心理学的支援法 2 3

16 健康・医療心理学 健康・医療心理学 2 2

17 福祉心理学 福祉心理学 2 3

18 教育・学校心理学 スクールカウンセリング論（教育・学校心理学） 2 3

19 司法・犯罪心理学 司法・犯罪心理学 2 3

20 産業・組織心理学 産業・組織心理学 2 3

10－⑼ 公認心理師（国家試験受験資格）

⎫
⎟

⎬
⎟

⎭

（次頁に続く）
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21 人体の構造と機能及び疾病 人体の構造と機能及び疾病 2 2

22 精神疾患とその治療
精神疾患とその治療Ⅰ 2 2

精神疾患とその治療Ⅱ 2 2
前提科目
「精神疾患とその治療Ⅰ」

23 関係行政論 関係行政論 2 3

24 心理演習 心理演習（心理支援の実際） 2 3 履修制限を行う

25 心理実習（80時間以上） 心理実習 2 4

集中　
学外実習80時間／選考合
格者のみ履修可
「心理演習（心理支援の実
際）」を履修していること
が望ましい

注）①１～25の指定科目を全て修得する。
　　②各指定科目において、本学対応科目が２科目以上記載されている場合は、全ての科目を修得する。

４．公認心理師実習科目等を受講するための選考について
「公認心理師の職責」「心理実習」を受講するためには選考を経る必要がある。

ア　選考受験資格
　　・心理学科に所属する３年次生以上であること。
　　・卒業時に公認心理師資格受験資格取得が見込めること。
　　・公認心理師資格取得に関して意欲があること。
　　・成績が良好であること。

イ　選考手続き（詳細な日程は掲示などで周知する）
　　　３年次　後期：説明会・選考要項の配布
　　　　　　　　　：願書・必要書類等提出締切
　　　　　　　　　：選考結果の通知　→　「選考合格者」と認定される

ウ　選考方法
　　・  選考方法は、志願書等による書類審査とし、３年次後期までの履修状況及び成績並びに資格取得を希望する理由及び

リーダー経験、ボランティア活動その他の活動実績等について、総合的に評価する。
　　・  編入学、転入学又は転学科した学生および４年次生以上の学生については、別途選考を行い、履修を許可することが

ある。

５．実習等に関する経費について
　　学外実習費が別途必要とされる。詳細は説明会等で提示する。

６．学内の問合せ窓口
　学事課
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心理学科　対象

１．認定心理士資格
⑴　認定心理士とは
　認定心理士とは心理学の専門家として仕事をするために必要な、最小限の標準的基礎学力と技能を修得している、と日本
心理学会が認定した人のことである。

⑵　資格を取得するには
　卒業後に個人申請することが本来の方針であるが、手続上・記入上の誤りが続出しているため、大学での一括申請が認め
られている。ただし、申請指導への参加の不十分さや手続進行の順序に遅れる者のために全体が遅れることとなるため、手
続に遅れる者があれば、卒業後の個人申請に切り替える。各自このことをよく理解し、指導日時・作業内容を厳守すること。

⑴　申請指導説明会（４年次）　　※詳細な日時は掲示および学生手帳にて周知する。
第１回　12月中旬　（オリエンテーション、申込、申請書下書き）
　↓　　第２回までに提出物の添削・検討を行う（大学）。
第２回　１月中旬　（申請書の下書き返却、清書に向けての説明）

⑶　資格を取得するために必要な科目及び単位
表１　認定心理士資格取得に必要な修得領域

区　別 認定心理士修得領域 必要単位

①基礎科目

a．心理学概論 基礎科目より12単位以上
a領域は、４単位以上
b、c領域で８単位以上

ただし、最低４単位はc領域の単位

b．心理学研究法

c．心理学実験・実習

②選択科目

d．知覚心理学・学習心理学 

選択科目より16単位以上
（d、f、g、hの３領域より各４単位以上、

計12単位以上を含む）

e．生理心理学・比較心理学

f．教育心理学・発達心理学

g．臨床心理学・人格心理学

h．社会心理学・産業心理学

③その他 i．卒業研究  

４単位まで認められる（ただし、実証科学的方
法を用いた心理学の研究に限られるので、なる
べくこの単位を換算せず単位を揃えることが
望ましい）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計36単位以上
　　※  資格取得のための具体的な科目については、本学Webサイト「教務課・学事課」の「資格単位

修得確認」ページに記載している他、履修登録説明会やオリエンテーション等で配付するので確
認すること。

⑷　申請に必要なもの　（略称で示す）
申請書　履歴書　科目修得単位表　写真２枚　書類受領通知用ハガキ
成績証明書　卒業証明書　（証紙を購入して学事課へ申込む）
審査料（11,000円　※１）及び審査料払込振替用紙（第２回説明会までに振込みを済ませる）
　※１　審査に不合格であっても返却されない。
その他　　審査合格時の認定料　　30,000円

⑸　認定証の発行
　卒業後、各自の指定した場所（原則として実家）に送付される。

10－⑽ 認定心理士・認定心理士（心理調査）
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２．認定心理士（心理調査）資格
⑴　認定心理士（心理調査）とは
　認定心理士（心理調査）は、「公益社団法人日本心理学会」が認定している資格であり、「心理調査に関連する専門科目を
履修した認定心理士」という位置づけである。

⑵　資格を取得するには
　認定心理士（心理調査）の資格を取得するためには、以下の条件が必要である。
　　①学部（大学）を卒業していること。
　　②認定心理士に関する科目（前頁の表１）を履修・修得していること。
　　③心理調査に関する科目（以下の表２）を履修・修得していること。

⑶　資格を取得するために必要な科目及び単位
　表１に加え、表２の科目を履修すること。

表２　心理調査に関する科目

区　別 領　域 必要単位

１．概論 心理調査概論・心理調査法 ２単位以上

２．統計 統計（心理学統計） ２単位以上

３．実践 発展／展開研究（実習） ６単位以上

　　※  資格取得のための具体的な科目については、本学Webサイト「教務課・学事課」の「資格単位
修得確認」ページに記載している他、履修登録説明会やオリエンテーション等で配布するので確
認すること。

⑷　申請の手続きについて
・認定心理士（心理調査）の申請手続きについては、説明会を行う予定をしているので必ず参加すること（時期は未定）。
・認定心理士（心理調査）には、審査料（※２）が16,500円、審査合格後は、認定料が35,000円必要である。
　※２　審査に不合格であっても返却されない。

⑸　認定証の発行
　卒業後、各自の指定した場所（原則として実家）に送付される。
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心理学科　対象

１．社会調査士とは
　社会調査士は、「一般社団法人社会調査協会」が認定している資格である。「社会調査士」とは、社会調査の知識や技術を
用いて、世論や市場動向、社会事象等を捉えることのできる能力を有する「調査の専門家」のことである。調査企画から報
告書作成までの社会調査の全過程を学習することにより、基本的な調査方法や分析手法の妥当性、またその問題点を指摘で
きるようにすることを目指す。

２．資格を取得するためには
　社会調査士資格を取得するためには、以下の条件が必要である。

①学部（大学）を卒業していること。
②５．開講科目及び単位表に示す、６つの領域（ABCDEG）に対応する全科目を履修・修得していること。
③社会調査の実習を行うゼミ（心理学演習）に所属すること。

３．社会調査士（キャンディデイト）資格について
　社会調査士資格を取得するには、２．に記載しているとおり、「学部（大学）を卒業していること」が条件の一つとなって
いるが、以下の条件を満たすことにより、大学在学中に、「社会調査士（キャンディデイト）」を取得することが可能である。

①大学在籍期間が２年以上であること。
②表１に挙げるカリキュラムについて、ABCDEGの所定科目のうち、申請時までに３科目以上の単位修得をしていること。
③②の単位修得済み科目と今年度履修中の科目を合計して、ABCDEGの所定科目のうち、５科目以上となること。

（注）社会調査士資格（キャンディデイト）を取得の後、社会調査士に必要な科目を全て修得したら、正規資格へと変更
する手続きが必要となる。社会調査士資格（キャンディデイト）から正規資格への変更手続きが出来る有効期限は、
「社会調査士資格（キャンディデイト）」を認定されてから３年以内である。

４．申請の手続きについて
　社会調査士（キャンディデイト）資格は３年生の５月に、社会調査士資格は４年生の１月に、申請手続きに関する説明会
を行う予定をしている。

５．開講科目及び単位表

社会調査士に関する
所定の科目

本 学 開 講 科 目

備考コース
ナンバー 科目名 単

位
必
修

配
当
学
年

【A】社会調査の基本的事項に関する科目 PSB 1401 ▲現代社会調査入門 2 ○ 1

【B】調査設計と実施方法に関する科目 PSB 2404 △質問紙調査法 2 ○ 2

【C】基本的な資料とデータの分析に関する科目 PSB 1402 ○心理学統計法 2 ○ 1

【D】社会調査に必要な統計学に関する科目
PSB 2402 ○推測統計学Ⅰ 2 ○ 2 クラス指定
PSB 2450 ▲推測統計学Ⅱ 2 ○ 2 クラス指定

【E】量的データ解析の方法に関する科目 PSB 3400 　心理学情報処理 2 ○ 3
前提科目「推測統計学Ⅰ・Ⅱ」
クラス定員45人

【G】社会調査の実習を中心とする科目 PSS 3600 ○心理学演習 4 ○ 3
社会調査士の専門ゼミに入
ることが要件となる。

１．本学開講の科目名の前の印について、○はコース共通の必修科目、▲は社会・ビジネス心理コース必修科目、△は心理カウンセリン
グコース必修科目

２．本学開講科目に記載がある科目（７科目／計16単位）を全て履修・修得する必要がある。

10－⑾ 社会調査士
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全学部対象

１．社会福祉主事
　社会福祉主事は、都道府県､ 市、及び福祉事務所を置く町村で、福祉六法に定める援護又は育成等に関する事務をする
者をいう。本来、社会福祉主事任用資格は、その仕事をするために任用される公務員に要求される資格であるが、社会福
祉施設職員等の採用の資格に準用される場合もある。また､ 社会福祉の基礎的学習をしたことの目安ともされ、この資格
を条件とした求人採用もある。厚生労働大臣の指定する社会福祉に関する科目を３科目以上修めて卒業した者であること
等が条件となっている。

２．指定科目及び資格取得の方法　
　厚生労働大臣の指定する社会福祉に関する科目は以下のとおりである。（平成12年４月１日から適用）

社会福祉概論、社会福祉事業史、社会福祉援助技術論、社会福祉調査論、社会福祉施設経営論、社会福祉行政論、社
会保障論、公的扶助論、児童福祉論、家庭福祉論、保育理論、身体障害者福祉論、知的障害者福祉論、精神障害者保
健福祉論、老人福祉論、医療社会事業論、地域福祉論、法学、民法、行政法、経済学、社会政策、経済政策、心理学、
社会学、教育学、倫理学、公衆衛生学、医学一般、リハビリテーション論、看護学、介護概論、栄養学及び家政学の
うち三科目以上

（上記以外の科目名であっても、読替え可能な場合がある。本学の科目との対応は次頁参照）

３．履修証明の発行
　　　卒業証明書と成績証明書の２点をもって確認することとしています。

４．学内の問合せ窓口
　　学事課

＊参照　　社会福祉法第18条､ 19条

10－⑿ 社会福祉主事任用資格
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５．開講科目及び単位表

厚生労働大臣の
指定する科目

本学開講科目
備考

学科等 コース
ナンバー 科目名 単

位
配当
学年

社会福祉概論

［生］［心］ SWA 1201
現代社会と福祉Ⅰ ２ １

［こ］ ED I  2100
［生］［心］ SWA 1250

現代社会と福祉Ⅱ ２ １
［こ］ ED I  2251

社会福祉事業史

社会福祉援助技術論

［生］［心］ SWR 1251 ソーシャルワーク論Ⅰ ２ １
［生］ SWR 2202 ソーシャルワーク論Ⅱ ２ ２
［生］ SWR 2453 ソーシャルワーク論Ⅲ ２ ２

［生］［心］ SWR 2455 ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ ２ ２
［生］［心］ SWR 3504 ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ ２ ３
［生］［心］ SWR 3504 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ ２ ３
［生］［心］ SWR 3554 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ ２ ４

社会福祉調査論 ［生］［心］ SWR 2400 社会福祉調査法 ２ ２
社会福祉施設経営論
社会福祉行政論

社会保障論
［生］［心］ SWA 2200 社会保障論Ⅰ ２ ２
［生］［心］ SWA 2450 社会保障論Ⅱ ２ ２

公的扶助論 ［生］ SWR 3200 公的扶助論 ２ ３

児童福祉論
［生］ SWA 2203

児童福祉論 ２ ２
［こ］ ED I  2200

家庭福祉論 ［こ］ ED I  3500 家族援助論 ２ ３
保育理論 ［こ］ ED I  1250 保育原理 ２ １
身体障害者福祉論

［生］［心］ SWA 2250 障害者福祉論 ２ ２
知的障害者福祉論

精神障害者保健福祉論
［生］［心］ SWR 1252 精神保健福祉の原理Ⅰ ２ ２
［生］［心］ SWR 2402 精神保健福祉の原理Ⅱ ２ ２

老人福祉論 ［生］ SWA 2206 高齢者福祉論 ２ ２
医療社会事業論

地域福祉論
［生］［心］ SWA 3200

地域福祉論Ⅰ ２ ３
［こ］ ED I  3203

［生］［心］ SWA 3450 地域福祉論Ⅱ ２ ３ 前提科目「地域福祉論Ⅰ」
法学
民法
行政法
経済学
社会政策
経済政策

心理学

［共］ GEN 1401 心理学入門 ２ １
［心］ PSB 1200 心理学概論 ２ １

［生］［心］ SWR 2550
心理学と心理的支援 ２ ２

［こ］ EDR 3602
社会学 ［共］ GES 1202 社会学概論 ２ １

教育学
［こ］ EDB 1201 教育原理 ２ １
［資］ TEA 1850 教育原論 ２ １

倫理学
公衆衛生学
医学一般
リハビリテーション論 ［生］ SWR 2250 リハビリテーション論 ２ ２
看護学
介護概論
栄養学 ［生］ LDA 2403 栄養学 ２ ２
家政学
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※児童心理司
　を除く。心理学科、こども教育学科※、生活環境学科精神保健福祉コース※対象

１．児童指導員（任用資格）について
⑴　児童指導員とは
　児童指導員とは、児童福祉法に定められた児童養護施設や知的障害児通園（入園）施設、児童相談所等の児童福祉現場
において、児童の自立促進や生活指導等の援助を行う職である。

⑵　児童指導員任用資格の取得について
　心理学科を卒業、こども教育学科を卒業、または生活環境学科精神保健福祉コースで精神保健福祉士受験資格に必要な
科目（実習、演習を除く）のうち30単位以上を修得して卒業することによって任用資格が得られる。任用資格のため、試
験や資格証明書といったものが存在せず、大学の卒業証書・学位記をもって児童指導員任用資格証明とされる。
　任用資格であることから、上記の施設や相談所に、児童指導員として登用されている期間にのみ、児童指導員を名乗る
ことができる。したがって、児童指導員になるためには、施設や相談所の採用試験に合格することが前提となる。

２．児童心理司（任用資格）について
⑴　児童心理司とは
　児童心理司は、児童相談所において心理学の専門的学識に基づく心理判定業務に携わる職員のことで、従来は心理判定
員と呼ばれていた。かつては心理学専攻経験のない者でも心理判定業務に携わることができたが、現在は大学・大学院で
心理学を専攻し、心理職として採用された者をその任に充てることが普通になっており、高度な専門性を求められている。

⑵　児童心理司任用資格の取得について
　心理学科を卒業することによって任用資格が得られる。任用資格のため、試験や資格証明書といったものが存在せず、
大学の卒業証書・学位記をもって児童指導員任用資格証明とされる。
　任用資格であることから、児童相談所に、児童心理司として登用されている期間にのみ、児童心理司を名乗ることがで
きる。したがって、児童心理司になるためには、児童相談所の採用試験に合格することが前提となる。

３．児童福祉司（任用資格）について
⑴　児童福祉司とは
　児童福祉司は児童相談所に置かなければならない職員であり、児童の保護その他児童の福祉に関する事項について相談
に応じ、専門的技術に基づいて必要な指導を行うケースワーカーの一種である。

⑵　児童福祉司任用資格の取得について
　心理学科を卒業、こども教育学科を卒業、または生活環境学科精神保健福祉コースで精神保健福祉士受験資格に必要な
科目（実習、演習を除く）のうち30単位以上を修得して卒業してから、１年以上、厚生労働省令で定める施設において、
児童その他の者の福祉に関する相談に応じ、助言、指導などに従事した者等から任用される。
　任用資格であることから、児童相談所に、児童福祉司として登用されている期間にのみ、児童福祉司を名乗ることがで
きる。

10－⒀ 児童指導員・児童心理司・児童福祉司 任用資格
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国際言語文化学部・現代人間学部

1．上級情報処理士とは 　
　一般財団法人全国大学実務教育協会（以下「協会」という）が認定する資格である。
　インターネット活用、データ管理及び統計分析などを行う総合的な実践力を習得し、高度な情報実務能力を発揮し、問題
の発見と解決に貢献し、チームの機動力を強化できる人材であることが証明できる。

２．資格を取得するには 　
　例年７月頃と11月頃に、大学から一括申請するが、申請時に必要書類（科目単位修得見込書類等）の作成・提出、申請費
用が必要となる。

〈資格申請について〉
　各自が学事課で申請手続きをしてください。（詳細な日程は掲示にて確認すること。） 
　①【前期】６月中旬～７月上旬頃 　　認定証受渡し時期：９月下旬 　　
　　〈申請できる人〉資格に必要な単位が揃っている方　または、前期までの授業で資格に必要な単位修得可能（見込）な方

　②【後期】10月中旬～11月上旬頃 　
　認定証受渡し時期：４年次生→卒業式　　３年次生→４月 　
　　〈申請できる人〉資格に必要な単位が揃っている方　または、後期までの授業で資格に必要な単位修得可能（見込）な方

３．資格取得に必要な科目及び単位 　
　「７．開講科目及び単位表」より、合計24単位以上を修得すること。

４．資格取得に要する費用 　
　申請費用　7,700円

５．その他 　
　特に優秀な成績の申請者を会長賞受賞候補者として協会に推薦することがある。
　「開講科目及び単位表」は便覧より科目が変更となる場合があるので、履修登録時または履修検討期間に、資格確認表を必
ず確認してください。（教務課・学事課ウェブサイトまたは学事課窓口まで）

６．学内の問合せ窓口 　
学事課

10－⒁ 上級情報処理士
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７．開講科目及び単位表
2021年度以降入学者 

種 　 類 学　科 コース
ナンバー 授業科目名（☆は他学科等開放科目） 単

位 必修 配当
学年 備考

領域１

［共］ GEN 1202 情報の科学と倫理 2 ○ 1 メディア利用
［共］ GBL 1401 情報演習Ⅰa 1 1

［共］ GBL 1402 情報演習Ⅰb 1 1 メディア利用
［共］ GBL 2400 情報演習Ⅱ 1 2 各クラス定員35人
［共］ GBL 2450 情報処理 2 2 各クラス定員26人
［共］ GBL 1452 SNSコミュニケーションスキル 2 1

［国日］ CSA 2259 ☆インターネット社会論 2 2・3・4
［生］ LDR 3203 ☆マーケティング論 2 3

［こ］ CNS 2601 ☆ 子供のネット安全教育の理論
と実践 2 2・3・4

［こ］ EDN 3400 情報教育 2 3

領域２

［共］ GEN 2450 AIとデータサイエンス入門 2 ○ 2

［共］ GBL 2250 情報技術リテラシー 2

選択必修
2

［共］ GBL 2451 プログラミング演習 2 2 定員24人
［共］ GEN 1450 暮らしの統計学 2 1

領域３

［英］ EGS 3500 英語英文学演習Ⅰ 2 3

［英］ EGS 3550 英語英文学演習Ⅱ 2 3

［国日］ CSS 3600 専門演習Ⅰ 2 3

［国日］ CSS 3650 専門演習Ⅱ 2 3

［生］ SLS 3401 生活環境特論 4 3

［心］ PSS 3600 心理学演習 4 3

［こ］ EDS 3600 こども教育演習 4 3

［こ］ ED I  4601 初等教育実習Ⅰa 2 4

［こ］ ED I  4602 初等教育実習Ⅱa 2 4

［こ］ EDP 3600 初等教育実習Ⅰb 2 3

［こ］ EDP 3601 初等教育実習Ⅱb 2 3

［教］ TEA 4856 中等教育実習Ⅰ 2 4

［教］ TEA 4857 中等教育実習Ⅱ 2 4

［共］ GBL 2300 アカデミック・ライティング 2

選択必修

2

［共］ GBL 1200 文章作成法Ⅰ 1 1 7.5コマ　各クラス定員30人
［共］ GBL 1201 文章作成法Ⅱ 1 1 7.5コマ　各クラス定員30人
［共］ GCP 2600 キャリア形成ゼミ 2 2 定員20人
［共］ GCP 2650 インターンシップ 2 2・3・4

合計24単位以上（領域1（必修2単位以上）＋領域2（必修4単位以上）＋領域3（必修2単位以上））

☆　他学科等科目（どの学部・学科も履修できる科目）
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英語英文学科・国際日本文化学科　対象

１．プレゼンテーション実務士とは
　一般財団法人全国大学実務教育協会（以下「協会」という）が認定する資格で、協会の定める教育目標は以下のとおりで
ある。
　「自分の伝えたいことを具体的に分かりやすく説明し、相手に正しく理解してもらうコミュニケーション能力、及びその目
的のために情報ツールを活用する能力の養成を教育目標とする。」

２．資格取得に必要な単位
　「７．開講科目及び単位表」より、合計16単位以上修得すること。
⑴　必修科目 ６単位
⑵　選択科目 10単位以上
※　単位修得により資格認定されるので、所定単位を修得（見込を含む）すれば、認定申請が可能である。

３．資格を取得するには
　例年７月下旬頃と11月下旬頃に、大学から一括申請するが、申請時に必要書類（科目単位修得見込書類等）の作成・提
出、申請費用が必要となる。

〈資格申請について〉
　各自が学事課で申請手続きをしてください。（詳細な日程は掲示にて確認すること。）
　①【前期】６月中旬～７月上旬頃
　　認定証受渡し時期：９月下旬
　　〈申請できる人〉
　　資格に必要な単位が揃っている方　または、前期までの授業で資格に必要な単位修得可能（見込）な方

　②【後期】10月中旬～11月上旬頃
　認定証受渡し時期：４年次生→卒業式　　３年次生→４月
　　〈申請できる人〉
　　資格に必要な単位が揃っている方　または、後期までの授業で資格に必要な単位修得可能（見込）な方

４．資格取得に要する費用
　　申請費用　5,500円

５．その他
　　特に優秀な成績の申請者を会長賞受賞候補者として協会に推薦することがある。
　「開講科目及び単位表」は便覧より科目が変更となる場合があるので、履修登録時または履修検討期間に、資格確認表を必
ず確認してください。（教務課・学事課ウェブサイトまたは学事課窓口まで）

６．学内の問合せ窓口
　　学事課

10－⒂ プレゼンテーション実務士
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７．開講科目及び単位表（2021年度入学生以降から適応）

学科等 コース
ナンバー 授業科目名 単位数 必修／

選択 配当学年

領
域
１

［英］
［国日］ CSA2457 ☆プレゼンテーション演習 2 ● 2・3・4 定員30人

［英］
［国日］ CSA2305 ☆プレゼンテーション概論 2 〇 2・3・4 定員35人

［英］ EGB3302 　Communication Skills I 1 〇 3 定員20人

［英］ EGB3352 　Communication Skills II 1 〇 3 定員20人

［英］ EGE2302 　Public Speaking 2 〇 2・3・4

領
域
２

［英］ EGF2202 　コミュニケーション学概論 2 ● 1

［国日］ CSB1550 　日本語コミュニケーションⅡ 2 ● 1

［国日］ CSA2306 ☆日本語表現 2 〇 2・3・4 定員46人

［共］ GCP2600 　キャリア形成ゼミ 2 〇 2 定員20人

［英］ EGE3402 　Persuasive Communication 2 〇 3・4

［共］ GES1251 　暮らしの経済学 2 〇 1

［共］ GEN1401 　心理学入門 2 〇 1

［共］ GES1202 　社会学概論 2 〇 1

［英］ EGR3500 ☆旅行観光業研究 2 〇 2・3・4 （隔年開講１）

［英］ EGL2400 ☆ことばとコミュニケーション 2 〇 2・3・4

［国日］ CSA2218 　図書館情報技術論　 2 〇 2・3・4 定員46人

［図］ L I B2850 　情報サービス演習Ⅰ 2 〇 2・3・4 定員46人

［英］ EGB2308 ☆同時通訳法Ⅰ 2 〇 2・3・4 定員20人

［英］ EGL3403 ☆対人コミュニケーション 2 〇 2・3・4

［英］ EGE3300 　Global English Lecture Ⅰa  2 〇 2・3・4 （2018年度まで開講）

領
域
３

［英］ EGF1150 　英語英文学基礎演習Ⅰ 2 ● 1 クラス指定

［国日］ CSB1650 　基礎演習Ⅰ 2 ● 1 クラス指定

［共］ GCP2650 　インターンシップ 2 〇 2・3・4

合計16単位以上（●必修６単位＋〇選択科目10単位以上）を修得すること
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１．情報活用力プログラムとは
　情報社会において必要な情報科学の知識・技能を身につけるとともに、それらが社会に与える影響を理解した上で、新た
な情報を作り出し、課題を発見し、その解決に向けて主体的に解決策を検討し、実践できる人材の養成を目的とする。
　なお、本プログラムの科目には上級情報処理士資格取得のために必要な科目も含んでいる。

２．修了証の交付
　本学「情報活用力プログラム修了証」を卒業時に交付する。

３．資格に関する学内管轄部署
　教員：神月紀輔
　事務取扱窓口：ND教育センター事務室

４．開講科目表及び単位表
　以下の科目の中から、30単位以上を履修しなければならない。

区分 学科等 コース
ナンバー 授業科目名（☆は他学科等開放科目） 単位 必修 配当

学年 備考

基礎
基幹

［共］ GBL1401 情報演習Ⅰa 1 1単位
選択
必修

1

［共］ GBL1402 情報演習Ⅰb 1 1 メディア利用

［共］ GBL2400 情報演習Ⅱ 1 ○ 2 各クラス定員35人

［共］ GBL2250 情報技術リテラシー 2 ○ 2

［共］ GEN1202 情報の科学と倫理 2 ○ 1 メディア利用

［共］ GEN2450 AIとデータサイエンス入門 2 ○ 2

［共］ GBL1200 文章作成法Ⅰ 1

8単位以
上選択
必修

1 7.5コマ　各クラス定員30人

［共］ GBL1201 文章作成法Ⅱ 1 1 7.5コマ　各クラス定員30人

［共］ GBL1452 SNSコミュニケーションスキル 2 1

［共］ GBL2450 情報処理 2 2 各クラス定員26人

［共］ GBL2451 プログラミング演習 2 2 定員24人

［英］ EGF1100 英語英文学基礎演習Ⅰ 2 1

［英］ EGF1150 英語英文学基礎演習Ⅱ 2 1

［国日］ CSB1600 基礎演習Ⅰ 2 1 　 

［国日］ CSB1650 基礎演習Ⅱ 2 1

［生］ SLF1301 生活環境基礎演習Ⅰ 2 1

［生］ SLF1251 生活環境基礎演習Ⅱ 2 1

［心］ PSB1300 心理学基礎演習Ⅰ 2 1

［心］ PSB1350 心理学基礎演習Ⅱ 2 1

［こ］ EDB1200 こども教育基礎演習 1 1

［こ］ EDB1500 こども教育フィールド研修 1 1 集中

専門

［英］ EGS3500 英語英文学演習Ⅰ 2

4単位以
上選択
必修

3

［英］ EGS3550 英語英文学演習Ⅱ 2 3

［国日］ CSS3600 専門演習Ⅰ 2 3

［国日］ CSS3650 専門演習Ⅱ 2 3

［生］ SLS3401 生活環境特論 4 3

［心］ PSS3600 心理学演習 4 3 　 

10－⒃ 情報活用力プログラム
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区分 学科等 コース
ナンバー 授業科目名（☆は他学科等開放科目） 単位 必修 配当

学年 備考

専門

［こ］ EDS3600 こども教育演習 4 3

［国日］ CSA2259 ☆インターネット社会論 2 2・3・4

［生］ LDR3203 ☆マーケティング論 2 3

［心］ PSR3203 3

［こ］ EDN3400 ☆情報教育 2 3

［こ］ CNS2601 ☆子供のネット安全教育の理論と実践 2 2・3・4 集中

関連

［共］ GEN1150 生命倫理 2

10単位以
上選択
必修

1

［共］ GEN1450 暮らしの統計学 2 1

［共］ GBL2300 アカデミック・ライティング 2 2

［共］ GCP1550 短期インターンシップ 1 1・2 集中

［共］ GCP2600 キャリア形成ゼミ 2 2 集中　定員20人

［共］ GCP2650 インターンシップ 2 2・3・4 集中

［英］ EGL2453 ☆ことばのしくみ 2 2・3・4

［英］ EGL3403 ☆対人コミュニケーション 2 2・3・4

［英］ EGL3406 ☆ことばの音と形態 2 2・3・4

［英］ EGL3455 ☆ことばと社会 2 2・3・4 「言語学概論」又は「英語の歴
史」の履修者であること

［英］ EGL3458 ☆ことばと意味 2 2・3・4

［生］ LDA1250 ☆家庭電気・機械及び情報処理 2 1

［生］ LDR2201 ☆ビジネスの基礎Ⅰ 2 2

［心］ PSR2201 2

［生］ LDR2252 ☆ビジネスの基礎Ⅱ 2 2 前提科目「ビジネスの基礎Ⅰ」

［生］ LDR3253 ☆ソーシャルマーケティング論 2 3

［生］ LDR3254 ☆女性起業論 2 3

［心］ PSR3254 3 　 

［心］ PSA2202 ☆生活環境の心理学 2 2・3

［心］ PSA2203 ☆消費者行動の心理学 2 2・3

［心］ PSA2205 ☆知覚・認知心理学 2 2・3

［心］ PSA2254 ☆学習・言語心理学 2 2

［こ］ EDI4601 初等教育実習Ⅰa 2 4 集中

［こ］ EDI4602 初等教育実習Ⅱa 2 4 集中

［こ］ EDP3600 初等教育実習Ⅰb 2 3 集中

［こ］ EDP3601 初等教育実習Ⅱb 2 3 集中

［教］ TEA4856 中等教育実習Ⅰ 2 4 集中

［教］ TEA4856 中等教育実習Ⅱ 2 4 集中

［英］ EGS4600 卒業研究(※） 8 4

［国日］ CSS4600 4

［生］ SLS4600 4

［心］ PSS4602 4

［こ］ EDS4601 4

各学科専門教育科目のうち情報分野
を含むもの

4単位
以内

☆　他学科等科目（どの学部・学科も履修できる科目）
※　 「卒業研究」「各学科専門教育科目のうち情報分野を含む科目」は、ND教育センターで情報分野を含むことを確認した場合に限り認定
される。
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１．日本語教員とは
　日本語教員とは、外国人の留学生や労働者、またその家族など、日本語を母語としない学習者に日本語を教える教員のこ
とである。日本語教員には、国家資格に相当するものがなく、その代わりに大学等において一定の課程を修了した者を日本
語教員として認定することが定められている（文部省第113年報 資料編　昭和60年）。本学においても、「日本語教員養成課
程」の所定単位を修得した学生に、学長名で「日本語教員養成課程修了証」が発行される。これにより、履歴書等の資格欄
に「京都ノートルダム女子大学日本語教員養成課程修了」と記すことができ、日本語教員資格を取得したものとして認定さ
れる。ただし、日本語教育に関する実際の求人においては、「日本語教育能力検定試験」（公益財団法人日本国際教育支援協
会実施）合格者を採用条件にしている場合もあるので、本学の「修了証」を基礎資格として、同検定試験合格を目指すこと
が望ましい。

２．履修者の要件
　成績優秀で、日本語教育や国際交流への関心や熱意があり、かつ教育に志す者として学則に反するような行為のない者で
あること。上記要件を満たさない場合は、履修を認めないことがある。 

３．日本語教員養成課程カリキュラム
　「８．開講科目及び単位表」に定めるとおり、所定の45単位以上を履修しなければならない。必修科目については、履修
年次が定められているものがあるので注意を要する。④のうち、「日本語教育実習Ⅰ」の履修にあたっては、「日本語教育入
門」を先行履修していることが前提条件となる。また「日本語教育実習Ⅱ」「日本語教育実習Ⅲ」については、いずれか１
科目を必修とするが、それらの履修にあたっては「日本語教育実習Ⅰ」を先行履修していること、かつ、必修及び選択必修
科目24単位のうち18単位以上を修得済みであることが前提条件となる。「日本語教育実習Ⅲ」は、学外で実習を行う科目で、
履修可能人数に制限があり、不開講となる場合もあるので、日本語教員養成課程オリエンテーション等でよく確認すること。
外国人留学生については、「日本語教育実習Ⅱ」「日本語教育実習Ⅲ」の履修条件として、日本留学試験320点以上（日本語・
記述点を含む）の成績を取得していることが求められる。また、「日本語教授法」「日本語教育実習Ⅰ～Ⅲ」は、資格科目で
あり、卒業要件単位には含まれない（「日本語教育入門」は、国際日本文化学科学生のみ卒業要件単位となる）。⑤のうち、
「英語科目」については、英語英文学科学生は専門科目４単位をもってあてるものとする。外国人留学生は、「英語科目」「英
語以外の外国語科目」８単位を日本語科目に代えることができる。

４．ガイダンス
　日本語教員養成課程を履修する者は、本学が開催するオリエンテーションに必ず出席し、必要な書類を受取って、所定の
期日までに課程履修の申込みを行うこと。

５．資格取得に関する費用
　「日本語教育実習Ⅱ・Ⅲ」に関しては、以下の実習費を徴収する。所定の期限までに納入しなければ、実習を履修するこ
とはできない。また、「Ⅲ」に関しては、別途交通費や宿泊費等が必要になるので、それ相応の負担を準備すること。
　実習費（予定）
　日本語教育実習Ⅱ：1,000円
　日本語教育実習Ⅲ：2,000円

６．修了証の交付
　本学「日本語教員養成課程修了証」を卒業時に交付する。

10－⒄ 日本語教員養成課程
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７．資格に関する学内管轄部署
　　教員：国際日本文化学科　蜂矢　真弓
　　事務取扱窓口：学事課

８．開講科目及び単位表
　　以下の科目の中から、45単位以上を履修しなければならない。
　　科目選択にあたっては、前提科目などさまざまな取り決めがあるので注意すること。

領
域 学科等 コース

ナンバー
授業科目名

（☆は他学科等開放科目） 単位数 必修 選択
必修 配当学年 備考

①
社
会
・
文
化
・
地
域

［共］ GEH 1250 　日本文学 2

２
単
位
以
上

1

［共］ GEH 1201 　日本近現代史 2 1

［共］ GEH 1202 　東アジア近現代史 2 1

［共］ GEH 1252 　ヨーロッパ近現代史 2 1

［共］ GEH 1253 　文化人類学 2 1

［国日］ CSA 1203 　比較文化概論 2 1･2

［国日］ CSA 2202 ☆日本伝統文化論 2 2･3･4

［国日］ CSA 1204 ☆国際関係論 2 1･2

［国日］ CSA 1200 　国文学概論 2 1･2 国文学史を含む

［国日］ CSA 3254 ☆日本文学特講 2 2･3･4 （隔年開講2）

［国日］ CSA 2250 ☆日本古典文学講読 2 2･3･4

［国日］ CSA 3251 ☆日本近代文学講読 2 2･3･4 （隔年開講1）

［国日］ CSA 2265 ☆漢文学特講 2 2･3･4 （隔年開講1）

［国日］ CSA 2255 ☆京都学 2 2･3･4

［国日］ CSA 3263 ☆出版文化史 2 2･3･4 （隔年開講2）

［国日］ CSA 2273 ☆日本思想 2 2･3･4

［国日］ CSA 2212 ☆日本美術史 2 2･3･4

［国日］ CSA 3201 ☆日本美術特講 2 3･4

［国日］ CSA 3250 ☆日本年中行事論 2 3･4

②
言
語
と
社
会

［共］ GES 1202 　社会学概論 2

２
単
位
以
上

1

［共］ GES 1251 　暮らしの経済学 2 1

［共］ GEH 1150 　歴史の中の女性 2 1

［共］ GES 1500 　ボランティア概論 2 1

［国日］ CSA 2268 ☆多文化理解 2 1･2 （隔年開講2）

［国日］ CSA 1252 ☆  現代ジャーナリズム
入門 2

1･2
定員60人

［心］ PSR 1251 1･2

［英］ EGL 3455 ☆ことばと社会 2 2･3･4 「言語学概論」又は「英語の歴史」の
履修者であること

③
言
語
と
心
理

［共］ GEN 1401 　心理学入門 2

２
単
位
以
上

1

［教］ TEA 2801 　発達と学習の教育心理 2 2
障害のある幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程を含む　

［心］ PSA 2201 ☆発達心理学概論 2 2･3

［心］ PSA 1250 ☆教育心理学概論 2 1･2

［心］ PSA 2502 ☆障害者・障害児心理学 2 2･3

［心］ PSA 2205 ☆知覚・認知心理学 2 2･3

④
言
語
と
教
育

［国日］ CSA 2304 　日本語教育入門 2 ○ 2･3･4

［日］ JLT 2850 　日本語教授法 2 ○ 2･3

［日］ JLT 3800 　日本語教育実習Ⅰ 2 ○ 3
前提科目「日本語教育入門」
週2コマ

［日］ JLT 3850 　日本語教育実習Ⅱ 2
２単位
以上

3･4 定員10人
前提科目「日本語教育実習Ⅰ」

［日］ JLT 3855 　日本語教育実習Ⅲ 2 3
定員8人
前提科目「日本語教育実習Ⅰ」
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領
域 学科等 コース

ナンバー
授業科目名

（☆は他学科等開放科目） 単位数 必修 選択
必修 配当学年 備考

④
言
語
と
教
育

［国日］ CSB 1500 日本語コミュニケー
ションⅠ 2

６単位
以上

1 文章表現を含む

［国日］ CSB 1550 日本語コミュニケー
ションⅡ 2 1 文章表現を含む

［国日］ CSB 2500 日本語コミュニケー
ションⅢ 2 2 文章表現を含む

［国日］ CSA 2260 ☆子どもの読書とメディア 2 2･3･4 （隔年開講2）

［国日］ CSA 2561 ☆識字活動と子どもの権利 2 2･3･4 （隔年開講1）

［国日］ CSA 2512 ☆昔話とストーリーテリング 2 2･3･4

［英］ EGF 2202 コミュニケーション学
概論 2 1

［英］ EGL 3456 ☆  異文化間コミュニケー
ション 2 2･3･4

［英］ EGE 2501 Intercultural Communication 
and Adjustment 2 2･3･4

［英］ EGL 3403 ☆対人コミュニケーション 2 2･3･4

［こ］ EDP 2201 　外国語（英語） 2 2

［こ］ EDP 2454 　外国語（英語）指導法 2 2

［英］ EGR 2202 ☆こども英語指導法
　（理論編） 2 2･3･4

［英］ EGR 2252 ☆こども英語指導法
　（実践編） 2 2･3･4

［司］ LIB 3800 　児童サービス論 2 3･4

［共］ GBL 1401 　情報演習Ⅰa 1

２単位
以上

1 クラス指定

［共］ GBL 1402 　情報演習Ⅰb 1 1
メディア利用
クラス指定

［共］ GBL 2400 　情報演習Ⅱ 1 2

「情報演習Ⅰa」あるいは「情報演習
Ⅰb」を履修していることが望ましい
各クラス定員35人

［共］ GBL 2450 　情報処理 2 2 各クラス定員26人

⑤
言
語

［国日］ CSA 1201 　国語学概論 2 ○ 1･2 音声言語を含む

［国日］ CSA 2352 ☆日本語文法 2 ○ 2･3･4

［国日］ CSA 2353 ☆日本語研究 2 ○ 2･3･4

［英］ EGF 2201 　言語学概論 2

４単位
以上

1

［国日］ CSA 2264 ☆日中近代語彙比較論 2 2･3･4 （隔年開講2）　

［国日］ CSA 2219 ☆言語文化概論 2 1･2 漢字文化史（隔年開講2）

［国日］ CSA 2307 ☆スピーチの基礎 2 2･3･4 定員30人　

［英］ EGL 2453 ☆ことばのしくみ 2 2･3･4

［英］ EGR 3450 ☆応用言語学 2 2･3･4

［英］ EGR 3202
☆外国語としての日本語 2 2･3･4 定員30人

［国日］ CSA 3202
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領
域 学科等 コース

ナンバー
授業科目名

（☆は他学科等開放科目） 単位数 必修 選択
必修 配当学年 備考

⑤
言
語

［共］ GBE 1302 　英語理解Ⅰ 1

４単位
以上＊

1
クラス指定
英語英文学科・外国人留学生は選択

［共］ GBE 1303 　英語表現Ⅰ 1 1
クラス指定
英語英文学科・外国人留学生は選択

［共］ GBE 1352 　英語理解Ⅱ 1 1
クラス指定
英語英文学科・外国人留学生は選択

［共］ GBE 1353 　英語表現Ⅱ 1 1
クラス指定
英語英文学科・外国人留学生は選択

［共］ GBE 2300 　日常の英会話 1 2

［共］ GBE 2350 　旅行の英会話 1 2

［共］ GBE 2351 　留学の英会話 1 2

［共］ GBE 2301 　おもてなしの英会話 1 2

［共］ GBE 2307 　ビジネス英会話 1 2

［共］ GBE 2352 　歌って覚える英語表現 1 2

［共］ GBE 2308 　英語リスニング 1 2

［共］ GBE 2354 　実用英語基礎 1 2

［共］ GBE 2305 　身近な英文法 1 2

［共］ GBE 1355 　海外研修（語学）Ⅱa 2 1･2･3

［共］ GBE 1356 　海外研修（語学）Ⅱb 2 1･2･3･4

［共］ GBJ 1300 　日本語特講Ⅰ 1 2 　　 外国人留学生のみ適用

［共］ GBJ 1350 　日本語特講Ⅱ 1 2

［共］ GBJ 1301 　日本語講読Ⅰ 1

４単位
以上

1

［共］ GBJ 1351 　日本語講読Ⅱ 1 1

［共］ GBJ 2300 　日本語表現Ⅰ 1 1

［共］ GBJ 2350 　日本語表現Ⅱ 1 1

［共］ GBF 1300 　ドイツ語 2 1 週2コマ　

［共］ GBF 1350 　フランス語 2 1 週2コマ　

［共］ GBF 1301 　スペイン語 2 1 週2コマ　

［共］ GBF 1351 　アラビア語 2 1 週2コマ　

［共］ GBF 1302 　中国語Ⅰ 2 1 週2コマ　

［共］ GBF 1352 　中国語Ⅱ 2 1 週2コマ　

［共］ GBF 2300 　中国語Ⅲ 2 2 週2コマ　

［共］ GBF 1303 　コリア語Ⅰ 2 1 週2コマ　

［共］ GBF 1353 　コリア語Ⅱ 2 1 週2コマ　

［共］ GBF 2301 　コリア語Ⅲ 2 2 週2コマ　

［共］ GBF 1354 　海外研修（語学）Ⅰ 2 1･2･3･4

総合計 45単位以上

☆他学科等科目（どの学部・学科も履修できる科目）

【プログラム修了の要件】
１　上表のとおり単位を修得すること。ただし、英語英文学科を卒業した者は、＊の選択必修４単位を修得したものとみなす。
２　学士の学位を有すること。

⎫
⎬
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

─ 141 ─

3
．教
育
理
念
・
方
針
等

5
．国
際
言
語
文
化
学
部

4
．履
修
登
録
に
あ
た
っ
て

6
． 現
代
人
間
学
部

7
． キ
ャ
リ
ア
教
育

8
． 履
修
科
目
表

9
． 他
大
学
等
科
目
の

履
修
に
つ
い
て

10
．免
許
・
資
格

10
．免
許
・
資
格





11．留学・海外研修等　

　　　　　　⑴　米国姉妹大学留学制度

　　　　　　⑵　学生申請留学制度

　　　　　　⑶　韓国カトリック大学交換留学制度（派遣）

　　　　　　⑷　ベトナム国立ホーチミン人文社会科学大学
　　　　　　　　交換留学制度（派遣）

　　　　　　⑸　セメスター認定留学制度

　　　　　　⑹　海外研修・海外インターンシップ

　　　　　　⑺　グローバル英語コース留学制度実施要項
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　本学では米国の２大学と交換留学協定を締結している。（以下「米国姉妹大学」という。）
　この協定による留学で約10か月の留学期間中に修得した単位は、30単位を超えない範囲で本学において修得した単位として
認定する。

１．米国姉妹大学
⑴　Mount Mary University（マウントメリー大学）
　　　　　（2900 North Menomonee River Parkway, Milwaukee, Wisconsin 53222-4597）
⑵　Notre Dame of Maryland University（メリーランド・ノートルダム大学）
　　　　　（4701 North Charles Street, Baltimore, Maryland 21210-2476）

２．留学期間
⑴　２年次後期から３年次前期の間
⑵　３年次後期から４年次前期の間

３．留学した場合の卒業年次
⑴　２年次後期から留学した場合
　　２年次後期から３年次前期の間、米国姉妹大学に留学した場合、４年間で卒業することが可能である（ただし、学科と
の相談による）。（「11．帰国後の本学授業科目の履修」参照）
⑵　３年次後期から留学した場合
　　英語英文学科の学生が、３年次後期から米国姉妹大学へ留学し、４年次前期に帰国した場合、４年次終了時点で全ての
卒業条件が満たされていれば卒業が認められる（その他の学科については学科との相談による）。ただし、留学から帰国後の
４年次において、通年科目を後期から半年のみ履修した場合、その単位は修得したものと認められない。

４．留学決定の手順
⑴　留学希望者は、毎年５月中旬に開催される留学説明会に出席すること（掲示にて詳しい内容をお知らせします）。
⑵　留学希望者は、TOEFL-ITP又はTOEFL-iBTを受験し、国際教育課で留学に関する相談を行うこと。
⑶　留学希望者は、必ずTOEFL-iBT（Test of English as a Foreign Language）を受験しなければならない。TOEFL
は、指定のテストセンターで個別に受験する仕組みになっているため各自で数回受験すること。
⑷　米国姉妹大学への留学を希望する者は、毎年２月初旬の申請締切までにTOEFL-iBTテストの成績を添付して国際教育課
へ所定の留学願を提出すること。
各大学の申請に必要なTOEFL-iBTの点数は次のとおり。
・マウントメリー大学：61点
・メリーランド・ノートルダム大学：61点
⑸　留学者は、TOEFL-iBTの成績及び本学での成績等を審査して決定される。

11－⑴　米国姉妹大学留学制度
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５．留学に要する費用等
学費等の概算（2020年10月１日現在） ＄1＝￥107で計算した場合（概算）

区　　分 Mount Mary 
University

Notre Dame of 
Maryland 
University

備　　　　考

授　業　料
$ 20,967 25,530 姉妹大学の奨学金相当分を引い

た額。￥（概算） 2,243,469 2,731,710

寮　　　費
$ 10,610 12,566 休暇を除く額。

食費を含む。￥（概算） 1,135,270 1,344,562

計
$ 31,577 38,096

￥（概算） 3,378,739 4,076,272

（注１）　上記の費用には、申込金、手続き料、学生費、教材費、渡航費、保険料等は含まない。
（注２）　  留学費用は、あくまでも目安である。留学費用は毎年変更されるとともに為替レートにより変動するため、各自

の希望する留学時期にあわせて最新の費用を確認すること。
※  上記の額は留学期間中にかかる費用の概算。授業料及び寮費は毎年変更されるため、各自で該当の大学のウェブサイト
を参照すること。

６．留学期間中の本学学費等
　　留学期間中の本学学費等は、学則別表２に定めるとおり全額納付しなければならないが、次項による奨学金等の制度が適
用される。

７．奨学金等
⑴　米国姉妹大学留学奨学金として、本学授業料年額の２分の１に相当する額が支給される。ただし、この額は後期授業料
として充当することとする。
⑵　教育充実費、施設設備費の年額の12分の１額に留学期間月数を乗じて得た額が免除される。ただし、出国、帰国の月は
留学月数に算入しない。既に納付された諸費については、帰国後精算される。
⑶　修学支援制度、グローバル英語コース留学奨学金、外国人留学生授業料減免・外国人留学生奨学金（第１種・第２種）
との併給は不可。その他の奨学金については個別に相談すること。

８．留学期間中の単位認定
⑴　留学期間中に修得した科目・単位は、留学先大学の成績証明書に基づき、それに相当する本学の科目・単位としてみな
し、30単位を超えない範囲で帰国後の年次に認定される。
⑵　ただし、学則第17条及び第17条の２に定めるとおり、大学コンソーシアム京都の単位互換科目（他大学・短期大学の開
講科目）等の履修やTOEIC等の成果により認定された単位も、この30単位から差引かれるので注意すること。

９．資格取得に関する科目の取扱い
⑴　教職、学校図書館司書教諭、図書館司書、博物館学芸員等、免許・資格取得に関する科目については、留学によって修
得した単位は認められないので注意すること。
⑵　教職課程を履修している場合、教育実習等の履修計画により４年間で教職課程を修了することができない可能性がある
ので注意すること。
⑶　留学と教職課程又は司書課程を同時に履修することは困難であり、教職科目又は司書科目を履修する場合は、登録決定
以前に必ず教務課、学事課又は司書課程事務室に申出て相談すること。

10．出国届と帰国届
　　留学のために渡航するときは所定の「出国届」を提出し、留学を終了して帰国したときは所定の「帰国届」と「留学報告
書」を国際教育課に提出すること。
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11．帰国後の本学授業科目の履修
⑴　留学前に登録済みの後期開講科目は、帰国後の後期に履修する。
⑵　帰国後は、通年開講科目は新規に登録し、履修することができる。その場合は、帰国後すぐに出席すること。
⑶　後期開講科目は、新規に登録し履修することができる（定員を満たしている抽選科目を除く）。その場合は、教務課と学
事課に相談すること。
⑷　帰国時期が遅くなった場合は、実質的に通年開講科目や資格取得に関する科目を履修することができない場合がある。
そのため留学期間終了後、可能な限り早く（遅くとも５月末までに）帰国すること。

12．米国姉妹大学での指導助言等
⑴　本学と米国姉妹大学との協定に基づき、米国姉妹大学の教員アドバイザーにより適切な指導助言が得られる。
⑵　各米国姉妹大学では大学の学生寮に入居し、できる限りアメリカ人のルームメイトと同室になるよう配慮される。

13．留学の取消し
　　留学決定後又は留学中の者が次の各号の一に該当すると認められる場合、留学を取消し、帰国させることがある。
⑴　派遣先大学において成業の見込みがないと判断された場合
⑵　本学の学費等の納付を怠った場合
⑶　派遣留学生としてふさわしくない行為があった場合
⑷　その他、上記以外の事項又は本人の事情、健康上の理由などにより、留学を継続することが困難になったと判断された
場合

　学生個人が本学協定大学以外の外国大学（学部課程）に出願し、その大学より受講が認められたとき、学生から本学に所定
の留学申請を行うものとする。本学が教育上有益と認めるときは「学生申請留学」として許可し、留学期間中に修得した単位
は、30単位を超えない範囲で本学において修得した単位として認定される。

１．申請資格
　　留学する時点で本学に１年以上在学していること。

２．留学期間
⑴　本学として取扱う留学期間は、原則として６か月以上１年未満とする。
⑵　留学期間の延長を希望するときは、許可を得て１年を限度として延長することができる。
⑶　留学の期間は、在学の期間に算入する。

３．留学した場合の卒業年次
⑴　２年次後期から留学した場合
　　学生申請留学において、２年次後期から３年次前期の間留学した場合、４年間で卒業することが可能である（ただし、
学科との相談による）。（「10．帰国後の本学授業科目の履修」参照）
⑵　３年次後期から留学した場合
　　英語英文学科の学生が、３年次後期から申請留学先大学へ留学し、４年次前期に帰国した場合、４年次終了時点で全て
の卒業条件が満たされていれば卒業が認められる（その他の学科については学科との相談による）。ただし、留学から帰国
後の４年次において、通年科目を後期から半年のみ履修した場合、その単位は修得したものと認められない。

11－⑵　学生申請留学制度
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４．留学申請の手続
　　留学を希望する者は、留学渡航の２ヵ月前までに次の書類を国際教育課に提出し、学長の許可を受けること。
⑴　留　学　願
⑵　留学計画書
⑶　留学先大学の入学許可書の写し
⑷　その他本学が必要と認めた書類

５．留学期間中の本学学費等
⑴　留学期間中の本学学費等は、学則別表に定めるとおり全額納付すること。
⑵　学費等の納付がなければ本学の単位に認定されない。ただし、次項による教育充実費、施設設備費に関して減免の制度がある。

６．教育充実費、施設設備費の減免
⑴　教育充実費、施設設備費の年額の12分の１額に留学期間月数を乗じて得た額が減免される。ただし、出国、帰国の月は
留学月数に算入しない（修学支援制度との重複減免はできない）。
⑵　既に納付された諸費については、帰国後精算される。

７．留学期間中の単位認定
⑴　留学期間中に修得した科目・単位は、留学先大学の成績証明書に基づき、それに相当する本学の科目・単位としてみな
し、30単位を超えない範囲で帰国後の年次に認定される。
⑵　ただし、学則第17条及び第17条の２に定めるとおり、大学コンソーシアム京都の単位互換科目（他大学・短期大学の開
講科目）等の履修やTOEIC等の成果により認定された単位も、この30単位から差引かれるので注意すること。

８．資格取得に関する科目の取扱い
⑴　教職、学校図書館司書教諭、図書館司書、博物館学芸員等、免許・資格取得に関する科目については、留学によって修
得した単位は認められないので注意すること。
⑵　教職課程を履修している場合、教育実習等の履修計画により４年間で教職課程を修了することができない可能性がある
ので注意すること。
⑶　留学と教職課程又は司書課程を同時に履修することは困難であり、教職科目又は司書科目を履修する場合は、登録決定
以前に必ず教務課、学事課又は司書課程事務室に申出て相談をすること。

９．出国届と帰国届
　留学のために渡航するときは所定の「出国届」を提出し、留学を終了して帰国したときは所定の「帰国届」と「留学報告
書」を国際教育課に提出すること。

10．帰国後の本学授業科目の履修
⑴　留学前に登録済みの後期開講科目は、帰国後の後期に履修する。
⑵　帰国後は、通年開講科目は新規に登録し、履修することができる。その場合は、帰国後すぐに出席すること。
⑶　後期開講科目は新規に登録し履修することができる（定員を満たしている抽選科目を除く）。その場合は、教務課と学事
課に相談すること。
⑷　帰国時期が遅くなった場合は、実質的に通年開講科目や資格取得に関する科目（前期開講科目）を履修することができ
ない場合がある。そのため留学期間終了後、可能な限り早く（遅くとも５月末までに）帰国すること。

11．その他
　既に休学して留学している者で、学生申請留学を希望するときは、所定の「復学願」を提出し、学長の許可を受けなけれ
ばならない。
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　韓国カトリック大学との教育交流協定に基づき、本学から韓国カトリック大学へ交換留学生を派遣することに関し必要な事
項を定める。

１．協定大学
　　韓国カトリック大学・聖心キャンパス（The Catholic University of Korea， Songsim Campus） 　　
　　（所在地　〒420-743　韓国京畿道富川市遠美区駅谷2洞山43-1）

２．交換留学生の定義
　交換留学生とは、本学が韓国カトリック大学との学生交流に関する協定に基づいて、本学に在籍しながら、原則として１
年以内の期間派遣する留学生をいう。

３．申請資格及び条件
　　交換留学生は、留学の意志が強く心身ともに健康で以下の条件を満たさなければならない。
⑴　学部生の場合
①　留学以前に本学において１学年以上の履修を修了し、留学する前々学期までの成績がGPA2.0以上であること。
②　所属学部より交換留学生として応募することが許可されること。 
③　留学以前に本学で「コリア語（Ⅰ・Ⅱ）」を修得（又は修得見込み）していること、あるいはそれと同等以上のコリ
ア語（韓国語）の知識があると認められること。 

④　英語で行われる授業を受けることができる十分な英語の能力を有すること。
⑵　大学院生の場合
①　留学以前に本学大学院において最低１学期（半年）の履修を修了していること。 
②　韓国語、英語の双方で授業を受けることができる語学力を有すること。

４．派遣人数
　　年間２名以内とする。

５．留学期間
　留学期間は、１年間又は１学期間（半年）とし、留学期間は在学期間に算入される。
⑴　１年間留学する場合（２月下旬～12月中旬）
⑵　半年間留学する場合（２月下旬～６月下旬）

６．留学した場合の卒業年次
⑴　学部２年次又は３年次で留学する場合 　　
　　留学前の単位修得状況に基づいて所属学部の許可を得た場合に留学が認められる。留学期間中に修得した単位は、各所
属学部の互換認定を受けたものについて、本学の要卒単位として認めるため、４年間で卒業することが可能である。ただ
し、各自の留学先大学での履修内容、本学での単位修得状況、所属学部の互換認定状況によっては、４年間で卒業するこ
とができない場合がある。

⑵　学部４年次で留学する場合
　　学部４年次生で留学する場合は、留学前の単位修得状況等に基づいて所属学部の許可を得た場合のみ、半年間の留学が
認められる。留学期間中に修得した単位は、各所属学部の互換認定を受けたものについて、本学の要卒単位として認める

11－⑶　韓国カトリック大学交換留学制度（派遣）
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ため、留学から帰国後、４年次終了時点で全ての卒業条件が満たされていれば卒業が認められる。４年次生で１年間の留
学を希望する場合は、４年間で卒業することができない。
⑶　大学院生の場合
　　留学期間は在学期間に算入され、留学期間中に修得した単位のうち、各所属研究科の互換認定を受けたものについて８
単位を限度として本学大学院の修了に必要な単位として認定される。交換留学を希望する者は、各専攻と事前協議を行う
こと。

７．申請書類
⑴　留学願（所定用紙・和文） 
⑵　留学中の学修計画書（所定用紙・和文）
⑶　本学の成績通知書（和文） 
⑷　語学力を証明する書類〔以下の①又は②、２ヵ国語とも提出できる場合は①と②の両方を提出すること。〕（①英語の場
合＝TOEFL又はTOEICの成績通知書、②韓国語の場合＝次のいずれかを選択。韓国語能力試験の成績通知書、ハングル
能力検定試験の成績通知書、韓国語能力評価試験の成績通知書、指導教員の推薦書）
⑸　健康に関する質問事項

８．申請手続
⑴　交換留学を申請する者は、申請書類を提出期日までに国際教育課へ提出する。
⑵　候補者の選考は、書類審査、面接審査により行う。 
⑶　交換留学生の候補者の決定は、教務委員会、学部教授会の議を経て学長が行う。 
⑷　交換留学生の候補者として決定した者は、本学から韓国カトリック大学へ推薦し、その後韓国カトリック大学から入学
許可があったとき、派遣留学生として決定する。

９．留学費用
⑴　交換留学生は、韓国カトリック大学との学費の相互免除協定に基づいて、本学への学生納付金（授業料、教育充実費、
施設設備費）を学則別表に定めるとおり全額納付することにより、派遣大学での学費が全額免除される。ただし、韓国カ
トリック大学韓国語教育センターで韓国語を学ぶ場合は、本学への納付金のほかに、同センターが発行する請求書に基づ
き学費を支払う必要がある。
⑵　渡航費、滞在費（寮費、食費など）、保険料、教科書代等、学費以外の留学費用は全て個人負担となる。

10．留学中の履修科目と単位認定
　　京都ノートルダム女子大学他大学等において修得した単位等の取り扱いに関する規程（以下「単位取扱い規程」という。）
第３条第１項ただし書きの規程により別に定める単位認定方法は、以下のとおりとする。
⑴　韓国カトリック大学で履修する授業科目は、原則として学部課程の科目を履修し修得した単位は、韓国カトリック大学
の成績証明書に基づき、それに相当する本学科目の単位を修得したものとみなす。
⑵　韓国語のレベルによっては、韓国カトリック大学韓国語教育センターで開講される韓国語授業を履修する。外国語科目
に相当する授業は30時間について、本学における１単位相当としてみなす。
⑶　大学院生の場合は、留学先で修得した単位の認定は最大８単位を限度とする。
⑷　交換留学制度で認定する単位数は30単位を上限とする。ただし、学則第17条および第17条の２に定めるとおり、大学
コンソーシアム京都の単位互換科目（他大学・短期大学の開講科目）等の履修やTOEIC等の成果により認定された単位も
この30単位から差し引かれるので注意すること。

11．出国届と帰国届
　留学のため渡航するときは所定の「出国届」を提出し、留学を終了して帰国したときは、所定の「帰国届」と「留学報告
書」を国際教育課へ提出すること。

─ 148 ─



12．留学中の指導助言
　　本学との協定に基づき、韓国カトリック大学では教員アドバイザーにより適切な指導助言が得られる。

13．帰国後の本学授業科目の履修
⑴　３年次で留学する場合（１年間又は半年） 　　
①　１年間の留学から帰国後は、３年次必修科目（特論など）を４年次で履修する。 
②　前期のみから半年間留学した場合は、留学前に履修登録した後期開講科目を履修する。３年次必修科目（ゼミ）につ
いては指導担当教員との相談により履修方法を決定する。

⑵　４年次生で留学する場合（前期のみ）
①　留学前に履修登録した後期開講科目を履修する。 
②　４年次通年開講科目については、指導担当教員との相談により履修方法を決定する。

14．資格取得に関する科目の取扱い
⑴　教職、学校図書館司書教諭、図書館司書、博物館学芸員等、免許・資格取得に関する科目については、本学の履修科目
以外は認められない。 

⑵　教職課程を履修している場合、教育実習等の履修計画により４年間で教職課程を修了することができない。
⑶　留学と資格取得に関する課程を同時に履修することは困難であり、それらの課程を履修していて留学する場合は、留学
前の履修登録決定以前に必ず教務課・学事課又は司書課程事務室へ申出て相談をすること。

15．留学の取消し
　　留学決定後又は留学中の者が次の各号の一に該当すると認められる場合、留学を取消し、帰国させることがある。 
⑴　派遣先大学において成業の見込みがないと判断された場合 
⑵　本学の学費等の納付を怠った場合 
⑶　交換留学生としてふさわしくない行為があった場合 
⑷　その他、上記以外の事項又は本人の事情、健康上の理由などにより、留学を継続することが困難になったと判断された
場合

　ベトナム国立ホーチミン人文社会科学大学（以下、「人文社会科学大学」という。）との教育交流協定に基づき、本学から人
文社会科学大学へ交換留学生を派遣することに関し必要な事項を定める。

１．協定大学
　　ベトナム国立ホーチミン人文社会科学大学 　　
　　（Vietnam National University-Ho Chi Minh City， University of Social Sciences and Humanities）
　　（所在地 10-12 Dinh Tien Hoang， Ben Nghe Ward， District 1, Ho Chi Minh City， Vietnam）

２．交換留学生の定義
　交換留学生とは、本学が人文社会科学大学との学生交流に関する協定に基づいて、本学に在籍しながら、原則として１年
以内の期間派遣する留学生をいう。 交換留学生が学部生の場合は、本学の「京都ノートルダム女子大学セメスター認定留学
制度」に準じて派遣する。

11－⑷　ベトナム国立ホーチミン人文社会科学大学
交換留学制度（派遣） 　　　　　
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３．申請資格及び条件
　　交換留学生は、留学の意志が強く心身ともに健康で以下の条件を満たさなければならない。
⑴　学部生の場合 
①　留学以前に本学において１学年以上の履修を修了し、留学する前々学期までの成績がGPA2.5以上であること。 
②　所属学部より交換留学生として応募することが許可されること。
③　本学の授業科目の出席状況が良好で、所属学科の必修科目に不合格点がないこと。
④　申請時までにTOEFL－iBTにおいて45点以上、又はそれと同等に相当する英語力を有すること（TOEIC可）。
⑤　申請以前にベトナム語初級程度以上の学習歴があることを証明できること。
⑵　大学院生の場合
①　留学以前に本学大学院において最低１学期（半年）の履修を修了していること。 
②　所属研究科（専攻）より交換留学生として応募することが許可されること。 
③　ベトナムでの研究活動に関する研究計画書（英文）が提出できること。
④　ベトナム語又は英語で授業を受けることができる語学力を有すること。

４．派遣人数
　　年間１名以内とする。

５．留学期間
　留学期間は、１年間又は１学期間（半年）とし、留学期間は在学期間に算入される。
⑴　１年間留学する場合（２月～１月）
⑵　半年間留学する場合（２月～８月）

６．申請方法
　　交換留学生として出願する者は、次項の申請書類を提出期日までに国際教育課へ提出する。

７．申請書類
⑴　学部生の場合
① 留学願（所定用紙）　② 留学計画書（所定用紙）　③ 入学願書（人文社会科学大学所定用紙・英文）　④ 在学証明書 
（英文）　⑤ 成績証明書（英文）　⑥ TOEIC又はTOEFLの成績通知書　⑦ ベトナム語の語学力を証明する書類　⑧ 健康
診断書（所定用紙）　⑨ パスポートコピー
⑵　大学院生でベトナムでの研究活動を行う場合は、上記①～⑨に加えて、以下の書類を提出し、かつ人文社会科学大学に
おける指導担当教授と連絡を取り合う必要がある。
⑩ 研究計画書　⑪ 所属専攻の指導教授による推薦書

８．留学の許可
⑴　国際教育課より、出願者のあった学科（又は専攻）へ出願書類と成績証明書を添えて連絡する。
⑵　当該出願者が所属する学部で選考を行う。 
⑶　教務委員会及び教授会の議を経て学長が行う。

９．留学中の履修方法
⑴　学部生の場合
①　人文社会科学大学において履修する授業科目は、原則として語学又は所属学科の専門科目の内容に相当する科目と
する。

②　人文社会科学大学では、「ベトナム語学科」に入学し、その学科で開講される「ベトナム語集中課程」（Vietnamese 
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Academic Program）を履修する。
③　ベトナム語能力試験（Vietnamese Language Evaluation Test）に合格すると、ベトナム研究・ベトナム語学部、
英語英文学部、東洋学部、言語学部などで開講する正規学部授業を履修することができる。
④　人文社会科学大学において履修する授業時間数は、１週あたり平均20時間以上を原則とする。
⑤　その他、留学中の履修については、京都ノートルダム女子大学セメスター認定留学制度に準ずる。

⑵　大学院生の場合 
①　人文社会科学大学において履修する授業科目は、原則として所属専攻の専門科目の内容に相当する科目とする。
②　人文社会科学大学で開講される「ベトナム語集中課程」を履修する場合は、所属専攻と事前協議を行うこと。大学院
生が同ベトナム語集中課程を履修する場合、本学での単位取得状況によっては、所定の修業年限で修了できない場合が
ある。

10．単位認定の方法
⑴　学部生の場合
　　セメスター認定留学制度に準ずる。
⑵　大学院生の場合
　　留学先大学院で修得した単位の認定は最大８単位を限度とする。

11．本学授業科目の履修方法
⑴　前期から半年間留学する場合は、留学前に当該年度の後期開講科目の履修登録を行う。
⑵　学部生の履修方法については、京都ノートルダム女子大学セメスター認定留学制度に準る。 
⑶　大学院生の履修方法については、各専攻との事前協議による。

12．留学費用と留学中の本学学費
⑴　交換留学生は、本学への学生納付金（授業料、施設設備費、維持費）を学則別表に定めるとおり全額納付することによ
り、派遣先大学の授業料が全額免除される。 

⑵　渡航費、滞在費（宿舎、食費）、保険料、教科書代等は全て個人負担とする。

13．出国届と帰国届
　　留学のため渡航するときは所定の「出国届」を提出し、留学を終了して帰国したときは、所定の「帰国届」と「留学報告
書」を国際教育課へ提出すること。

14．留学の取消し
　　留学決定後又は留学中の者が次の各号の一に該当すると認められる場合、留学を取消し、帰国させることがある。
⑴　派遣先大学において成業の見込みがないと判断された場合 
⑵　本学の学費等の納付を怠った場合 
⑶　交換留学生としてふさわしくない行為があった場合
⑷　その他、上記以外の事項又は本人の事情、健康上の理由などにより、留学を継続することが困難になったと判断された
場合
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１．セメスター認定留学制度の定義
　　セメスター認定留学制度とは、本学との間に協定を締結している外国の大学又はこれに相当する当該大学付属教育機関、
又は 教授会が認定した外国の大学等（以下「協定大学」という）へ、セメスター（半年）単位で留学し、当該協定大学で履
修した授業時間数を、帰国後に本学の単位として認定する制度をいう。

２．協定大学
⑴　協定大学の範囲は、外国における正規の高等教育機関で学位授与権を有する大学又はこれに相当する機関で、本学が協
定を締結する機関とする。
⑵　協定大学
①　メリーランド・ノートルダム大学（アメリカ）
②　カリフォルニア大学デイビス校（アメリカ）
③　ハワイ大学マノア校（アメリカ）
④　ウェスタンミシガン大学（アメリカ）
⑤　リーズ大学（イギリス）
⑥　レジャイナ大学（カナダ）
⑦　トロント大学（カナダ）
⑧　モナシュ大学（オーストラリア）
⑨　マッコーリー大学（オーストラリア）
⑩　オーストラリアン・カトリック大学（オーストラリア）
⑪　オークランド大学（ニュージーランド）
⑫　ビクトリア大学（ニュージーランド）

３．留学時期と留学期間
⑴　セメスター認定留学は、原則として半年単位で留学するものとし、留学期間は１年未満とする。
⑵　セメスター認定留学による留学期間は修業年限に算入し、学則第31条に規定する留学の扱いとする。
⑶　留学時期は、２年次前期～３年次後期までの半年又は１年間とする。
⑷　グローバル英語コースに在籍し、セメスター認定留学制度により留学する場合は、原則として２年次後期から半年又は
１年間とする。

４．申請条件
⑴　留学する時点で本学に１年以上在学していること。
⑵　所属学部より、セメスター認定留学生として応募することが許可されること。
⑶　本学の授業科目の出席状況が良好で、所属学科の必修科目に不合格点がないこと。
⑷　申請時までにTOEIC又はTOEFLを受験し、TOEIC450点もしくは同等程度以上を取得していること（ただし留学先大
学によって、必要な試験が異なるため、必ず説明会等で確認すること）。
⑸　留学する前々学期までの成績がGPA2.5以上であること。
⑹　グローバル英語コースに在籍し、セメスター認定留学制度により留学する場合は、上記⑷⑸によらず、以下の①及び②
を申請条件とする。
①　申請時までにTOEIC又はTOEFLを受験し、TOEIC500点、TOEFL-iBT52、TOEFL-ITP470を取得していること（た
だし留学先大学によって、必要な試験が異なるため必ず説明会等で確認すること）。
②　留学する前々学期までの成績がGPA2.6以上であること。

11－⑸　セメスター認定留学制度
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５．申請手続き
⑴　申請締切（募集要項を参照）
①　前期から留学する場合：10月下旬
②　後期から留学する場合：２月初旬

⑵　申請書類
①　留学願
②　留学計画書
③　成績通知書（和文）
④　TOEIC又はTOEFLの成績通知書
⑤　健康に関する質問事項

⑶　申請方法
　　申請書類を指定期日までに国際教育課へ提出する。

６．留学の許可
　　留学の許可は、学部教授会、教務委員会の議を経て学長が行う。

７．留学中の履修方法
⑴　協定大学において履修する授業科目は、共通教育科目の外国語科目及び所属学科の専門教育科目の内容に相当する科目
とする。

⑵　協定大学において履修する授業時間数は、1週あたり平均20時間以上を原則とする。

８．単位認定の方法
　　京都ノートルダム女子大学他大学等において修得した単位等の取り扱いに関する規程（以下「単位取扱い規程」という。）
第３条第１項ただし書きの規程により別に定める単位認定方法は、以下のとおりとする。
⑴　留学生は、帰国後以下の書類を国際教育課へ提出する。
①　単位認定申請書
②　協定大学において履修した授業科目又は学修の内容を示す書類
③　協定大学の成績通知書又は、学修成果を示す書類
④　留学報告書
⑤　その他本学が必要と認めた書類
⑵　学部課程授業科目を履修し修得した単位は、協定大学の成績証明書に基づき、それに相当する本学の科目の単位を修得
したものとみなす。外国語科目に相当する授業は授業時間数30時間につき、本学における１単位の学修とみなす。帰国
後、本学の科目へ認定する場合の方法は以下のいずれかとする。
①　所属学科の専門科目等に読替え可能な場合は、当該専門科目に互換認定する。
②　共通教育科目の外国語科目（英語関連科目）に読替えが可能な場合は、当該共通教育科目に互換認定する。
③　「海外留学Ⅰa～b」（１単位）、「海外留学Ⅱa～b」（２単位）、「海外留学Ⅲa～f」（４単位）として認定する。
④　前号①～③の組合せにより認定する。
⑶　セメスター認定留学で認定する単位数は30単位を上限とする。ただし、学則第17条及び第17条の２に定めるとおり、
大学コンソーシアム京都の単位互換科目（他大学・短期大学の開講科目）等の履修やTOEIC等の成果により認定された単
位は、この30単位から差し引かれるので注意すること。
⑷　成績原簿の記載は、認定後の「単位数」のみを記載し、評価点数は記載せず「認定」と表記する。
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９．本学授業科目の履修方法
⑴　留学期間中に本学の開講科目（通年を含む。）を履修することはできない。
⑵　前期から半年間留学する場合は、留学前に当該年度の後期開講科目の履修登録を行う。
⑶　後期から半年間留学する場合は、前期開講科目のみ履修登録を行う。
⑷　後期に終了する留学の場合は、次年度の履修登録のため３月末までに必ず帰国しなければならない。
⑸　３・４年次に必修の通年開講科目については、指導担当教員との相談により履修方法を決定する。

10．資格取得に関する科目の取扱い
⑴　教職、学校図書館司書教諭、図書館司書、博物館学芸員等、免許・資格取得に関する科目については、本学の履修科目
以外は認められない。
⑵　教職課程を履修している場合、教育実習等の履修計画により４年間で教職課程を修了することができない場合がある。
⑶　留学と資格取得に関する課程を同時に履修することは困難であり、これらの課程を履修しながら留学する場合は、留学
前の履修登録決定以前に必ず教務課・学事課又は司書課程事務室へ申出て相談をすること。

11．留学費用と留学中の本学学費
⑴　協定大学の学費、滞在費、渡航費、保険料等は個人負担とする。
⑵　留学期間中の本学学費は、半年ごとに学則別表に定めるとおり全額納付しなければならないが、次項による授業料減免
制度が適用される。
　（ただし、修学支援制度との重複減免はできない。）
⑶　セメスター認定留学により留学する者に対しては、留学する学期の授業料（半年授業料）の２分の１に相当する額が減
免される。
⑷　教育充実費、施設設備費の年額の12分の１額に留学期間月数を乗じて得た額が免除される。ただし、出国、帰国の月は
留学月数に算入しない。すでに納付された諸費については、帰国後に精算する。
⑸　修学支援制度、グローバル英語コース留学奨学金、外国人留学生授業料減免・外国人留学生奨学金（第１種・第２種）
との併給はできません。

12．留学の取消し
　　留学決定後又は留学中の者が次の各号の一に該当すると認められる場合、留学を取消し、帰国させることがある。
⑴　留学先の協定大学において成業の見込みがないと判断された場合
⑵　本学の学費等の納付を怠った場合
⑶　認定留学生としてふさわしくない行為があった場合
⑷　その他、上記以外の事項又は本人の事情により、留学を継続することが困難になったと判断された場合
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　海外の大学等における学習機会を提供し、特定の学習目的に沿ってより幅広い知識や国際性を養うことを目的として、海外
研修・海外インターンシップを実施する。開講する研修は、年度により異なるため、毎年シラバス又は国際教育課で配布する
募集要項を参照すること。

１．海外研修・海外インターンシップ
コース
ナンバー 科目名 種別 研修国 開講時期 配当学年 単位

GBF1354 海外研修（語学）Ⅰ 韓国語研修 韓国 夏期休暇中 １～４年次 ２単位

GBE1355 海外研修（語学）Ⅱａ オーストラリア英語研修（シドニー大学） オーストラリア 春期休暇中 １～３年次 ２単位
アメリカ英語研修（ハワイ大学） アメリカ 春期休暇中 １～３年次 ２単位

GBE1356 海外研修（語学）Ⅱｂ

イギリス英語研修（カンタベリー
クライストチャーチ大学） イギリス 夏期休暇中 １～４年次 ２単位

カナダ英語研修（レジャイナ大学） カナダ 夏期休暇中 １～４年次 ２単位
カナダ英語研修（トロント大学） カナダ 夏期休暇中 １～４年次 ２単位
アメリカ英語研修（ワシントン大学） アメリカ 夏期休暇中 １～４年次 ２単位

IDE1252 海 外 文 化 研 修 実施時期・内容・国・配当学年は年度により異なります。 １単位

GCP3650 海外インターンシップ

海外インターンシップＡ ニュージーランド 夏期休暇中 ２～４年次 ２単位
春期休暇中 ２～３年次 ２単位

海外インターンシップＢ オーストラリア 夏期休暇中 ２～４年次 ２単位
春期休暇中 ２～３年次 ２単位

海外インターンシップＣ アメリカ 夏期休暇中 ２～４年次 ２単位
春期休暇中 ２～３年次 ２単位

２．履修資格
　　海外研修は、本学に在籍する１年次～４年次生で心身共に健康な者（全学部学科共通）。ただし、春期休暇中に開講する
研修は４年次生のみ対象外とする。また、海外インターンシップＡ～Ｃは、２年次～４年次生で心身共に健康な者（全学部
学科共通）。

３．履修登録
　　  所定の申込書を提出後、教授会で参加が認められた場合、出発前の参加者名簿をもって登録とする（Web登録は行わない）。

４．単位の認定
　　全学部（学科）共通科目の要卒単位として認定する。ただし、同一の研修科目を複数年に重複して履修しても、最初に履
修した年度の単位しか認められない。

５．認定方法
　　研修の科目により、以下のいずれかの方法で認定する。
⑴　研修先大学等での授業参加度、授業態度、課題・発表、テスト等に基づき評価する。研修終了時に研修先大学等から授
与される「修了証書」を基に、帰国後に担当者が単位を認定する。
⑵　海外研修への参加はもとより、事前講義、事後指導を含む授業やインターンシップへの出席状況、学習態度、課題やレ
ポートの提出などにより総合的に評価し、帰国後担当者が単位を認定する。
⑶　上記⑴と⑵の組合せにより認定する。

６．研修の詳細
　研修先、研修期間、研修内容、スケジュール、参加費用、募集人員、募集時期等の詳細は、新学期の履修登録時又は海外
研修募集説明会の際に知らせる。募集説明会の開催時間、教室については、別途掲示する。

11－⑹　海外研修・海外インターンシップ

─ 155 ─

11
．留
学
・
海
外
研
修
等

12
． 欠
席
の
取
扱
い
・

　 

試
験
実
施
要
領
等

13
． 学
生
納
入
金（
学
費
）・

経
済
的
支
援

14
．各
部
局
等
の
案
内

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等

16
．   学
則
・
規
程
等

17
．校
舎
・
教
室
等
配
置
図

11
．留
学
・
海
外
研
修
等



（趣旨）
第１条　この要項は、京都ノートルダム女子大学（以下「本学」という。）学則第31条の規定に基づき、本学英語英文学科グ
ローバル英語コースに在籍する学生に海外留学制度に関して必要な事項を定めるものとする。
２　グローバル英語コースに在籍する学生が「米国姉妹大学留学制度」により留学する場合は、「米国姉妹大学留学制度実施要
項」の定めるところによる。
３　グローバル英語コースに在籍し、「セメスター認定留学制度」により留学する場合は、「セメスター認定留学制度実施要項」
の定めるところによる。

（名称）
第２条　この海外留学制度は、グローバル英語コース留学制度と称する。

（定義）
第３条　グローバル英語コース留学制度とは、グローバル英語コースの学生が、本学との間に協定を締結している外国の大学
または大学付属教育機関（以下、「協定大学」という。）へ原則として半年間留学し、当該協定大学で修得した単位又は履修
した授業時間数を、帰国後に本学の授業科目の単位として認定する制度をいう。

（留学期間）
第４条　留学期間は、原則として２年次後半の半年間とする。留学期間は修業年限に算入し、学則第31条に規定する留学の扱
いとする。
２　留学期間は、留学申請時に申請することにより半年間延長することができる。ただし、延長した期間の留学先大学の学費、
滞在費等については、本学が給付する留学奨学金の対象外とする。
３　留学決定後、留学中に留学期間を変更又は延長することはできない。

（申請資格）
第５条　グローバル英語コース留学制度に申請できる学生は、本学英語英文学科グローバル英語コースに在籍し、次の各号の
要件をすべて満たす者とする。
⑴　心身ともに健康であること。
⑵　本学の授業科目の出席状況と学習態度、成績が良好であること。
⑶　申請時までにTOEIC、TOEFL-iBT、TOEFL-ITPのいずれかを受験し、留学に必要な一定の英語力の基準（TOEIC：
500、TOEFL-iBT：52、TOEFL-ITP：470もしくは同等程度以上）を満たしていること。

⑷　１年次の英語英文学科必修科目をすべて修得済であること。
⑸　１年次のGPAが2.8以上であること。
⑹　留学を全うする意志が強く、留学期間終了後は直ちに本学へ復帰して学業を継続する者。
⑺　本学の学費納付について、未納・滞納がないこと。

（申請）
第６条　グローバル英語コース留学制度により留学を希望する者は、指定の期日までに所定の申請書類一式を学長に提出しな
ければならない。
２　申請書類の提出先は、国際教育課とする。

（申請期限）
第７条　申請書類の提出期限日は、留学する前年度の２月初旬とし、別に定める日とする。

（申請書類）
第８条　申請に必要な書類は、以下に定めるとおりとする。

11－⑺　グローバル英語コース留学制度　実施要項
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⑴　留学願
⑵　留学計画書
⑶　成績通知書（和文）
⑷　TOEIC又はTOEFL等の成績通知書
⑸　健康に関する質問事項

（留学の許可）
第９条　留学の許可は、学部教授会、教務委員会の議を経て学長が行う。

（留学中の履修方法）
第10条　協定大学において履修する授業科目は、共通教育科目の外国語科目及び所属学科の専門教育科目の内容に相当する科
目とする。

２　協定大学において履修する授業時間数は、１週あたり平均20時間以上を原則とする。

（単位認定のための提出書類）
第11条　グローバル英語留学制度による留学生は、「京都ノートルダム女子大学他大学等において修得した単位等の取扱いに関
する規定に基づき教務委員会が別に定める事項」に定めるもののほか、以下の書類を帰国後速やかに国際教育課に提出しな
ければならない。
⑴　単位認定申請書
⑵　協定大学において履修した授業科目又は学修の内容を示す書類
⑶　協定大学の成績通知書又は学修成果を示す書類
⑷　留学報告書
⑸　その他本学が必要と認める書類

（単位認定の方法）
第12条　京都ノートルダム女子大学他大学等において修得した単位等の取扱いに関する規程（以下「単位取扱い規程」とい
う。）第３条第１項ただし書きの規程により別に定める単位認定方法は、以下のとおりとする。
⑴　外国語科目に相当する授業は授業時間数30時間につき、本学における１単位の学修とみなす。帰国後、本学の科目へ認
定する場合の方法は以下のいずれかとする。
①　所属学科の専門科目等に読み替え可能な場合は、当該専門科目に互換認定する。
②　共通教育科目の外国語科目（英語関連科目）に読み替えが可能な場合は、当該共通教育科目に互換認定する。
③　「海外留学Ⅰa～b」（１単位）、「海外留学Ⅱa～b」（２単位）、「海外留学Ⅲa～f」（４単位）として認定する。
④　前号①～③の組み合わせにより認定する。

⑵　学部課程授業科目を履修し修得した単位は、協定大学の成績証明書に基づき、それに相当する本学の科目の単位を修得
したものとみなす。グローバル英語コース留学制度で認定する単位数は30単位を上限とする。ただし、学則第17条及び第
17条の２に定めるとおり、大学コンソーシアム京都の単位互換科目（他大学・短期大学の開講科目）等の履修やTOEIC等
の成果により認定された単位は、この30単位から差し引かれるので注意すること。

（本学授業科目の履修方法）
第13条　グローバル英語コース留学制度による留学生は、グローバル英語コースで推奨するカリキュラムに従って単位を修得
する。
２　グローバル英語コース留学制度では、海外留学に出発する前の学期において、学内イマ―ジョン留学制度による英語集中
プログラムを履修し、所定の単位を修得しなければならない。
３　グローバル英語コース留学制度による留学生は、以下のとおり本学授業科目の履修登録を行わなければならない。
⑴　留学期間中に本学の開講科目（通年を含む。）を履修することはできない。
⑵　後期から半期間留学する場合は、前期開講科目のみ履修登録を行う。
⑶　後期に終了する留学の場合、次年度前期の履修登録のため３月末までに必ず帰国しなければならない。
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（留学中の本学学費等）
第14条　グローバル英語コース留学制度による留学期間中の学費等は、学則別表に定めるとおり全額納付しなければならない。
２　グローバル英語コース留学制度による留学生については、申請に基づき次条による留学奨学金の制度が適用される。
３　本学学費等を未納又は滞納（延納・分納を含む）している場合は、留学奨学金を受給することができない。

（留学奨学金）
第15条　グローバル英語コース留学制度による留学先の協定大学へ納付する授業料及び滞在費の一部に充当させるため、１人
あたり100万円を上限とする留学奨学金を給付する。

２　留学奨学金の給付人数は20名以内とする。
３　留学奨学金の申請、選考、給付については、別に定める。

（留学先大学の学費等）
第16条　グローバル英語コース留学制度による留学先の協定大学へ納付する学費等は、前条の留学奨学金を活用して各自が留
学先大学へ直接支払う。

（留学の取消し）
第17条　留学決定後から帰国するまでに、留学中の者が次の各号のいずれかに該当すると認められるときは、留学を取消し、帰
国させることがある。
⑴　留学を辞退または取り止めたとき
⑵　本学の学費等の納付を怠ったとき
⑶　第５条で規定された資格を満たせなかったとき
⑷　グローバル英語コースの所属を失ったとき
⑸　留学先大学において成業の見込みがないと判断されたとき
⑹　留学生としてふさわしくない行為があったとき
⑺　学籍を失ったとき
⑻　本学学則による懲戒処分を受けたとき
⑼　留学先大学の規則による懲戒処分等を受けたとき
⑽　その他留学生として不適当と認められたとき

（返還）
第18条　留学生が前条に掲げる各号のいずれかに該当する場合は、留学奨学金の全額または一部を返還しなければならない。

（事務の所管）
第19条　この要項に関する事務は、国際教育課が担当する。

（要項の改廃）
第20条　この要項の改廃は、教務委員会 、国際言語文化学部教授会の議を経て学長が行う。

　　　附　則（平成25年10月22日制定）
　この要項は、平成25年10月22日から施行し、平成26年４月入学生から適用する。

　　　附　則（平成26年９月４日改正）
　この改正は、平成26年９月４日から施行する。

　　　附　則（平成29年３月31日改正）
　この改正は、平成29年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成31年１月９日改正）
　この改正は、平成31年４月１日から施行する。ただし、平成31年４月入学者から適用し、平成30年度以前の入学者につい
ては、なお従前の例とする。
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12．欠席の取扱い・試験実施要領等　

　　　　⑴　授業・試験の欠席の取扱い

　　　　⑵　試験の実施要領について	

　　　　⑶　暴風警報、暴風雪警報又は特別警報発令時、
　　　　　　交通機関不通時の授業及び試験の取扱いについて
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１．授業を欠席した場合
⑴　授業を欠席した（する）時は、授業担当者から特に指示がある等の場合を除き、原則として大学への連絡は不要である。
⑵　本学に公認欠席（公欠）制度はない。
⑶　以下に該当するやむを得ない事由で欠席した（する）場合、教務課・学事課で「欠席連絡票」を受取り、記入して各授
業担当者に提出することができる。欠席事由解消後、すみやかに（実習においては事前に）提出すること。また、必要に
応じて事由を証明する診断書・会葬礼状・事故証明書等の原本を呈示又はコピーを添付すること。
①　本学が開設する授業による学外実習等（教育実習等）　※１
②　教務委員会が特に認めるもの　※１
③　学校保健安全法施行規則第18条に定める伝染病（下表）への罹患　※２
④　忌引
⑤　病気（③の伝染病を除く。）
⑥　就職活動における採用試験・内定式　※３
⑦　事故、交通機関の不通
⑧　その他

※１　本学が開設する授業による学外実習等（教育実習等）、教務委員会が特に認めるもの
　その実習等による欠席のために出席回数不足とならないよう、欠席した授業の全部又は一部について、授業担当者の判
断で補講等の代替措置を講じることにより出席扱いとする等の配慮がなされる。授業担当者には教務課・学事課から該当期
間等を連絡するが、補講等の代替措置の内容については授業担当者から直接指示があるため、実習前に「欠席連絡票」を
提出すること。なお、実習の事前打合せ等で授業を欠席する場合については、教務課・学事課に申出て指示に従うこと。
※２　学校保健安全法施行規則第18条に定める伝染病（下表）への罹患
　保健室に電話連絡し、指示を受ける。
親族以外の医師による診断書（学校保健安全法施行規則第18条に定める病名及び同第19条に定める出席停止期間の記載
のあるもの）又は罹患したことがわかる書類の呈示が必要。
※３　就職活動における採用試験・内定式
　「就職試験受験証明書」又は「内定式出席証明書」の呈示が必要。各証明書はキャリアセンター又はキャリアセンター
ホームページで「就職試験受験証明書発行願」又は「内定式出席証明書発行願」を入手し、必要事項を記入した上で企
業採用試験時に持参して採用担当者に署名・捺印を願い出（捺印のないものは無効）、採用試験終了後、１週間以内に
キャリアセンターに提出すると、翌日に発行される。「欠席連絡票」は提出しなくてもよい。

⑷　入院等で欠席期間が長期に渡る場合は、教務課・学事課及び学生課に連絡し、以後の履修等について相談すること。

表「学校保健安全法施行規則第18条に定める伝染病」

対象となる伝染病 学校保健安全法施行規則第19条に定める出席停止期間の基準

第一種

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、
ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱、急性灰白髄炎、ジフテリ
ア、重症急性呼吸器症候群（SARSコロナウイルスであるも
の）、中東呼吸器症候群（MERSコロナウイルスであるもの）、
鳥インフルエンザ（H5N1） 治癒するまで

第一種と
みなす

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平
成十年法律第百十四号）第六条第七項から第九項までに規定す
る新型インフルエンザ等感染症、指定感染症及び新感染症〈新
型コロナウイルス感染症（COVID-19）〉

12－⑴　授業・試験の欠席の取扱い
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対象となる伝染病 学校保健安全法施行規則第19条に定める出席停止期間の基準

第二種

インフルエンザ（鳥インフルエンザ（H5N1）及び新型インフ
ルエンザ等感染症を除く）

発症した後５日を経過し、かつ、解熱後２
日を経過するまで 病状により学

校医その他の
医師において
感染のおそれ
がないと認め
た場合は、こ
の限りでない。

百日咳 特有の咳が消失するまで又は５日間の適正な
抗菌性物質製剤による治療が終了するまで

麻しん 解熱後３日を経過するまで

流行性耳下腺炎
耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現し
た後５日を経過し、かつ、全身状態が良好
になるまで

第二種

風しん 発しんが消失するまで
水痘 全ての発しんが痂皮化するまで
咽頭結膜熱 主要症状消退後２日を経過するまで
結核

病状により学校医その他の医師において感染のおそれがな
いと認めるまで

髄膜炎菌性髄膜炎

第三種
コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス、パ
ラチフス、流行性角結膜炎、急性出血性結膜炎、その他の感染
症※

※＝学長が学校医の意見を聞き、第三種の学校感染症としての措置を講じることができる。

２．試験を欠席した場合
　「12―⑵試験の実施要領について」を参照すること。

３．災害に遭って登校できない場合
　「緊急（事故・急病・大地震）時対応マニュアル」を参照すること。

　災害時には避難安全を最優先し、安否（学籍番号・氏名・被災状況、状況によっては連絡先）を簡潔に大学に連絡して大学
からの指示を待つこと。Campusmateでメッセージ送信・安否確認をする場合があるので、各自であらかじめ携帯電話等へ
のメッセージ転送設定をしておくこと。（学生課：075-706-3740）

　なお、欠席時数が授業時数の３分の１を超える場合は、原則として単位を与えられない。

１．試験について
⑴　試験には、平常試験、定期試験、追試験及び再試験がある。
⑵　試験を受けることができる授業科目は、履修登録した科目に限る。また、ほとんどの科目は、原則として授業時数の３
分の２以上の出席を成績評価の最低条件とするが、これ以外の基準による場合もあるので、授業担当者の指示やシラバス
に注意すること。
⑶　平常の授業中にレポートなどの提出を指示された場合、期限までに必ず提出しなければならない。平常の授業中に行わ
れる確認テストやレポートは、学期末の定期試験とともに成績評価の対象となることがあるので、シラバスの「評価方法」
や授業担当者の指示に留意すること。

２．学期末の定期試験等
⑴　定期試験
①　実施方法：筆記試験　　試験時間：標準75分
　 ※定期試験を受験する時には学生証を机上に置くこと。

②　定期試験期間（授業期間終了後の16回目）に実施する。病気や事故等でやむを得ず定期試験を欠席し、追試験を希望
する場合は、全て教務委員会で審査され受験の可否が決定される。

③　試験の時間表は実施約１か月前に教務課掲示板に掲示する。

12－⑵　試験の実施要領について
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④　定期試験は通常授業とは異なる時間表を編成して実施する。
⑤　定期試験に関する注意事項

１）　試験室では筆記用具及び指定されたもの以外は机上に置かないこと。下敷・ペンケースは使用しないこと。
２）  　授業担当者から特に指示のある場合を除き、持込自由の有無にかかわらず、携帯電話・スマートフォン・ウェアラ
ブル端末など外部と通信のできる機器、ベル付き時計、計算・翻訳機能をもつ時計、電卓・記憶装置のある機器、そ
の他の電子機器類は、電源を切り、鞄に入れるなど、手の届かない場所に置くこと。

３）　監督者の指示どおり着席すること。
４）　監督者の指示があるまで試験用紙は裏向きのままにし、触れないこと。
５）　試験開始の合図で解答を始める。印刷不鮮明等読みにくい文字があった時のみ監督者に質問ができる。
６）　時間を厳守し、遅刻しないようにすること。
　  　試験開始後15分以内の遅刻のみ入室を許可されるが、終了時は他の学生と同じ時間で試験を打切ることを原則と
し、延長は認められない。

７）  　試験開始後に試験室外に出た場合、原則として再入室は認められない。また、追試験の対象とならない。
８）　試験開始後30分が経過したら退室してよい。ただし、試験によっては退室時間を変更することがある。
　退室の時は、原則として答案用紙を教卓など指定された場所に提出し、静かに退室すること。
　退室後、廊下その他試験室の近くで話をしないこと。

９）　試験の際は、学生証を机上に置いて受験すること。学生証を忘れた場合は学生課で仮学生証の発行を受けること。

⑵　レポート
【レポート作成にあたっての注意事項】
　他人の著作物を自分の著作物の中に取り込む場合、すなわち引用を行う場合、一般的には、以下の事項に注意すること。
⑴　他人の著作物を引用する必然性があること。
⑵　かぎ括弧をつけるなど、自分の著作物と引用部分とが区別されていること。
⑶　自分の著作物と引用する著作物との主従関係が明確であること（自分の著作物が主体）。
⑷　出所の明示がなされていること。（第48条）
（文化庁「著作物が自由に使える場合（注5）」http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/gaiyo/
chosakubutsu_jiyu.html）

　正しい「引用」ができていない場合、「盗用」「剽窃」として不正行為とみなされる。試験での不正行為と同様、原則と
してその者の当該学期における履修科目の成績評価は全て無効、教育実習と教職実践演習は履修不可となるので、十分に
注意すること。また、盗用・剽窃等により著作権を侵害した場合、刑事上の処罰（著作権、出版権、著作隣接権の侵害の
場合→10年以下の懲役又は1000万円以下の罰金。著作者人格権、実演家人格権の侵害など→5年以下の懲役又は500万円
以下の罰金）だけでなく、民事上の損害賠償請求をされることがある。

　レポートのうち教務課で取扱うものの提出に関しては、以下の点に注意すること。指示どおりにしていないレポートは
原則として受理できない。
【教務課に提出するもの】
１）　本人が、教務課窓口に提出すること。（本人以外からの提出物は受理しない。）
２）  　提出物には、学籍番号・氏名等指示された事柄を記入した表紙を必ず添付し、ホッチキスでしっかりとめること。
（教務課でのホッチキス貸出はしない。）

３）　提出した表紙に誤記入、未記入があった場合は、受理しない。
４）  　提出期間・締切時間を厳守すること。提出期間外・締切時間後はいかなる場合も受理しない。また、期間内であって
も一度提出したレポートの差替、訂正等には応じない。

５）　郵送等による提出は認めない。
６）　提出後、受領印がある本人控えは、各自で保管すること。

⑶　その他
　授業時間中に行われる「確認テスト」や「まとめ」などは定期試験とは異なるため、次の点に注意すること。
１）　実施方法その他については、全て授業担当者の指示に従うこと。
２）  　欠席した場合、追試験に相当する措置の有無、診断書・事故証明書等の必要書類その他の取扱いについては、全て授
業担当者の判断に委ねられる。
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３．追試験
⑴　病気や事故のため定期試験（定期試験期間に実施される試験）を欠席し、追試験の受験を希望する者は、以下の手順に
従って手続きをすること。受験の可否は教務委員会で審査の上、決定する。試験時間の見誤りや思い違い、単なる遅刻、
手続き不備などの場合は認められない。
Step. 1
○原則として、試験当日中に欠席とその理由を教務課に連絡する。定期試験を受験できないことがあらかじめわかって
いる場合、試験日の２週間前までに教務課に「追試験伺」を提出すれば、１週間後に受験の可否を回答する。
○病気欠席の場合には、欠席した当日の日付の親族以外の医師による診断書を必要とし、事故による欠席の場合は公的
な証明書類が必要である。診断書等のない場合は、追試験を受験できないことがある。
○後日すみやかに（４年次生の後期試験においては極力翌日に）教務課の窓口において追試験の手続きをとる。手続き
は本人が行うことを原則とするが、事情により代理人に依頼してもよい。
Step. 2　手続きに必要なもの
○追試験願
　追試験願・欠席の事由説明書（大学所定の用紙に欠席日時、科目名、担当教員名等を記入した上で、定期試験を欠
席した理由と、追試験を希望する理由を、わかりやすい文章で具体的に記入し、末尾に本人が自筆署名し、押印する。）
○証明可能な書類
　医師の診断書（原則として、試験欠席当日の日付のもので、親族以外の医師によるもの。）又は、事由を証明する公
的な資料。上記の書類は原則として必要であるが、特別な理由によりどうしても取得できない場合は、その理由を事
由説明書で詳しく述べた上で、末尾に保証人又は保護者が自筆署名・押印し、提出する（本人とは別の印鑑を使用す
ること）。診断書等の提出がない場合、追試は認められない場合がある。
○申請書
　追試験料は一科目につき1,000円、５科目以上は一律5,000円とする。学生ロビー設置の証明書自動発行機から必要枚
数（受験科目数）分入金のうえ出力すること。ただし、忌引・法定伝染病・教育実習等による欠席の場合は徴収しない。
　なお、試験当日に郷里から大学に向かう途中など、通常の通学経路以外の交通機関の事故等による遅延は原則とし
て考慮されない。
Step. 3　受験を許可された者は、指定された日時に受験すること。

⑵　追試験においては本試験と異なった方法（実技試験、レポートなど）で行われることがある。
⑶　追試験の実施にあたっては、「２．学期末の定期試験等」に準じる。
⑷　いかなる理由があっても追試験の追試はない。

４．再試験
⑴　卒業判定を受ける年度の成績において、卒業条件の不足と資格（社会福祉士、精神保健福祉士、二級建築士に限る）の
取得条件の不足の合計が４単位以内である者には、卒業判定教授会の決定により、当該年度に不合格となった科目の中か
ら、４単位を限度として再試験を実施することができる。ただし、卒業研究・論文の不合格及び「／（評価なし）」とされ
た科目は再試験の対象とならない。
⑵　再試験の受験を許可された場合は、成績とともに通知する。
⑶　再試験においては本試験と異なった方法（実技試験、レポートなど）で行われることがある。
⑷　再試験の実施にあたっては「２．学期末の定期試験等」に準じる。
⑸　いかなる理由があっても再試験の追試はない。
⑹　再試験科目の成績の評点は最高60点とし、この得点を得た場合を合格とする。
⑺　再試験料は１科目2,000円とする。

５．不正行為
⑴　いわゆるカンニングや替え玉受験、論文・レポート等における盗用・剽窃などの不正行為を行った場合は、原則として
その者の当該学期における履修科目の成績評価は全て無効とする。
⑵　レポートに他人の著作物を無断で使用し、正しい引用がなされていない盗用・剽窃があった場合も不正行為とみなし⑴
と同様に取り扱う。
⑶　これらの科目は次学期以降に再履修することができる。ただし、教育実習及び教職実践演習の履修は以後認めない。
⑷　不正行為があった場合は、学内に公示する。また、学則第48条に定める懲戒の対象となることがある。
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授業及び試験の中止
　次の１～３のいずれかの状況が発生した場合は、授業及び試験を中止する。

１．気象警報の発令
　京都府南部（京都・亀岡・南丹・京丹波・山城中部・山城南部のいずれかの地域）に暴風警報、暴風雪警報又は特別警
報が発令された場合、次のとおり授業及び試験を中止する。

警報発令の状況 授業及び試験の中止

午前７時00分現在発令中の場合 １・２講時を中止
※午前10時30分までに解除された場合は３講時から実施

午前10時30分現在発令中の場合 全講時中止
　警報が授業開始後に発令されたときは、原則としてその講時の授業は平常どおり実施し、次の講時以後を中止する。た
だし、状況により、警報発令と同時に以後の授業を含めて中止することがある。
　また、緊急一斉の退構が危険であると判断される場合は、学生の安全に十分配慮の上、構内にとどめる場合がある。

２．交通機関の不通
　下記の（a）又は（b）のいずれかに該当する場合、（c）のとおり授業及び試験を中止する。
（a）京都市営バスと京都市営地下鉄が同時に全面不通の場合
（b）下表の３つ以上の交通機関が同時に全面又は一部不通の場合

交通機関 対象区間
JR西日本 京都駅発着の在来線
阪急電鉄 梅田～河原町
京阪電気鉄道 中之島・淀屋橋～出町柳
近畿日本鉄道 西大寺～京都

（c）不通の場合の授業及び試験の中止
不通の状況 授業及び試験の中止

午前７時00分現在不通の場合 １・２講時を中止
※午前10時30分までに運行再開された場合は３講時から実施

午前10時30分現在不通の場合 全講時中止

　授業開始後に不通となったときは、原則としてその講時の授業及び試験は平常どおり実施し、次の講時以後を中止する。
ただし、状況により、その講時から授業及び試験を中止することがある。

３．その他
　その他の状況において、授業及び試験を中止することが適切であると学長が認めた場合。

■その他の事項
１．中止となった授業の振替措置については、掲示等により連絡する。
２．試験期間中にこの措置が適用された場合、当該試験に関しては別途掲示により連絡する。
３．教育実習など、大学キャンパス以外で実習を実施している場合における暴風警報、暴風雪警報又は特別警報発令時、交
通機関不通時の対応は、大学のキャンパスにおける取扱いに準じることを基本とするが、具体的な対応については事前に
教務課・学事課に相談すること。
４．各自の居住区域に係る暴風警報、暴風雪警報又は特別警報発令・災害等発生時、交通機関不通時は、各自の判断で安全
確保に努めること。欠席については、教務課・学事課で「欠席連絡票」を受取り、記入して各授業担当者に提出すること
ができる。
　ただし、警報が解除された場合、交通機関の不通が解消した場合は、速やかに授業開始時間までに登校すること。
５．特に「特別警報」が発令された場合は、ただちに命を守る行動をとること。

12－⑶　暴風警報、暴風雪警報又は特別警報発令時、
　　　　　　　  交通機関不通時の授業及び試験の取扱いについて
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　13．学生納入金（学費）・経済的支援について
⑴　学生納入金（学費）

⑵　奨学金制度
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　2021年度以降入学者の学生納入金（学費）等は以下の通り。ただし、２年次以降については変更する場合がある。

入学金 授業料 教育充実費 合　計

１年次 200,000円 840,000円 340,000円 1,380,000円

２・３・４年次 840,000円 340,000円 1,180,000円

　入学金を除く納入金は、年額の２分の１ずつを前期（４月）及び後期（10月）の２期に分けて納入。（第１年次の前期分に
ついては、入学手続時に納入。）
　上記以外に、諸会費として、保護者会費を毎年前期（第１年次のみ後期）に10,000円、学生会費を第１年次後期に8,000円、
同窓会費を第４年次前期に30,000円、それぞれ各会より委託を受け、授業料等とともに代理徴収する。
　上記以外に、在学中、授業科目により、実習費等を徴収する場合がある。

　奨学金には、「日本学生支援機構奨学金」並びに本学の「京都ノートルダム女子大学支給奨学金」「京都ノートルダム女子
大学特待生奨学金」「京都ノートルダム女子大学保護者会特別援助奨学金」「テレジアン課外活動給付奨学金」「京都ノート
ルダム女子大学同窓会マリアンスカラシップ（通称・マリアンスカラシップ）」「マザーテレサゲルハルディンガー貸与奨学金
（通称・テレジアンスカラシップ）」の他に、「都道府県等地方自治体奨学金」、民間の「育英奨学財団の奨学金」等があり募
集等の情報は学生課の掲示板に掲示する。
　※奨学金の希望者は、学生課へ申出て出願すること。
　※奨学金制度には、給付（返還不要）と貸与があり、貸与の場合は卒業後定められた年数内に返還の義務がある。
１．日本学生支援機構奨学金　貸与
　人物・学業ともに優秀かつ健康であって、学費支弁が困難と認められ、奨学金の返還義務を認識している者について、本
人の願い出に基づき大学から推薦し、日本学生支援機構の選考を経て採用が決定した場合、奨学金の貸与を受けることがで
きる。奨学金の貸与終了後は、毎月決められた金額を必ず返還しなければならない。
　奨学生に採用されるためには、学業成績と家計状況に一定の基準があり、その基準に合致しなければならない。奨学金申
込者の、人物・学力・家計について総合的に審査し、推薦基準を満たしている者の中から大学の選考委員会で選考し推薦す
る。
①　奨学金の種類
　◦第一種（無利子）　　◦第一種緊急採用（無利子）
　◦第二種（有利子※）　◦第二種応急採用（有利子※）　　　　※利率は年３％が上限
②　奨学金の採用
　採用の種類は、第一種・第二種奨学金の「定期採用」、第一種奨学金の「緊急採用」、第二種奨学金の「応急採用」が
ある。原則的に「定期採用」は４月に募集がある。
　家計急変等のため緊急に奨学金が必要になった場合は、「緊急採用」・「応急採用」で年間を通じて出願することができ
る。（ただし、家計が急変してから12か月以内に申込む必要がある。）
③　貸与月額（貸与途中で月額は変更可能）

入学年度 種　類 貸　与　月　額

2018年度以降

第一種奨学金
（無利子）

自宅通学 20,000円・30,000円・40,000円・54,000円（※最高月額）から選択

自宅外通学 20,000円・30,000円・40,000円・50,000円・64,000円（※最高月額）から
選択

第二種奨学金（有利子） 20,000円~120,000円までの金額で1万円単位で選択可能

※最高月額は、申込時における家計支持者の年収で選択可と判定された者のみ選択可能

2017年度以前入学者は、貸与可能月額が異なるため、学生課に問い合わせること。

13－⑴　学生納入金（学費）

13－⑵　奨学金制度
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④　貸与期間
　採用になった年から、卒業までの正規最短就学期間（卒業予定月まで）。ただし、毎年本人から継続願が提出されない
場合は、奨学生の資格を失うことになる。また、奨学金が継続できるかどうかの可否は、日本学生支援機の規程に基づ
き大学において判断する。

⑤　新入生に対する注意事項
○  入学の前年度に第一種・第二種奨学生の「採用候補者」になった人は、入学と同時に「奨学生採用候補者決定通知」
を学生課に提出すること。提出しない場合は、奨学金は貸与されない。給付型奨学金採用候補者になった人は、入学
と同時に学生課に申し出ること。
○  高校時代に奨学金の貸与を受けていた場合は、４月中に「在学届」を学生課に提出すること。この手続きをすると、
大学の卒業まで奨学金の返還が猶予される。

⑥　返還
　日本学生支援機構から貸与された奨学金は、「返還誓約書」を提出し卒業後に必ず返還する義務がある。奨学金は、卒
業後６か月を経てから、最高20年以内に所定の方法（月賦又は月賦・半年賦）で必ず返さなければならない。

２．日本学生支援機構　給付
　学業・家計（収入・資産）等に係る基準に合致している者の中で、本人の願い出に基づき大学から推薦し、日本学生支援
機構の選考を経て採用が決定する。詳しくは日本学生支援機構の「進学資金シミュレーター」を参照（URL:https://www.
jasso.go.jp/shogakukin/kyufu/index.html）のこと。
①　奨学金の種類：給付（返還不要）
②　給付月額

入学年度 種　類 給付月額

2020年度以降

第一区分 自宅通学：38,300円（42,500円）・自宅外通学：75,800円

第二区分 自宅通学：25,600円（28,400円）・自宅外通学：50,600円

第三区分 自宅通学：12,800円（14,200円）・自宅外通学：25,300円

※  生活保護世帯（扶助の種類を問いません。）を受けている生計維持者と同居している人及び児童養護施設等から通学す
る人は、上表のカッコ内の金額となる。
　給付奨学金に採用が決まった人は国の授業料減免制度に申込みをすることができる。

３．本学独自の奨学金制度
⑴　京都ノートルダム女子大学支給奨学金　 給付
　学業成績が優秀で家庭の経済的な理由により奨学金が特に必要と認められる学生に対して、学業の継続を援助するため
年間授業料の半額以内を給付する。募集時期は毎年７月。（新入生は４月）
⑵　京都ノートルダム女子大学特待生奨学金　 給付
　前年度の修得単位数が卒業要件科目の合計標準単位数（31単位）を修得し、前年度のGPAが3.0以上であり、学業成績・
人物ともに優秀で他の学生の模範であると認められた学生を所属学部長が推薦し、修学意欲の向上を奨励するため10万円
の奨学金を給付する。選考は毎年６月。
⑶　京都ノートルダム女子大学保護者会特別援助奨学金　 給付
　家計支持者の死亡、破産、失業、倒産などによる家計の急変のため、経済的に学業の継続が困難となった学生に対して、
20万円を上限に給付し、学費の一部に充当することができる。家計の急変事由が発生した月から６か月以内に申請し、奨
学金の給付は在学中に一回を原則とする。
⑷　テレジアン課外活動給付奨学金　 給付
　本学の公認団体に所属し、熱意をもって課外活動を行い成果をあげている２年次生以上の学生に対して、20万円を上限
に給付し、学費の一部に充当することができる。奨学金の給付は在学中に一回を原則とする。募集時期は毎年９月。
⑸　マリアンスカラシップ　 給付
　４年次生を対象とし、学業成績・人物ともに優秀な学生で、家庭の経済事情悪化のため、修学の熱意があるにもかかわ
らず修学困難となった学生に対して、学業の継続を援助するために、年間授業料の半額以内を給付する。募集時期は、毎
年９月。

⑹　テレジアンスカラシップ　 貸与（無利子）
　家庭の経済事情が悪化のため修学の熱意があるにもかかわらず修学困難になった学生に対して、学業の継続を援助する
ために年間学費の半額以内を貸与する。募集時期は、毎年９月。貸与された奨学金は、卒業後10年以内に年賦で必ず返さ
なければならない。
＊短期貸付金
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　学生の生活維持のため緊急に経済的援助を必要とする場合は、面接し事情を聴いた上で、小口の資金（３万円を限度）
を貸付ける。貸付金は３か月以内に返さなければならない。印鑑を持参して学生課に申出ること。

４．都道府県等地方自治体・民間育英団体等の奨学金
　募集時期、選考内容、奨学金の額などについては、大学に募集があり次第そのつど掲示する。また、各団体が独自に募集
する場合があるため、各都道府県・市区町村の教育委員会等に各自で問合せること。
５．学内の問合せ窓口
学生課
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14．各部局等の案内

　　　　　　　　⑴　ND教育センター

　　　　　　　　⑵　図書館情報センター

　　　　　　　　⑶　キャリアセンター

　　　　　　　　⑷　心理臨床センター

　　　　　　　　⑸　カトリック教育センター

　　　　　　　　⑹　教 務 課

　　　　　　　　⑺　学 事 課

　　　　　　　　⑻　国際教育課

　　　　　　　　⑼　学 生 課

　　　　　　　　⑽　保健室・学生相談室

　　　　　　　　⑾　経 理 課
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開室時間　月～金　8：45～17：15

場　　所　ソフィア館１階
連 絡 先　TEL：075-706-3728（内線3590）　　E-MAIL：vsadmin＠ml.notredame.ac.jp
ウェブサイト　https://www.notredame.ac.jp/ndec/

　ND教育センターでは、教養科目やカトリック教育科目、ライフキャリア科目などを含む全学共通教育科目のカリキュラム
の整備や教育プログラムの開発、学習支援、入学前の講座・講習を含む高大接続教育の企画・実施などに取り組んでいます。

【英語教育】
・必修英語（英語理解・英語表現）では、各自が延ばしたい技能を効果的に学べるようクラスを開講しています。
・ 各自の興味とスケジュールに合わせて英語４技能を学べる「英語実践（４技能）Ⅰ・Ⅱ」を開講。スマートフォン等から
週２回程度のペースで26回、希望の授業を予約して受講します。
・英語実力テストを実施し、各自の英語学習成果が確認できるようにするとともに、英語教育の改善にも活かしています。

【manaba・respon】
　主体的な学修をサポートするため、授業支援システムmanaba（小テスト・アンケート・レポート提出・資料の公開な
ど）とrespon（出席管理・授業内クイズなど）の積極的な活用を推進しています。各授業の連絡などにも使われますので、
必ず確認するようにしてください。

【授業評価アンケート】
　manabaによる授業評価アンケートを実施しています。結果に対する授業担当教員からのフィードバックコメントを、各
自がmanabaで確認することができます。

【徳と知アワー（水曜日５講時）の活用】
　キャリア教育その他、授業以外の学習等の充実のため、原則として毎週水曜日５講時には通常授業を実施せず、説明会や
学習活動等に活用できる「徳と知アワー」を設けて学生の自主的な学習の活性化を促しています。この時間に実施するガイ
ダンス等については、別途、各部署から掲示等で案内します。

【学習アドバイジング】
英語やコリア語、情報、文章作成などの学習アドバイジングを行っています。

英語多読
Extensive Reading

英語の本をたくさん読むことで、英語力を身につけていきます。無理をせずスラスラと読めるレベ
ルからはじめて、徐々にレベルをアップしていきます。それにより、日本語に訳さず英語を英語の
まま理解する“英語脳”が養われ、４技能（Reading,Writing, Listening, Speaking）が向上しま
す。多読本は図書館で貸出しています。また、一部、ND教育センター事務室でも貸出可能です。

英語スキルアップポイント 英語力向上に関するプログラムやイベントなどに参加してポイントを貯めながら、英語に親しんで
いきます。取得ポイントに応じて、TOEIC受験費半額補助あるいは参考書購入補助費（図書カー
ド）に交換できます。

文章作成アドバイジング 文章作成の基礎に関する相談を受け付けています。
毎週火曜日・木曜日　12:00～14:00　ユージニア館２階ロビー

オンライン講座 
「文章作成の基礎づくり」

manabaの「ND教育センター」コースで実施しています。センターが提供する文章作成に関する
課題に学生が取り組むことにより、苦手意識を克服し、段階的に文章作成の基礎を身につけていき
ます。

情報学習アドバイジング ユージニア館２階の情報演習室１・２で相談できます。実施日時は、情報演習室１・２入口の掲示
で確認してください。

i-Space 学生の語学力向上と異文化理解を目的としたスペースです。英語やコリア語のイベントなどを実施
しています。イベントスケジュールなどの詳細は、i-Spaceオリジナルサイトや掲示で確認してく
ださい。
https://www.notredame.ac.jp/i-space/

14－⑴　ND教育センター
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●　図書館情報センターはユージニア館地下１階から２階に位置し、図書・雑誌、マルチメディア資料及びデータベースなど
多様なメディアを本学学生・教職員に対し総合的に提供するとともに、ICTを活用した授業・実習の支援、情報関連設備及
びネットワーク環境の整備などにより、本学の研究・教育を支えることを目的としています。
●　これらの目的を達成するために以下のようなサービスを提供します。

窓口・連絡先 主なサービス内容

●　図書館事務室
窓口：図書館情報センター１階総合カウンター
　Tel： 075-706-3751（内線3101）
　Fax： 075-706-3752
　E-mail：library@ml.notredame.ac.jp
　開館日　月～土曜日

開館時間
月～金曜日 8：45～20：00

延長開館日 8：45～21：00

土・授業のない日 9：00～17：00

第３金曜日 12：00～17：00

●　学習・研究に資する資料を収集、整理、保存し学内外の利用に供して
います。

●　現在約24万冊の図書、4,600タイトルの雑誌を所蔵する他、オンライ
ン・データベースや電子ジャーナルなど電子資料の提供も行っていま
す。（所蔵資料は、ウェブ上で検索ができます。）

●　図書館情報センター総合カウンターでは、資料の探し方や事項調査の
相談など学習・研究に関する質問を随時受け付けています。

●　本学に所蔵のない資料は、コピーの取り寄せ（有料）や訪問利用の紹
介により他大学・機関の図書館資料の利用をサポートします。

●　図書館内では静かに学習できる一人用机のほか、議論しながら利用で
きるオープンスペースのラーニング・コモンズと個室のグループワーク
スペース（予約制）も利用できます。

●　システム管理課
　窓口：図書館情報センター１階総合カウンター
　　Tel： 075-706-3762（内線3103）
　　E-mail：its@ml.notredame.ac.jp

受付時間
月～金曜日 8：45～17：15

授業のない日 9：00～16：45

●　情報サポート
　窓口：ユージニア館２階
　　Tel： 内線3209

　　E-mail：its@ml.notredame.ac.jp

受付時間
月～金曜日 8：50～18：15

※ 17：30以降はシス
テム管理課へ

授業のない日 9：00～16：45

●　コンピュータと周辺機器を備えた情報演習室を整備し、授業での使用
のほか、学生の自主的な利用に供しています。

●　コンピュータ利用に関するさまざまなサポートを行います。
●　ノートパソコンほか、ICT機器を管理し、授業での利用に供していま
す。貸出可能な機器の種類や貸出方法は、センターのウェブページで確
認できます。

●　各教室、研究室などの機器を管理するとともに、学生の研究学習活動
をサポートします。

●　演習室の開室時間

平　日 土曜日

情報演習室１
8：50～21：00

授業のない日
8：50～17：00

8：50～17：00

授業のない日
閉室

情報演習室２

編 集 工 房

Ｅ ３ ０ ５

※　演習室のコンピュータに関するトラブル等の相談は、情報サポートま
でお越しください。情報サポートの受付時間に注意してください。

●　利用上のルールとマナー

※利用時は学生証を携帯しましょう。

※施設の資料・機器を大切に扱いましょう。

※施設内では他の利用者の迷惑にならないよう注意しましょう。

※施設内ではふた付容器の飲料以外の飲食はできません。

※施設内でのスマートフォン・携帯電話の通話を禁止します。

※このほか、各施設の利用規則を守りましょう。

●　詳細は図書館情報センターウェブページ（https://nais.notredame.ac.jp/）をご覧ください。開室、開館日や時間は行事等の都合

により変更になることがあるので、随時確認してください。

14－⑵　図書館情報センター
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開室時間　月～金　8：45～18：15（授業のない日は 8：45～17：15）
場　　所　ソフィア館１階
連 絡 先　TEL：075-706-3744（内線3522）　　E-Mail：shushoku@ml.notredame.ac.jp
ウェブサイト　http://www.notredame.ac.jp/careercenter/

１．主な業務
⑴　キャリア教育科目における授業科目の提供、キャリア形成に関する指導・相談。
⑵　職業安定法33条２に基づいて行う、学生の就職指導、進路相談、求人情報の提供、就職・キャリアガイダンス、就職先
の新規開拓などの就業支援。
⑶　就職に関する各種証明書類の発行。
⑷　就職に関する情報やお知らせを掲載するキャリアセンターウェブサイト求人情報システム「Career NAVI」やmanaba・
メールでの情報提供。
⑸　資格取得支援講座の実施。

２．キャリア形成科目・キャリア形成について
• インターンシップ（正課科目）
　インターンシップに参加希望の学生は、４月に学内で開催される「インターンシップ募集説明会」（２・３・４年次生対
象）に参加する必要があります。実習先選択や事前・事後指導については、キャリアセンターの指示に従ってください。本
学インターンシップ（大学コンソーシアム京都との協定によるものを含む）とこれと同等の条件を満たす外部インターンシッ
プに限り単位が認定されます。大学コンソーシアム京都との協定によるインターンシップについても、学内で開催される募
集説明会に参加する必要があります。

• キャリア形成ゼミ（正課科目）
　キャリア形成ゼミを受講する学生は、４月に学内で開催される「キャリア形成ゼミ募集説明会」（２・３年次生対象）に参
加する必要があります。この説明会では、各ゼミの活動内容が紹介されるのでぜひ参加してください。
　ゼミ配属後の活動は、各ゼミにより異なるので担当者の指示に従ってください。

３．就職支援について
• 進路相談
　進路に関わる相談は、キャリアセンターで行っています。進路・就職に関する相談のみならず、本学卒業生の進路状況、
内定後の相談等にも応じています。学年に関わらずどなたでも利用できます。

• キャリアガイダンス、就活講座、就職試験対策講座
　キャリアガイダンスは３年次生の４月より年間を通して行っています。就職に関するあらゆる情報を提供しているので、
３年次生は必ず出席してください。「就職」にだけ焦点を合わせたものではなく「ライフキャリア」を考えるためのものです
ので、企業就職希望でない場合も必ず出席してください。
　キャリアガイダンスや各種講座の開催スケジュールは、ソフィア館１階とユージ二ア館１階・２階の掲示板、学生ポータ
ルサイトやメール等でお知らせします。
　また、就職試験対策のための講座を適宜実施するので上記の掲示などのお知らせに注意してください。

14－⑶　キャリアセンター
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４．各種証明書の発行
• 成績証明書、卒業見込証明書、健康診断証明書、推薦書
　学生ロビー（ソフィア館１階）に設置されている「証明書自動発行機」で即時発行できます。上記証明書類は５月初旬発
行予定です。それまでに提出を求められた場合は、先方にその旨を伝えてください。
　また、「推薦書」の発行についてはキャリアセンターに申出てください。

• 就職試験受験証明書
　就職活動において、授業と採用試験が重なり授業を欠席する場合は、下記手続きによりキャリアセンターから発行する「就
職試験受験証明書」を授業担当教員に提出することができます。授業担当者の判断により授業参加度や平常点等の評価に関
して不利益とならない配慮がなされますが、欠席を出席として扱うものではありません。
①  事前に「就職試験受験証明書発行願」をキャリアセンター又はキャリアセンターウェブサイトで入手し、必要事項を記
入する。

②  「就職試験受験証明書発行願」を採用試験時に持参し、採用担当者に署名・捺印を願い出る。
③  ②の用紙を採用試験終了後、１週間以内にキャリアセンターに提出する。
④  提出の翌日以降に、キャリアセンターより「就職試験受験証明書」が発行される。教員に提示し授業を欠席した理由を
報告すること。ただし、報告した内容について考慮するか否かは授業担当教員に委ねられる。

•内定式出席証明書
　内定式が授業と重なる場合、「内定式出席証明書」をキャリアセンターより発行します。申請手続きの流れ等は「就職試験
受験証明書」の発行と同じです。

５．就職に関する情報
• 求人情報システム「Career NAVI」
URL： https://uc-student.jp/notredame
　本学に届いた求人情報、インターンシップ情報・企業情報等の検索をはじめ、卒業生の就職活動報告も閲覧することがで
きます。

• キャリアセンターウェブサイト
URL： http://www.notredame.ac.jp/careercenter/
　キャリアセンターの利用案内やガイダンスカレンダー、内定者・OGメッセージ等のほか、「就活支援サイト」などで最新
情報を提供しています。また、就職関連の証明書発行願のダウンロードも可能です。

６．その他
• 進路（就職）登録手続き
　進路（就職）登録は、進路相談、就職諸統計、センターからの連絡に利用するもので、全員必ず登録してください。登録
票は３年次生の後期に案内するので必要事項を入力し、指定された期日までに完了してください。また、就職希望者には、
職業安定法に基づく手続きを兼ねており、未登録の学生には求人票の紹介、アドバイザーによる就職相談、就職に関する各
証明書や推薦書の発行はできません。

• その他
　センター内の設置物：パソコン、就職四季報、本学過去５年間のOG就職先一覧、就職及び進路に関わる書籍・雑誌（２
冊まで１週間貸出可）、求人に関する情報、説明会情報等

◎学生の皆さんへ
　卒業後の人生の中で「なりたい自分」を実現するため、在学中に自ら考え、切り拓いていく力を養って欲しいと思います。
　自分で見て、聞いて、感じて、考えることを通して、社会で必要となる力が身につくよう、授業・ガイダンス・セミナー
などが提供されていますので、活用して自分なりの進む道を見つけましょう。
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　京都ノートルダム女子大学心理臨床センターでは、地域にお住まいの方々を対象に、心理相談・発達相談を行っています。
　相談については以下の説明をご覧ください。なお、当センターは、心理学研究科の大学院生の研究・実習施設を兼ねています。

【 心理相談 】
　不登校やひきこもりといった行動上の問題や、家庭、学校、職場の人間関係上の悩みは、ストレス社会に住む私たちにより
大きな負担を強います。また、辛い体験のあとに、不安や緊張が続いたり、抑うつ的になったり、時にパニックを起こすなど
して、ふだんの生活が送れないことに悩むこともあります。心理相談では、臨床心理士や公認心理師を目指す大学院生スタッ
フ、臨床心理士、公認心理師、精神科医が、来談者の抱えるテーマに合った個別のカウンセリング、プレイセラピーなどの心
理療法や心理テストを用いて、こころの問題を軽くするためのお手伝いをします。

【 発達相談 】
　幼児期～児童生徒期の発達、修学上の問題及び保護者の子育てに関する相談をお受けします。各種発達・知能検査も実施し
ています。

外来相談・プログラムの申込み方法
　本学卒業生及び法人設置校在籍中の児童・生徒・職員とその家族、ならびに一般の方々を対象としています。
　完全予約制となりますので、初めての方は、お電話でお問合せ、ご予約ください。
　電話番号：075-706-3722（直通）
　受付時間：月～金曜日　10：00～ 17：00

開室時間
　月・金曜日　9：00～17：30、火・水・木曜日　9：00～19：00

料金について
　相談等は有料
　（本学卒業生は半額。）
　（法人設置校在籍中の児童・生徒・教職員とその家族は、面接・コンサルテーションは無料、心理検査は半額。）

14－⑷　心理臨床センター

─ 173 ─

11
．留
学
・
海
外
研
修
等

12
． 欠
席
の
取
扱
い
・

　 

試
験
実
施
要
領
等

13
． 学
生
納
入
金（
学
費
）・

経
済
的
支
援

14
．各
部
局
等
の
案
内

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等

16
．   学
則
・
規
程
等

17
．校
舎
・
教
室
等
配
置
図

14
．各
部
局
等
の
案
内



場　　所　ユージニア館３階
連 絡 先　TEL：075-706-3764（内線3311）　　E-Mail：cece@ml.notredame.ac.jp
ウェブサイト　http://www.notredame.ac.jp/cec/

　カトリック教育センター（以下「センター」という）は、本学の建学の理念に基づき、大学の諸活動にカトリック精神を生
かすとともに、キリスト教文化に関する研究を行い、学生、教職員及び市民に対する啓発を図ることを目的として、設立され
ています。
　センターは、上記の目的を達成するため、次の事業及び活動を行っています。
⑴　キリスト教文化に関する研究活動
⑵　学生のための司牧活動
⑶　研究会の開催
⑷　学内宗教行事の企画
⑸　カトリック精神に基づく他大学等との連携
⑹　学内及び学外向け講演会、市民講座などの開催
⑺　文献、資料等の蒐集活動
⑻　出版物の刊行
⑼　音楽個人レッスンの実施

【キャンパス・ミニストリー室】
場　　所　キャロライン館１階
開室時間　火～金　8：45～17：30　※休室日：月・土・日・祝・その他
連 絡 先　TEL：075-706-3654（内線2240）　　E-Mail：minister@ml.notredame.ac.jp
 
　本学の建学の精神であるキリスト教になじみ、体験できる場を提供しています。自由に、気軽に訪ねてください。
＊個人的に、又はグループで聖書を読んだり、人生の諸問題について話しあう機会の提供。
＊ボランティア活動を通して共に生きるということを学び、より広い世界に目を向け、関わっていく活動の紹介。
＊祈りの会、黙想会など、教会や教区の情報提供。
＊その他、学内のキリスト教活動の促進。

14－⑸　カトリック教育センター
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開室時間　月～金　8：45～18：15（授業のない日は8：45～17：15）
場　　所　ソフィア館１階
連 絡 先　TEL：075-706-3745（内線3556）　　MAIL：kyomu@ml.notredame.ac.jp
ウェブサイト　http://ann.notredame.ac.jp/instsec/

１．授業科目の履修登録に関すること
　履修登録とは毎年学年始めにその年度に履修する全ての授業科目を教務課に届出る手続きのことです。「４．履修登録にあ
たって」を参照してください。また、手続の詳細は各年度に発行される「履修登録の手引き」を参照してください。

２．休講・補講に関すること（教員からの届出・学生への掲出）
　休講・補講に関する通知は、教務課掲示板に掲示します。また学生ポータルサイト（Campusmate）も参照してください。
常に最新の情報を得るために、必ず掲示板を確認してください。

３．授業・試験の欠席に関すること
　「12-⑴授業・試験の欠席の取扱い」を参照してください。

４．試験・成績に関すること
■試験について
　「12-⑵試験の実施要領について」を参照してください。
■成績通知書の送付
　履修した科目の修得単位・成績評価は、前期科目については９月に、学年末には全ての科目について、本人及び保証人の
連名宛で、原則として保証人住所に郵送します。

５．免許・資格課程、各種プログラム
　免許・資格取得に必要な単位、費用等の詳細は「10．免許・資格課程、各種プログラム」を参照してください。
　また、免許・資格取得に関する情報は随時掲示します。教務課・学事課及び各学部・学科の掲示板及びCampusmate等
を常に確認してください。
█教職課程に関すること
　教職課程に関する業務のうち、下記の業務に関しては教務課で扱っています。
　●教職課程の履修に関する問合せ、履修登録　　●実習校との事務連絡、教育実習関係業務
　●介護等体験関係業務　　●教育実習・介護等体験による欠席に関する手続き　　
　●免許状の一括申請業務・収入証紙代納入
　なお、教育職員免許状は卒業後に京都府教育委員会から授与されます。免許状取得見込者は、卒業年度の12月に実施される
説明会に出席して免許状授与の一括申請手続きを行い、卒業式終了後に教務課へ印鑑を持参してください。
█司書、学芸員等の修了証書に関すること
　司書、学芸員の修了証書は卒業式終了後に教務課・学事課窓口で交付します。該当者は卒業式終了後に教務課・学事課へ印鑑
を持参してください。（資格取得見込証明書については必要が生じたときに申込んでください）。
　なお、学校図書館司書教諭については、「学校図書館司書教諭講習」に書類申請した年の翌年に交付されます。詳細について
は12月に説明会を実施するので、申請希望者は必ず出席してください。
　プログラム等の修了証は、卒業式終了後に教務課・学事課窓口で交付します。該当者は卒業式終了後に教務課・学事課へ
印鑑を持参してください。

14－⑹　教 務 課
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６．卒業見込証明書・成績証明書等の発行に関すること（※１）
●発行されるまでの日数（申込日を除く、土曜・休日を除く）

証明書の種類
教務課窓口（※２） 自動発行機

（学生ロビーに設置） 手　数　料
和文 英文

卒業見込証明書・成績証明書
３日 ７日

即時発行 卒業・卒業見込⎫　　　　　　　� 100円
資格取得見込　⎭
成　績 200円資格取得見込証明書 ̶

（※１）４年次生にのみ発行する。提出先から開封無効指示がある場合は、教務課窓口に申込むこと。

（※２）教務課窓口で申込む場合は、窓口の用紙に手数料証紙を貼付すること。

卒業後に証明書が必要になった場合は、教務課まで問い合わせてください。

７．大学コンソーシアム京都及び他大学との単位互換に関すること
■大学コンソーシアム京都の単位互換
　３月に大学コンソーシアム京都のWEBサイトに募集ガイドが公開されます。履修希望者は期限までに出願手続きを行って
ください。履修の可否については、後日科目開設大学から出願時に登録したメールアドレスに通知されます。なお、履修可
能な期間は２年次前期から４年次前期までです。
　詳細は、「９．他大学等科目の履修について」を参照してください。
■放送大学の単位互換
　１月（７月）に放送大学特別聴講学生出願について、掲示されます。履修希望者は期限までに出願手続きを行ってくださ
い。放送大学の開設科目のうち、本学開設科目に相当しないものについては出頭が認められません。なお、履修可能な期間
は２年次から４年次前期までです。
■他大学・短期大学との単位互換
　詳細は教務課・学事課に問合せてください。

─ 176 ─



開室時間　月～金　8：45～18：15（授業のない日は8：45～17：15）
場　　所　ソフィア館1階
連 絡 先　TEL：075-706-3661（内線3552）　MAIL：gakuji@ml.notredame.ac.jp

１．学部・学科（ゼミ分属、卒業研究等）に関すること
　ゼミ分属、卒業研究等をはじめとする学部・学科関係の連絡や最新情報は、学部・学科掲示板、学生ポータルサイト
（Campusmate）またはmanabaに掲示します。

２．授業科目の履修登録に関すること
　履修登録（14－（6）教務課の１を参照）に関する質問は、教務課とともに学事課でも対応しています。

３．資格（教育職員免許状関係除く）に関すること
　各種資格（教育職員免許状関係を除く）に関する情報は学部・学科掲示板、学生ポータルサイト（Campusmate）または
manabaに掲示します。なお、資格取得に必要な単位、費用等の詳細は「10．免許・資格課程、各種プログラム」を参照して
ください。
　■図書館司書、博物館学芸員修了証書の交付について
　　図書館司書、博物館学芸員修了証書は卒業式終了後に交付します。

４．大学院に関すること
　大学院科目、修士論文・博士論文の受付、大学院生スタディールームに関することを取り扱っています。

５．地域連携、大学間連携に関すること
　自分の学んだことを生かして社会の課題解決に積極的に取り組むことができる人材を育成するため、地域社会、産業界及び
協定締結大学の協力を得て、学内プログラムやイベント等の立ち上げをサポートしています。
　学事課連携推進室 twitter（https://twitter.com/ndrenkei）

14－⑺　学 事 課

上記に関する情報は、学内掲示板、学生ポータルサイト（Campusmate）またはmanaba
で掲示・連絡します。最新情報をすみやかに確認するようこころがけてください。
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開室時間　月～金　8：45～18：15（授業のない日は8：45～17：15）
場　　所　ユージニア館２階
連 絡 先　TEL：075-706-3746（内線3203）　E-Mail：kokusai@ml.notredame.ac.jp
ウェブサイト　https://www.notredame.ac.jp/international/

　国際教育課では、海外留学や海外研修の派遣、外国人留学生の受入れ、ならびに海外大学等との交換協定、学術交流、教員
交流等に関する業務を行っています。また、外国人留学生のための各種支援制度の案内や生活相談をはじめ、海外留学に関す
る相談や情報提供も随時行っていますので、気軽に訪ねてください。

１．主な業務
担当業務 取扱内容

海外留学・海外研修の派遣

海外留学に関する説明会の実施、海外大学に関する情報提供
海外留学・海外研修の申込受付、渡航手配、海外留学保険付保
海外留学関連相談業務
留学関係諸届
留学中の連絡管理、相談、留学サポート業務
留学帰国後の単位認定事務
渡航前オリエンテーション、海外危機管理セミナー実施

外 国 人 留 学 生 の 受 入 れ

外国人留学生の募集広報、入学試験要項の配布
外国人留学生の出入国・在留管理に関する取次申請事務
外国人留学生の奨学金制度・授業料減免制度等支援事務
外国人留学生の生活相談、資格外活動関係
外国人留学生関係諸届
外国人留学生関係行事の運営管理

大学間協定・国際交流業務
海外大学との交流協定関係業務
海外大学との学術交流、教員交流、学生交流
インターナショナル・スチューデントクラブ（留学生会）の管理

語 学 試 験 関 連 業 務 TOEFL-ITPテスト、TOEIC-IPテストの申込受付及び実施
TOEIC公開テストの団体受付

２．海外留学・海外研修に関すること
⑴　米国姉妹大学留学　　「11ー⑴　米国姉妹大学留学制度」を参照してください。
⑵　韓国カトリック大学交換留学　　「11ー⑶　韓国カトリック大学交換留学制度（派遣）」を参照してください。
⑶　ベトナム国立ホーチミン人文社会科学大学交換留学　　「11ー⑷　ベトナム国立ホーチミン人文社会科学大学交換留学
制度（派遣）」を参照してください。

⑷　セメスター認定留学　　「11ー⑸　セメスター認定留学制度」を参照してください。
⑸　グローバル英語コース留学　　「11ー⑺　グローバル英語コース留学制度」を参照してください。
⑹　海外研修・海外インターンシップ
①　履修登録時に配布する募集要項を参照し、国際教育課へ申込書を提出してください。
②　４月に実施する「海外研修説明会」に出席してください。
③　申込書提出後に申込金を納付し、指定の期日までに参加費用を納付してください。
④　事前講義、事後講義、渡航前オリエンテーションには必ず出席してください。
その他詳細については、「11ー⑹　海外研修・海外インターンシップ」を参照してください
　上記⑴～⑹を希望する場合は、国際教育課へ相談してください。募集案内等は随時掲示します。

14－⑻　国際教育課
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⑺　グローバル英語コース留学制度
①　５月と10月に説明会を開催して募集要項を配付しますので、必ず出席してください。
②　留学申請の締切は、２月初旬です。
③　留学希望者は、TOEIC又はTOEFLを必ず受験してください。
その他詳細については、「11ー⑺　グローバル英語コース海外留学制度　実施要項」を参照してください。

⑻　留学関係資料閲覧コーナー
　国際教育課では留学に役立つ語学教材等の資料を取り揃え、自由に閲覧できるようにしています。

３．TOEIC、TOEFL等語学テストに関すること
⑴　TOEIC®テストの実施
　英語によるコミュニケーションの必要性がますます高まるなか、普段の学習の成果を客観的に測る手段としてTOEIC®
テストの受験は非常に効果的です。また、一定スコアを獲得すれば単位として認定される制度もあります。
　そこで、初めて受験する方は気軽に挑戦できるように、また経験者の方には何度も受験してもらえるように、以下のサー
ビスを行っています。

●TOEIC®公開テストの団体受付
　団体として国際教育課から申込みますので、一般申込みと比べて受験料が割安になります。
●TOEIC®IPテストの実施
　学内で行うTOEIC®テストです。公開テストよりは安価ですが、簡易版成績表が発行されます（スコアの有効性は
公開テストと変わりありません）。
　上記のテストは、実施日毎に受付期間が決まっています。詳細は掲示板で確認してください。

⑵　TOEFL-ITP（団体向けテスト）の実施
　TOEFL-iBT（正規試験）の受験とは別に、留学に必要となる英語力の目安を測ることができるTOEFL-ITP（団体向け
テスト）を学内で実施します。留学を希望する人は、必ず受験してください。
①　試験日程： 令和２年度は計２回（６月下旬、11月下旬）実施予定です。試験実施日、申込期間は国際教育課の掲示

板、国際教育課ホームページで随時お知らせしますので確認してください。
②　受 験 料：3,730円（令和２年度）

４．外国人留学生に関すること
⑴　出入国在留管理局取次申請
　国際教育課では、外国人留学生のために在留資格認定証明書交付申請など、出入国在留管理局への取次申請を行います。

⑵　学資支援制度
　授業料減免制度、外国人留学生のための奨学金制度（第１種、第２種）の申請手続きをはじめ、学外奨学金の紹介や相
談を受付けています。詳細については、国際教育課で配付する「外国人留学生の手引き」を参照してください。
①　外国人留学生授業料減免制度
　本学に在籍する私費外国人留学生の本学での教育推進と経済的負担の軽減のために授業料減免制度があります。
・申請資格：本学学部の正規課程に在籍する私費外国人留学生で、在留資格「留学」を有する者※。
・減免金額：授業料年額の30％に相当する額を半期ごとに分けて減免する。
・減免期間：１か年。引き続き減免を希望する場合は、再度申請し決定を受けなければならない。
・申請手続： 所定の申請書及び振込口座届を指定の期日までに国際教育課へ提出すること。
※ 経済的に恵まれていると認められる者、第三国へ留学する者、出席日数不足、学業不振、留年した者、休学中の者は
減免対象としません。

②　京都ノートルダム女子大学外国人留学生奨学金制度（第１種・第２種）
　本学に在籍する私費外国人留学生で、学業が優秀であり、修学の熱意があるにもかかわらず、学資の支弁が困難な者
に対して、経済的負担を軽減し、学業継続を援助することを目的とし、第１種奨学金、第２種奨学金を設けています。
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・給付内容：

区分 給付金額 給付方法

第１種奨学金 2020年度以前入学者：年額 360,000円

2021年度以降入学者：年額 300,000円

半年ごとに分けて支給

第２種奨学金 2020年度以前入学者：年額 300,000円

2021年度以降入学者：年額 180,000円

半年ごとに分けて支給

・給付期間：１か年。ただし、修学年限（４年間）を限度として、毎年継続申請することができる。
・申請手続： 毎年１月に開催する「外国人留学生奨学金説明会」に必ず出席すること。説明会で募集要項等一式を配付

するので、所定の申請書及び振込口座届を指定の期日までに国際教育課へ提出すること。受給資格につい
ては説明会で確認してください。

⑶　国民健康保険料補助事業
　本学に在籍する外国人留学生（在留資格「留学」を有する者）は、国民健康保険に加入した上で、㈶京都市国際交流協
会が実施する京都市国民健康保険料補助制度の適用を受けることができます。申請は㈶京都市国際交流協会のウェブサイ
ト情報を参照してください。
・申請資格： 本学に在学する私費外国人留学生で、在留資格「留学」を有する者。京都市内に居住し、京都市の国民健康

保険に６か月以上加入し、国民健康保険料を納めていること。
・補 助 額：国民健康保険料の一部（令和２年度例　月額700円）

⑷　諸届けについて
　外国人留学生は、海外渡航や一時帰国をする場合、姓名、住所、電話番号などの変更が生じた場合、アルバイトを行う
場合、以下のとおり、所定用紙を国際教育課へ提出してください。

届出の種類 届出の内容

在留期間更新許可申請書 外国人留学生は、在留カードの有効期間に注意してください。期限が切れる最低３か月前には
在留期間更新の手続きをする必要がありますので、国際教育課に申告してください。

緊 急 連 絡 先 届 夏期、冬期、春期休暇の前に、所定用紙を配付しますので、住所や電話番号など緊急連絡先を
国際教育課へ届出てください。

届 出 事 項 変 更 届

住所や電話番号等、届出事項を変更した場合は、直ちに国際教育課へ「届出事項変更届」（所定
用紙）を提出してください。住所変更については、必ず「保険証」及び「在留カード」の記載
事項変更を役所へ届出てください。その後、「保険証」、「住民票」、「在留カード」をあらためて
国際教育課へ提出してください。

休 暇 中 の 所 在 確 認 届 夏期、冬期、春期休暇の前に所定様式を配付しますので、休暇中の連絡先を届出てください。

資 格 外 活 動 届 夏期、冬期、春期休暇の前に「資格外活動届」（所定用紙）を配付しますので、従事しているア
ルバイト内容、時間数、勤務先について、国際教育課へ届出てください。
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開室時間　月～金　8：45～18：15（授業のない日は8：45～17：15）
場　　所　ソフィア館１階
連 絡 先　TEL：075-706-3740（内線3562）　E-Mail：student@ml.notredame.ac.jp
ウェブサイト　http://www.notredame.ac.jp/nd_student/

１．主　な　事　務
　・学生証、在学証明書、学割証、通学証明書の発行に関すること
　・諸届け出、願い出（住所・保証人変更・合宿など）の受付に関すること
　・学籍異動（休学、復学、退学、除籍）に関すること
　・奨学金制度に係る奨学生の選考及び推薦などに関すること
　・学生活動に係る学内行事に関すること
　・学生ロッカーの貸与に関すること
　・課外活動に関すること
　・学生活動に係る施設・設備備品の利用に関すること
　・学生の学内掲示物に関すること
　・アルバイト及び下宿に関すること
　・拾得物に関すること
　・学生教育研究災害傷害保険に関すること
　・キャンパスサポートに関すること
　・学生寮に関すること

２．一般的注意事項
⑴　自家用自動車による通学は、全面禁止です。
⑵　自転車・バイク（50cc以下の原動機付自転車）の通学は、学生課へ「通学届」を提出し、所定の手続きをした者のみ認
められます。

　　自転車・バイクの使用にあたっては、交通法規を厳守し、指定された場所に駐輪してください。構内の走行は禁止しま
す。規則に違反した場合は登録を取消します。

⑶　構内での喫煙及び飲酒は禁止。
⑷　建物内の土足厳禁の場所（教室）では、上履きに履替えてください。
⑸　学生への伝達は、原則として掲示やmanaba、campusmateを通じて行います。
⑹　学外からの電話の呼出しには応じませんが、家族の急病や事故等については、臨機に応急措置をとります。
⑺　建物内では指定された場所（食堂、スタディルーム、ユニソン会館ホワイエ、トレーニングルーム前ロビー、アセンブ
リホール、ユージニア館内の指定された場所）以外での飲食を禁止しています。

⑻　食堂・ラウンジなどの使用時間

施　　設　　名 使　　　用　　　時　　　間

食 堂
ミ ニ シ ョ ッ プ
ブ ッ ク シ ョ ッ プ
ス タ デ ィ ル ー ム
ア セ ン ブ リ ホ ー ル

 8:30 ～ 20:00（食事　月～金11:00～15:00）
 9:00 ～ 17:00（月～金）
10:00 ～ 17:00（月～金）
 8:30 ～ 20:00
 8:30 ～ 20:00

※休暇期間中は、時間を変更することがありますので、掲示板等で確認してください。

３．ロッカーについての注意事項
⑴　希望者にはロッカー（鍵付）を貸与します（希望者多数の場合は抽選）。申込方法については別途掲示します。

14－⑼　学 生 課
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　　ロッカーの貸与は年度ごと５月～３月末まで。
⑵　貸与されたロッカーは、各自が責任を持って管理してください。返却時にはロッカーの中を清掃し、空にしてください。
⑶　鍵を忘れた時は、学生課で１日のみ合鍵を貸出します（学生証の呈示が必要）。鍵を紛失した場合は、至急学生課へ届出
てください。
⑷　ロッカーの上やまわりに物を置くことを禁止します。
⑸　鍵のかけ忘れ、抜き忘れに注意し、ロッカーの中に貴重品は入れないでください。万一、盗難事故があっても本学は
責任を負いません。必ず施錠してください。なお、１日単位で使用可能な小型ロッカーをユージニア館４階に設置して
います。

４．学生証及び証明書の発行
⑴　学生証
　「学生証」は、本学の学生であることを証明するもので常に携帯し、本学の教職員の請求があった場合、授業、定期試
験、学割証や各種証明書の交付、図書館の利用、パソコンの貸出等には学生証を呈示しなければなりません。学生証の他
人への貸与や譲渡、偽造は、懲戒処分の対象となります。
　学生証の氏名など記載事項に変更が生じた時は、ただちに学生課まで届出てください。また、学籍が異動（退学・除籍）
した時は必ず返却しなければなりません。
⑵　在学証明書
　和文の在学証明書は、証明書自動発行機で「学生証」を使用し、即時発行ができます。
　英文の在学証明書は、証明書自動発行機で「学生証」を使用し、手数料を支払い、申請書を購入の上、学生課窓口で申
込んでください。
⑶　学割証（学校学生生徒旅客運賃割引証）
　学割証は、帰省・課外活動等で100キロを超えてＪＲ等を利用する場合に、割引乗車券を購入することができます。証
明書自動発行機で「学生証」を使用し、即時発行ができます。（年間20枚まで）
　学割証を使用する場合は、必ず「学生証」を携帯してください。不正使用が明らかになった場合は、本人が処分を受け
るだけでなく、本学全体の学割証が発行停止処分を受けることがあるので、決められた規則を守り正しく使用してくださ
い。
⑷　通学証明書・在学確認証（通学定期券購入のために必要）
　通学定期券の購入は、現住所から大学への通学目的のみに認められます。学生課窓口の所定の「通学証明書」に必要事
項を記入し学生課へ提出してください。京都市営バス・地下鉄、大阪メトロの定期券を購入するためには、通学証明書は
不要ですが、「在学確認証」を学生課窓口で受取る必要があります。そして「通学証明書」又は「在学確認証」と「学生
証」を持って通学定期券を購入してください。
　なお、社会福祉実習・精神保健福祉実習・教育実習のために通学定期券を使用する場合は、申請に期間を要するため実
習１か月前までに学生課で手続きをしてください。
⑸　発行手数料
　下記の取扱いについては、電話や郵便による申込みは受付けません。

種　　　　　類 手　数　料 発　行　に　要　す　る　日　数　・　備　考

学割証（学生旅客運賃割引証）

在 学 証 明 書（ 和 文 ）

在 学 証 明 書（ 英 文 ）

学 生 証 の 再 交 付

無　　料

１００円

５００円

１，０００円

証明書自動発行機で即時発行 （平日8：45～18：15）

証明書自動発行機で即時発行 （平日8：45～18：15）

 ※（授業のない日は平日8：45～17：15）

１週間

３日

※学生課窓口で申込む場合は、証明書自動発行機で「申請書」を購入して申込んでください。

５．諸届け
⑴　自転車、バイク通学届の提出
　通学届を提出し登録した学生は、自転車及びバイク（50cc以下原動機付自転車に限る）の通学が認められます。
　通学届の申請書は証明書自動発行機で発行できます（無料）。
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⑵　姓名等の変更
　姓名、住所、電話番号、保証人に変更が生じた場合は、１週間以内に学生課に届出てください。
⑶　ポスターの掲示
　学生がポスターなどを掲示する場合は、学生課へ届出て「学生課印」を得た後、所定の掲示板に掲示してください。
⑷　学生のクラブ等団体が次のことを行うときは、必ず所定の用紙で学生課に届出てください。
○　本学の施設・備品類の使用 ○　外来者の訪問　　　　○大学内外での活動
○　大学内外の催し物 ○　大学内外での合宿
⑸　施設利用等については、所定の用紙に必要事項を記入し学生課へ届出てください。

届出の内容 届出書の種類 提出の要領 備　　　考

・休 日 の 活 動
・外 来 者 の 訪 問 等

ク ラ ブ 活 動 届 実 施 日 １ 週 間 前

・教 室 の 使 用 施 設 使 用 願 実 施 日 １ 週 間 前

・備 品 の 使 用 行 事 準 備 依 頼 実 施 日 １ 週 間 前

・催 し 物 の 実 施 課 外 活 動 届 実 施 日 ２ 週 間 前 実施後は課外活動報告書を提出

・合 宿 合 宿 許 可 願 実 施 日 ２ 週 間 前 参加者は５名以上で、顧問又は担当教員の
許可が必要

合 宿 承 諾 書 実 施 日 ３ 日 前 参加者の保護者自署が必要（自署が認めら
れない場合は、合宿参加を認めない）

６．課　外　活　動
⑴　学内でクラブ活動ができる場所と時間

場　　 所 平　　 日 土・日 ・ 休 日 備　考

ユニソン会館大ホール

ユ ニ ソ ン 会 館 地 階

グ ラ ウ ン ド

テ ニ ス コ ー ト

⎫
⎟　　9:00～20:00　
⎬
⎟　※9:00～17:00　
⎭

9:00～17:00 時間厳守

ユ ー ジ ニ ア 館
ヘルストレーニングルーム
そ の 他 の 施 設

　　  16:40～20:00　
　　※9:00～17:00　

※　授業のない日
⑵　クラブ等団体の定期的な活動及び施設の利用は、総クラブ会がまとめて調整します。臨時の活動や個人の使用について
は、「届出の内容」に従って学生課に届出書を提出してください。届出がない場合は使用することはできません。

７．ユニソン会館大ホール・ユニソン会館地階の使用
⑴　開館時間は上表のとおりですが、休日使用の届出がない場合は、土・日・祝日は使用できません。また、その他休日及
び一斉休業日の一定期間は閉館します。

⑵　各部室の鍵は、学生課で「鍵貸出簿」に記名して借用し、使用後は必ず施錠して学生課に返却してください。
⑶　各部室には管理責任者を定めて、次の事項に注意してください。
①　火災の防止
②　盗難及び事故の防止
③　部屋内外の清掃・整理整頓

⑷　各部室の備品類については備品台帳を作成し、私物との区別を明確にしてください。必要の際は学生課に提出してくだ
さい。

⑸　外来者は必ず守衛所に申出て、所定のバッジを着け入館してください。ただし、クラブ部室内での活動は禁止します。
⑹　ユニソン会館地階の合宿室で合宿する場合は、「合宿許可願」を提出した上で、次のことを守って利用してください。
①　宿泊の場所は、合宿室に限る。
②　合宿は本学の学生に限り、５名以上の参加者が必要。期間は３泊以内とする。
③　活動は22時には全て終え、消灯時間は23時とする。（時間厳守）
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④　浴室の準備は入浴の１時間前に行い、使用後は掃除をする。浴室の使用は21時までとする。
⑤　所要の寝具類は合宿責任者の申出により、学生課をとおして業者から借受ける。（費用は各自の負担）
⑥　合宿終了後、合宿室及び全ての活動施設の掃除を行い、学生課に報告し点検を受けること。
⑺　本学の教職員が、部室などの使用状態（清掃、整頓、防火等）を点検することがあります。
⑻　以上の事項に反し、重大な事故などが発生した場合には、当該クラブ等団体の活動停止などの処分を行います。

８．学　籍　異　動（学則第９章を参照）
⑴　休学・退学
　休学・退学を希望する場合は、各学期が始まるまでに学生課窓口へ申出る必要があります。次に、指導教員及び所属学
部・学科の担当教員と面談し承認を得た後、学生課窓口で願い出の用紙を受取り期日までに提出してください。
※願い出の締切日は、前期（９月30日）又は後期（３月31日）の最終日で、当該学期までの学費を納入していることが
条件となります。

願い出締切日

前 期 休 学 前年度の３月31日

後 期 休 学 当年度の９月30日

３ 月 31日 付 退 学 当年度の３月31日

９ 月 30日 付 退 学 当年度の９月30日

⑵　復学
　休学中の者が復学する場合は、学期の開始前までに指導教員及び所属学部・学科の担当教員と面談後、復学願いを学生
課に提出する必要があります。

⑶　除籍
　学費納入期日（前期 ４月30日、後期 10月31日）までに、学費の納入が完了しない者は除籍となります。

９．学 費 の 納 入
　学費は、納入締切日（前期は4月30日、後期は10月31日）までに納入してください。どうしても学費を納入できない場合
は、経理課窓口で学費の延納・分納の申請手続きをする必要があります。

10．奨学金制度
　奨学金には、「日本学生支援機構奨学金」「都道府県等地方自治体育英奨学金」、並びに本学の「京都ノートルダム女子大学
支給奨学金」「京都ノートルダム女子大学特待生奨学金」「京都ノートルダム女子大学保護者会特別援助奨学金」「テレジアン
課外活動給付奨学金」「京都ノートルダム女子大学同窓会マリアンスカラシップ（通称・マリアンスカラシップ）」「マザー
テレサゲルハルディンガー貸与奨学金（通称・テレジアンスカラシップ）」の他に、地方自治体や民間育英団体等の奨学金
があり、募集等の情報は学生課の掲示板に掲示します。
　※奨学金の希望者は、学生課へ申出て出願してください。
　※奨学金制度には、給付（返還不要）と貸与があり、貸与の場合は卒業後定められた年数内に返還の義務があります。
　各奨学金の詳細については、「13－⑵　奨学金制度」を参照してください。

11．学生の傷病に対する医療費の取扱い
⑴　学生教育研究災害傷害保険（略称：「学研災」）
　本学は、教育研究活動中の不慮の災害事故の補償のための「学生教育研究災害傷害保険」の賛助会員大学であり、学生
の傷病に対する医療費は、「学研災」の約款に基づいて次の方法で支払われる。
　入学時に４年間の保険料を大学が一括負担で支払い、卒業年次の３月31日まで（４年間）保険は有効であるが、それ以
後は、各自が任意加入しなければならない。
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①　保険金が支払われる場合（保険約款第１条、第２条参照）
　本学の教育研究活動中の急激かつ偶然な外来の事故によって身体に傷害を被った場合。
　（注１）　教育研究活動中とは、次の場合をいう。

○正課中：医師の治療を受けた日数が１日以上
　正課中とは、講義、実験・実習、演習又は実技による授業を受けている間
○学校行事中：医師の治療を受けた日数が１日以上
　大学の主催する入学式、オリエンテーション、卒業式など教育活動の一環としての各種学校行事に参加してい
る間

○課外活動中：医師の治療を受けた日数が14日以上 
　大学が教育活動のために所有、使用又は管理している学校施設内において、課外活動を行っている間
　（ただし、学生寮にいる間、大学が禁じた行為を行っている間を除く）

　（注２）　この保険において「課外活動」とは、次の場合をいう。
大学の規則に則った所定の手続きにより、大学の認めた学内学生団体の管理下で行う文化活動又は体育活動

②　事故や怪我が発生した場合
　すぐに、学生課へ事故や怪我の報告をする。「事故通知はがき」を学生課で受取り、必要事項を記入し学生課窓口に提
出する。

③　その他手続きの詳細については、学生課に問合せること。

⑵　通学中等傷害危険担保特約（通学特約）
　大学の授業等、学校行事又は課外活動（クラブ活動）への参加の目的をもって、合理的な経路及び方法により、住居と
学校施設等との間を往復する間、もしくは、大学が管理している施設、授業、学校行事、課外活動の行われる場所の間を
移動している間に生じた事故によって、その身体に被った傷害に対して支払われる。
　通学中又は学校施設等相互間の移動中に事故が発生した場合は、すぐに学生課へ事故の報告をすること。

⑶　学研災付帯賠償責任保険（略称：「付帯賠責」）
　学生が正課、学校行事、ボランティア等での課外活動中及びその往復で他人にケガをさせたり、他人の財物を損壊した
ことによる損害賠償を保障する「学研災付帯賠償責任保険」については任意加入とする。教育実習、介護等体験、保育実
習、インターンシップ等の授業を履修する場合は、実習等の期間に入る前に、必ず各自が学生課で所定の手続きをしなけ
ればならない。

⑷　学研災付帯学生生活総合保険（略称：「付帯学総」）
　「学研災」及び「付帯賠責」では保障が不足すると思われる場合に、「学研災」に加えて任意に加入できる保険で、入学
時に予定修学年数を一括加入する。
　「学研災付帯学生生活総合保険」の手続き、事故の報告及び保険金の請求等は、直接本人が取扱代理店と行う。「付帯学
総」に加入している場合は、「付帯賠責」の加入手続きをする必要はありません。

12．キャンパスサポート
　障がい等により特別な支援を必要とする場合の受付相談窓口を「キャンパスサポート」と称し、学生課で相談を受付けて
います。詳細は学生課に問合せてください。

13．学生寮
　キャロライン寮の運営に関する業務を学生課及び学生寮事務室で担当しています。
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　学生の身体的健康管理及び精神衛生のために保健室と学生相談室があります。健康上の問題や、学生生活を送る上での困り
ごとがある場合には、まず保健室を訪れてください。ひとりひとりの学生にあった対応をしていきます。

【保健室】
取扱時間　月～金　8：45～17：15
場　　所　ソフィア館１階
連 絡 先　TEL：075-706-3741（内線3510）　E-Mail：health@ml.notredame.ac.jp

　　保健室には常時看護師が待機しており、次のような業務を行っています。
　1）　学生及び教職員の健康管理
　2）　学生及び教職員の急病や負傷時の応急処置
①頭痛・腹痛・生理痛のような軽い症状の対応や軽度の擦過傷・虫刺され・やけどなどの応急処置を行います。保健室で
対応できない病気や外傷などについては、近隣の医療機関を紹介します。

②医師が常駐していませんので、薬の処方はできません。痛み止めなどの常備薬は、各自で携帯しておいてください。
　3）　学生定期健康診断の実施
　4）　健康上の相談（校医・嘱託医が担当しており、予約が必要です。日時は保健室前に掲示しています。）

内科（校医）：月２回　　　精神科：月２回　　　産婦人科：月１回
　5）　禁煙サポート
　個々に応じた禁煙方法をいっしょに考えサポートします。タバコに関する本も貸出しています。

【学生相談室】
　長い学生生活の間には、いろいろなことで思い悩むときがあるものです。自分の悩みを誰かに相談したいとき、どうして
いいかわからないとき、ひとりで抱えこまず、気軽に学生相談室をご利用ください。相談には、学生相談室専属の専門相談
員があたります。なお、相談室はプライバシーを守りますので、安心してご相談ください。
　相談内容： 学生生活全般に関する相談や、あらゆる心理的・身体的な相談、心身の症状については、校医・嘱託医とも連

携をとり、対応しています。
● 自分自身の性格・考え方・将来のことなどについて　　　●  人づきあいや対人関係全般について
● 家族・友人・恋人・クラブ内でのトラブルについて　　　●  勉強や単位のことについて
● 不安感・恐怖感・不眠などの精神症状で困ったとき　　　●  過度の緊張があってリラックスできないとき
● 食事にまつわる困りごと（拒食・過食）などについて

　学生相談室利用方法
　　１．相談は予約制ですので、まず予約をとってください。
　　２．予約の方法
　　　➡直接窓口にくるか、電話にて予約をとってください。
　　　・開室時間：月曜～金曜　8：45～17：15
　　　　電話 075-706-3717

14－⑽　保健室・学生相談室
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取扱時間　月～金　8：45～17：15
場　　所　ソフィア館２階
連 絡 先　TEL：075-706-3703（内線3616）　　E-Mail：accounting@ml.notredame.ac.jp

主 な 事 務
１．学費、学生寮費等の徴収事務。
２．教育実習費、その他の実習費、その他の納入金の徴収事務。
３．学費の延納及び分納に関する手続。
４．その他の経理事務一般に関すること。

納入金について（原則一銀行振込制）
１．学費、学生寮費等及び教育実習費、その他の実習費等の納入金はそれぞれ所定の用紙に必要事項を記入の上、納入期限ま
でに納入してください。

２．個人レッスンについて
　　ピアノ、ヴァイオリン、声楽等の個人レッスンを希望するときは各自で申込んでください。レッスン料、使用料は当課に
て前期・後期単位で学期始めに納入してください。

３．学費の延納及び分納を希望する場合は、所定の期日までに所定の願出用紙を提出してください。

14－⑾　経 理 課
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15．科目名英訳対照表等　

　　　　　　　　⑴　ローマ字表記の指定（ヘボン式）

　　　　　　　　⑵　科目名の英訳対照表（共通教育科目）	

　　　　　　　　⑶　科目名の英訳対照表（国際言語文化学部）	

　　　　　　　　⑷　科目名の英訳対照表（現代人間学部）	

　　　　　　　　⑸　科目名の英訳対照表（資格関係）	
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本学で使用する公式書類（卒業証書など）のローマ字表記です。
各書類や、氏名のローマ字フリガナは必ずこの形式で綴ってください。
外国人留学生についてのローマ字表記は、パスポート記載のとおりとする。

A
あ

I
い

U
う

E
え

O
お

KA
か

KI
き

KU
く

KE
け

KO
こ

SA
さ

SHI
し

SU
す

SE
せ

SO
そ

TA
た

CHI
ち

TSU
つ

TE
て

TO
と

NA
な

NI
に

NU
ぬ

NE
ね

NO
の

HA
は

HI
ひ

FU
ふ

HE
へ

HO
ほ

MA
ま

MI
み

MU
む

ME
め

MO
も

YA
や

I
い

YU
ゆ

E
え

YO
よ

RA
ら

RI
り

RU
る

RE
れ

RO
ろ

WA
わ

N（M）
ん

GA
が

GI
ぎ

GU
ぐ

GE
げ

GO
ご

ZA
ざ

JI
じ

ZU
ず

ZE
ぜ

ZO
ぞ

DA
だ

JI
ぢ

ZU
づ

DE
で

DO
ど

BA
ば

BI
び

BU
ぶ

BE
べ

BO
ぼ

PA
ぱ

PI
ぴ

PU
ぷ

PE
ぺ

PO
ぽ

KYA
きゃ

KYU
きゅ

KYO
きょ

SHA
しゃ

SHU
しゅ

SHO
しょ

CHA
ちゃ

CHU
ちゅ

CHO
ちょ

NYA
にゃ

NYU
にゅ

NYO
にょ

HYA
ひゃ

HYU
ひゅ

HYO
ひょ

MYA
みゃ

MYU
みゅ

MYO
みょ

RYA
りゃ

RYU
りゅ

RYO
りょ

GYA
ぎゃ

GYU
ぎゅ

GYO
ぎょ

JA
じゃ

JU
じゅ

JO
じょ

BYA
びゃ

BYU
びゅ

BYO
びょ

PYA
ぴゃ

PYU
ぴゅ

PYO
ぴょ

（注）１．このローマ字表は外務省が規定しているものです。
　　 ２．ｂ，ｍ，ｐの前では，ｎはｍとなる（Kambe 神戸，Homma 本間）。
　　 ３．小野は Ono，大野は Ōno，大小野は Ōono，井伊は Ii，飯田は Iida。

15－⑴ ローマ字表記の指定（ヘボン式）
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４
技
能
）
Ⅰ

P
ra
ct
ic
al
 E
ng
lis
h 
(F
ou
r 
S
ki
lls
) 
I

英
語
実
践
（
４
技
能
）
Ⅱ

P
ra
ct
ic
al
 E
ng
lis
h 
(F
ou
r 
S
ki
lls
) 
II

ド
イ

ツ
語

G
er
m
an

フ
ラ

ン
ス

語
Fr
en
ch

ス
ペ

イ
ン

語
S
pa
ni
sh

ア
ラ

ビ
ア

語
A
ra
bi
c

中
国

語
Ⅰ

C
hi
ne
se
 I

中
国

語
Ⅱ

C
hi
ne
se
 II

中
国

語
Ⅲ

C
hi
ne
se
 II
I

コ
リ

ア
語

Ⅰ
K
or
ea
n 
I

コ
リ

ア
語

Ⅱ
K
or
ea
n 
II

コ
リ

ア
語

Ⅲ
K
or
ea
n 
III

海
外

研
修
（

語
学

）
Ⅰ

S
tu
dy
 A
br
oa
d 
P
la
n 
( 
Fo
re
ig
n 

La
ng
ua
g
e 
) 
I

海
外
研
修
（
語
学
）
Ⅱ
ａ

S
tu
dy
 A
br
oa
d 
P
la
n 
( 
Fo
re
ig
n 

La
ng
ua
g
e 
) 
II

海
外
研
修
（
語
学
）
Ⅱ
ｂ

S
tu
dy
 A
br
oa
d 
P
la
n 
( 
Fo
re
ig
n 

La
ng
ua
g
e 
) 
III

日
本

語
講

読
Ⅰ
R
ea
di
ng
 in
 J
ap
an
es
e 
I

日
本

語
講

読
Ⅱ
R
ea
di
ng
 in
 J
ap
an
es
e 
II

日
本

語
表

現
Ⅰ
P
re
se
nt
at
io
n 
in
 J
ap
an
es
e 
I

日
本

語
表

現
Ⅱ
P
re
se
nt
at
io
n 
in
 J
ap
an
es
e 
II

日
本

語
特

講
Ⅰ
Ja
pa
ne
se
 L
an
g
ua
g
e 
S
em
in
ar
 I

日
本

語
特

講
Ⅱ
Ja
pa
ne
se
 L
an
g
ua
g
e 
S
em
in
ar
 II

リ
テ
ラ
シ
ー
・

ス
ポ
ー
ツ
科
目
文

章
作

成
法

Ⅰ
B
as
ic
s 
of
 J
ap
an
es
e 
W
rit
in
g
 I

文
章

作
成

法
Ⅱ
B
as
ic
s 
of
 J
ap
an
es
e 
W
rit
in
g
 II

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
Ja
pa
ne
se
 f
or
 A
ca
de
m
ic
 P
ur
po
se
s

S
N
S
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
C
om
m
un
ic
at
on
 S
ki
lls
 f
or
 S
N
S

話
し

方
と

自
己

表
現
S
pe
ec
h 
an
d 
S
el
f-
ex
pr
es
si
on

情
報

演
習

Ⅰ
ａ
A
pp
lie
d 
In
fo
rm
at
io
n 
S
tu
di
es
 I 
a

情
報

演
習

Ⅰ
ｂ
A
pp
lie
d 
In
fo
rm
at
io
n 
S
tu
di
es
  
II 
a

情
報

演
習

Ⅱ
A
pp
lie
d 
In
fo
rm
at
io
n 
S
tu
di
es
 II

情
報

処
理

In
fo
rm
at
io
n 
P
ro
ce
ss
in
g
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区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

情
報
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー

Li
te
ra
cy
 f
or
 In
fo
rm
at
io
n 

T
ec
hn
ol
og
y

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習

W
eb
 P
ro
g
ra
m
m
in
g
 S
em
in
ar

体
育

講
義

H
ea
lt
h 
(T
he
or
y)

体
育

実
技

P
hy
si
ca
l E
du
ca
ti
on

健
康

ス
ポ

ー
ツ

演
習
S
tu
di
es
 in
 H
ea
lt
h 
an
d 
S
po
rt
s

基
盤

科
目

カ
ト
リ
ッ
ク
教
育
科
目
キ

リ
ス

ト
教

学
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
C
hr
is
ti
an
it
y

キ
リ
ス
ト
教
音
楽
概
論

In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
C
hr
is
ti
an
 M
us
ic

聖
書

と
キ

リ
ス

ト
教
T
he
 B
ib
le
 a
nd
 C
hr
is
ti
an
it
y

キ
リ
ス
ト
教
と
日
本
文
化

C
hr
is
ti
an
it
y 
an
d 
Ja
pa
ne
se
 C
ul
tu
re

キ
リ

ス
ト

教
思

想
C
hr
is
ti
an
 T
ho
ug
ht

キ
リ

ス
ト

教
美

術
C
hr
is
ti
an
 A
rt

キ
リ

ス
ト

教
音

楽
C
hr
is
ti
an
 M
us
ic

ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア

形
成

科
目
ノ

ー
ト

ル
ダ

ム
学
S
tu
di
es
 o
f 
N
ot
re
 D
am
e

女
性
と
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア

Li
fe
 C
ar
ee
r 
fo
r 
W
om
en

子
育
て
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
C
hi
ld
-r
ea
rin
g
 a
nd
 W
or
k-
lif
e 

B
al
an
ce

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
入
門

In
tr
o
d
u
c
ti
o
n
 t
o
 H
o
s
p
it
a
li
ty
 

S
tu
di
es

キ
ャ

リ
ア

形
成
C
ar
ee
r 
P
la
nn
in
g

キ
ャ

リ
ア

形
成

ゼ
ミ
C
ar
ee
r 
G
ui
da
nc
e 
S
em
in
ar

短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

In
te
rn
sh
ip
 (
sh
or
t 
te
rm
)

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ
In
te
rn
sh
ip

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

In
te
rn
sh
ip
 A
br
oa
d

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

In
te
rn
sh
ip
 A
br
oa
d

区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

国
際
言
語
文
化
学
部

FA
C
U
LT
Y
 O
F 
LA
N
G
U
A
G
E
 A
N
D
 

C
U
LT
U
R
E

英
語
英
文
学
科

D
E
P
A
R
T
M
E
N
T
 O
F 
E
N
G
LI
S
H
 

LA
N
G
U
A
G
E
 A
N
D
 L
IT
E
R
A
T
U
R
E
 

M
A
J
O
R
 S
U
B
J
E
C
T
S

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目
R
ea
di
ng
 Ⅰ

R
ea
di
ng
 I

R
ea
di
ng
 Ⅱ

R
ea
di
ng
 II

W
rit
in
g
 Ⅰ

W
rit
in
g
 I

W
rit
in
g
 Ⅱ

W
rit
in
g
 II

A
dv
an
ce
d 
R
ea
di
ng
 Ⅰ

A
dv
an
ce
d 
R
ea
di
ng
 I

A
dv
an
ce
d 
R
ea
di
ng
 Ⅱ

A
dv
an
ce
d 
R
ea
di
ng
 II

A
dv
an
ce
d 
W
rit
in
g
 Ⅰ

A
dv
an
ce
d 
W
rit
in
g
 I

A
dv
an
ce
d 
W
rit
in
g
 Ⅱ

A
dv
an
ce
d 
W
rit
in
g
 II

Li
st
en
in
g
 Ⅰ

Li
st
en
in
g
 I

Li
st
en
in
g
 Ⅱ

Li
st
en
in
g
 II

S
pe
ak
in
g
 Ⅰ

S
pe
ak
in
g
 I

S
pe
ak
in
g
 Ⅱ

S
pe
ak
in
g
 II

A
dv
an
ce
d 
Li
st
en
in
g
 Ⅰ

A
dv
an
ce
d 
Li
st
en
in
g
 I

A
dv
an
ce
d 
Li
st
en
in
g
 Ⅱ

A
dv
an
ce
d 
Li
st
en
in
g
 II

A
dv
an
ce
d 
S
pe
ak
in
g
 Ⅰ

A
dv
an
ce
d 
S
pe
ak
in
g
 I

A
dv
an
ce
d 
S
pe
ak
in
g
 Ⅱ

A
dv
an
ce
d 
S
pe
ak
in
g
 II

A
ca
de
m
ic
 W
rit
in
g
 Ⅰ

A
ca
de
m
ic
 W
rit
in
g
 I

A
ca
de
m
ic
 W
rit
in
g
 Ⅱ

A
ca
de
m
ic
 W
rit
in
g
 II

C
om
m
un
ic
at
io
n 
S
ki
lls
 Ⅰ

C
om
m
un
ic
at
io
n 
S
ki
lls
 I

C
om
m
un
ic
at
io
n 
S
ki
lls
 Ⅱ

C
om
m
un
ic
at
io
n 
S
ki
lls
 II

英
文

法
Ⅰ

E
ng
lis
h 
G
ra
m
m
ar
 I

英
文

法
Ⅱ

E
ng
lis
h 
G
ra
m
m
ar
 II

英
語

キ
ャ

リ
ア

戦
略
C
ar
ee
r 
P
la
nn
in
g
 f
or
 E
ng
lis
h 

M
aj
or
s

T
O
E
IC
 Ⅰ

T
O
E
IC
 I

T
O
E
IC
 Ⅱ

T
O
E
IC
 II

T
O
E
IC
 Ⅲ

T
O
E
IC
 II
I

T
O
E
IC
 Ⅳ

T
O
E
IC
 IV

T
O
E
FL
 Ⅰ

T
O
E
FL
 I

T
O
E
FL
 Ⅱ

T
O
E
FL
 II

1
5
－
⑶
 科
目
名
の
英
訳
対
照
表
（
国
際
言
語
文
化
学
部
）

S
U
B
JE
C
T 
TI
TL
ES
：
G
EN
ER
A
L 
ED
U
C
A
TI
O
N
 S
U
B
JE
C
TS

─ 191 ─

11
．留
学
・
海
外
研
修
等

12
． 欠
席
の
取
扱
い
・

　 

試
験
実
施
要
領
等

13
． 学
生
納
入
金（
学
費
）・

経
済
的
支
援

14
．各
部
局
等
の
案
内

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等

16
．   学
則
・
規
程
等

17
．校
舎
・
教
室
等
配
置
図

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等



区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

D
eb
at
e

D
eb
at
e

G
lo
b
a
l 
H
u
m
a
n
 R
e
s
o
u
rc
e 

D
ev
el
op
m
en
t

G
lo
b
a
l 
H
u
m
a
n
 
R
e
s
o
u
rc
e 

D
ev
el
op
m
en
t

In
te
rc
u
lt
u
ra
l 
C
o
m
m
u
n
ic
a
ti
o
n 

an
d 
A
dj
us
tm
en
t

In
te
rc
ul
tu
ra
l 
C
om
m
un
ic
at
io
n 
an
d 

A
dj
us
tm
en
t

G
lo
ba
l E
ng
lis
h 
S
em
in
ar

G
lo
ba
l E
ng
lis
h 
S
em
in
ar

海
外

留
学

事
前

指
導
S
tu
d
y 
A
b
ro
a
d
 G
u
id
a
n
c
e
 (
P
re
-

de
pa
rt
ur
e)

専
門
展
開
科
目
英

文
学

の
歴

史
H
is
to
ry
 o
f 
B
rit
is
h 
Li
te
ra
tu
re

米
文

学
の

歴
史
H
is
to
ry
 o
f 
A
m
er
ic
an
 L
it
er
at
ur
e

英
文

学
作

品
研

究
E
ng
lis
h 
Li
te
ra
tu
re
 S
tu
di
es

米
文

学
作

品
研

究
A
m
er
ic
an
 L
it
er
at
ur
e 
S
tu
di
es

映
画

論
Fi
lm
 S
tu
di
es

英
語

圏
文

化
C
ul
tu
re
s 
of
 t
he
 E
ng
lis
h-
S
pe
ak
in
g
 

W
or
ld

ア
メ
リ
カ
の
社
会
と
文
化

A
m
er
ic
an
 S
oc
ie
ty
 a
nd
 C
ul
tu
re

英
語

の
歴

史
H
is
to
ry
 o
f 
th
e 
E
ng
lis
h 
La
ng
ua
g
e

こ
と

ば
の

し
く

み
S
tr
uc
tu
re
 o
f 
La
ng
ua
g
e

こ
と

ば
と

意
味
La
ng
ua
g
e 
an
d 
M
ea
ni
ng

こ
と

ば
と

社
会
La
ng
ua
g
e 
an
d 
S
oc
ie
ty

こ
と

ば
の

音
と

形
態
S
ou
nd
s 
an
d 
Fo
rm
s 
of
 L
an
g
ua
g
e

対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

In
te
rp
er
so
na
l C
om
m
un
ic
at
io
n

異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

In
te
rc
ul
tu
ra
l C
om
m
un
ic
at
io
n

こ
と
ば
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

La
ng
ua
g
e 
an
d 
C
om
m
un
ic
at
io
n

専
門
関
連
科
目

英
語
教
育
領
域
英

語
科

教
育

法
Ⅰ
T
ea
ch
in
g
 M
et
ho
ds
 (
E
ng
lis
h)
 I

英
語

科
教

育
法

Ⅱ
T
ea
ch
in
g
 M
et
ho
ds
 (
E
ng
lis
h)
 II

英
語

科
教

育
法

Ⅲ
T
ea
ch
in
g
 M
et
ho
ds
 (
E
ng
lis
h)
 II
I

英
語

科
教

育
法

Ⅳ
T
ea
ch
in
g
 M
et
ho
ds
 (
E
ng
lis
h)
 IV

こ
ど
も
英
語
指
導
法
（
理
論
編
）
T
e
a
c
h
in
g
 E
n
g
li
s
h
 t
o
 Y
o
u
n
g
 

Le
ar
ne
rs
 (
T
he
or
y)

こ
ど
も
英
語
指
導
法
（
実
践
編
）
T
e
a
c
h
in
g
 E
n
g
li
s
h
 t
o
 Y
o
u
n
g
 

Le
ar
ne
rs
 

応
用

言
語

学
A
pp
lie
d 
Li
ng
ui
st
ic
s

英
語

教
材

作
成

演
習
S
e
m
in
a
r
 
in
 
M
a
t
e
r
ia
ls
 

D
ev
el
op
m
en
t 
fo
r 
E
ng
lis
h 
Le
ar
ne
rs

外
国
語
と
し
て
の
日
本
語

Ja
pa
ne
se
 a
s 
a 
S
ec
on
d 
La
ng
ua
g
e

エ
ア
ラ
イ
ン
プ
ロ
 

グ
ラ
ム
科
目
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

論
H
os
pi
ta
lit
y 
S
tu
di
es

エ
ア
ラ
イ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
論
A
irl
in
e 
B
us
in
es
s 
Fo
un
da
ti
on
s

エ
ア
ラ
イ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
論
C
us
to
m
er
 S
er
vi
ce
 f
or
 t
he
 A
ir
lin
e 

In
du
st
ry

区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

同
時

通
訳

入
門
In
tr
o
d
u
c
ti
o
n
 t
o
 S
im
u
lt
a
n
e
o
u
s 

In
te
rp
re
ta
ti
on

同
時

通
訳

法
Ⅰ
S
im
ul
ta
ne
ou
s 
In
te
rp
re
ta
ti
on
 I

同
時

通
訳

法
Ⅱ
S
im
ul
ta
ne
ou
s 
In
te
rp
re
ta
ti
on
 II

海
外

留
学

Ⅰ
ａ
S
tu
dy
 A
br
oa
d 
I a

海
外

留
学

Ⅰ
ｂ
S
tu
dy
 A
br
oa
d 
I b

海
外

留
学

Ⅱ
ａ
S
tu
dy
 A
br
oa
d 
II 
a

海
外

留
学

Ⅱ
ｂ
S
tu
dy
 A
br
oa
d 
II 
b

海
外

留
学

Ⅲ
ａ
S
tu
dy
 A
br
oa
d 
III
 a

海
外

留
学

Ⅲ
ｂ
S
tu
dy
 A
br
oa
d 
III
 b

海
外

留
学

Ⅲ
ｃ
S
tu
dy
 A
br
oa
d 
III
 c

海
外

留
学

Ⅲ
ｄ
S
tu
dy
 A
br
oa
d 
III
 d

海
外

留
学

Ⅲ
ｅ
S
tu
dy
 A
br
oa
d 
III
 e

海
外

留
学

Ⅲ
ｆ
S
tu
dy
 A
br
oa
d 
III
 f

専
門
基
幹
科
目
英
語
英
文
学
基
礎
演
習
Ⅰ

Fr
es
hm
an
 S
em
in
ar
 I

英
語
英
文
学
基
礎
演
習
Ⅱ

Fr
es
hm
an
 S
em
in
ar
 II

英
米

文
学

概
論
In
tr
o
d
u
c
ti
o
n
 t
o
 B
ri
ti
s
h
 a
n
d 

A
m
er
ic
an
 L
it
er
at
ur
e

言
語

学
概

論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
ng
ui
st
ic
s

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
概
論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
C
om
m
un
ic
at
io
n

専
門

講
読
（

英
文

学
）

S
p
e
c
ia
li
ze
d
 R
e
a
d
in
g
 (
E
n
g
li
s
h 

Li
te
ra
tu
re
)

専
門

講
読
（

米
文

学
）

S
p
e
c
ia
liz
e
d
 R
e
a
d
in
g
 (
A
m
e
ri
c
a
n 

Li
te
ra
tu
re
)

研
究
方
法
論
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
）
R
e
s
e
a
r
c
h
 
M
e
t
h
o
d
s
 
in
 

C
om
m
un
ic
at
io
n 
S
tu
di
es

研
究
方
法
論
（
英
語
教
育
学
）

R
e
s
e
a
rc
h
 M
e
th
o
d
s
 i
n
 E
n
g
li
s
h 

E
du
ca
ti
on

研
究
方
法
論
（
言
語
学
）

R
es
ea
rc
h 
M
et
ho
ds
 in
 L
in
g
ui
st
ic
s

専
門
展
開
科
目

（
グ
ロ
ー
バ
ル
英
語
コ
ー
ス
）
G
lo
ba
l I
ss
ue
s

G
lo
ba
l I
ss
ue
s

C
om
pa
ra
ti
ve
 C
ul
tu
re

C
om
pa
ra
ti
ve
 C
ul
tu
re

C
om
pa
ra
ti
ve
 C
ul
tu
re
 W
or
ks
ho
p

C
om
pa
ra
ti
ve
 C
ul
tu
re
 W
or
ks
ho
p

Ja
pa
n 
S
tu
di
es

Ja
pa
n 
S
tu
di
es

Ja
pa
n 
S
tu
di
es
 W
or
ks
ho
p

Ja
pa
n 
S
tu
di
es
 W
or
ks
ho
p

W
om
en
 in
 L
ea
de
rs
hi
p

W
om
en
 in
 L
ea
de
rs
hi
p

P
op
ul
ar
 C
ul
tu
re

P
op
ul
ar
 C
ul
tu
re

C
re
at
iv
e 
W
rit
in
g

C
re
at
iv
e 
W
rit
in
g

P
er
su
as
iv
e 
C
om
m
un
ic
at
io
n

P
er
su
as
iv
e 
C
om
m
un
ic
at
io
n

P
ub
lic
 S
pe
ak
in
g

P
ub
lic
 S
pe
ak
in
g
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区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

旅
行

観
光

業
研

究
T
ra
ve
l a
nd
 T
ou
ris
m

ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
研
究

H
ot
el
 B
us
in
es
s

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ス
キ
ル
H
os
pi
ta
lit
y 
S
ki
lls

フ
ィ

ー
ル

ド
研

究
Fi
el
d 
S
tu
dy

接
遇
の
た
め
の
日
本
語

Ja
pa
ne
se
 L
an
g
ua
g
e 
S
ki
lls
 f
or
 t
he
 

H
os
pi
ta
lit
y 
In
du
st
ry

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
演
習

B
us
in
es
s 
M
an
ne
rs

キ
ャ
リ
ア
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
C
ar
ee
r 
D
ev
el
op
m
en
t

エ
ア

ラ
イ

ン
研

修
A
irl
in
e 
W
or
ks
ho
p

医
療
サ
ポ
ー
ト
英
語
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
医
療
サ
ポ
ー
ト
英
語
Ⅰ

M
ed
ic
al
 S
up
po
rt
 E
ng
lis
h 
I

医
療
サ
ポ
ー
ト
英
語
Ⅱ

M
ed
ic
al
 S
up
po
rt
 E
ng
lis
h 
II

臨
床
の
医
学
・
病
院
研
修

C
li
n
ic
a
l 
M
e
d
ic
in
e
 /
 H
o
s
p
it
a
l 

T
ra
in
in
g

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

実
務
士
科
目
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
概
論

In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
P
re
se
nt
at
io
n

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習

E
ss
en
ti
al
 P
re
se
nt
at
io
n 
S
ki
lls

専
門
演
習
・
卒
業
研
究

英
語

英
文

学
演

習
Ⅰ
S
em
in
ar
 in
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
g
e 
an
d 

Li
te
ra
tu
re
 I

英
語

英
文

学
演

習
Ⅱ
S
em
in
ar
 in
 E
ng
lis
h 
La
ng
ua
g
e 
an
d 

Li
te
ra
tu
re
 II

卒
業

研
究

G
ra
du
at
io
n 
S
tu
dy

国
際
日
本
文
化
学
科

専
門
教
育
科
目

D
E
P
A
R
T
M
E
N
T
 O
F 
J
A
P
A
N
E
S
E
 

A
N
D
 G
LO
B
A
L 
C
U
LT
U
R
E
S
 

M
A
J
O
R
 S
U
B
J
E
C
T
S

基
礎

科
目
基

礎
演

習
Ⅰ
Fr
es
hm
an
 S
em
in
ar
 I

基
礎

演
習

Ⅱ
Fr
es
hm
an
 S
em
in
ar
 II

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

C
om
m
un
ic
at
io
n 
in
 J
ap
an
es
e 
I

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

C
om
m
un
ic
at
io
n 
in
 J
ap
an
es
e 
II

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅲ

C
om
m
un
ic
at
io
n 
in
 J
ap
an
es
e 
III

展
開

科
目

学
科
共
通
選
択
科
目
言

語
文

化
概

論
In
tr
o
d
u
c
ti
o
n
 t
o
 L
a
n
g
u
a
g
e
 a
n
d 

C
ul
tu
re

国
際

日
本

文
化

論
Ja
pa
ne
se
 a
nd
 G
lo
ba
l C
ul
tu
re
s

観
光

学
概

論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
T
ou
ris
m

観
光

文
化

論
T
ou
ris
m
 C
ul
tu
re

観
光

ビ
ジ

ネ
ス

論
T
ou
ris
m
 B
us
in
es
s

地
域

ツ
ー

リ
ズ

ム
論
R
eg
io
na
l T
ou
ris
m

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
概
論

In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
P
re
se
nt
at
io
n

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習

E
ss
en
ti
al
 P
re
se
nt
at
io
n 
S
ki
lls

区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

フ
ィ
ー
ル
ド
実
践
演
習

Fi
el
dw
or
k 
P
ra
ct
ic
um

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
演
習

C
o
o
l 
J
a
p
a
n
 :
 J
a
p
a
n
e
s
e
 P
o
p
u
la
r 

C
ul
tu
re

日
本
語
日
本
文
化
領
域
国

文
学

概
論
In
tr
o
d
u
c
ti
o
n
 t
o
 J
a
p
a
n
e
s
e 

Li
te
ra
tu
re

国
語

学
概

論
In
tr
o
d
u
c
ti
o
n
 t
o
 J
a
p
a
n
e
s
e 

Li
ng
ui
st
ic
s

漢
文

学
入

門
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
C
hi
ne
se
 C
la
ss
ic
al
 

Li
te
ra
tu
re

漢
文

学
特

講
S
p
e
c
ia
l 
L
e
c
tu
re
 o
n
 C
h
in
e
s
e 

C
la
ss
ic
al
 L
it
er
at
ur
e

日
本

古
典

文
学

講
読
R
e
a
d
in
g
 o
f 
J
a
p
a
n
e
s
e
 C
la
s
s
ic
a
l 

Li
te
ra
tu
re

日
本

近
代

文
学

講
読
R
e
a
d
in
g
 o
f 
J
a
p
a
n
e
s
e
 M
o
d
e
rn
 

Li
te
ra
tu
re

日
本

語
文

法
Ja
pa
ne
se
 G
ra
m
m
ar

日
本

語
研

究
O
ut
lin
e 
of
 J
ap
an
es
e 
La
ng
ua
g
e

日
本

語
教

育
入

門
In
tr
o
d
u
c
ti
o
n
 t
o
 T
e
a
c
h
in
g
 

Ja
pa
ne
se
 a
s 
a 
S
ec
on
d 
La
ng
ua
g
e

日
本

語
の

朗
読
A
rt
 o
f 
O
ra
l R
ea
di
ng
 in
 J
ap
an
es
e

ス
ピ

ー
チ

の
基

礎
B
as
ic
 S
pe
ec
h

外
国
語
と
し
て
の
日
本
語

Ja
pa
ne
se
 a
s 
a 
S
ec
on
d 
La
ng
ua
g
e

書
写

研
究

S
tu
di
es
 in
 C
al
lig
ra
ph
y

日
本

文
学

特
講
S
p
e
c
ia
l 
L
e
c
tu
re
 o
n
 J
a
p
a
n
e
s
e 

Li
te
ra
tu
re

日
本

伝
統

文
化

論
T
ra
di
ti
on
al
 J
ap
an
es
e 
C
ul
tu
re

日
本

年
中

行
事

論
A
nn
ua
l E
ve
nt
s 
in
 J
ap
an

京
都

学
S
tu
di
es
 in
 K
yo
to

京
都
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研
究
Fi
el
d 
W
or
ki
ng
 in
 K
yo
to

京
都

資
料

論
R
es
ou
rc
es
 f
or
 K
yo
to
 S
tu
di
es

古
文

書
読

解
In
st
ru
ct
io
n 
fo
r 
R
ea
di
ng
 H
is
to
ric
al
 

D
oc
um
en
ts

子
ど
も
の
読
書
と
メ
デ
ィ
ア

C
hi
ld
re
n'
s 
R
ea
di
ng
 a
nd
 t
he
 M
ed
ia

昔
話
と
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
Fo
lk
 T
al
es
 a
nd
 S
to
ry
-T
el
lin
g

現
代

出
版

事
情
M
od
er
n 
P
ub
lic
at
io
n

出
版

文
化

史
C
ul
tu
ra
l H
is
to
ry
 o
f 
P
rin
ti
ng

現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
入
門

T
h
e
 B
a
s
ic
s
 o
f 
 C
o
n
te
m
p
o
ra
ry
  

Jo
ur
na
lis
m

日
本

の
歴

史
と

文
化
H
is
to
ry
 a
nd
 C
ul
tu
re
 o
f 
Ja
pa
n

日
本

思
想

Ja
pa
ne
se
 T
ho
ug
ht
s

日
本

美
術

史
H
is
to
ry
 o
f 
Ja
pa
ne
se
 F
in
e 
A
rt
s

日
本

美
術

特
講
S
p
e
c
ia
l 
L
e
c
tu
re
s
 o
n
 J
a
p
a
n
e
s
e 

A
rt
s
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11
．留
学
・
海
外
研
修
等

12
． 欠
席
の
取
扱
い
・

　 

試
験
実
施
要
領
等

13
． 学
生
納
入
金（
学
費
）・

経
済
的
支
援

14
．各
部
局
等
の
案
内

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等

16
．   学
則
・
規
程
等

17
．校
舎
・
教
室
等
配
置
図

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等



区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

専
門
演
習
・
卒
業
研
究
発

展
演

習
Ⅰ
S
op
ho
m
or
e 
S
em
in
ar
 I

発
展

演
習

Ⅱ
S
op
ho
m
or
e 
S
em
in
ar
 II

専
門

演
習

Ⅰ
Ju
ni
or
 S
em
in
ar
 I

専
門

演
習

Ⅱ
Ju
ni
or
 S
em
in
ar
 II

卒
業

研
究

G
ra
du
at
io
n 
S
tu
dy

現
代

社
会

と
人

間
H
um
an
 B
ei
ng
s 
in
 M
od
er
n 
S
oc
ie
ty

病
児

の
発

達
と

支
援
D
ev
el
op
m
en
t 
an
d 
S
up
po
rt
 f
or
 S
ic
k 

C
hi
ld
re
n

こ
ど

も
と

自
然
N
at
ur
al
 S
ci
en
ce
 f
or
 C
hi
ld
re
n

区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

異
界

・
妖

怪
学
Ja
pa
ne
se
 M
on
st
ro
si
ty

物
語

舞
台

論
S
to
ry
 S
et
ti
ng
s 
in
 P
la
ce
s

国
際
文
化
領
域
比

較
文

化
概

論
In
tr
o
d
u
c
ti
o
n
 t
o
 C
o
m
p
a
ra
ti
v
e 

C
ul
tu
re

国
際

関
係

論
P
ri
n
c
ip
le
s
 o
f 
In
te
rn
a
ti
o
n
a
l 

R
el
at
io
ns

多
文

化
理

解
U
n
d
e
rs
t
a
n
d
in
g
 
o
f 
M
u
lt
i-

C
ul
tu
ra
lis
m

ク
ー

ル
ジ

ャ
パ

ン
論
C
o
o
l 
J
a
p
a
n
 :
 J
a
p
a
n
e
s
e
 P
o
p
u
la
r 

C
ul
tu
re

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
文

化
論
E
ur
op
ea
n 
C
ul
tu
re

ア
ジ

ア
文

化
論
A
si
an
 C
ul
tu
re

中
東

文
化

論
M
id
dl
e 
E
as
te
rn
 C
ul
tu
re

ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
論

A
ra
b 
Is
la
m
ic
 C
ul
tu
re

ア
ラ

ビ
ア

語
の

世
界
T
h
e
 
W
o
rl
d
 
o
f 
t
h
e
 
A
ra
b
ic
 

La
ng
ua
g
e

日
中
近
代
語
彙
比
較
論

C
om
pa
ra
ti
ve
 S
tu
di
es
 o
n 
M
od
er
n-

T
er
m
s 
of
 J
ap
an
es
e

比
較

文
学

講
読
R
e
a
d
in
g
s
 i
n
 C
o
m
p
a
ra
ti
v
e 

Li
te
ra
tu
re

西
洋

美
術

史
Ⅰ
H
is
to
ry
 o
f 
W
es
te
rn
 A
rt
 1

西
洋

美
術

史
Ⅱ
H
is
to
ry
 o
f 
W
es
te
rn
 A
rt
 2

西
洋

美
術

史
特

講
S
pe
ci
al
 L
ec
tu
re
s 
on
 W
es
te
rn
 F
in
e 

A
rt
s

音
楽

文
化

概
論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
C
ul
tu
re
 o
f 
M
us
ic

キ
リ
ス
ト
教
音
楽
特
講

S
p
e
c
ia
l 
L
e
c
tu
re
 f
o
r 
C
h
ri
s
ti
a
n 

M
us
ic

音
楽

表
現

学
M
us
ic
 E
xp
re
ss
io
n

現
代

音
楽

事
情
C
ur
re
nt
 Is
su
es
 in
 M
us
ic

西
洋

思
想

史
H
is
to
ry
 o
f 
W
es
te
rn
 T
ho
ug
ht

キ
リ
ス
ト
教
と
こ
と
ば

C
hr
is
ti
an
it
y 
an
d 
La
ng
ua
g
e

キ
リ

ス
ト

教
文

化
C
hr
is
ti
an
 C
ul
tu
re

哲
学

と
キ

リ
ス

ト
教
P
hi
lo
so
ph
y 
an
d 
C
hr
is
ti
an
it
y

情
報
・
メ
デ
ィ
ア
の
文
化
と
リ
テ
ラ
シ
ー
M
ed
ia
 a
nd
 In
fo
rm
at
io
n 
Li
te
ra
cy

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
論

U
nd
er
st
an
di
ng
 o
f 
In
te
rn
et
 S
oc
ie
ty

図
書

館
情

報
技

術
論
In
tr
o
d
u
c
ti
o
n
 t
o
 L
ib
ra
ry
 S
e
rv
ic
e 

T
ec
hn
ol
og
y

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
表
現
法
M
ed
ia
 C
on
te
nt
s 
E
xp
re
ss
io
n

識
字
活
動
と
子
ど
も
の
権
利

Li
te
ra
cy
 a
nd
 t
he
 R
ig
ht
 o
f 
C
hi
ld
re
n

博
物

館
概

論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
M
us
eo
lo
g
y

博
物
館
情
報
・
メ
デ
ィ
ア
論
M
us
eu
m
 In
fo
rm
at
io
n 
an
d 
M
ed
ia
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区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

現
代
人
間
学
部

FA
C
U
LT
Y
 O
F 
C
O
N
TE
M
P
O
R
A
R
Y
 

H
U
M
A
N
 S
C
IE
N
C
ES

学
部
共
通
科
目
現

代
社

会
と

人
間
H
um
an
 in
 M
od
er
n 
S
oc
ie
ty

病
児

の
発

達
と

支
援
D
ev
el
op
m
en
t 
an
d 
S
up
po
rt
 f
or
 S
ic
k 

C
hi
ld
re
n

こ
ど

も
と

自
然
N
at
ur
al
 S
ci
en
ce
 f
or
 C
hi
ld
re
n

生
活
環
境
学
科

専
門
教
育
科
目

D
E
P
A
R
T
M
E
N
T
 O
F 
H
U
M
A
N
 L
IF
E
 

E
N
V
IR
O
N
M
E
N
T
S

基
幹

科
目

生
活
環
境
基
礎
演
習
Ⅰ

S
em
in
ar
 in
 H
um
an
 L
ife
 

E
nv
iro
nm
en
ts
  
I

生
活
環
境
基
礎
演
習
Ⅱ

S
em
in
ar
 in
 H
um
an
 L
ife
 

E
nv
iro
nm
en
ts
  
II

生
活
環
境
基
礎
演
習
Ⅲ

S
em
in
ar
 in
 H
um
an
 L
ife
 

E
nv
iro
nm
en
ts
  
III

生
活
環
境
基
礎
演
習
Ⅳ

S
em
in
ar
 in
 H
um
an
 L
ife
 

E
nv
iro
nm
en
ts
  
IV

基
礎

科
目

生
活

環
境

概
論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
H
um
an
 L
ife
 

E
nv
iro
nm
en
ts

衣
生

活
概

論
In
to
rd
uc
ti
on
 t
o 
C
lo
th
in
g
 L
ife

食
生

活
概

論
 
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
D
ie
ta
ry
 L
ife

住
居
学
概
論
（
製
図
を
含
む
）

In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
D
w
el
lin
g
 S
ci
en
ce

現
代
社
会
と
家
庭
経
営

H
om
e 
M
an
ag
em
en
t 
in
 M
or
da
n 

S
oc
ie
ty

女
性
と
家
族
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
S
oc
ia
l W
or
k 
fo
r 
W
om
en
 a
nd
 

Fa
m
ily

展
開

科
目

生
活
科
学
領
域
家
庭
電
気
・
機
械
及
び
情
報
処
理
E
le
ct
ric
 a
nd
 M
ec
ha
ni
ca
l H
om
e 

A
pp
lia
nc
e 
&
 D
at
a 
P
ro
ce
ss
 o
f

衣
生

活
材

料
学
M
at
er
ia
ls
tu
di
es
 in
 C
lo
th
in
g
 L
ife

建
築

一
般

構
造
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
A
rc
hi
te
ct
ur
al
 

S
tr
uc
tu
re

服
飾

心
理

学
S
oc
ia
l a
nd
 P
sy
ch
ol
og
ca
l S
tu
dy
 o
f 

H
um
an
 B
eh
av
io
r 
R
el
at
ed
 t
o

1
5
－
⑷
 科
目
名
の
英
訳
対
照
表
（
現
代
人
間
学
部
）

S
U
B
JE
C
T 
TI
TL
ES
：
G
EN
ER
A
L 
ED
U
C
A
TI
O
N
 S
U
B
JE
C
TS

区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

住
環

境
学

D
w
el
lin
g
 E
nv
iro
nm
en
t

住
居

史
H
is
to
ry
 o
f 
D
om
es
ti
c 
A
rc
hi
te
ct
ur
e

衣
生

活
管

理
学
C
lo
th
in
g
 C
ar
e 
an
d 
M
ai
nt
en
an
ce

家
庭

科
教

育
法

Ⅱ
 

（
家
族
・
家
庭
生
活
と
福
祉
）

T
ea
ch
in
g
 M
et
ho
ds
 in
 H
om
e-

ec
on
om
ic
s 
II

ア
パ
レ
ル
造
形
学
（
実
習
を
含
む
）
A
pp
ar
el
 a
nd
 P
la
st
ic
 A
rt
s 

(In
cl
ud
in
g
 P
ro
du
ct
io
n 
P
ra
ct
ic
e)

食
品

学
Fo
od
 S
ci
en
ce

食
品

官
能

評
価

論
Fo
od
 S
en
so
ry
 E
va
lu
at
io
n

栄
養

学
N
ut
rit
io
na
l S
ci
en
ce

住
生

活
学

S
tu
di
es
 in
 D
w
el
lin
g
 L
ife

福
祉
住
環
境
デ
ザ
イ
ン

H
ou
si
ng
 E
nv
iro
nm
en
t 
D
es
ig
n

家
庭

科
教

育
法

Ⅰ
 

（
生
活
の
自
立
と
衣
食
住
）

T
ea
ch
in
g
 M
et
ho
ds
 in
 H
om
e-

ec
on
om
ic
s 
I

ア
パ

レ
ル

デ
ザ

イ
ン
A
pp
ar
el
 D
es
ig
n

調
理

学
C
oo
ke
ry
 S
ci
en
ce

建
築

法
規

B
ui
ld
in
g
 L
aw

食
品
官
能
評
価
演
習
（
実
験
を
含
む
）
S
em
in
ar
 in
 F
oo
d 
S
en
so
ry
 

E
va
lu
at
io
n 
(In
cl
ud
in
g
 P
ro
ce
ss
in
g

食
品
加
工
学
（
実
験
を
含
む
）

Fo
od
 P
ro
ce
ss
in
g
 (
In
cl
ud
in
g
 

P
ro
ce
ss
in
g
 P
ra
ct
ic
e)

住
居

製
図

Ⅰ
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
A
rc
hi
te
ct
ur
al
 

D
ra
w
in
g
 I

住
居

製
図

Ⅱ
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
A
rc
hi
te
ct
ur
al
 

D
ra
w
in
g
 II

染
色

加
工

学
D
ye
in
g
 S
ci
en
ce

建
築

材
料

学
M
at
er
ia
ls
 o
f 
A
rc
hi
te
ct
ur
e

イ
ン

テ
リ

ア
装

備
学
In
te
rio
r 
D
es
ig
n

調
理

学
実

習
B
as
ic
 P
ra
ct
ic
e 
in
 C
oo
ki
ng

衣
生

活
実

験
C
lo
th
in
g
 L
ife
 E
xp
er
im
en
t

発
展

調
理

学
実

習
A
dv
an
ce
d 
P
ra
ct
ic
e 
in
 C
oo
ki
ng

家
庭
科
教
育
法
Ⅲ
（
指
導
法
と
教
材
作
成
）
T
ea
ch
in
g
 M
et
ho
ds
 in
 H
om
e-

ec
on
om
ic
s 
III

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
論

Fo
od
 C
oo
rd
in
at
io
n

家
庭
科
教
育
法
Ⅳ
（
模
擬
授
業
）
T
ea
ch
in
g
 M
et
ho
ds
 in
 H
om
e-

ec
on
om
ic
s 
IV

保
育
学
（
実
習
及
び
家
庭
看
護
を
含
む
）
C
hi
ld
 C
ar
e 
(In
cl
ud
in
g
 F
ie
ld
 S
tu
dy
 

an
d 
H
om
e 
C
ar
e)

ア
パ
レ
ル
デ
ザ
イ
ン
演
習

P
ra
ct
ic
e 
in
 A
pp
ar
el
 D
es
ig
n

生
活
経
営
・
経
済
領
域
消

費
生

活
C
on
su
m
er
 L
ife

生
活

経
済

学
Li
fe
 E
co
no
m
ic
s

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
論

Li
fe
 P
la
nn
in
g

家
族

関
係

Fa
m
ily
 R
el
at
io
ns
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11
．留
学
・
海
外
研
修
等

12
． 欠
席
の
取
扱
い
・

　 

試
験
実
施
要
領
等

13
． 学
生
納
入
金（
学
費
）・

経
済
的
支
援

14
．各
部
局
等
の
案
内

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等

16
．   学
則
・
規
程
等

17
．校
舎
・
教
室
等
配
置
図

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等



区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

権
利
擁
護
と
成
年
後
見
制
度

P
ro
te
ct
io
n 
of
 H
um
an
 R
ig
ht
s 
an
d 

A
du
lt
 G
ua
rd
ia
ns
hi
p

刑
事

司
法

と
福

祉
C
rim
in
al
 J
us
ti
ce
 a
nd
 W
el
fa
re

社
会

福
祉

調
査

法
R
es
ea
rc
h 
in
 S
oc
ia
l W
el
fa
re

精
神
疾
患
と
そ
の
治
療
Ⅰ

P
sy
ch
ia
tr
ic
 D
is
or
de
rs
 a
nd
 

T
re
at
m
en
ts
 I

精
神
疾
患
と
そ
の
治
療
Ⅱ

P
sy
ch
ia
tr
ic
 D
is
or
de
rs
 a
nd
 

T
re
at
m
en
ts
 II

精
神
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論
R
eh
ab
ili
ta
ti
on
 f
or
 M
en
ta
l H
ea
lt
h

精
神
保
健
福
祉
制
度
論

S
ys
te
m
 a
bo
ut
 M
en
ta
l H
ea
lt
h 
an
d 

W
el
fa
re

精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅰ

P
rin
ci
pl
e 
ab
ou
t 
M
en
ta
l H
ea
lt
h 
an
d 

W
el
fa
re
 I

精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅱ

P
rin
ci
pl
e 
ab
ou
t 
M
en
ta
l H
ea
lt
h 
an
d 

W
el
fa
re
 II

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論

S
tu
di
es
 o
f 
R
eh
ab
ili
ta
ti
on

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
Ⅰ

S
oc
ia
l W
or
k 
T
he
or
ie
s 
&
 M
et
ho
ds
 I

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
Ⅱ

S
oc
ia
l W
or
k 
T
he
or
ie
s 
&
 M
et
ho
ds
 

II
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習

S
em
in
ar
 in
 S
oc
ia
l W
or
k

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅰ

T
he
or
y 
an
d 
M
et
ho
ds
 f
or
 S
oc
ia
l 

W
or
k 
I

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅱ

T
he
or
y 
an
d 
M
et
ho
ds
 f
or
 S
oc
ia
l 

W
or
k 
II

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
（
専
門
）
Ⅰ
T
he
or
y 
an
d 
M
et
ho
ds
 f
or
 S
oc
ia
l 

W
or
k(
A
dv
an
ce
d)
 I

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
（
専
門
）
Ⅱ
T
he
or
y 
an
d 
M
et
ho
ds
 f
or
 S
oc
ia
l 

W
or
k(
A
dv
an
ce
d)
 II

精
神
保
健
福
祉
援
助
演
習
（
基
礎
）
S
em
in
ar
 in
 S
oc
ia
l W
or
k 
in
 M
en
ta
l 

H
ea
lt
h 
(B
as
ic
)

精
神
保
健
福
祉
援
助
演
習
（
専
門
）
Ⅰ
S
em
in
ar
 in
 S
oc
ia
l W
or
k 
in
 M
en
ta
l 

H
ea
lt
h 
(A
dv
an
ce
d)
 I

精
神
保
健
福
祉
援
助
演
習
（
専
門
）
Ⅱ
S
em
in
ar
 in
 S
oc
ia
l W
or
k 
in
 M
en
ta
l 

H
ea
lt
h 
(A
dv
an
ce
d)
 II

精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
指
導
G
ui
da
nc
e 
to
 S
oc
ia
l W
or
k 
P
ra
ct
ic
e 

in
 M
en
ta
l H
ea
lt
h

精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
Ⅰ

S
oc
ia
l W
or
k 
P
ra
ct
ic
e 
in
 M
en
ta
l 

H
ea
lt
h 
I

精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
Ⅱ

S
oc
ia
l W
or
k 
P
ra
ct
ic
e 
in
 M
en
ta
l 

H
ea
lt
h 
II

精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
Ⅲ

S
oc
ia
l W
or
k 
P
ra
ct
ic
e 
in
 M
en
ta
l 

H
ea
lt
h 
III

精
神

保
健

福
祉

特
講
S
pe
ci
al
 S
tu
dy
 in
 M
en
ta
l H
ea
lt
h 

an
d 
W
el
fa
re

区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

家
族

社
会

学
S
oc
io
lo
g
y 
of
 F
am
ily

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
演
習

S
em
in
ar
 in
 L
ife
 P
la
nn
in
g

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
実
践

P
ra
ct
ic
e 
of
 C
om
m
un
it
y 
A
ct
iv
it
y

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
実
習

Fi
el
d 
S
tu
dy
 in
 L
ife
 P
la
nn
in
g

生
活
福
祉
領
域
現

代
社

会
と

福
祉

Ⅰ
W
el
fa
re
 in
 M
od
er
n 
S
oc
ie
ty
 I

現
代

社
会

と
福

祉
Ⅱ
W
el
fa
re
 in
 M
od
er
n 
S
oc
ie
ty
 II

社
会

保
障

論
Ⅰ
S
oc
ia
l S
ec
ur
it
y 
I

社
会

保
障

論
Ⅱ
S
oc
ia
l S
ec
ur
it
y 
II

高
齢

者
福

祉
論
W
el
fa
re
 f
or
 t
he
 A
g
ed

障
害

者
福

祉
論
W
el
fa
re
 f
or
 t
he
 P
er
so
ns
 w
it
h 

D
is
ta
bi
lit
ie
s

児
童

福
祉

論
C
hi
ld
 W
el
fa
re

地
域

福
祉

論
Ⅰ
C
om
m
un
it
y 
W
el
fa
re
 I

地
域

福
祉

論
Ⅱ
C
om
m
un
it
y 
W
el
fa
re
 II

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
H
um
an
 B
od
y 
S
tr
uc
tu
re
, F
un
ct
io
n 

an
d 
D
is
ea
se
s

介
護

技
術

C
ar
e 
W
or
k 
S
ki
lls

精
神

保
健

学
Ⅰ
M
en
ta
l H
ea
lt
h 
I

精
神

保
健

学
Ⅱ
M
en
ta
l H
ea
lt
h 
II

関
連

科
目

生
活
科
学
領
域
食

品
安

全
性

学
Fo
od
 S
af
et
y

食
品

流
通

論
Fo
od
 M
ar
ke
ti
ng

フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
論

In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Fo
od
 S
pe
ci
al
is
t

住
計

画
演

習
Ⅰ
P
ra
ct
ic
e 
in
 H
ou
se
 D
es
ig
n 
&
 

P
la
nn
in
g
 I

住
計

画
演

習
Ⅱ
P
ra
ct
ic
e 
in
 H
ou
se
 D
es
ig
n 
&
 

P
la
nn
in
g
 II

建
築

構
造

力
学
S
tr
uc
tu
ra
l D
yn
am
ic
s 
of
 B
ui
ld
in
g

建
築

施
工

B
ui
ld
in
g
 C
on
st
ru
ct
io
n

デ
ザ

イ
ン

論
Ⅰ
D
es
ig
n 
T
he
or
y 
I

デ
ザ

イ
ン

論
Ⅱ
D
es
ig
n 
T
he
or
y 
II

色
彩

学
C
ol
or
 S
ci
en
ce

生
活
経
営
・
経
済
領
域
ビ

ジ
ネ

ス
の

基
礎

Ⅰ
B
as
ic
 B
us
in
es
s 
I

ビ
ジ

ネ
ス

の
基

礎
Ⅱ
B
as
ic
 B
us
in
es
s 
II

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論
M
ar
ke
ti
ng

ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

S
oc
ia
l M
ar
ke
ti
ng

女
性

起
業

論
Fe
m
al
e 
B
us
in
es
s 
P
ro
m
ot
io
n

精
神
保
健
福
祉
領
域
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
M
ed
ic
al
 T
re
at
m
en
t 
fo
r 
H
ea
lt
h 

C
ar
e 
S
er
vi
ce

公
的

扶
助

論
P
ub
lic
 A
ss
is
ta
nc
e

社
会

福
祉

運
営

論
A
dm
in
is
tr
at
io
n 
of
 S
oc
ia
l S
er
vi
ce
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区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

心
理
学
と
心
理
的
支
援

P
sy
ch
ol
og
y 
an
d 
P
sy
ch
ol
og
ic
al
 

S
up
po
rt

専
門
演
習
・
卒
業
研
究

生
活

環
境

特
論
S
pe
ci
al
 S
tu
dy
 in
 H
um
an
 L
ife
 

E
nv
iro
nm
en
ts

卒
業

研
究

S
en
io
r 
T
he
si
s

心
理
学
科
専
門
教
育
科
目

D
E
P
A
R
T
M
E
N
T
 O
F 
P
S
Y
C
H
O
LO
G
Y
 

M
A
J
O
R
 S
U
B
J
E
C
T
S

専
門
基
礎
科
目
心

理
学

概
論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
P
sy
ch
ol
og
y

心
理

学
統

計
法
P
sy
ch
ol
og
ic
al
 S
ta
ti
st
ic
s

心
理

学
基

礎
演

習
Ⅰ

Fr
es
hm
an
 S
em
in
ar
 in
 P
sy
ch
ol
og
y 
I

心
理

学
基

礎
演

習
Ⅱ

Fr
es
hm
an
 S
em
in
ar
 in
 P
sy
ch
ol
og
y 
II

心
理

学
実

験
演

習
Ⅰ
P
sy
ch
ol
og
ic
al
 E
xp
er
im
en
ts
 I

心
理

学
実

験
演

習
Ⅱ
P
sy
ch
ol
og
ic
al
 E
xp
er
im
en
ts
 II

現
代

社
会

調
査

入
門
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
S
oc
ia
l R
es
ea
rc
h

行
動

科
学

概
論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
B
eh
av
iro
ra
l 

S
ci
en
ce

心
理

学
研

究
法
M
et
ht
od
s 
of
 P
sy
ch
ol
og
ic
al
 

R
es
ea
ch

推
測

統
計

学
Ⅰ
In
fe
re
nt
ia
l S
ta
ti
st
ic
s 
fo
r 

P
sy
ch
ol
og
y 
I

推
測

統
計

学
Ⅱ
In
fe
re
nt
ia
l S
ta
ti
st
ic
s 
fo
r 

P
sy
ch
ol
og
y 
II

心
理

テ
ス

ト
演

習
S
em
in
ar
 in
 P
sy
ch
ol
og
ic
al
 T
es
ti
ng

質
問

紙
調

査
法
Q
ue
st
io
nn
ai
re
 a
nd
 S
ur
ve
y

心
理
学
英
文
講
読
（
基
礎
）
B
as
ic
 S
em
in
ar
 (
P
sy
ch
ol
og
ic
al
 

E
ng
lis
h)

心
理
学
英
文
講
読
（
応
用
）
A
dv
an
ce
d 
S
em
in
ar
 (
P
sy
ch
ol
og
ic
al
 

E
ng
lis
h)

上
級

実
験

演
習
A
dv
an
ce
d 
S
em
in
ar
 in
 

P
sy
ch
ol
og
ic
al
 E
xp
er
im
en
t

心
理

学
情

報
処

理
In
fo
rm
at
io
n 
P
ro
ce
ss
in
g
 f
or
 

P
sy
ch
ol
og
y

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
践
（
面
接
技
法
）
P
ra
ct
ic
al
 o
f 
P
sy
ch
ol
og
ic
al
 

C
ou
ns
el
in
g
(In
te
rv
ie
w
 T
ec
hn
iq
ue
)

展
開

科
目

基
礎
心
理
領
域
知

覚
・

認
知

心
理

学
P
sy
ch
ol
og
y 
of
 P
er
ce
pt
io
n 
an
d 

C
og
ni
ti
on

学
習
・

言
語

心
理

学
P
sy
ch
ol
og
y 
of
 L
ea
rn
in
g
 a
nd
 

La
ng
ua
g
e

神
経
・

生
理

心
理

学
N
eu
ro
-a
nd
 P
hy
si
ol
og
ic
al
 

P
sy
ch
ol
og
y

生
涯
発
達
心
理
領
域
教

育
心

理
学

概
論
E
du
ca
ti
on
al
 P
sy
ch
ol
og
y

区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

発
達

心
理

学
概

論
D
ev
el
op
m
en
ta
l P
sy
ch
ol
og
y

現
代

青
年

の
心

理
学
P
sy
ch
ol
og
y 
of
 A
do
le
sc
en
ce

高
齢

者
の

心
理

学
P
sy
ch
ol
og
y 
of
 A
g
in
g

社
会
・
産
業
心
理
学
領
域
社
会
・
集
団
・
家
族
心
理
学
Ⅰ（
社
会
・
集
団
）
S
oc
ia
l, 
G
ro
up
 a
nd
 F
am
ily
 

P
sy
ch
ol
og
y 
I

対
人

関
係

論
In
te
rp
er
so
na
l R
el
at
io
ns
hi
p

生
活

環
境

の
心

理
学
E
nv
iro
nm
en
ta
l P
sy
ch
ol
og
y

消
費
者
行
動
の
心
理
学

P
sy
ch
ol
og
y 
of
 C
on
su
m
er
 

B
eh
av
io
r

社
会
・
集
団
・
家
族
心
理
学
Ⅱ
（
家
族
）

S
oc
ia
l, 
G
ro
up
 a
nd
 F
am
ily
 

P
sy
ch
ol
og
y 
II

社
会
・
ビ
ジ
ネ
ス
心
理
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
Fi
el
dw
or
k 
in
 S
oc
ia
l a
nd
 B
us
in
es
s 

P
sy
ch
ol
og
y

服
飾

心
理

学
Fa
sh
io
n 
P
sy
ch
ol
og
y

産
業
・

組
織

心
理

学
In
du
st
ria
l a
nd
 O
rg
an
iz
at
io
na
l 

P
sy
ch
ol
og
y

臨
床
心
理
・
精
神
医
学

領
域
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
概
論

In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
P
sy
ch
ol
og
ic
al
 

C
ou
ns
el
in
g

心
理

テ
ス

ト
論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
P
sy
ch
ol
og
ic
al
 

T
es
ti
ng

臨
床

心
理

学
概

論
C
lin
ic
al
 P
sy
ch
ol
og
y

精
神

保
健

学
Ⅰ
M
en
ta
l H
ea
lt
h 
I

精
神

保
健

学
Ⅱ
M
en
ta
l H
ea
lt
h 
II

感
情
・

人
格

心
理

学
P
sy
ch
ol
og
y 
of
 E
m
ot
io
n 
an
d 

P
er
so
na
lit
y

障
害
者
・
障
害
児
心
理
学

P
sy
ch
ol
og
y 
fo
r 
A
du
lt
s 
&
 C
hi
ld
re
n 

w
it
h 
D
is
ab
ili
ti
es

心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト

P
sy
ch
ol
og
ic
al
 A
ss
es
sm
en
t

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
論
 

（
教
育
・
学
校
心
理
学
）
E
du
ca
ti
on
al
 a
nd
 S
ch
oo
l 

P
sy
ch
ol
og
y

心
理

学
的

支
援

法
M
et
ho
ds
 o
f 
P
sy
ch
ol
og
ic
al
 

S
up
po
rt

関
係

行
政

論
Le
g
al
 a
nd
 A
dm
in
is
tr
at
ic
e 

S
ys
te
m
s

精
神
疾
患
と
そ
の
治
療
Ⅰ

P
sy
ch
ia
tr
ic
 D
is
or
de
rs
 a
nd
 

T
re
at
m
en
ts
 I

精
神
疾
患
と
そ
の
治
療
Ⅱ

P
sy
ch
ia
tr
ic
 D
is
or
de
rs
 a
nd
 

T
re
at
m
en
ts
 II

司
法
・

犯
罪

心
理

学
Fo
re
ns
ic
 a
nd
 C
rim
in
al
 P
sy
ch
ol
og
y

認
知

行
動

療
法

概
論
C
og
ni
ti
ve
 B
eh
av
io
ra
l T
he
ra
py

心
理
演
習
（
心
理
支
援
の
実
際
）
S
em
in
ar
 in
 P
sy
ch
ol
og
y

公
認

心
理

師
の

職
責
P
ro
fe
ss
io
na
lis
m
 o
f 

Li
ce
ns
ed
P
sy
ch
ol
og
is
ts

福
祉

心
理

学
P
sy
ch
ol
og
y 
fo
r 
S
oc
ia
l W
el
fa
re
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11
．留
学
・
海
外
研
修
等

12
． 欠
席
の
取
扱
い
・

　 

試
験
実
施
要
領
等

13
． 学
生
納
入
金（
学
費
）・

経
済
的
支
援

14
．各
部
局
等
の
案
内

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等

16
．   学
則
・
規
程
等

17
．校
舎
・
教
室
等
配
置
図

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等



区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
Ⅲ

S
oc
ia
l W
or
k 
P
ra
ct
ic
e 
in
 M
en
ta
l 

H
ea
lt
h 
III

 
精
神
保
健
福
祉
特
講

S
pe
ci
al
 S
tu
dy
 in
 M
en
ta
l H
ea
lt
h 

an
d 
W
el
fa
re

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
Ⅰ

S
oc
ia
l W
or
k 
T
he
or
ie
s 
&
 M
et
ho
ds
 I

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅰ

T
he
or
y 
an
d 
M
et
ho
ds
 f
or
 S
oc
ia
l 

W
or
k 
I

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅱ

T
he
or
y 
an
d 
M
et
ho
ds
 f
or
 S
oc
ia
l 

W
or
k 
II

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法（
専
門
）Ⅰ

T
he
or
y 
an
d 
M
et
ho
ds
 f
or
 S
oc
ia
l 

W
or
k(
A
dv
an
ce
d)
 I

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法（
専
門
）Ⅱ

T
he
or
y 
an
d 
M
et
ho
ds
 f
or
 S
oc
ia
l 

W
or
k(
A
dv
an
ce
d)
 II

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習

S
em
in
ar
 in
 S
oc
ia
l W
or
k

刑
事

司
法

と
福

祉
C
rim
in
al
 J
us
ti
ce
 a
nd
 W
el
fa
re

社
会

福
祉

調
査

法
R
es
ea
rc
h 
in
 S
oc
ia
l W
el
fa
re

心
理
学
と
心
理
的
支
援

P
sy
ch
ol
og
y 
an
d 
P
sy
ch
ol
og
ic
al
 

S
up
po
rt

専
門
演
習
・
卒
業
研
究
心

理
学

演
習
S
em
in
ar
 in
 P
sy
ch
ol
og
y

卒
業

研
究

G
ra
du
at
io
n 
S
tu
dy

こ
ど
も
教
育
学
科

専
門
教
育
科
目

D
E
P
A
R
T
M
E
N
T
 O
F 
C
H
IL
D
 

E
D
U
C
A
T
IO
N
 M
A
J
O
R
 S
U
B
J
E
C
T
S

基
礎

科
目

こ
ど

も
教

育
概

論
B
as
ic
 P
ra
ct
ic
es
 o
f 
C
hi
ld
ho
od
 

E
du
ca
ti
on

こ
ど
も
教
育
基
礎
演
習

B
as
ic
 P
ra
ct
ic
es
 o
f 
C
hi
ld
ho
od
 

E
du
ca
ti
on

こ
ど
も
教
育
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
Fi
el
dw
or
k 
in
 C
hi
ld
ho
od
 E
du
ca
ti
on

教
職

論
T
ea
ch
in
g
 P
ro
fe
ss
io
n

教
育

原
理

T
ea
ch
in
g
 P
rin
ci
pl
es

こ
ど
も
の
教
育
心
理
学

C
hi
ld
ho
od
 E
du
ca
ti
on
al
 

P
sy
ch
ol
og
y

こ
ど
も
の
発
達
心
理
学

C
hi
ld
ho
od
 D
ev
el
op
m
en
ta
l 

P
sy
ch
ol
og
y

特
別
支
援
教
育
論
（
初
等
）
T
he
or
y 
of
 E
du
ca
ti
on
 f
or
 P
rim
ar
y 

S
tu
de
nt
 w
it
h 
S
pe
ci
al
 N
ee
ds

展
開

科
目

保
育
士
科
目
保

育
音

楽
演

習
C
hi
ld
 C
ar
e 
M
us
ic
 E
xe
rc
is
es

保
育

造
形

演
習
C
hi
ld
 C
ar
e 
M
od
el
in
g
 E
xe
rc
is
e

保
育

体
育

演
習
C
hi
ld
 C
ar
e 
P
hy
si
ca
l E
du
ca
ti
on
 

E
xe
rc
is
e

乳
児

保
育

Ⅰ
In
fa
nt
 C
ar
e 
I

乳
児

保
育

Ⅱ
In
fa
nt
 C
ar
e 
II

区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

健
康
・

医
療

心
理

学
H
ea
lt
h 
an
d 
M
ed
ic
al
 P
sy
ch
ol
og
y

心
理

実
習

P
ra
ct
ic
al
 T
ra
in
in
g
 in
 P
sy
ch
ol
og
y

関
連

科
目

社
会
・
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
入
門

T
he
 B
as
ic
s 
of
  
C
on
te
m
po
ra
ry
  

Jo
ur
na
lis
m

福
祉
住
環
境
デ
ザ
イ
ン

H
ou
si
ng
 E
nv
iro
nm
en
t 
D
es
ig
n

食
品

流
通

論
Fo
od
 M
ar
ke
ti
ng

消
費

生
活

C
on
su
m
er
 L
ife

ビ
ジ

ネ
ス

の
基

礎
Ⅰ
B
as
ic
 B
us
in
es
s 
I

生
活

経
済

学
Li
fe
 E
co
no
m
ic
s

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論
M
ar
ke
ti
ng

女
性

起
業

論
Fe
m
al
e 
B
us
in
es
s 
P
ro
m
ot
io
n

精
神
保
健
福
祉
領
域
現

代
社

会
と

福
祉

Ⅰ
W
el
fa
re
 in
 M
od
er
n 
S
oc
ie
ty
 I

現
代

社
会

と
福

祉
Ⅱ
W
el
fa
re
 in
 M
od
er
n 
S
oc
ie
ty
 II

地
域

福
祉

論
Ⅰ
C
om
m
un
it
y 
W
el
fa
re
 I

地
域

福
祉

論
Ⅱ
C
om
m
un
it
y 
W
el
fa
re
 II

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
H
um
an
 B
od
y 
S
tr
uc
tu
re
, F
un
ct
io
n 

an
d 
D
is
ea
se
s

社
会

保
障

論
Ⅰ
S
oc
ia
l S
ec
ur
it
y 
I

社
会

保
障

論
Ⅱ
S
oc
ia
l S
ec
ur
it
y 
II

障
害

者
福

祉
論
W
el
fa
re
 f
or
 t
he
 P
er
so
ns
 w
it
h 

D
is
ta
bi
lit
ie
s

権
利
擁
護
と
成
年
後
見
制
度

P
ro
te
ct
io
n 
of
 H
um
an
 R
ig
ht
s 
an
d 

A
du
lt
 G
ua
rd
ia
ns
hi
p

精
神
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論
R
eh
ab
ili
ta
ti
on
 f
or
 M
en
ta
l H
ea
lt
h

精
神
保
健
福
祉
制
度
論

S
ys
te
m
 a
bo
ut
 M
en
ta
l H
ea
lt
h 
an
d 

W
el
fa
re

精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅰ

P
rin
ci
pl
e 
ab
ou
t 
M
en
ta
l H
ea
lt
h 
an
d 

W
el
fa
re
 I

精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅱ

P
rin
ci
pl
e 
ab
ou
t 
M
en
ta
l H
ea
lt
h 
an
d 

W
el
fa
re
 II

精
神
保
健
福
祉
援
助
演
習
（
基
礎
）
S
em
in
ar
 in
 S
oc
ia
l W
or
k 
in
 M
en
ta
l 

H
ea
lt
h 
(B
as
ic
)

精
神
保
健
福
祉
援
助
演
習
（
専
門
）
Ⅰ
S
em
in
ar
 in
 S
oc
ia
l W
or
k 
in
 M
en
ta
l 

H
ea
lt
h 
(A
dv
an
ce
d)
 I

精
神
保
健
福
祉
援
助
演
習
（
専
門
）
Ⅱ
S
em
in
ar
 in
 S
oc
ia
l W
or
k 
in
 M
en
ta
l 

H
ea
lt
h 
(A
dv
an
ce
d)
 II

精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
指
導
G
ui
da
nc
e 
to
 S
oc
ia
l W
or
k 
P
ra
ct
ic
e 

in
 M
en
ta
l H
ea
lt
h

精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
Ⅰ

S
oc
ia
l W
or
k 
P
ra
ct
ic
e 
in
 M
en
ta
l 

H
ea
lt
h 
I

精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
Ⅱ

S
oc
ia
l W
or
k 
P
ra
ct
ic
e 
in
 M
en
ta
l 

H
ea
lt
h 
II
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区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

障
害

児
保

育
C
hi
ld
 C
ar
e 
fo
r 
C
ha
lle
ng
in
g
 

C
hi
ld
re
n

こ
ど

も
の

保
健
C
hi
ld
re
n'
s 
H
ea
lt
h

こ
ど

も
の

保
健

演
習
P
ra
ct
ic
es
 o
f 
C
hi
ld
re
n'
s 
H
ea
lt
h

こ
ど

も
の

食
と

栄
養
Fo
od
 a
nd
 N
ut
rit
io
n 
fo
r 
C
hi
ld
re
n

家
族

援
助

論
Fa
m
ily
 S
up
po
rt

保
育

相
談

支
援
C
ou
ns
el
in
g
 a
nd
 S
up
po
rt
 in
 C
hi
ld
 

C
ar
e

保
育

心
理

学
演

習
P
ra
ct
ic
es
 o
f 
C
hi
ld
 C
ar
e 
P
sy
co
lo
g
y

こ
ど
も
家
庭
支
援
の
心
理
学

P
sy
ch
ol
og
y 
fo
r 
C
hi
ld
re
n'
s 
Fa
m
ily
 

S
up
po
rt
 

保
育

原
理

P
rin
ci
pl
es
 o
f 
C
hi
ld
 C
ar
e

保
育

者
論

T
he
or
y 
of
 C
hi
ld
 C
ar
e-
g
iv
er

保
育
実
習
指
導
Ⅰ
－
１

G
ui
da
nc
e 
to
 C
hi
ld
 C
ar
e 
Fi
el
d 

S
tu
dy
 I-
1

保
育
実
習
指
導
Ⅰ
－
２

G
ui
da
nc
e 
to
 C
hi
ld
 C
ar
e 
Fi
el
d 

S
tu
dy
 I-
2

保
育

実
習

指
導

Ⅱ
G
ui
da
nc
e 
to
 C
hi
ld
 C
ar
e 
Fi
el
d 

S
tu
dy
 II

保
育

実
習

Ⅰ
－

１
Fi
el
d 
S
tu
dy
 in
 C
hi
ld
 C
ar
e 
I-1

保
育

実
習

Ⅰ
－

２
Fi
el
d 
S
tu
dy
 in
 C
hi
ld
 C
ar
e 
I-2

保
育

実
習

Ⅱ
Fi
el
d 
S
tu
dy
 in
 C
hi
ld
 C
ar
e 
II

児
童

福
祉

論
C
hi
ld
 W
el
fa
re

現
代

社
会

と
福

祉
Ⅰ
W
el
fa
re
 in
 M
od
er
n 
S
oc
ie
ty
 I

現
代

社
会

と
福

祉
Ⅱ
W
el
fa
re
 in
 M
od
er
n 
S
oc
ie
ty
 II

地
域

福
祉

論
Ⅰ
C
om
m
un
it
y 
W
el
fa
re
 I

社
会

的
養

護
S
oc
ia
l C
ar
e

社
会

的
養

護
内

容
C
on
te
nt
s 
of
 S
oc
ia
l C
ar
e

幼
保
共
通
科
目
保

育
・

教
育

課
程

論
T
he
or
y 
of
 C
ur
ric
ul
um
 f
or
 C
hi
ld
 

C
ar
e 
an
d 
E
du
ca
ti
on

保
育

内
容

総
論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
C
hi
ld
 C
ar
e 
an
d 

E
du
ca
ti
on

幼
児

と
健

康
In
fa
nt
s 
an
d 
H
ea
lt
h

幼
児

と
人

間
関

係
In
fa
nt
s 
an
d 
H
um
an
 R
el
at
io
ns
hi
ps

幼
児

と
環

境
In
fa
nt
s 
an
d 
E
nv
iro
nm
en
t

幼
児

と
言

葉
In
fa
nt
s 
an
d 
La
ng
ua
g
e

幼
児

と
音

楽
表

現
In
fa
nt
s 
an
d 
M
us
ic
 E
xp
re
ss
io
n

幼
児
と
身
体
造
形
表
現

In
fa
nt
s 
an
d 
B
od
y-
M
od
el
in
g
 

E
xp
re
ss
io
n

保
育

表
現

演
習
P
ra
ct
ic
es
 o
f 
C
hi
ld
 C
ar
e 
fo
r 

E
xp
re
ss
io
n

保
育
・
教
職
実
践
演
習
（
幼
）
P
ra
ct
ic
al
 E
du
ca
ti
on
 f
or
 E
ar
ly
 C
hi
ld
 

C
ar
e

区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

幼
稚
園
科
目
保

育
内

容
（

健
康

）
S
tu
dy
 o
f 
C
on
te
nt
s 
fo
r 
C
hi
ld
 C
ar
e 

an
d 
E
du
ca
ti
on
 (
H
ea
lt
h)

保
育
内
容
（
人
間
関
係
）

S
tu
dy
 o
f 
C
on
te
nt
s 
fo
r 
C
hi
ld
 C
ar
e 

an
d 
E
du
ca
ti
on
 (
S
oc
ia
l

保
育

内
容
（

環
境

）
S
tu
dy
 o
f 
C
on
te
nt
s 
fo
r 
C
hi
ld
 C
ar
e 

an
d 
E
du
ca
ti
on
 (
E
nv
iro
m
en
t)

保
育

内
容
（

言
葉

）
S
tu
dy
 o
f 
C
on
te
nt
s 
fo
r 
C
hi
ld
 C
ar
e 

an
d 
E
du
ca
ti
on
 (
S
pe
ec
h)

保
育
内
容
（
音
楽
表
現
）

S
tu
dy
 o
f 
C
on
te
nt
s 
fo
r 
C
hi
ld
 C
ar
e 

an
d 
E
du
ca
ti
on

保
育
内
容
（
身
体
造
形
表
現
）

S
tu
dy
 o
f 
C
on
te
nt
s 
fo
r 
C
hi
ld
 C
ar
e 

an
d 
E
du
ca
ti
on

幼
児
理
解
の
理
論
と
方
法

T
he
or
y 
an
d 
T
ec
hn
iq
ue
s 
fo
r 

U
nd
er
st
an
di
ng
 In
fa
nt
s

初
等

教
育

実
習

Ⅰ
ａ
P
rim
ar
y 
E
du
ca
ti
on
 P
ra
ct
ic
es
 I 
a

初
等

教
育

実
習

Ⅱ
ａ
P
rim
ar
y 
E
du
ca
ti
on
 P
ra
ct
ic
es
 II
 a

幼
小
共
通
科
目
教

育
と

社
会
S
oc
ie
ty
 a
nd
 E
du
ca
ti
on

教
育

経
営

論
E
du
ca
ti
on
al
 A
dm
in
is
tr
at
io
n 
an
d 

M
an
ag
em
en
t

教
育

史
E
du
ca
ti
on
al
 M
et
ho
d 
an
d 

T
ec
hn
ic
al
 S
ki
lls

教
育

課
程

論
T
he
or
y 
of
 C
ur
ric
ul
um

教
育

の
方

法
と

技
術
E
du
ca
ti
on
al
 M
et
ho
d 
an
d 

T
ec
hn
ic
al
 S
ki
lls

教
育

評
価

E
du
ca
ti
on
al
 E
va
lu
at
io
n

教
育
相
談
の
理
論
と
方
法

E
du
ca
ti
on
al
 C
ou
ns
el
in
g
 a
nd
 

T
ec
hn
ic
al
 S
ki
lls

教
育
実
習
事
前
事
後
指
導

P
re
- a
nd
 P
os
t-
G
ui
da
nc
e 
fo
r 

T
ea
ch
in
g
 P
ra
ct
ic
e

教
職
実
践
演
習
（
幼
・
小
）

P
ra
ct
ic
al
 E
du
ca
ti
on
 f
or
 E
ar
ly
 

C
hi
ld
ho
od

障
害
者
・
障
害
児
心
理
学

P
sy
ch
ol
og
y 
fo
r 
A
du
lt
s 
&
 C
hi
ld
re
n 

w
it
h 
D
is
ab
ili
ti
es

学
習
・

言
語

心
理

学
P
sy
ch
ol
og
y 
of
 L
ea
rn
in
g
 a
nd
 

La
ng
ua
g
e

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
論
 

（
教
育
・
学
校
心
理
学
）
E
du
ca
ti
on
al
 a
nd
 S
ch
oo
l 

P
sy
ch
ol
og
y

環
境

教
育

E
nv
iro
nm
en
ta
l E
du
ca
ti
on

情
報

教
育

E
du
ca
ti
on
al
 C
ou
ns
el
in
g
 a
nd
 

T
ec
hn
ic
al
 S
ki
lls

食
と

健
康

の
教

育
E
at
in
g
 B
eh
av
io
r 
an
d 
H
ea
lt
h 

E
du
ca
ti
on

国
際

理
解

教
育
In
te
rn
at
io
na
l U
nd
er
st
an
di
ng
 

E
du
ca
ti
on

初
等

教
育

実
習

Ⅰ
ｂ
P
rim
ar
y 
E
du
ca
ti
on
 P
ra
ct
ic
es
 I 
b
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11
．留
学
・
海
外
研
修
等

12
． 欠
席
の
取
扱
い
・

　 

試
験
実
施
要
領
等

13
． 学
生
納
入
金（
学
費
）・

経
済
的
支
援

14
．各
部
局
等
の
案
内

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等

16
．   学
則
・
規
程
等

17
．校
舎
・
教
室
等
配
置
図

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等



区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

知
的
障
害
者
の
心
理
・
生
理
・
病
理
P
at
ho
lo
g
y,
 P
hy
si
co
lo
g
y,
 

P
sy
ch
ol
og
y 
fo
r 
In
te
lle
ct
ua
ly

肢
体
不
自
由
者
の
心
理
・
生
理
・
病
理
P
at
ho
lo
g
y,
 P
hy
si
co
lo
g
y,
 

P
sy
ch
ol
og
y 
fo
r 
D
is
ab
le
d 
P
er
so
ns

病
弱
者
の
心
理
・
生
理
・
病
理
P
at
ho
lo
g
y,
 P
hy
si
co
lo
g
y,
 

P
sy
ch
ol
og
y 
fo
r 
In
va
lid
s

知
的
障
害
者
教
育
論
Ⅰ

T
he
or
y 
of
 E
du
ca
ti
on
 f
or
 

In
te
lle
ct
ua
ly
 D
is
ab
le
d 
P
er
so
ns
 I

知
的
障
害
者
教
育
論
Ⅱ

T
he
or
y 
of
 E
du
ca
ti
on
 f
or
 

In
te
lle
ct
ua
ly
 D
is
ab
le
d 
P
er
so
ns
 II

肢
体
不
自
由
者
教
育
論
Ⅰ

T
he
or
y 
of
 E
du
ca
ti
on
 f
or
 D
is
ab
le
d 

P
er
so
ns
 I

肢
体
不
自
由
者
教
育
論
Ⅱ

T
he
or
y 
of
 E
du
ca
ti
on
 f
or
 D
is
ab
le
d 

P
er
so
ns
 II

病
弱

者
教

育
論
T
he
or
y 
of
 E
du
ca
ti
on
 f
or
 In
va
lid
s

視
覚
障
害
者
の
心
理
・
生
理
・
病
理
P
at
ho
lo
g
y,
 P
hy
si
co
lo
g
y,
 

P
sy
co
lo
g
y 
fo
r 
V
is
ua
lly
 Im
pa
ire
d

聴
覚
障
害
者
の
心
理
・
生
理
・
病
理
P
at
ho
lo
g
y,
 P
hy
si
co
lo
g
y,
 

P
sy
co
lo
g
y 
fo
r 
H
ea
rin
g
 Im
pa
ire
d

視
覚

障
害

者
教

育
論
T
he
or
y 
of
 E
du
ca
ti
on
 f
or
 V
is
ua
lly
 

Im
pa
ire
d 
P
er
so
ns

聴
覚

障
害

者
教

育
論
T
he
or
y 
of
 E
du
ca
ti
on
 f
or
 H
ea
rin
g
 

Im
pa
ire
d 
P
er
so
ns

障
害

者
教

育
課

程
論
T
he
or
y 
of
 E
du
ca
ti
on
 C
ou
rs
es
 f
or
 

D
is
ab
le
d 
P
er
so
ns

Ｌ
Ｄ

等
教

育
総

論
G
en
er
al
 S
ta
te
m
en
t 
of
 E
du
ca
ti
on
 

fo
r 
Le
ar
ni
ng
 D
is
ab
ili
ti
es
.

特
別
支
援
教
育
実
習
事
前
事
後
指
導
P
re
- a
nd
 P
os
t-
G
ui
da
nc
e 
fo
r 

T
ea
ch
in
g
 P
ra
ct
ic
e 
fo
r 
S
tu
de
nt
s

特
別

支
援

教
育

実
習
T
ea
ch
in
g
 P
ra
ct
ic
e 
fo
r 
S
tu
de
nt
s 

w
it
h 
S
pe
ci
al
 N
ee
ds

関
連

科
目
ピ

ア
ノ

実
技
（

幼
保

）
P
ia
no
 T
ec
hn
iq
ue

ピ
ア

ノ
実

技
（

小
）
P
ia
no
 T
ec
hn
iq
ue

音
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
習

M
us
ic
 E
ns
em
bl
e 
E
xe
rc
is
e

心
理
学
と
心
理
的
支
援

P
sy
ch
ol
og
y 
an
d 
P
sy
ch
ol
og
ic
al
 

S
up
po
rt

子
ど
も
の
読
書
と
メ
デ
ィ
ア

C
hi
ld
re
n'
s 
R
ea
di
ng
 a
nd
 t
he
 M
ed
ia

学
校
経
営
と
学
校
図
書
館

In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
S
ch
oo
l 

Li
br
ar
ia
ns
hi
p

学
校
図
書
館
メ
デ
ィ
ア
の
構
成
M
an
ag
in
g
 S
ch
oo
l L
ib
ra
ry
 M
ed
ia
 

R
es
ou
rc
es

学
習
指
導
と
学
校
図
書
館

E
du
ca
ti
on
 a
nd
 S
ch
oo
l L
ib
ra
ry
 

S
er
vi
ce
s

読
書
と
豊
か
な
人
間
性

T
he
or
ie
s 
of
 R
ea
di
ng
 a
nd
 P
er
so
na
l 

D
ev
el
op
m
en
t 
in
 S
ch
oo
ls

区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

初
等

教
育

実
習

Ⅱ
ｂ
P
rim
ar
y 
E
du
ca
ti
on
 P
ra
ct
ic
es
 II
 b

小
学
校
科
目
国

語
Ja
pa
ne
se
 L
an
g
ua
g
e

算
数
A
rit
hm
et
ic

生
活
Li
vi
ng
 E
nv
iro
m
en
ta
l S
tu
di
es

音
楽
M
us
ic

図
工
A
rt
s 
an
d 
C
ra
ft
s

体
育
P
hy
si
ca
l E
du
ca
ti
on
 M
et
ho
d

社
会
S
oc
ia
l S
tu
di
es

理
科
S
ci
en
ce

書
写
H
an
dw
rit
in
g
 E
du
ca
ti
on

家
庭
H
om
em
ak
in
g
 S
tu
di
es

外
国

語
（

英
語

）
Fo
re
ig
n 
la
ng
ua
g
e 
(E
ng
lis
h)

国
語

科
指

導
法
Ja
pa
ne
se
 L
an
g
ua
g
e 
E
du
ca
ti
on
 

M
et
ho
d 
of
 In
st
ru
ct
io
n

社
会

科
指

導
法
S
oc
ia
l-s
tu
di
es
 M
et
ho
d 
of
 

In
st
ru
ct
io
n

算
数

科
指

導
法
A
rit
hm
et
ic
 M
et
ho
d 
of
 In
st
ru
ct
io
n

理
科

指
導

法
G
en
er
al
 S
ci
en
ce
 E
du
ca
ti
on
 

M
et
ho
d 
of
 In
st
ru
ct
io
n

生
活

科
指

導
法
Li
fe
 E
nv
iro
nm
en
t 
S
tu
di
es
 M
et
ho
d 

of
 In
st
ru
ct
io
n

音
楽

科
指

導
法
M
us
ic
 E
du
ca
ti
on
 M
et
ho
d 
of
 

In
st
ru
ct
io
n

図
工

科
指

導
法
A
rt
s 
an
d 
H
an
dc
ra
ft
s 
E
du
ca
ti
on
 

M
et
ho
d 
of
 In
st
ru
ct
io
n

家
庭

科
指

導
法
H
om
em
ak
in
g
 C
ou
rs
e 
E
du
ca
ti
on
 

M
et
ho
d 
of
 In
st
ru
ct
io
n

体
育

科
指

導
法
P
hy
si
ca
l E
du
ca
ti
on
 M
et
ho
d 
of
 

In
st
ru
ct
io
n

外
国
語
（
英
語
）
指
導
法

Fo
re
ig
n 
la
ng
ua
g
e 
(E
ng
lis
h)
 

E
du
ca
ti
on
 M
et
ho
d 
of
 In
st
ru
ct
io
n

道
徳

の
指

導
法
G
ui
da
nc
e 
fo
r 
T
ea
ch
in
g
 (
M
or
al
 

E
du
ca
ti
on
)

特
別

活
動

の
指

導
法
G
ui
da
nc
e 
fo
r 
T
ea
ch
in
g
 

(E
xt
ra
cu
rr
ic
ul
ar
 A
ct
iv
it
ie
s)

生
徒

指
導
・

進
路

指
導

S
tu
de
nt
 a
nd
 C
ar
ee
r 
G
ui
da
nc
e

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
法

T
ea
ch
in
g
 T
ec
hn
iq
ue
 f
or
 

C
om
pr
eh
en
si
ve
 S
tu
di
es

初
等

教
材

開
発

論
D
ev
el
op
m
en
t 
of
 T
ea
ch
in
g
 

M
at
er
ia
ls
 f
or
 P
rim
ar
y 
E
du
ca
ti
on

消
費

生
活

C
on
su
m
er
 L
ife

介
護

等
体

験
C
ar
e 
W
or
k 
E
xp
er
ie
nc
e

特
別
支
援
科
目
特
別
支
援
教
育
基
礎
理
論

B
as
ic
 S
tu
di
es
 o
f 
E
du
ca
ti
on
 f
or
 

S
tu
de
nt
s 
w
it
h 
S
pe
ci
al
 N
ee
ds

─ 200 ─



区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

情
報
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

U
si
ng
 M
ul
ti
m
ed
ia
 In
fo
rm
at
io
n 

R
es
ou
rc
es

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

京
都
提
供
専
用
科
目

子
供
の
ネ
ッ
ト
安
全
教
育
の
理
論
と
実
践

T
he
or
y 
an
d 
P
ra
ct
ic
e 
of
 N
et
w
or
k 

S
af
et
y 
fo
r 
E
le
m
en
ta
ry
 S
ch
oo
l

専
門
演
習
・
卒
業
研
究
こ

ど
も

教
育

演
習
P
ra
ct
ic
e 
fo
r 
C
hi
ld
 E
du
ca
ti
on

卒
業

研
究

G
ra
du
at
io
n 
R
es
ea
rc
h

学
際
教
育
科
目

 
海

外
文

化
研

修
C
ul
tu
ra
l S
tu
di
es
 A
br
oa
d

教
科
及
び
教
職
に
関
す

る
科

目
 

教
師

論
T
he
or
y 
of
 T
ea
ch
er
's
 P
ro
fe
ss
io
n

教
育

原
論

P
rin
ci
pl
e 
of
 E
du
ca
ti
on

発
達
と
学
習
の
教
育
心
理

E
du
ca
ti
on
al
 P
sy
ch
ol
og
y

教
育

社
会

学
S
oc
io
lo
g
y 
of
 E
du
ca
ti
on

特
別

支
援

教
育

中
等

教
育

課
程

論
T
he
or
y 
of
 C
ur
ric
ul
um
 in
 

S
ec
on
da
ry
 E
du
ca
ti
on

国
語

科
教

育
法

Ⅰ
T
ea
ch
in
g
 M
et
ho
ds
 (
Ja
pa
ne
se
) 
I

国
語

科
教

育
法

Ⅱ
T
ea
ch
in
g
 M
et
ho
ds
 (
Ja
pa
ne
se
) 
II

国
語

科
教

育
法

Ⅲ
T
ea
ch
in
g
 M
et
ho
ds
 (
Ja
pa
ne
se
) 
III

国
語

科
教

育
法

Ⅳ
T
ea
ch
in
g
 M
et
ho
ds
 (
Ja
pa
ne
se
) 
IV

道
徳
の
指
導
法
（
中
等
）

G
ui
da
nc
e 
fo
r 
T
ea
ch
in
g
 (
M
or
al
 

E
du
ca
ti
on
) 
in
 S
ec
on
da
ry

特
別
活
動
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指

導
法

（
中

等
）
G
ui
da
nc
e 
fo
r 
T
ea
ch
in
g
 (
th
e 

P
er
io
d 
fo
r 
In
te
g
ra
te
d 
S
tu
di
es
)

教
育
の
方
法
及
び
技
術

P
rin
ci
pl
es
 in
 T
ea
ch
in
g

生
徒
指
導
･進
路
指
導
の
理
論
及
び
方
法
T
he
or
y 
an
d 
M
et
ho
ds
 f
or
 S
ch
oo
l 

an
d 
C
ar
ee
r 
G
ui
da
nc
e

教
育
相
談
の
理
論
及
び
方
法

T
he
or
y 
an
d 
M
et
ho
ds
 f
or
 

E
du
ca
ti
on
al
 G
ui
da
nc
e

中
等
教
育
実
習
事
前
事
後
指
導
P
re
- a
nd
 P
os
t-
G
ui
da
nc
e 
fo
r 

T
ea
ch
in
g
 P
ra
ct
ic
e 
in
 S
ec
on
da
ry

中
等

教
育

実
習

Ⅰ
T
ea
ch
in
g
 P
ra
ct
ic
e 
in
 S
ec
on
da
ry
 

E
du
ca
ti
on
 I

中
等

教
育

実
習

Ⅱ
T
ea
ch
in
g
 P
ra
ct
ic
e 
in
 S
ec
on
da
ry
 

E
du
ca
ti
on
 II

教
職
実
践
演
習
（
中
・
高
）

P
ra
ct
ic
al
 E
du
ca
ti
on
 in
 S
ec
on
da
ry
 

E
du
ca
ti
on

介
護

等
体

験
C
ar
e 
W
or
k 
E
xp
er
ie
nc
e

区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

司
書
教
諭
に
 

関
す
る
科
目

 

学
校
経
営
と
学
校
図
書
館

In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
S
ch
oo
l 

Li
br
ar
ia
ns
hi
p

学
校
図
書
館
メ
デ
ィ
ア
の
構
成
M
an
ag
in
g
 S
ch
oo
l L
ib
ra
ry
 M
ed
ia
 

R
es
ou
rc
es

学
習
指
導
と
学
校
図
書
館

E
du
ca
ti
on
 a
nd
 S
ch
oo
l L
ib
ra
ry
 

S
er
vi
ce
s

読
書
と
豊
か
な
人
間
性

T
he
or
ie
s 
of
 R
ea
di
ng
 a
nd
 P
er
so
na
l 

D
ev
el
op
m
en
t 
in
 S
ch
oo
ls

情
報
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

U
si
ng
 M
ul
ti
m
ed
ia
 In
fo
rm
at
io
n 

R
es
ou
rc
es

司
書

に
 

関
す
る
科
目

 
生

涯
学

習
概

論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
fe
lo
ng
 L
ea
rn
in
g

図
書

館
概

論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
br
ar
ia
ns
hi
p

図
書

館
制

度
・

経
営

論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
br
ar
y 

A
dm
in
is
tr
at
io
n 
an
d 
M
an
ag
em
en
t

図
書

館
情

報
技

術
論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
br
ar
y 
S
er
vi
ce
 

T
ec
hn
ol
og
y

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
概
論

In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
br
ar
y 
S
er
vi
ce
s

情
報

サ
ー

ビ
ス

論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
In
fo
rm
at
io
n 

S
er
vi
ce
s

児
童

サ
ー

ビ
ス

論
Li
br
ar
y 
S
er
vi
ce
 f
or
 C
hi
ld
re
n

情
報
サ
ー
ビ
ス
演
習
Ⅰ

P
ra
ct
ic
um
 o
f 
In
fo
rm
at
io
n 

R
et
rie
va
l

情
報
サ
ー
ビ
ス
演
習
Ⅱ

P
ra
ct
ic
um
 o
f 
In
fo
rm
at
io
n 
S
er
vi
ce
s 
II

図
書
館
情
報
資
源
概
論

In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
br
ar
y 
an
d 

In
fo
rm
at
io
n 
R
es
ou
rc
es

情
報

資
源

組
織

論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
br
ar
y 
M
at
er
ia
l 

O
rg
an
iz
at
io
n

情
報
資
源
組
織
演
習
Ⅰ

P
ra
ct
ic
um
 o
f 
Li
br
ar
y 
M
at
er
ia
l 

O
rg
an
iz
at
io
n 
I

情
報
資
源
組
織
演
習
Ⅱ

P
ra
ct
ic
um
 o
f 
Li
br
ar
y 
M
at
er
ia
l 

O
rg
an
iz
at
io
n 
II

図
書

館
基

礎
特

論
Fu
nd
am
en
ta
ls
 o
f 
Li
br
ar
y 
an
d 

In
fo
rm
at
io
n 
S
ci
en
ce

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
特
論

S
pe
ci
al
 L
ec
tu
re
 o
n 
Li
br
ar
y 

S
er
vi
ce
s

京
都

資
料

論
R
es
ou
rc
es
 f
or
 K
yo
to
 S
tu
di
es

図
書
・

図
書

館
史

H
is
to
ry
 o
f 
B
oo
k 
an
d 
Li
br
ar
ie
s

図
書

館
総

合
演

習
C
om
pr
eh
en
si
ve
 S
tu
di
es
 in
 L
ib
ra
ry
 

an
d 
In
fo
rm
at
io
n 
S
ci
en
ce
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区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

教
職
に
関
す
る
科
目

S
U
B
J
E
C
T
S
 F
O
R
 T
E
A
C
H
E
R
’S
 

C
E
R
T
IF
IC
A
T
E

教
科
及
び
教
職
に

関
す
る
科
目
教

師
論
T
he
or
y 
of
 T
ea
ch
er
’s
 P
ro
fe
ss
io
n

教
育

原
論

P
rin
ci
pl
e 
of
 E
du
ca
ti
on

発
達
と
学
習
の
教
育
心
理

E
du
ca
ti
on
al
 P
sy
ch
ol
og
y

教
育

社
会

学
S
oc
io
lo
g
y 
of
 E
du
ca
ti
on

特
別

支
援

教
育
E
du
ca
ti
on
 f
or
 S
tu
de
nt
s 
w
it
h 

S
pe
ci
al
 N
ee
ds

中
等

教
育

課
程

論
T
he
or
y 
of
 C
ur
ric
ul
um
 in
 S
ec
on
d-

ar
y 
E
du
ca
ti
on

国
語

科
教

育
法

Ⅰ
T
ea
ch
in
g
 M
et
ho
ds
 （
Ja
pa
ne
se
） 
I

国
語

科
教

育
法

Ⅱ
T
ea
ch
in
g
 M
et
ho
ds
 （
Ja
pa
ne
se
） 
II

国
語

科
教

育
法

Ⅲ
T
ea
ch
in
g
 M
et
ho
ds
 （
Ja
pa
ne
se
） 
III

国
語

科
教

育
法

Ⅳ
T
ea
ch
in
g
 M
et
ho
ds
 （
Ja
pa
ne
se
） 
IV

道
徳
の
指
導
法
（
中
等
）
G
ui
da
nc
e 
fo
r 
T
ea
ch
in
g
 （
M
or
al
 E
du
-

ca
ti
on
） 
in
 S
ec
on
da
ry
 E
du
ca
ti
on

特
別
活
動
・

総
合
的
な

学
習
の
時
間
の
指
導
法
（
中
等
）

G
ui
da
nc
e 
fo
r 
T
ea
ch
in
g
 （
E
xt
ra
cu
r-

ric
ul
ar
 A
ct
iv
it
ie
s 
an
d 
th
e 
P
er
io
d 

fo
r 
In
te
g
ra
te
d 
S
tu
di
es
） 
in
 S
ec
-

on
da
ry
 E
du
ca
ti
on

教
育
の
方
法
及
び
技
術

P
rin
ci
pl
es
 in
 T
ea
ch
in
g

生
徒
指
導
･進
路
指
導
の
理
論
及
び
方
法
T
he
or
y 
an
d 
M
et
ho
ds
 f
or
 S
ch
oo
l 

an
d 
C
ar
ee
r 
G
ui
da
nc
e

教
育
相
談
の
理
論
及
び
方
法

T
he
or
y 
an
d 
M
et
ho
ds
 f
or
 E
du
ca
-

ti
on
al
 G
ui
da
nc
e

中
等
教
育
実
習
事
前
事
後
指
導
P
re
- a
nd
 P
os
t-
G
ui
da
nc
e 
fo
r 

T
ea
ch
in
g
 P
ra
ct
ic
e 
in
 S
ec
on
da
ry
 

E
du
ca
ti
on

中
等

教
育

実
習

Ⅰ
T
ea
ch
in
g
 P
ra
ct
ic
e 
in
 S
ec
on
da
ry
 

E
du
ca
ti
on
 I

中
等

教
育

実
習

Ⅱ
T
ea
ch
in
g
 P
ra
ct
ic
e 
in
 S
ec
on
da
ry
 

E
du
ca
ti
on
 II

教
職
実
践
演
習
（
中
・
高
）

P
ra
ct
ic
al
 E
du
ca
ti
on
 in
 S
ec
on
da
ry
 

E
du
ca
ti
on

教
科
・
教
職
に

関
す
る
科
目
介

護
等

体
験
C
ar
e 
W
or
k 
E
xp
er
ie
nc
e

1
5
－
⑸
 科
目
名
の
英
訳
対
照
表
（
資
格
関
係
）

S
U
B
JE
C
T 
TI
TL
ES
：
G
EN
ER
A
L 
ED
U
C
A
TI
O
N
 S
U
B
JE
C
TS

区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

図
書

館
実

習
Li
br
ar
y 
P
ra
ct
ic
um

学
芸

員
に
 

関
す
る
科
目

 
生

涯
学

習
概

論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
fe
lo
ng
 L
ea
rn
in
g

博
物

館
概

論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
M
us
eo
lo
g
y

博
物

館
経

営
論
T
he
or
y 
of
 M
us
eu
m
 M
an
ag
em
en
t

博
物

館
資

料
論
T
he
or
y 
of
 C
at
al
og
in
g
 M
us
eu
m
 

C
ol
le
ct
io
n

博
物

館
資

料
保

存
論
C
on
se
rv
at
io
n 
of
 C
ul
tu
ra
l 

P
ro
pe
rt
ie
s 
in
 M
us
eu
m
s

博
物

館
展

示
論
M
us
eu
m
 D
is
pl
ay

博
物

館
教

育
論
M
us
eu
m
 E
du
ca
ti
on

博
物
館
情
報
・
メ
デ
ィ
ア
論
M
us
eu
m
 In
fo
rm
at
io
n 
an
d 
M
ed
ia

博
物
館
実
習
Ⅰ
（
学
内
）

M
us
eu
m
 P
ra
ct
ic
um
 I

博
物
館
実
習
Ⅱ
（
館
園
）

M
us
eu
m
 P
ra
ct
ic
um
 II
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区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

図
書

館
実

習
Li
br
ar
y 
P
ra
ct
ic
um

博
物
館
学
芸
員
に

関
す

る
科

目
S
U
B
J
E
C
T
S
 F
O
R
 M
U
S
E
U
M
 S
T
A
FF
 

C
E
R
T
IF
IC
A
T
E

生
涯

学
習

概
論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
fe
lo
ng
 L
ea
rn
in
g

博
物

館
概

論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
M
us
eo
lo
g
y

博
物

館
経

営
論
T
he
or
y 
of
 M
us
eu
m
 M
an
ag
em
en
t

博
物

館
資

料
論
T
he
or
y 
of
 C
at
al
og
in
g
 M
us
eu
m
 

C
ol
le
ct
io
n

博
物

館
資

料
保

存
論
C
on
se
rv
at
io
n 
of
 C
ul
tu
ra
l P
ro
pe
r-

ti
es
 in
 M
us
eu
m
s

博
物

館
展

示
論
M
us
eu
m
 D
is
pl
ay

博
物

館
教

育
論
M
us
eu
m
 E
du
ca
ti
on

博
物
館
情
報
・
メ
デ
ィ
ア
論
M
us
eu
m
 in
fo
rm
at
io
n 
an
d 
M
ed
ia

博
物
館
実
習
Ⅰ
（
学
内
）

M
us
eu
m
 P
ra
ct
ic
um
 I

博
物
館
実
習
Ⅱ
（
館
園
）

M
us
eu
m
 P
ra
ct
ic
um
 II

日
本
語
教
員
養
成
課
程
に

関
す

る
科

目
日

本
語

教
授

法
Te
ac
hi
ng
 M
et
ho
ds

 （
Ja
pa
ne
se
 a
s 
a 
S
ec
on
d 
La
ng
ua
ge
）

日
本

語
教

育
実

習
Ⅰ

Te
ac
hi
ng
 P
ra
ct
ic
e 

（
Ja
pa
ne
se
 a
s 
a 
S
ec
on
d 
La
ng
ua
ge
） 
I

日
本

語
教

育
実

習
Ⅱ

Te
ac
hi
ng
 P
ra
ct
ic
e

 （
Ja
pa
ne
se
 a
s 
a 
S
ec
on
d 
La
ng
ua
ge
） 
II

日
本

語
教

育
実

習
Ⅲ

Te
ac
hi
ng
 P
ra
ct
ic
e 

（
Ja
pa
ne
se
 a
s 
a 
S
ec
on
d 
La
ng
ua
ge
） 
III

区
　
　
　
　
　
分

科
　
　
　
目
　
　
　
名

英
　
　
　
　
　
　
訳

学
校
図
書
館
司
書
教
諭
に

関
す

る
科

目
S
U
B
J
E
C
T
S
 F
O
R
 T
E
A
C
H
E
R
 

LI
B
R
A
R
IA
N
’S
 C
E
R
T
IF
IC
A
T
E

学
校
経
営
と
学
校
図
書
館

In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
S
ch
oo
l L
ib
ra
ria
n-

sh
ip

学
校
図
書
館
メ
デ
ィ
ア
の
構
成
M
an
ag
in
g
 S
ch
oo
l L
ib
ra
ry
 M
ed
ia
 

R
es
ou
rc
es

学
習
指
導
と
学
校
図
書
館

E
du
ca
ti
on
 a
nd
 S
ch
oo
l L
ib
ra
ry
 

S
er
vi
ce
s

読
書
と
豊
か
な
人
間
性

T
he
or
ie
s 
of
 R
ea
di
ng
 a
nd
 P
er
so
na
l 

D
ev
el
op
m
en
t 
in
 S
ch
oo
ls

情
報
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

U
si
ng
 M
ul
ti
m
ed
ia
 In
fo
rm
at
io
n 

R
es
ou
rc
es

図
書
館
司
書
に

関
す

る
科

目
U
B
J
E
C
T
S
 F
O
R
 L
IB
R
A
R
IA
N
’S
 

C
E
R
T
IF
IC
A
T
E

生
涯

学
習

概
論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
fe
lo
ng
 L
ea
rn
in
g

図
書

館
概

論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
br
ar
ia
ns
hi
p

図
書

館
制

度
・

経
営

論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
br
ar
y 
A
dm
in
is
tr
a-

ti
on
 a
nd
 M
an
ag
em
en
t

図
書

館
情

報
技

術
論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
br
ar
y 
S
er
vi
ce
 

T
ec
hn
ol
og
y

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
概
論

In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
br
ar
y 
S
er
vi
ce
s

情
報

サ
ー

ビ
ス

論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
In
fo
rm
at
io
n 
S
er
-

vi
ce
s

児
童

サ
ー

ビ
ス

論
Li
br
ar
y 
S
er
vi
ce
 f
or
 C
hi
ld
re
n

情
報
サ
ー
ビ
ス
演
習
Ⅰ

P
ra
ct
ic
um
 o
f 
In
fo
rm
at
io
n 
R
et
rie
v-

al

情
報
サ
ー
ビ
ス
演
習
Ⅱ

P
ra
ct
ic
um
 o
f 
In
fo
rm
at
io
n 
S
er
vi
ce
s 

II
京

都
資

料
論
R
es
ou
rc
es
 f
or
 K
yo
to
 S
tu
di
es

情
報

資
源

組
織

論
In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
br
ar
y 
M
at
er
ia
l 

O
rg
an
iz
at
io
n

情
報
資
源
組
織
演
習
Ⅰ

P
ra
ct
ic
um
 o
f 
Li
br
ar
y 
M
at
er
ia
l 

O
rg
an
iz
at
io
n 
I

情
報
資
源
組
織
演
習
Ⅱ

P
ra
ct
ic
um
 o
f 
Li
br
ar
y 
M
at
er
ia
l 

O
rg
an
iz
at
io
n 
II

図
書

館
基

礎
特

論
Fu
nd
am
en
ta
ls
 o
f 
Li
br
ar
y 
an
d 
In
fo
r-

m
at
io
n 
S
ci
en
ce

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
特
論

S
pe
ci
al
 L
ec
tu
re
 o
n 
Li
br
ar
y 
S
er
-

vi
ce
s

図
書
館
情
報
資
源
概
論

In
tr
od
uc
ti
on
 t
o 
Li
br
ar
y 
an
d 
In
fo
r-

m
at
io
n 
R
es
ou
rc
es

図
書
・

図
書

館
史

H
is
to
ry
 o
f 
B
oo
k 
an
d 
Li
br
ar
ie
s

図
書

館
総

合
演

習
C
om
pr
eh
en
si
ve
 S
tu
di
es
 in
 L
ib
ra
ry
 

an
d 
In
fo
rm
at
io
n 
S
ci
en
ce
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京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
学
則

第
１
章

目
的
及
び
自
己
点
検
・
評
価

（
目
的
）

第
１
条

京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。
）
は
、
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
深
く
専
門
の
学
芸
を
教
授
研
究
す
る
と
と
も
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
精
神
及
び
日
本
文
化
の
優

れ
た
伝
統
を
体
し
、
教
養
高
き
女
性
を
育
成
し
て
我
が
国
文
化
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２
本
学
は
、
そ
の
目
的
の
実
現
の
た
め
、
教
育
、
研
究
活
動
を
通
じ
て
社
会
と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
す
る
。

（
自
己
点
検
・
評
価
）

第
１
条
の
２

本
学
は
、
教
育
研
究
水
準
の
向
上
を
図
り
、
前
条
の
目
的
及
び
社
会
的
使
命
を
達
成
す
る
た
め
、

教
育
研
究
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
自
己
点
検
及
び
評
価
を
実
施
し
、
そ
の
改
善
・
充
実
に
努
め
る
。

２
自
己
点
検
及
び
評
価
の
実
施
体
制
並
び
に
方
法
に
つ
い
て
は
、
別
に
規
程
で
定
め
る
。

第
２
章

学
部
及
び
学
科

（
学
部
）

第
２
条

本
学
に
国
際
言
語
文
化
学
部
及
び
現
代
人
間
学
部
を
置
く
。

国
際
言
語
文
化
学
部
は
、
言
語
・
歴
史
・
文
学
・
思
想
・
芸
術
・
倫
理
・
宗
教
な
ど
、
人
々
の
生
活
形

成
の
様
式
と
内
容
の
総
体
で
あ
る
「
文
化
」
と
い
う
視
点
か
ら
、「

人
間
」
存
在
の
意
味
や
そ
の
営
為
の
あ

り
さ
ま
を
学
際
的
に
学
び
、
文
化
の
多
様
性
を
理
解
し
、
異
文
化
に
対
す
る
寛
容
な
国
際
感
覚
を
身
に
つ

け
、
幅
広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

現
代
人
間
学
部
は
、
人
間
や
そ
の
生
活
、
社
会
、
自
然
に
対
す
る
総
合
的
な
理
解
に
基
づ
く
実
践
的
な

能
力
を
身
に
つ
け
た
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、
学
際
的
な
学
び
を
深
め
、
専
門
知
識
の
向
上
に
相
乗
効
果

を
発
揮
さ
せ
た
総
合
的
な
教
育
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
学
科
）

第
３
条

国
際
言
語
文
化
学
部
に
英
語
英
文
学
科
、
国
際
日
本
文
化
学
科
の

学
科
を
置
き
、
現
代
人
間
学
部

に
生
活
環
境
学
科
、
心
理
学
科
及
び
こ
ど
も
教
育
学
科
の

学
科
を
置
く
。

２
現
代
人
間
学
部
こ
ど
も
教
育
学
科
に
保
育
士
養
成
課
程
（
指
定
保
育
士
養
成
施
設
）
を
置
き
、
保
育
士
養

成
課
程
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
規
程
で
定
め
る
。

第
３
章

修
業
年
限
及
び
収
容
定
員

（
修
業
年
限
）

第
４
条

本
学
の
修
業
年
限
は
、

年
と
す
る
。
た
だ
し
、

年
次
編
入
学
生
の
修
業
年
限
は

年
と
す
る
。

（
在
学
期
間
）

第
５
条

在
学
期
間
は
、

年
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
転
入
学
生
及
び
編
入
学
生
の
在
学
期

間
は
、
修
業
年
限
の

倍
ま
で
と
す
る
。

（
学
生
定
員
）

第
６
条

本
学
の
学
生
定
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
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学
部

学
科

入
学
定
員

編
入
学
定
員

収
容
定
員

国
際
言
語
文
化
学
部

英
語
英
文
学
科

人
年
次

人
人

国
際
日
本
文
化
学
科

－

現
代
人
間
学
部

生
活
環
境
学
科

－

心
理
学
科

－

こ
ど
も
教
育
学
科

－

第
４
章

学
年
、
学
期
及
び
休
業
日

（
学
年
）

第
７
条

学
年
は
、

月
日
に
始
ま
り
、
翌
年

月
日
に
終
わ
る
。

（
学
期
）

第
８
条

学
年
を
分
け
て
、
次
の

学
期
と
す
る
。

前
期

月
日
か
ら

月
日
ま
で

後
期

月
日
か
ら
翌
年

月
日
ま
で

（
休
業
日
）

第
９
条

休
業
日
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

日
曜
日
及
び
土
曜
日

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

年
法
律
第

号
）
に
定
め
る
休
日

創
立
記
念
日
（

月
日
）

春
期
休
業
日
（

月
日
か
ら

月
日
ま
で
）

夏
期
休
業
日
（

月
日
か
ら

月
日
ま
で
）

冬
期
休
業
日
（

月
日
か
ら
翌
年

月
日
ま
で
）

２
学
長
は
、
必
要
に
よ
り
、
臨
時
に
休
業
し
、
又
は
、
休
業
日
に
授
業
を
課
す
こ
と
が

あ
る
。

第
５
章

教
育
課
程
、
授
業
科
目
及
び
単
位

（
教
育
課
程
、
授
業
科
目
及
び
単
位
）

第
１
０
条

教
育
課
程
、
授
業
科
目
及
び
単
位
に
関
す
る
こ
と
は
、
別
に
規
程
で
定
め
る
。

第
１
１
条

（
削
除
）

（
授
業
期
間
）

第
１
２
条

年
間
の
授
業
を
行
う
期
間
は
、
定
期
試
験
等
の
期
間
を
含
め
、

週
を
原
則
と
す
る
。

（
授
業
の
方
法
）

第
１
３
条

授
業
は
、
講
義
、
演
習
、
実
験
、
実
習
及
び
実
技
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２
前
項
の
授
業
は
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に
利
用
し
て
、
当
該
授
業
を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履

修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
前
項
の
授
業
を
実
施
す
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

４
第
２
１
条
第
２
項
に
定
め
る
卒
業
の
要
件
と
し
て
修
得
す
べ
き
単
位

の
う
ち
、
第
２
項
の
授
業
の
方
法
に

よ
り
修
得
す
る
単
位
数
は
、

単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

1
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11
．留
学
・
海
外
研
修
等

12
． 欠
席
の
取
扱
い
・

　 

試
験
実
施
要
領
等

13
． 学
生
納
入
金（
学
費
）・

経
済
的
支
援

14
．各
部
局
等
の
案
内

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等

16
．   学
則
・
規
程
等

17
．校
舎
・
教
室
等
配
置
図

16
．   学
則
・
規
程
等



 
 （
単
位
の
授
与
）

第
１
４
条

授
業
科
目
の
履
修
は
、
単
位
制
と
し
、
履
修
し
た
授
業
科
目
に
対
し
て
は
、
試
験
の
上
、
単
位
を

与
え
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
８
条
第
２
項
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
基
準
に
よ
り

単
位
を
与
え
る
こ
と
で
き
る
。

２
成
績
評
点
は
、

点
を
満
点
と
し
、

点
以
上
を
合
格
と
す
る
。
た
だ
し
、

点
を
満
点
と
す
る
評

価
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
１
５
条

（
削
除
）

（
入
学
前
の
既
修
単
位
等
の
認
定
）

第
１
６
条

教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
入
学
す
る
前
に
大
学
又
は
短
期
大
学
に
お
い
て
履
修
し

た
授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得
し
た
単
位

（
科
目
等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
も
の
を
含
む
）
を
、
入
学
後
の

本
学
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

２
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
入
学
前
に
行
っ
た
第
１
７
条
の
２
に
規
定
す
る
学
修
を
、
本
学

に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
し
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
前
２
項
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
又
は
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
は
、

編
入
学
、
転
入
学
等
の
場
合
を
除
き
、
本
学
に
お

い
て
修
得
し
た
単
位
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
、
合
わ
せ
て

単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

（
他
の
大
学
又
は
短
期
大
学
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
等
）

第
１
７
条

教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
他
の
大
学
又
は
短
期
大
学
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
当
該
他
大
学

等
の
授
業
科
目
を
履
修
さ
せ
、
修
得
し
た
単
位
の
う
ち

単
位
を
超
え
な
い
範
囲
で
本
学
の
授
業
科
目
の

履
修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
の
規
定
は
、
第
３
１
条
の
規
定
に
よ
る
留
学
の
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
本
学
の

授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
は
、
前
項
の
単
位
数
と
合
わ
せ

て
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

第
１
７
条
の
２

教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
行
う
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
専
攻
科
に

お
け
る
学
修
そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
学
修
を
、
本
学
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
し
、
単

位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
は
、
前
条
の
単
位
数
と

合
わ
せ
て

単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

（
単
位
算
定
の
基
準
）

第
１
８
条

授
業
科
目
の
単
位
数
は
、

単
位
の
授
業
科
目
を

時
間
の
学
修
を
必
要
と
す
る
内
容
を
も
っ
て

構
成
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
、
授
業
の
方
法
に
応
じ
、
当
該
授
業
に
よ
る
教
育
効
果
、
授
業
時
間
外
に
必
要

な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
次
の
基
準
に
よ
り
単
位
数
を
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

講
義
及
び
演
習
に
つ
い
て
は
、

時
間
か
ら

時
間
ま
で
の
範
囲
で
別
に
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も

っ
て

単
位

実
験
、
実
習
及
び
実
技
に
つ
い
て
は
、

時
間
か
ら

時
間
ま
で
の
範
囲
で
別
に
定
め
る
時
間
の
授

業
を
も
っ
て
１
単
位

の
授
業
科
目
に
つ
い
て
、
講
義
、
演
習
、
実
験
、
実
習
又
は
実
技
の
う
ち

以
上
の
方
法
の
併
用
に

よ
り
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
応
じ
、
前
２
号
に
規
定
す
る
基
準
を
考
慮
し
て
別
に

定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
１
単
位

２
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
卒
業
論
文
、
卒
業
研
究
、
卒
業
制
作
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
必
要
な

学
修
等
を
考
慮
し
て
単
位
数
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 （
履
修
登
録
単
位
数
の
制
限
）

第
１
８
条
の
２

各
年
次
に
わ
た
っ
て
適
切
に
授
業
科
目
を
履
修
す
る
た
め
、

年
間
及
び

学
期
間
に
履
修

登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
を
制
限
す
る
。

２
履
修
登
録
単
位
数
の
制
限
及
び
そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
に
規
程

で
定
め
る
。

（
教
育
職
員
免
許
状
の
取
得
）

第
１
９
条

教
育
職
員
免
許
状
取
得
の
た
め
の
所
要
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
教
育
職
員
免
許
法
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
必
要
な
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
本
学
に
お
い
て
取
得
で
き
る
免
許
状
の
種
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

国
際
言
語
文
化
学
部

英
語
英
文
学
科

中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

外
国
語

（
英
語
）

国
際
日
本
文
化
学
科

中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

国
語

現
代
人
間
学
部

生
活
環
境
学
科

中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

家
庭

こ
ど
も
教
育
学
科

幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許
状

小
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

特
別
支
援
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

知
的
障
害
者

肢
体
不
自
由
者

病
弱
者

（
司
書
資
格
の
取
得
）

第
２
０
条

司
書
と
な
る
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
図
書
館
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
本
学
所
定
の

必
要
な
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
博
物
館
学
芸
員
資
格
の
取
得
）

第
２
０
条
の
２

博
物
館
学
芸
員
と
な
る
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
博
物
館
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ

て
本
学
所
定
の
必
要
な
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
司
書
教
諭
資
格
の
取
得
）

第
２
０
条
の
３

司
書
教
諭
と
な
る
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
１
９
条
に
定
め
る
科
目
を
履
修
す
る
ほ

か
学
校
図
書
館
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
本
学
所
定
の
必
要
な
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
育
士
資
格
の
取
得
）

第
２
０
条
の
４

現
代
人
間
学
部
こ
ど
も
教
育
学
科
に
お
い
て
、
保
育
士
と
な
る
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、

児
童
福
祉
法
施
行
令
及
び
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
１
０
条
に
定
め
る
科
目
の

単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２
０
条
の
５

（
削
除
）

第
２
０
条
の
６

現
代
人
間
学
部
生
活
環
境
学
科
及
び
心
理
学
科
に
お
い
て
、
精
神
保
健
福
祉
士
国
家
試
験
受

験
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
本
学
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
精
神
保
健
福
祉
士
養
成
課
程
に
在
籍

し
、
科
目
の
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
認
心
理
師
受
験
資
格
の
取
得
）

 
 （
履
修
登
録
単
位
数
の
制
限
）

第
１
８
条
の
２

各
年
次
に
わ
た
っ
て
適
切
に
授
業
科
目
を
履
修
す
る
た
め
、

年
間
及
び

学
期
間
に
履
修

登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
を
制
限
す
る
。

２
履
修
登
録
単
位
数
の
制
限
及
び
そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
に
規
程

で
定
め
る
。

（
教
育
職
員
免
許
状
の
取
得
）

第
１
９
条

教
育
職
員
免
許
状
取
得
の
た
め
の
所
要
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
教
育
職
員
免
許
法
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
必
要
な
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
本
学
に
お
い
て
取
得
で
き
る
免
許
状
の
種
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

国
際
言
語
文
化
学
部

英
語
英
文
学
科

中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

外
国
語

（
英
語
）

国
際
日
本
文
化
学
科

中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

国
語

現
代
人
間
学
部

生
活
環
境
学
科

中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

家
庭

こ
ど
も
教
育
学
科

幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許
状

小
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

特
別
支
援
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

知
的
障
害
者

肢
体
不
自
由
者

病
弱
者

（
司
書
資
格
の
取
得
）

第
２
０
条

司
書
と
な
る
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
図
書
館
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
本
学
所
定
の

必
要
な
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
博
物
館
学
芸
員
資
格
の
取
得
）

第
２
０
条
の
２

博
物
館
学
芸
員
と
な
る
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
博
物
館
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ

て
本
学
所
定
の
必
要
な
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
司
書
教
諭
資
格
の
取
得
）

第
２
０
条
の
３

司
書
教
諭
と
な
る
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
１
９
条
に
定
め
る
科
目
を
履
修
す
る
ほ

か
学
校
図
書
館
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
本
学
所
定
の
必
要
な
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
育
士
資
格
の
取
得
）

第
２
０
条
の
４

現
代
人
間
学
部
こ
ど
も
教
育
学
科
に
お
い
て
、
保
育
士
と
な
る
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、

児
童
福
祉
法
施
行
令
及
び
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
１
０
条
に
定
め
る
科
目
の

単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２
０
条
の
５

（
削
除
）

第
２
０
条
の
６

現
代
人
間
学
部
生
活
環
境
学
科
及
び
心
理
学
科
に
お
い
て
、
精
神
保
健
福
祉
士
国
家
試
験
受

験
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
本
学
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
精
神
保
健
福
祉
士
養
成
課
程
に
在
籍

し
、
科
目
の
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
認
心
理
師
受
験
資
格
の
取
得
）
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 第
２
０
条
の
７

現
代
人
間
学
部
心
理
学
科
に
お
い
て
、

公
認
心
理
師
受
験
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
公

認
心
理
師
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
本
学
が
別
に
定
め
る
科
目
の
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
６
章

卒
業
及
び
学
位
の
授
与

（
卒
業
及
び
学
位
）

第
２
１
条

第
４
条
に
定
め
る
年
数
以
上
本
学
に
在
学
し
、
所
定
の
授
業
科
目
を
履
修
し
て
、
そ
の
単
位
を
修

得
し
た
学
生
に
は
卒
業
証
書
を
授
与
す
る
。

２
卒
業
の
要
件
と
な
る
単
位
の
修
得
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

３
卒
業
の
時
期
は
、
学
年
の
終
わ
り
又
は
学
期
の
終
わ
り
と
す
る
。

４
本
学
を
卒
業
し
た
者
に
、
次
の
学
士
の
学
位
を
授
与
す
る
。

国
際
言
語
文
化
学
部

英
語
英
文
学
科

学
士
（
文
学
）

国
際
日
本
文
化
学
科

学
士
（
人
間
文
化
）

現
代
人
間
学
部

生
活
環
境
学
科

学
士
（
生
活
環
境
）

心
理
学
科

学
士
（
心
理
学
）

こ
ど
も
教
育
学
科

学
士
（
こ
ど
も
教
育
）

（
卒
業
延
期
）

第
２
１
条
の
２

卒
業
の
要
件
を
満
た
し
た
者
が
卒
業
時
期
の
延
期
を
希
望
す
る
と
き
は
、
こ
れ
を
許
可
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２
卒
業
延
期
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

第
７
章

入
学

（
入
学
時
期
）

第
２
２
条

入
学
の
時
期
は
、
学
年
の
始
め
と
す
る
。
た
だ
し
、
外
国
人
留
学
生
の
入
学
の

時
期
は
、
別
に
定

め
る
。

（
入
学
資
格
）

第
２
３
条

本
学
に
入
学
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
女
子
と
す
る
。

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

通
常
課
程
に
よ
る

年
の
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者
（
通
常
課
程
以
外
の
課
程
に
よ
り
、
こ
れ
に
相
当

す
る
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。
）

外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る

年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
で
文
部
科

学
大
臣
の
指
定
し
た
者

文
部
科
学
大
臣
が
高
等
学
校
の
課
程
と
同
等
の
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
認
定
し
た
在
外
教
育
施
設

の
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者

文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
者

大
学
入
学
資
格
検
定
規
程
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
の
行
う
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し
た
者

そ
の
他
、
相
当
の
年
令
に
達
し
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
本
学
に
お

い
て
認
め
た
者

（
入
学
願
）

第
２
４
条

本
学
に
入
学
を
志
願
す
る
者
は
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
入
学
願
書
の
提
出
そ
の
他
の
必
要
な
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 （
入
学
許
可
）

第
２
５
条

学
長
は
、
学
科
試
験
及
び
身
体
検
査
そ
の
他
の
成
績
に
よ
り
選
考
の
上
、
入
学
を
許
可
す
る
。

（
入
学
手
続
）

第
２
６
条

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
在
学
誓
書
及
び
在
学
保
証
書
の
提
出
及
び
そ
の

他
の
必
要
な
入
学
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
が
前
項
の
手
続
き
を
し
な
い
と
き
は
、
入
学
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
保
証
人
）

第
２
７
条

保
証
人
は
、
父
母
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
者
で
、
独
立
の

生
計
を
営
み
、
保
証
人
と
し
て
の
責

務
を
確
実
に
果
た
し
得
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
父
母
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
者
の
許
か
ら
直
接
通
学
で
き
な
い
者
は
、
副
保
証
人
を
必
要
と
す
る
。

３
副
保
証
人
は
、
京
都
市
内
又
は
そ
の
附
近
に
在
住
す
る
成
年
者
で
本
学
が
適
当
と
認
め
た
者
と
す
る
。
た

だ
し
、
外
国
人
留
学
生
に
あ
っ
て
は
、
別
に
定
め
る
。

４
保
証
人
は
、
そ
の
学
生
の
在
学
中
に
お
け
る
一
切
の
こ
と
に
つ
い
て
連
帯
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

５
保
証
人
が
死
亡
し
、
又
は
そ
の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
資
格
を
失
っ
た
と
き
は
、
新
た
に
保
証
人
を
定
め
て

届
け
出
る
も
の
と
す
る
。 第
８
章

転
学
、
編
入
学
、
転
学
部
、
転
学
科
、
留
学
、

休
学
、
退
学
、
除
籍
及
び
再
入
学

（
転
入
学
）

第
２
８
条

他
の
大
学
か
ら
、
本
学
に
転
入
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

転
入
学
願
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
学
長
は
審
査
の
上
、
転
入
学
を
許
可
す
る
。

３
転
入
学
願
に
は
、
現
に
在
学
す
る
大
学
の
学
長
の
承
諾
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
編
入
学
）

第
２
９
条

本
学
に
編
入
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
編
入
学
願
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
学
長
は
、
編
入
学
定
員
を
超
え
な
い
範
囲
で
、

年
次
に
編
入
学
を
許
可
す
る
。

３
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

年
次
の
学
年
定
員
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

年
次
に
編
入
学
に
よ

り
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
の
修
業
年
限
は

年
と
す
る
。

４
前
２
項
の
規
定
に
よ
り
本
学
に
編
入
学
を
志
願
で
き
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
年
次
編
入
に
あ
っ
て
は
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
又
は
大
学
に

年
以
上
在
学
し
、
卒
業
要
件
と
な
る

単
位
を

単
位
以
上
修
得
し
た
者
又
は
修
得
見
込
み
の
者
と
し
、

年
次
編
入
に
あ
っ
て
は
、
大
学
を

卒
業
し
た
者
又
は
大
学
に

年
以
上
在
学
し
、
卒
業
要
件
と
な
る
単
位
を

単
位
以
上
修
得
し
た
者

又
は
修
得
見
込
み
の
者
と
す
る
。

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
国
立
工
業
教
員
養
成
所
又
は
国
立
養
護
教
諭
養
成
所
を
卒
業
し

た
者
（
卒

業
見
込
み
の
者
を
含
む
。
）

専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
う
ち
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
を
修
了
し
た
者
又
は

修
了
見
込
み
の
者
。
た
だ
し
、
学
校
教
育
法
第
９
０
条
に
規
定
す
る
大
学
入
学
資
格
を
有
す
る
も
の
に
限

る
。 高
等
学
校
等
の
専
攻
科
の
う
ち
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
を
修
了
し
た
者
又
は

修
了
見
込
み
の
者
。

５
前
４
項
に
定
め
る
ほ
か
、
編
入
学
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
規
程
で
定
め
る
。
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 （
転
出
）

第
３
０
条

本
学
か
ら
他
の
大
学
に
転
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
事
由
を
具
し
て
学
長
に
願
い
出
て
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
転
学
部
及
び
転
学
科
）

第
３
０
条
の
２

本
学
の
学
生
で
転
学
部
及
び
転
学
科
を
希
望
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
学
年
の
始
め
に
限
り

選
考
の
上
、
こ
れ
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２
転
学
部
及
び
転
学
科
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
規
程
で
定
め
る
。

（
留
学
）

第
３
１
条

外
国
の
大
学
で
学
修
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
留
学
願
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
学
長
は
、
留
学
の
期
間
が

年
を
超
え
な
い
期
間
の
範
囲
で
留
学
を
許
可
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情

が
あ
る
と
き
は
、
さ
ら
に

年
以
内
に
限
り
延
長
の
許
可
を
す
る
こ
と
が

あ
る
。

３
留
学
の
期
間
は
、
在
学
の
期
間
に
算
入
す
る
。

（
休
学
及
び
復
学
）

第
３
２
条

疾
病
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
引
き
続
き

ヵ
月
以
上
休
学
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
休

学
の
事
由
が
止
み
復
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
学
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
疾
病
の

場
合
は
医
師
の
診
断
書
の
提
出
を
要
す
る
。

（
休
学
の
期
間
）

第
３
２
条
の
２

休
学
の
期
間
は
、

年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
き

は
、
学
長
の
許
可
を
得
て
、
さ
ら
に

年
以
内
に
限
り
休
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
休
学
の
期
間
は
、
通
算
し
て
４
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３
休
学
の
期
間
は
、
在
学
の
期
間
に
算
入
し
な
い
。

（
退
学
）

第
３
３
条

退
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
事
由
を
具
し
て
、
保
証
人
連
署
の
上
、
学
長
に
願
い
出
て
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
除
籍
）

第
３
３
条
の
２

学
生
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
除
籍
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
５
条
に
掲
げ
る
在
学
期
間
を
超
え
た
と
き
。

第
３
２
条
の
２
に
規
定
す
る
休
学
期
間
を
超
え
て
も
な
お
復
学
で
き
な
い
と
き
。

病
気
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
成
業
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

授
業
料
及
び
教
育
充
実
費
又
は
在
籍
料
の
納
入
を
怠
り
、
督
促
を
受
け
て
も
な
お
納
入
し
な
い
と
き
。

死
亡
し
た
と
き
。

長
期
に
わ
た
り
行
方
不
明
と
な
っ
た
と
き
。

２
前
項
第
４
号
に
よ
り
除
籍
さ
れ
た
者
が
、
別
に
定
め
る
期
間
内
に
未
納
の
額
を
納
入
し
、
復
籍
を
願
い
出

た
と
き
は
、
除
籍
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

（
再
入
学
）

第
３
４
条

本
学
を
退
学
し
再
度
入
学
を
希
望
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
審
査
の
上
、
こ
れ
を
許
可
す
る
こ
と

が
あ
る
。

２
再
入
学
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
規
程
で
定
め
る
。

 
 

第
９
章

学
生
納
入
金

（
入
学
検
定
料
、
入
学
金
及
び
授
業
料
等
）

第
３
５
条

入
学
検
定
料
、
入
学
金
、
授
業
料
及
び
教
育
充
実
費
は
、
別
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

２
前
項
の
費
用
の
ほ
か
、
実
習
費
等
を
徴
収
す
る
場
合
が
あ
る
。

３
既
納
の
入
学
検
定
料
、
入
学
金
、
授
業
料
及
び
教
育
充
実
費
料
は
、
返
還
し
な
い
。

（
納
入
期
）

第
３
６
条

入
学
検
定
料
及
び
入
学
金
は
、
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
授
業
料
及
び
教
育
充
実
費
は
、
年
額
の

分
の

相
当
額
を
次
の
納
入
期
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
新
入
学
生
に
あ
っ
て
は
、
別
に
納
入
期
日
を
設
け
る
。
期
日
ま
で
に
納
入
が
な
い
と
き
は
、
入
学

の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

学
期

納
入
期

前
期

月
日
か
ら

月
日
ま
で

後
期

月
日
か
ら

月
日
ま
で

第
３
６
条

（
削
除
）

第
３
７
条

（
削
除
）

（
授
業
料
等
の
延
納
及
び
分
納
）

第
３
８
条

授
業
料
及
び
教
育
充
実
費
の
全
部
又
は
一
部
を
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
納
入
で
き
な
い
事
由
が
あ

る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
願
い
出
て
延
納
又
は
分
納
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
前
項
の
延
納
及
び
分
納
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
規
程
で
定
め
る
。

（
休
学
中
の
在
籍
料
）

第
３
９
条

学
年
又
は
学
期
を
通
し
て
休
学
を
許
可
さ
れ
た
場
合
は
、
別
表
に
定
め
る
在
籍
料
を
指
定
す
る
期

日
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
既
納
の
在
籍
料
は
、
返
還
し
な
い
。

（
入
学
検
定
料
、
入
学
金
及
び
授
業
料
等
の
減
免
）

第
４
０
条

成
績
優
秀
に
し
て
、
学
資
の
支
弁
が
極
め
て

困
難
な
者
、
そ
の
他
本
学
が
定
め
る
条
件
を
満
た
す

者
に
は
、
入
学
検
定
料
、
入
学
金
、
授
業
料
及
び
教
育
充
実
費
を
減
免
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２
前
項
の
減
免
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
規
程
で
定
め
る
。

（
奨
学
金
）

第
４
１
条

成
績
優
秀
な
者
又
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
者
に
は
、
選
考
の
上
、
奨
学
金
を
支
給
又

は
貸
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
奨
学
生
及
び
奨
学
金
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
規
程
で
定
め
る
。

第
１
０
章

科
目
等
履
修
生
、
単
位
互
換
履
修
生
、
聴
講
生
、

外
国
人
留
学
生
及
び
外
国
人
研
究
員

（
科
目
等
履
修
生
・
単
位
互
換
履
修
生
）

第
４
２
条

本
学
の
学
生
以
外
の
者
で
、
本
学
の
授
業
科
目
の
う
ち
、

又
は
複
数
の
授
業
科
目
の
履
修
を
希

望
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
本
学
の
教
育
に
支
障
の
な
い
場
合
に
限
り
、
選
考
の
上
、
科
目
等
履
修
生
と
し

─ 208 ─

7
8



 
 

て
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
他
の
大
学
又
は
短
期
大
学
（
外
国
の
大
学
又
は
短
期
大
学
を
含
む
。
）
の
学
生
で
、
大
学
間
の
協
定
に
基
づ

き
、
特
定
の
授
業
科
目
を
定
め
履
修
を
希
望
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
本
学
の
教
育
に
支
障
の
な
い
限
り
、

選
考
の
上
、
単
位
互
換
履
修
生
と
し
て
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
科
目
等
履
修
生
及
び
単
位
互
換
履
修
生
に
対
す
る
単
位
の
授
与
に
つ
い
て
は
第
１
４
条
の
規
定
を
準
用
す

る
。

４
科
目
等
履
修
生
及
び
単
位
互
換
履
修
生
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
規
程
で
定
め
る
。

（
聴
講
生
）

第
４
３
条

本
学
の
学
生
以
外
の
者
で
、
本
学
の
授
業
科
目
の
う
ち
、

又
は
複
数
の
授
業
科
目
の
聴
講
を
希

望
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
本
学
の
教
育
に
支
障
の
な
い
場
合
に
限
り
、
選
考
の
上
、
聴
講
生
と
し
て
許
可

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
聴
講
生
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
規
程
で
定
め
る
。

（
外
国
人
留
学
生
）

第
４
４
条

外
国
人
で
、
大
学
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
目
的
を
も
っ
て
入
国
し
、
本
学
に
入
学
を
志
願
す
る

女
子
及
び
外
国
の
大
学
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
本
学
に
留
学
を
希
望
す
る
女
子
が
あ
る
と
き
は
、
選
考
の
上

、

外
国
人
留
学
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
外
国
人
留
学
生
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
規
程
で
定
め
る
。

（
外
国
人
研
究
員
）

第
４
５
条

外
国
の
大
学
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
本
学
に
お
い
て
研
究
を
希
望
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
選
考

の
上
、
外
国
人
研
究
員
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

第
１
１
章

公
開
講
座

（
公
開
講
座
）

第
４
６
条

本
学
は
、
随
時
に
公
開
講
座
を
開
設
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２
公
開
講
座
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

第
１
２
章

賞
罰

（
表
彰
）

第
４
７
条

学
生
と
し
て
品
行
方
正
で
学
業
優
秀
な
者
、
又
は
他
の
学
生
の
範
と
す
べ
き
篤
行
あ
る
者
に
は
、

表
彰
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
懲
戒
）

第
４
８
条

学
則
そ
の
他
本
学
の
定
め
る
諸
規
程
に
違
反
し
、
学
生
の
本
分
に
反
す
る
行
為
の
あ
っ
た
と
き
は
、

学
長
は
懲
戒
を
行
う
。

２
懲
戒
は
、
訓
告
、
停
学
及
び
退
学
と
す
る
。

３
前
項
の
退
学
は
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
学
生
に
対
し
て
の
み
行
う
。

性
行
不
良
で
改
善
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

学
力
劣
等
で
成
業
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

正
当
の
理
由
な
く
し
て
出
席
常
で
な
い
者

大
学
の
秩
序
を
乱
し
、
そ
の
他
学
生
と
し
て
の
本
分
に
反
し
た
者

第
１
３
章

職
員
組
織

 
 （
職
員
）

第
４
９
条

本
学
に
学
長
、
教
授
、
准
教
授
、
講
師
及
び
助
教
並
び
に
事
務
職
員
そ
の
他
職
員
を
置
く
。

２
本
学
に
副
学
長
を
置
く
こ
と
が
あ
る
。
副
学
長
は
学
長
を
助
け
、
学
長
の
命
を
受
け
校
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

３
学
部
に
学
部
長
を
置
く
。
学
部
長
は
学
部
を
統
括
し
、
校
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

４
各
学
科
に
学
科
主
任
を
置
く
。
学
科
主
任
は
学
科
の
業
務
を
掌
理
す
る
。

（
教
授
会
）

第
５
０
条

学
部
に
学
校
教
育
法
第
９
３
条
第

項
に
規
定
す
る
教
授
会
を
置
く
。

（
教
授
会
の
審
議
事
項
）

第
５
１
条

教
授
会
の
審
議
事
項
は
、
別
に
規
程
で
定
め
る
。

第
１
４
章

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

（
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
）

第
５
２
条

本
学
に
次
の
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
を
置
く
。

教
育
セ
ン
タ
ー

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

カ
ト
リ
ッ
ク
教
育
セ
ン
タ
ー

２
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
、
別
に
規
程

で
定
め
る
。

第
１
５
章

図
書
館
情
報
セ
ン
タ
ー

（
図
書
館
情
報
セ
ン
タ
ー
）

第
５
３
条

本
学
に
図
書
館
情
報
セ
ン
タ
ー
を
置
く
。

２
図
書
館
情
報
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
、
別
に
規
程
で
定
め
る
。

第
１
６
章

附
属
施
設

（
附
属
施
設
）

第
５
４
条

本
学
に
次
の
附
属
施
設
を
置
く
。

心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー

学
生
寮

２
附
属
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
規
程
で
定
め
る
。

第
１
７
章

補
則

（
細
則
）

第
５
５
条

こ
の
学
則
の
実
施
に
際
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
細
則
で
定
め
る
。

（
学
則
の
改
正
）

第
５
６
条

こ
の
学
則
の
改
正
に
は
、
管
理
運
営
会
議
の
議
を
経
て
、
学
校
法
人
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学
院
理
事

会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

附
則

こ
の
学
則
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者

の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者

の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
３
２
条
の
改
正
は
、
同
年

月
日
か

ら
適
用
す
る
。
な
お
、
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

但

し
、
第
１
０
条
別
表
の
改
正
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者

の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
３
２
条
の
改
正
は
、
同
年

月
日
か

ら
適
用
す
る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
３
２
条
の
改
正
は
、
同
年

月
日
か

ら
適
用
す
る
。
な
お
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者
の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
３
２
条
の
改
正
は
、
同
年

月
日
か

ら
適
用
す
る
。
な
お
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者
の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
３
２
条
の
改
正
は
、
同
年

月
日
か

ら
適
用
す
る
。
な
お
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者
の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
な
お
、
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者

の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

 
 

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
３
２
条
の
改
正
は
、
同
年

月
日
か

ら
適
用
す
る
。
な
お
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者
の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者

の
授
業
料
お
よ
び
別
表
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
３
２
条
の
改
正
は
昭
和

年
月

日
か
ら
適
用
す
る
。
な
お
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者
の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。 附

則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
３
２
条
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
適
用
す
る
。
な
お
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者
の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
３
２
条
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
適
用
す
る
。
な
お
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者
の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者

の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者

の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者

の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
３
２
条
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
適
用
す
る
。
な
お
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
昭
和

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
昭
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
昭
和

年
月

日
以
前
の
入
学
者
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に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
平
成
元
年

月
日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成
元
年

月
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
平
成
元
年

月
日
以
前
の
入
学
者
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
３
３
条
第
１
項
の
改
正
は
、
平
成
元
年

月
日
か
ら
適
用
す
る
。
な
お
、
平
成

年
月

日
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。 附

則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
平
成

年
月

日
以
前
の
入
学
者
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
３
３
条
第
１
項
の
改
正
は
、
平
成

年

月
日
か
ら
適
用
し
、
第
７
章
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
適
用
す
る
。
な
お
、
平
成

年

月
日
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
３
２
条
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
適

用
す
る
。
な
お
、
平
成

年
月

日
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
３
５
条
第
１
項
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
適
用
す
る
。
な
お
、
平
成

年
月

日
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
３
６
条
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
適
用
す
る
。
な
お
、
平
成

年
月

日
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
３
６
条
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
適
用
す
る
。
な
お
、
平
成

年
月

日
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
第
１
１
条
別
表
の
生
活

文
化
学
科
専
門
教
育
科
目
の
う
ち
平
成

年
度
以
前
入
学
者
に
も
適
用
す
る

科
目
及
び
特
定
目
的
海
外
研

修
科
目
を
除
き
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
３
６
条
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
適
用
す
る
。
な
お
、
平
成

年
月

日
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
第
１
１
条
別
表
の
英
語

英
文
学
科
専
門
教
育
科
目
の
う
ち
平
成

年
度
以
前
入
学
者
に
も
適
用
す
る
３
科
目
及
び
特
定
目
的
海
外
研

修
科
目
を
除
き
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
第
１
１
条
別
表
の
司
書
に
関
す
る
科
目
は
、
図
書
館
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
（
平
成

年
月

日

省
令
第

号
）
に
伴
い
平
成

年
月

日
に
改
正
し
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

 
 

旧
規
程
と
新
規
程
の
経
過
措
置
と
し
て
旧
規
程
の
科
目
の
単
位
を
平
成

年
月

日
ま
で
存
続
さ
せ
、

平
成

年
度
以
前
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
平
成

年
月

日
ま
で
の
間
、
旧
規
程
で
修
得
し
た
科
目
の

単
位
を
新
規
程
の
相
当
す
る
科
目
の
単
位
と
み
な
す
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
第
１
５
条
、
第
１
６
条
の
改
正
、
及
び
別
表
（
第
１
１
条
関
係
）
の
改
正
に
お
け
る
教
養
共
通
科
目
統
合

科
目
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基
礎
」
に
つ
い
て
は
、
平
成

年
度
以
後
の
入
学
者
に
適
用
す
る
。

３
第
３
４
条
及
び
第
３
６
条
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
平
成

年
度
以

前
の
入
学
者
に
係
る
授
業
料
の
年
額
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
３
６
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

４
平
成

年
度
以
前
に
お
い
て
、
本
学
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
本
学
の
授
業
科
目
を
履
修
し
た
他
大
学
（
外

国
の
大
学
を
含
む
。
）
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
４
２
条
の
規
定
に
よ
り
履
修
し
た
も
の
と
す
る
。

５
別
表
（
第
１
１
条
関
係
）
の
英
語
英
文
学
科
専
門
教
育
科
目
「
同
時
通
訳
法
」
の
改
正
に
係
る
経
過
措
置

に
つ
い
て
は
、
当
該
学
科
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
第
３
６
条
の
２
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に

係
る
授
業
料
の
年
額
に
つ
い
て
は
、
第
３
６
条
の
２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
第
４
０
条
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者

に
係
る
休
学
中
の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
４
０
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

４
第
４
９
条
及
び
第
５
０
条
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
適
用
す
る
。

５
別
表
（
第
１
１
条
関
係
）
の
英
語
英
文
学
科
専
門
教
育
科
目
「
同
時
通
訳
入
門
」「

外
国
語
と
し
て
の
日
本

語
」
に
係
る
経
過
措
置
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
科
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

６
別
表
（
第
１
１
条
関
係
）
の
生
活
文
化
学
科
専
門
教
育
科
目
「
住
生
活
学
」「

住
宅
論
」「

住
居
史
」「

住
宅

構
造
学
Ⅰ
・
Ⅱ
」
「
住
居
材
料
学
実
習
」
「
家
庭
教
育
」
に
係
る
経
過
措
置
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
科
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
第
２
条
、
第
３
条
、
第
６
条
、
第
１
０
条
、
第
１
１
条
、
第
１
５
条
、
第
１
９
条
及
び
第
２
１
条
の
改
正

は
、
平
成

年
度
入
学
生
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
生
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

３
改
正
後
の
第
６
条
に
定
め
る
英
語
英
文
学
科
及
び
生
活
文
化
学
科
の
平
成

年
度
か
ら
平
成

年
度
ま

で
の
収
容
定
員
に
係
る
経
過
措
置
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

平
成

年
度

英
語
英
文
学
科

収
容
定
員

名
生
活
文
化
学
科

収
容
定
員

名

平
成

年
度

〃
〃

名
〃

〃
名

平
成

年
度

〃
〃

名
〃

〃
名

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
改
正
後
の
第
６
条
に
定
め
る
英
語
英
文
学
科
の
平
成

年
度
か
ら
平
成

年
度
ま
で
の
収
容
定
員
に
つ

い
て
は
、
第
６
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
次
の
と
お
り
と
す
る
。

平
成

年
度

英
語
英
文
学
科

収
容
定
員

名

平
成

年
度

英
語
英
文
学
科

収
容
定
員

名
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 ３

第
１
１
条
（
別
表
）
（
博
物
館
学
芸
員
に
関
す
る
科
目
を
除
く
）
の
改
正
は
、
平
成

年
度
入
学
者
か
ら

適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
第
１
９
条
の
改
正
は
、
平
成

年
度
入
学
者
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
第
１
０
条
、
第
１
１
条
及
び
第
２
０
条
の
２
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成

年
度
以
後
入
学
者
の
う
ち
人

間
文
化
学
科
入
学
者
に
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
第
３
０
条
の
２
の
改
正
は
、
平
成

年
度
入
学
者
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い

て
は
、
な
お
、
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
第
３
４
条
に
関
す
る
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
第
５
４
条
に
関
す
る
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

３
第
１
０
条
、

第
１
１
条
、

第
１
１
条

（
別
表
）

及
び
第
１
５
条
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か

ら
施
行
す
る
。

な
お
、
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
度
入
学
者
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は

従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
第
２
条
、
第
３
条
、
第
６
条
、
第
１
０
条
、
第
１
１
条
、
第
１
１
条
別
表
（
人
間
文
化
学
部
の
「
キ
リ
ス

ト
教
音
楽
」
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
「
こ
と
ば
の
習
得
」
「
演
劇
法
の
基
礎
」
「
演
劇
法
」
「
栄
養
学
概
論
」
「
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
と
食
生
活
」「

食
品
官
能
評
価
論
」
及
び
「
食
品
流
通
論
」
を
除
く
。
）
、
第
１
５
条
、
第
１
９
条

及
び
第
２
１
条
の
改
正
は
、
平
成

年
度
入
学
者
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
改
正
後
の
第
６
条
に
定
め
る
人
間
文
化
学
科
及
び
生
涯
発
達
心
理
学
科
の
平
成

年
度
か
ら
平
成

年

度
ま
で
の
収
容
定
員
に
係
る
経
過
措
置
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

平
成

年
度

人
間
文
化
学
科

収
容
定
員

名
生
涯
発
達
心
理
学
科

収
容
定
員

名

平
成

年
度

人
間
文
化
学
科

収
容
定
員

名
生
涯
発
達
心
理
学
科

収
容
定
員

名

平
成

年
度

人
間
文
化
学
科

収
容
定
員

名
生
涯
発
達
心
理
学
科

収
容
定
員

名

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

 
 ２

第
１
１
条
（
別
表
）
の
改
正
は
、
平
成

年
度
入
学
者
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、「

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」「

英
語
で
学
ぶ
日
本
文
化
」「

日
中

文
化
交
流
史
」「

専
門
書
講
読
Ⅰ
」「

専
門
書
講
読
Ⅱ
」
及
び
「
教
育
経
営
論
」
に
係
る
改
正
は
、
平
成

年

度
入
学
者
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
第
１
９
条
の
改
正
は
、
平
成

年
度
入
学
者
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

文
学
部
生
活
文
化
学
科
は
、
平
成

年
月

日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
第
２
条
、
第
３
条
、
第
６
条
、
第
１
５
条
、
第
１
９
条
、
第
２
０
条
の
４
、
及
び
第
２
１
条
の
改
正
は
、

平
成

年
度
入
学
生
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
生
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
改
正
後
の
第
６
条
に
定
め
る
人
間
文
化
学
部
生
活
福
祉
文
化
学
科
の
平
成

年
度
か
ら
平
成

年
度
ま

で
の
収
容
定
員
に
係
る
経
過
措
置
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

平
成

年
度

人
間
文
化
学
部
生
活
福
祉
文
化
学
科
収
容
定
員

名

平
成

年
度

人
間
文
化
学
部
生
活
福
祉
文
化
学
科
収
容
定
員

名

平
成

年
度

人
間
文
化
学
部
生
活
福
祉
文
化
学
科
収
容
定
員

名

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
第
１
１
条
別
表
（
小
学
校
教
育
実
習
及
び
幼
稚
園
教
育
実
習
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
改
正
は
、
平
成

年
度
入
学
生
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
生
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
第
１
０
条
、
第
１
１
条
及
び
第
１
１
条
別
表
の
改
正
は
、
平
成

年
度
入
学
生
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
生
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
１
の
改
正
は
、
平
成

年
度
入

学
生
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
生
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
第
１
５
条
の
人
間
文
化
学
科
に
係
る
改
正
は
、
平
成

年
度
入
学
生
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前

の
入
学
生
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
別
表
１
の
改
正
は
、
平
成

年
度
入
学
生
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
生
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
改
正
後
の
第
６
条
に
定
め
る
人
間
文
化
学
部
人
間
文
化
学
科
の
平
成

年
度
の
収
容
定
員
に
係
る
経
過

措
置
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

平
成

年
度

人
間
文
化
学
部
人
間
文
化
学
科

収
容
定
員

名

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
英
語
Ⅲ
・
Ⅳ
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
＆
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
）
及
び
生
活
福
祉
文
化
学
部
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
学
Ⅰ
･
Ⅱ
・
Ⅲ
に
係
る
改
正
は
、
平
成

年
度
入

学
者
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
入
学
生
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
に
例
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
平
成

年
度
入
学
生
か
ら
適
用
し
、

平
成

年
度
以
前
入
学
生
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
平
成

年
度
入
学
生
か
ら
適
用
し
、

平
成

年
度
以
前
入
学
生
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
学
Ⅰ
～
Ⅲ
及
び
基
礎
技

能
演
習
の
単
位
数
の
記
載
に
係
る
も
の
並
び
に
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
実
務
士
に
関
す
る
科
目
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
第
１
９
条
及
び
別
表
１
の
改
正
は
、
平
成

年
度
入
学
者
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

 
 

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
人
間
文
化
学
部
生
活
福
祉
文
化
学
科
及
び
生
涯
発
達
心
理
学
科
は
、
平
成

年
月

日
を
も
っ
て
廃

止
す
る
。 附

則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
第
６
条
に
係
る
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
改
正
後
の
第
６
条
に
定
め
る
心
理
学

部
心
理
学
科
の
平
成

年
度
の
収
容
定
員
に
係
る
経
過
措
置
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

心
理
学
部

心
理
学
科

収
容
定
員

名

発
達
心
理
専
攻

収
容
定
員

名

学
校
心
理
専
攻

収
容
定
員

名

臨
床
心
理
専
攻

収
容
定
員

名

３
第
２
０
条
の
６
及
び
別
表
１
に
係
る
改
正
は
、
平
成

年
度
入
学
者
か
ら
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前

の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
平
成

年
度
以
後
に
編
入
学
し
た
者
及
び
再

入
学
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
入
学
時
点
の
学
年
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
後
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
第
２
１
条
の
２
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
改
正
の
日
か
ら
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
平
成

年
月

日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
０
条
、
第
１
１
条
、
第
１
５
条
並
び
に
別
表

１
に
定
め
る
授
業
科
目
の
区
分
（
異
な
る
区
分
へ
の
授
業
科
目
の
移
動
を
含
む
。
）
、
履
修
条
件
及
び
授
業
科

目
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
平
成

年
月

日
の
改
正
に
係
る
生
活
福
祉
文
化
学
部
専
門
教

育
科
目
に
係
る
改
正
は
、
平
成

年
度
以
後
の
入
学
者
に
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
学
Ⅰ
・
Ⅱ
、
キ
リ
ス
ト
教
音
楽
、
基
礎
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
、
学
び
の
扉
Ⅰ
・
文
化
学
、
学
び
の

扉
Ⅱ
・
京
都
学
、
学
び
の
扉
Ⅲ
・
芸
術
学
、
学
び
の
扉
Ⅳ
・
文
学
、
学
び
の
扉
Ⅴ
・
こ
と
ば
学
、
学
び
の
扉

Ⅵ
・
女
性
学

２
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
改
正
（
平
成

年
月

日

の
改
正
を
含
む
。
）
前
の
別
表
１
の
授
業
科
目
（
以
下
「
旧
科
目
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
次
２
項
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
旧
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
各
学
部
（
共
通
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
教
務
委

員
会
）
が
別
に
定
め
る
期
間
内
に
限
る
。

３
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
が
、
次
の
表
に
定
め
る
改
正
後
の
別
表
１
の
授
業
科
目
（
以
下
「
新
科
目
」

と
い
う
。
）
を
履
修
し
た
と
き
は
、
対
応
す
る
旧
科
目
に
読
替
え
る
。
た
だ
し
、
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
で
、

各
学
部
（
共
通
教
育
科
目
に
あ
っ
て
は
教
務
委
員
会
）
が
適
当
と
認
め
る
と
き
は

、
こ
れ
以
外
の
科
目
の
組

合
せ
に
つ
い
て
読
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
科
目

旧
科
目

キ
リ
ス
ト
教
入
門

人
間
と
宗
教

健
康
ス
ポ
ー
ツ
演
習

健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
習

ア
ラ
ビ
ア
語
Ⅰ

ア
ラ
ビ
ア
語
と
ア
ラ
ブ
文
化
Ⅰ

ア
ラ
ビ
ア
語
Ⅱ

ア
ラ
ビ
ア
語
と
ア
ラ
ブ
文
化
Ⅱ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅲ

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅲ

発
展
演
習
Ⅰ

専
門
書
講
読
Ⅰ

発
展
演
習
Ⅱ

専
門
書
講
読
Ⅱ
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11
．留
学
・
海
外
研
修
等

12
． 欠
席
の
取
扱
い
・

　 

試
験
実
施
要
領
等

13
． 学
生
納
入
金（
学
費
）・

経
済
的
支
援

14
．各
部
局
等
の
案
内

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等

16
．   学
則
・
規
程
等

17
．校
舎
・
教
室
等
配
置
図

16
．   学
則
・
規
程
等

17
18



 
 

心
理
学
研
究
法

心
理
学
研
究
法
入
門

心
理
検
査
法

心
理
検
査
法
入
門

心
理
統
計
法
Ⅰ
及
び
心
理
統
計
法
Ⅱ

心
理
統
計
法

推
測
統
計
学
Ⅰ
及
び
推
測
統
計
学
Ⅱ

推
測
統
計
学

４
次
の
表
の
旧
科
目
の
単
位
を
既
に
修
得
し
た
者
は
、
対
応
す
る
新
科
目
を
履
修
で
き
な
い
。

新
科
目

旧
科
目

キ
ャ
リ
ア
形
成

キ
ャ
リ
ア
形
成
Ⅰ

キ
ャ
リ
ア
形
成

キ
ャ
リ
ア
形
成
Ⅱ

英
語
応
用
ａ

英
語
応
用
Ⅳ

英
語
応
用
ｂ

英
語
応
用
Ⅵ

英
語
応
用
ｃ

英
語
応
用
Ⅶ

英
語
応
用
ｅ

英
語
応
用
Ⅱ

英
語
応
用
ｆ

英
語
応
用
Ⅲ

英
語
応
用
ｇ

英
語
応
用
Ⅰ

英
語
応
用
ｈ

英
語
応
用
Ⅴ

英
語
応
用
ｊ

英
語
応
用
Ⅷ

日
本
古
典
文
学
講
読

日
本
文
学
講
読
Ⅰ

日
本
近
代
文
学
講
読

日
本
文
学
講
読
Ⅱ

日
本
文
学
特
講

文
学
特
講
Ⅰ

識
字
活
動
と
子
ど
も
の
権
利

識
字
活
動
と
児
童
図
書
出
版
支
援

昔
話
と
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

口
承
文
化
と
し
て
の
昔
話
・
伝
説

図
書
館
情
報
技
術
論

情
報
機
器
論

日
中
近
代
語
彙
比
較
論

日
中
文
化
比
較
語
彙
論

漢
文
学
入
門

文
学
特
講
Ⅱ

漢
文
学
特
講

日
中
文
化
交
流
史

朝
鮮
文
化
論

朝
鮮
文
学
講
読

ア
ラ
ブ
文
学
特
講

文
学
特
講
Ⅲ

比
較
文
学
講
読

比
較
文
学
講
読
Ⅰ

西
洋
美
術
史

西
洋
近
代
美
術

音
楽
鑑
賞
法

音
楽
学
概
論

西
洋
思
想
史
（
古
代
・
中
世
）

西
洋
思
想
史
（
古
代
）

キ
リ
ス
ト
教
と
ラ
テ
ン
語
Ⅰ

初
歩
の
ラ
テ
ン
語
Ⅰ

キ
リ
ス
ト
教
と
ラ
テ
ン
語
Ⅱ

初
歩
の
ラ
テ
ン
語
Ⅱ

精
神
医
学
Ⅰ

精
神
保
健
学

図
書
館
制
度
・
経
営
論

図
書
館
経
営
論

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
概
論

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
論

情
報
サ
ー
ビ
ス
論

情
報
サ
ー
ビ
ス
概
説

○
情
報
サ
ー
ビ
ス
演
習
Ⅰ

情
報
検
索
演
習

情
報
サ
ー
ビ
ス
演
習
Ⅱ

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
演
習

図
書
館
情
報
資
源
概
論

図
書
館
資
料
論

情
報
資
源
組
織
論

資
料
組
織
概
説

情
報
資
源
組
織
演
習

資
料
組
織
演
習

図
書
館
情
報
資
源
特
論

専
門
資
料
論

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
特
論

資
料
特
論

 
 

○
図
書
・
図
書
館
史

図
書
及
び
図
書
館
史

博
物
館
情
報
・
メ
デ
ィ
ア
論

視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
論

（
備
考
）

１
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
が
履
修
し
た
新
科
目
の
単
位
は
、
相
当
す
る
旧
科
目
の
属
す
る

科
目
区
分
（
人
間
文
化
学
科
に
入
学
し
た
者
が
○
印
を
付
し
た
新
科
目
を
履
修
し
た
場
合
に
あ
っ

て
は
専
門
教
育
科
目
及
び
司
書
に
関
す
る
科
目
の
両
方
の
区
分
）
に
算
入
す
る
。

２
視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
論
の
単
位
を
既
に
修
得
し
た
者
で
、
博
物
館
情
報
論
の
単
位
を
修
得
し
て
い

な
い
も
の
は
、
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
博
物
館
情
報
・
メ
デ
ィ
ア
論
を
履
修
で
き
る
。
た
だ

し
、

卒
業
要
件
単
位
に
は
算
入
し
な
い
。

３
司
書
に
関
す
る
科
目
及
び
学
芸
員
に
関
す
る
科
目
の
移
行
措
置
に
つ
い
て
は
、
本
学
学
則
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、
関
係
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
６
条
、
第
１
０
条
、
第
１
１
条
、
第

１
５
条
及
び
別
表
２
並
び
に
別
表
１
に
定
め
る
授
業
科
目
の
区
分
（
異
な
る
区
分
へ
の
授
業
科
目
の
移
動
を

含
む
。
）
、
履
修
条
件
、
必
修
科
目
及
び
次
に
掲
げ
る
授
業
科
目
に
係
る
改
正
は
、
平
成

年
度
以
後
の
入
学

者
に
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

現
代
社
会
調
査
演
習
Ⅰ
、
現
代
社
会
調
査
演
習
Ⅱ

２
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
改
正
前
の
別
表
１
の
授
業
科
目

（
以
下
「
旧
科
目
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
旧
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
心
理
学
部
が
別
に
定
め
る
期
間
内
に
限
る
。

３
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
が
、
次
の
表
に
定
め
る
改
正
後
の
別
表
１
の
授
業
科
目
（
以
下
「
新
科
目
」

と
い
う
。
）
を
履
修
し
た
と
き
は
、
対
応
す
る
旧
科
目
に
読
替
え
る
。

新
科
目

旧
科
目

心
理
テ
ス
ト
入
門

心
理
検
査
法
入
門

心
理
テ
ス
ト
実
習

心
理
検
査
法
実
習

４
次
の
表
の
旧
科
目
の
単
位
を
既
に
修
得
し
た
者
は
、
対
応
す
る
新
科
目
を
履
修
で
き
な
い
。

新
科
目

旧
科
目

現
代
青
年
の
心
理
学

青
年
心
理
学

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
心
理
学

人
格
心
理
学

現
代
社
会
の
心
理
学

社
会
心
理
学

対
人
関
係
の
心
理
学

人
間
関
係
論

心
理
療
法
概
論

心
理
療
法
技
法
論

（
備
考
）

平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
が
履
修
し
た
新
科
目
の
単
位
は
、
相
当
す
る
旧
科
目
の
属
す
る
科
目
区

分
に
算
入
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
改
正
前
の
別
表
１
の
授
業
科
目
を

履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
生
活
福
祉
文
化
学
部
が
別
に
定
め
る
期
間
内
に
限
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
１
に
定
め
る
授
業
科
目
の
区
分
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（
異
な
る
区
分
へ
の
授
業
科
目
の
移
動
を
含
む
。
）
、
履
修
条
件
、
必
修
科
目
及
び
次
に
掲
げ
る
授
業
科
目
に

係
る
改
正
は
、
平
成

年
度
以
後
の
入
学
者
に
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

現
代
社
会
調
査
演
習
Ⅰ
、
現
代
社
会
調
査
演
習
Ⅱ
、
発
達
検
査
論
、
老
年
期
の
心
理
学
、
教
師
論
、
教
育

学
、
道
徳
の
指
導
法
、
特
別
活
動
の
指
導
法

２
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
改
正
前
の
別
表
１
の
授
業
科
目

（
以
下
「
旧
科
目
」
と
い
う
。
）
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
各
学
部
（
共
通
教
育
科
目
に
あ
っ

て
は
教
務
委
員
会
）
が
別
に
定
め
る
期
間
内
に
限
る
。

３
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
が
、
次
の
表
に
定
め
る
改
正
後
の
別
表
１
の
授
業
科
目
（
以
下
「
新
科
目
」

と
い
う
。
）
を
履
修
し
た
と
き
は
、
対
応
す
る
旧
科
目
に
読
替
え
る
。

新
科
目

旧
科
目

英
語
基
礎
Ⅰ

英
語
Ⅰ
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
）

英
語
総
合
Ⅰ

英
語
Ⅰ
（
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）

英
語
基
礎
Ⅱ

英
語
Ⅱ
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
）

英
語
総
合
Ⅱ

英
語
Ⅱ
（
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）

心
理
テ
ス
ト
入
門

心
理
検
査
法
入
門

心
理
テ
ス
ト
実
習

心
理
検
査
法
習

４
次
の
表
の
旧
科
目
の
単
位
を
既
に
修
得
し
た
者
は
、
対
応
す
る
新
科
目
を
履
修
で
き
な
い
。

新
科
目

旧
科
目

現
代
青
年
の
心
理
学

青
年
心
理
学

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
心
理
学

人
格
心
理
学

現
代
社
会
の
心
理
学

社
会
心
理
学

対
人
関
係
の
心
理
学

人
間
関
係
論

心
理
療
法
概
論

心
理
療
法
技
法
論

（
備
考
）

平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
が
履
修
し
た
新
科
目
の
単
位
は
、
相
当
す
る
旧
科
目
の
属
す
る
科
目
区

分
に
算
入
す
る
。

５
平
成

年
度
以
前
の
入
学
生
で
、
平
成

年
度
ま
で
に
総
合
演
習
の
単
位
を
修
得
し
て
い
な
い
も
の
が
、

教
育
職
員
免
許
状
の
取
得
を
希
望
す
る
と
き
は
、
取
得
を
希
望
す
る
校
種
に
応
じ
、
教
職
実
践
演
習
（
中
・

高
）
又
は
教
職
実
践
演
習
（
幼
・
小
）
の
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
第
１
０
条
、
第
１
１
条
及
び
別
表
１
に
係
る
改
正
は
、
平
成

年
度
以
後
の
入
学
者
に
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

 
 ３

平
成

年
度
以
前
の
入
学
生
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
改
正
後
の
別
表
１
の
授

業
科
目
の
履
修
を
も
っ
て
改
正
前
の
別
表
１
の
授
業
科
目
を
履
修
し
た
も
の
と
読
替
え
る
等
の
移
行
措
置
を

講
じ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
の
履
修
方
法
等
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
５
条
中
、
心
理
学
部
に
係
る
改
正

及
び
別
表
１
の
う
ち
心
理
学
部
の
専
門
教
育
科
目
に
係
る
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成

年
度
以
後
の
入
学

者
に
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
第
１
５
条
中
、
人
間
文
化
学
部
に
係
る
改
正
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成

年
度

以
後
の
入
学
者
に
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
は
、
第

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
科
目
を
履
修
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
国
語
学
特
講
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
人
間
文
化
学
部
が
別

に
定
め
る
期
間
内
に
限
る
。

国
語
学
特
講
、
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
心
理
学
英
文
講
読
（
応
用
）

４
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
が
、
こ
の
改
正
後
の
別
表
１
の
授
業
科
目
（
以
下
「
新
科
目
」
と
い
う
。
）

の
う
ち
心
理
学
英
文
講
読
（
応
用
）
の
単
位
を
修
得
し
た
と
き
は
、
改
正
前
の
別
表
１
の
授
業
科
目
（
以
下

「
旧
科
目
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
心
理
学
英
文
講
読
の
単
位
を
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
。

５
旧
科
目
の
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
単
位
を
修
得
し
た
者
は
、
新
科
目
の
キ
ャ
リ
ア
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
履
修
で
き
な
い
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
表
１
の
う
ち
共
通
教
育
科
目
及
び
生
活
福
祉
文
化
学

部
専
門
教
育
科
目

（
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
提
供
専
用
科
目
を
除
く
。
）
に
係
る
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成

年
度
以
後

の
入
学
者
に
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
で
、
老
人
福
祉
論
Ⅰ
の
単
位
を
修
得
し
て
い
な
い
も
の
は
、
前
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
改
正
後
の
別
表
１
の
授
業
科
目
の
う
ち
老
人
福
祉
論
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
科
目
を
履
修
し
た
と
き
は
、
老
人
福
祉
論
Ⅰ
を
履
修
し
た
も
の
と
読
替
え
る
。

４
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
で
、
西
洋
美
術
史
の
単
位
を
既
に
修
得
し
た
者
は
、
西
洋
美
術
史
Ⅱ
を
履
修

で
き
な
い
。

５
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
表
１
の
う
ち
司
書
に
関
す
る
科
目
に
係
る
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成

年
度
以
後
の
入
学
者
に
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
で
、
情
報
資
源
組
織
演
習
の
単
位
を
修
得
し
て
い
な
い
も
の
は
、
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
後
の
別
表
１
の
授
業
科
目
の
う
ち
情
報
資
源
組
織
演
習
Ⅰ
及
び
情
報
資
源
組
織
演

習
Ⅱ
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
と
き
は
、
情

報
資
源
組
織
演
習
の
単
位
を
修
得
し
た
も
の
と
読
替
え
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）
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 １

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
改
正
前
の
学
則
に
よ
る
生
活
福
祉
文
化
学
部
生
活
福
祉
文
化
学
科
及
び
心
理
学
部
心
理
学
科
は
、
改
正
後

の
学
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
部
学
科
に
学
生
が
在
学
し
な
く
な
る
日
ま
で
の
間
、
存
続
す
る
も

の
と
す
る
。

３
第
２
条
、
第
３
条
、
第
６
条
、
第
１
０
条
、
第
１
１
条
、
第
１
３
条
第
４
項
、
第
１
５
条
、
第
１
９
条
第

２
項
、
第
２
０
条
の
４
、
第
２
０
条
の
５
、
第
２
０
条
の
６
、
第
２
１
条
第
４
項
に
係
る
改
正
は
、
平
成

年
度
以
降
の
入
学
者
に
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
改
正
後
の
学
則
に
係
る
経
過
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
は
、
当
該
学
部
の
教
授
会
が
定
め
る
。

５
改
正
後
の
学
則
第
６
条
に
定
め
る
学
生
の
収
容
定
員
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成

年
度
か
ら
平
成

年
度
ま
で
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

学
部

学
科

収
容
定
員

（
人
）

平
成

年
度

平
成

年
度

平
成

年
度

人
間
文
化
学
部

英
語
英
文
学
科

人
間
文
化
学
科

生
活
福
祉
文
化
学
部

生
活
福
祉
文
化
学
科

心
理
学
部

心
理
学
科

現
代
心
理
専
攻

学
校
心
理
専
攻

臨
床
心
理
専
攻

現
代
人
間
学
部

福
祉
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

心
理
学
科

こ
ど
も
教
育
学
科

計

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
第
３
５
条
別
表
の
改
正
は
、
平
成

年
度
入
学
生
か
ら
適
用
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
し
、
平
成

年
度
以
後
入
学
者
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ

し
、
平
成

年
度
以
前
に
現
代
人
間
学
部
心
理
学
科
又
は
心
理
学
部
心
理
学
科
に
入
学
し
た
者
に
つ
い
て

は
、
公
認
心
理
師
法
の
定
め
る
経
過
措
置
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

２
平
成

年
月

日
改
正
の
附
則
第
５
項
の
表
中
、
第
１
欄
の
「
人
間
文
化
学
部
」
は
「
国
際
言
語
文

化
学
部
」
に
、
第
２
欄
の
「
人
間
文
化
学
科
」
は
「
国
際
日
本
文
化
学
科
」
に
読
み
替
え
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
令
和
元
年

月
日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
令
和
元
年

月
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
 

附
則
（
令
和

年
月

日
改
正
）

１
こ
の
改
正
は
、
令
和

年
月

日
か
ら
施
行
し
、
第
３
３
条
の
２
第
１
項
第
４
号
、
第
３
５
条
、
第
３

５
条
の
２
、
第
３
８
条
及
び
第
４
０
条
の
改
正
規
定
並
び
に
別
表
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
令
和

年
度
入
学

生
（
転
入
学
、
編
入
学
及
び
再
入
学
を
含
む
。
）
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
し
、
第
３
条
第

項
、
第
６
条
、
第

１
９
条
第
２
項
、
第
２
０
条
の
５
、
第
２
０
条
の
６
及
び
第
２
１
条
第
４
項
の
改
正
規
定
は
、
令
和

年

月
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
令
和

年
度
以
前
の
入
学
者
に
係
る
授
業
料
そ
の
他
の
納
入
金
（
授
業
料
、
教
育
充
実
費
、
施
設
設
備
費
、

卒
業
費
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
と
お
り
と
し
、
既
納
の
授
業
料
そ
の
他
の
納
入
金
は
返

還
し
な
い
。

３
令
和

年
度
以
前
の
現
代
人
間
学
部
福
祉
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
入
学
者
は
、
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
改
正
前
の
第
３
条
第

項
、
第
６
条
、
第
１
９
条
第
２
項
、
第
２
０
条
の
５
、
第
２
０
条
の
６
及
び
第
２

１
条
第
４
項
の
規
定
を
引
き
続
き
適
用
す
る
。
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1 
 

京
都
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
女

子
大
学
履
修

規
程

 
 

（
趣
旨

）

第
１
条

こ
の
規
程
は

、
京
都
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
女
子

大
学
（

以
下
「

本
学
」
と

い
う
。
）
学
則
第
１
０
条

に
定

め
る
教

育
課
程
、
授
業
科
目
及
び
単

位
並
び
に
第
２

１
条
第
２
項

に
定
め
る
卒
業

の
要
件
と
な

る
単
位
の
修

得
並
び

に
授
業
科
目
の

履
修
方
法
に

関
し
て
、
必
要

な
事
項
を
定

め
る
。

（
履

修
コ

ー
ス

）

第
２

条
次

の
各

学
科

に
、

履
修

コ
ー

ス
を

設
け

る
。

国
際

言
語

文
化

学
部

英
語

英
文

学
科

グ
ロ

ー
バ

ル
英

語
コ

ー
ス

英
語

を
自

ら
の

言
語

と
し

て
操

り
、
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

で
活

躍
で

き
る

女
性

の
育

成
を

目
的

と
す

る
。

英
語

教
養

コ
ー

ス
基

礎
的

な
英

語
力

を
身

に
つ

け
、
専

門
教

養
と

柔
軟

で
心

豊
か

な
人

間
性

を
兼

ね
備

え
た

国
際

人
の

育
成

を
目

的
と

す
る

。

現
代

人
間

学
部

生
活

環
境

学
科

生
活

科
学

コ
ー

ス
人

間
生

活
を

生
活

環
境

の
側

面
か

ら
と

ら
え

、
家

族
、

生
活

経
営

、
福

祉
を

広
く

学
び

、

衣
食

住
を

中
心

と
し

た
生

活
科

学
の

知
識

、
技

能
を

総
合

的
に

身
に

つ
け

、
教

育
や

企
業

、
公

的
機

関
等

で

活
躍

す
る

女
性

の
育

成
を

目
的

と
す

る
。

生
活

経
営
・
経

済
コ

ー
ス

人
間

生
活

を
生

活
環

境
の

側
面

か
ら

と
ら

え
、
衣

食
住

、
家

族
、
福

祉
を

広
く

学

び
、
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

に
必

要
な

知
識

や
技

能
、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ビ

ジ
ネ

ス
や

生
活

関
連

の
起

業
を

め
ざ

せ
る

能
力

を
身

に
つ

け
、

よ
り

よ
い

暮
ら

し
や

地
域

づ
く

り
に

貢
献

す
る

女
性

の
育

成
を

目
的

と
す

る
。

精
神

保
健

福
祉

コ
ー

ス
人

間
生

活
を

生
活

環
境

の
側

面
か

ら
と

ら
え

、
衣

食
住

や
家

族
、
生
活

経
営

を
広

く

学
び

、
精

神
保

健
福

祉
士

の
資
格

取
得

を
め

ざ
し

、
特

に
「

女
性

」
と
「

家
族
」
を

支
援

す
る
こ

と
が

で
き

る
能

力
を

身
に

つ
け

、
医

療
や

福
祉

の
現

場
で

活
躍

す
る

女
性

の
育

成
を

目
的

と
す

る
。

現
代

人
間

学
部

心
理

学
科

心
理

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
コ

ー
ス

臨
床

心
理

学
と

関
連

し
た

演
習

科
目

の
履

修
に

よ
り

医
療

、
教

育
、
福

祉
の

現
場

に
役

立
つ

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

理
論

と
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
た

女
性

の
育

成
を

目
的

と
す

る
。

社
会
・
ビ

ジ
ネ

ス
心

理
コ

ー
ス

社
会

調
査

を
基

軸
に

企
業

や
公

的
機

関
等

と
連

携
し

た
実

践
的

な
学

び
に

よ

り
産

業
の

現
場

で
役

立
つ

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

た
女

性
の

育
成

を
目

的
と

す
る

。

現
代

人
間

学
部

こ
ど

も
教

育
学

科

幼
児

教
育

コ
ー

ス
幼

児
教

育
の

振
興

の
視

点
に

立
ち

、
幼

稚
園

教
諭

一
種

免
許

状
に

加
え

て
保

育
士

資
格

も

有
し

た
、

乳
幼

児
か

ら
就

学
前

ま
で

の
子

育
て

・
子

育
ち

を
支

援
す

る
教

員
の

育
成

を
目

的
と

す
る

。

初
等

教
育

コ
ー

ス
「

確
か

な
学

力
」
を

身
に

つ
け

る
た

め
小

学
校

の
各

教
科
・
領

域
に

関
す
る

知
識

と
実

践

的
指

導
力

の
基

礎
と

と
も

に
、
心

理
学

、
対

人
援

助
の

理
論

や
技

術
、
基

礎
的

な
英

語
力

を
持

ち
、
障

害
の

あ
る

児
童

に
対

し
、
個

々
の

障
害

に
応

じ
て

適
切

な
配

慮
を

行
い

な
が

ら
、
人

間
形

成
力

を
は
ぐ

く
む

こ
と

の
で

き
る

で
き

る
教

員
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

２
前

項
に

定
め

る
学

科
の

学
生

は
、

い
ず

れ
か

１
の

履
修

コ
ー

ス
に

属
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

３
各

履
修

コ
ー

ス
の

分
属

そ
の

他
履

修
に

関
し

て
必

要
な

事
項

は
、

各
学

部
に

お
い

て
定

め
る

。

（
授
業

科
目
及
び
単
位

並
び
に
履
修

方
法
）

第
３
条

授
業
科
目
は

、
共
通
教
育

科
目
、
学
部

共
通
科
目

、
専
門
教
育
科
目

及
び
学
際
教
育

科
目
に
分
け
る

。

2 
 

２
各

授
業
科
目
は
、

必
修
科
目
、

選
択
科
目
（
選

択
必
修
科
目

を
含
む
。
）
及

び
自
由
科
目

に
分
け
る
。

３
各

学
部
は
、
必
修
科
目
以
外
の

科
目
の
う
ち
、
必
ず
履
修
登

録
す
る
べ
き
科

目
（
以
下
「
登
録

必
修
科
目

」

と
い
う

。）
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
登

録
必
修
科
目
は
、
当
該
学

科
主
任
が
許
可

し
た
場
合
に

限
り
、
履

修
し
な

い
こ
と
が
で
き

る
。

４
授

業
科
目
及
び
そ

の
単
位
数

、
本
学
学
則

第
１
８
条
第
１
項

第
１
号
か
ら
第

３
号
ま
で
の

別
に
定
め
る
授

業
の
時

間
、
配
当
学
年
及
び
期
間
並

び
に
履
修
方
法
、
前
提
科
目

そ
の
他
の
履
修
条
件
等
に
つ

い
て
は
、
別

表
１
の

と
お
り
と
す
る

。

５
前

項
に
定
め
る
配

当
学
年
は
、
履

修
を
推
奨
す
る
学
年
と
す

る
。
た
だ
し
、
学
長
が
教
育

上
特
に
必
要
と

認
め
る

場
合
を
除
き
、

配
当
学
年
よ

り
下
の
学
年
で

履
修
す
る
こ

と
は
で
き
な
い

。

６
学

長
が
教
育
上
特

に
必
要
と
認

め
る
と
き
は

、
教
授
会
又
は

教
育
セ
ン
タ
ー

会
議
の
議
を

経
て
、
第
４
項

に
定
め

る
授
業
の
期
間

を
変
更
し
て

授
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
る

。

（
他

学
科
等
科
目
の

履
修
）

第
４
条

学
生
は
、
所
属
学
部
・
学
科

以
外
の
学
部
・
学
科
が
開

設
す
る
授
業
科

目
の
う
ち
当

該
開
設
学
科
が

他
の
学

部
・
学
科
に
開
放
す
る
も
の
（
以
下
「
他

学
科
等
科
目

」
と
い
う
。
）
を
履
修
す
る
こ
と

が
で
き
る

。

た
だ
し

、
所
属
学
部
が

適
当
と
認
め

る
も
の
に
限
る

。

２
他

学
科
等
科
目
の

履
修
に
よ
り

修
得
し
た
単
位

は
、
前
条
第

１
項
に
定
め
る

学
際
教
育
科

目
の
単
位
と
し

て
算
入

す
る
。

３
学

生
が
、
所
属

学
部
・
学
科
以

外
の
学
科
が
開

設
す
る
授
業

科
目
の
う
ち
他

学
科
等
科
目

以
外
の
授
業
科

目
の
履

修
を
希
望
す
る

と
き
は

、
所
属
学
部
長

を
通
じ
て
科
目
開

設
学
科
の
属
す

る
学
部
の
長

の
許
可
を
得

た
場
合

に
限
り
履
修
す

る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し

、
当
該
授
業

科
目
の
履
修
に

よ
り
修
得
し

た
単
位
は
、

卒
業
に

必
要
な
単
位
に

算
入
し
な
い

。

（
卒

業
の

要
件

）

第
５

条
本

学
の

卒
業

の
要

件
は

、
本

学
学

則
第

４
条

に
定

め
る

年
数

以
上

本
学

に
在

学
し

、
次

の
区

分
に

よ
り

授

業
科

目
を

履
修

し
て

、
合

計
１

２
４

単
位

以
上

を
修

得
す

る
こ

と
と

す
る

。

国
際

言
語

文
化

学
部

英
語

英
文

学
科

共
通

教
育

科
目

単
位

以
上

専
門

教
育

科
目

単
位

以
上

学
際

教
育

科
目

～
単

位

国
際

言
語

文
化

学
部

国
際

日
本

文
化

学
科

共
通

教
育

科
目

単
位

以
上

専
門

教
育

科
目

単
位

以
上

学
際

教
育

科
目

～
単

位

現
代

人
間

学
部

生
活

環
境

学
科

共
通

教
育

科
目

単
位

以
上

学
科

横
断

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
科

目
～

単
位

専
門

教
育

科
目

単
位

以
上

学
際

教
育

科
目

～
単

位

現
代

人
間

学
部

心
理

学
科

共
通

教
育

科
目

単
位

以
上

学
科

横
断

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
科

目
～

単
位
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3 
 

専
門

教
育

科
目

単
位

以
上

学
際

教
育

科
目

～
単

位

現
代

人
間

学
部

こ
ど

も
教

育
学

科

共
通

教
育

科
目

単
位

以
上

学
科

横
断

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
科

目
～

単
位

専
門

教
育

科
目

単
位

以
上

学
際

教
育

科
目

～
単

位

（
開

講
科
目
の
公
示

）

第
６
条

開
講
科
目
及

び
時
間
割
は

、
学
年
又
は
学

期
の
始
め
ま

で
に
学
生
に
公

示
す
る
。

（
履

修
登
録
）

第
７
条

学
生
は
、
履
修
し
よ
う
と

す
る
授
業
科
目

を
、
毎
学
年

始
め
の
所
定
の

期
間
内
に
履

修
登
録
し
な
け

れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
海
外
研

修
等
通
常
の
時

期
に
履
修
登

録
で
き
な
い
授

業
科
目
に
つ

い
て
は
、
当

該
期
間

と
異
な
る
期
間

及
び
方
法
に

よ
り
履
修
登
録

す
る
も
の
と

す
る
。

２
履

修
し
よ
う
と
す

る
授
業
科
目

は
、
授
業

時
間
割
の
上
で
同

一
時
間
に
重
複

し
て
履
修
登

録
す
る
こ
と
は

で
き
な

い
。
た
だ
し
、

隔
週
開
講
等

に
よ
り
同
一
時

間
で
あ
っ
て

も
重
複
し
な
い

授
業
科
目
に

つ
い
て
は
、

こ
の
限

り
で
な
い
。

３
一

度
合
格
し
た
授

業
科
目
は
再

履
修
で
き
な
い

。

４
１

つ
の
授
業
科
目

の
単
位
を
分

割
し
て
修
得
す

る
こ
と
は
で

き
な
い
。

５
履

修
登
録
後
に
授

業
科
目
を
変

更
し
よ
う
と
す

る
場
合
は

、
一
部
の
科
目

を
除
き
、
学

期
ご
と
に
定
め
る

履
修
検

討
期
間
内
に
登

録
修
正
を
行

う
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し

、
前
期
及
び

後
期
に
わ
た
り

開
講
さ
れ
る

授
業
科

目
（
以
下
「
通

年
科
目
」
と

い
う
。
）
を
後

期
に
変
更
す

る
こ
と
は
で
き

な
い
。

６
休

学
、
留
学
そ

の
他
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ

っ
て
通
年
科

目
の
一
部
を
履

修
で
き
な
い

場
合
は
、
学
部

の
承
認

を
得
て
、
次
年

度
に
お
い
て

履
修
を
継
続
す

る
こ
と
が
で

き
る
。

（
履

修
中
止
）

第
８
条

学
生
は

、
学
期
ご
と
に
定
め

る
履
修
中
止
届

出
期
間
に
限

り
、
履
修

登
録
し
た
授
業
科
目

に
つ
い
て

、

履
修
の

中
止
を
届
出
る

こ
と
が
で
き

る
。

２
学

生
が
履
修
の
中

止
を
届
出
た

授
業
科
目
は
、

成
績
原
簿
に

「
履
修
中
止
」

と
記
載
す
る

。

３
履

修
中
止
し
た
科

目
の
単
位
数

は
、
履
修
登
録

単
位
数
か
ら

控
除
し
な
い
。

（
編

入
学
生
等
の
履

修
）

第
９
条

本
学
学
則
第

２
８
条
又
は

第
２
９
条
の
規

定
に
よ
り

、
本
学
に
転
入

学
又
は
編
入
学

し
た
学
生
（
以

下
「

編
入
学
生
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
転
入
学
又
は
編

入
学
を
受
入
れ

た
学
年
と
同

じ
入
学
年
度

の
規
定

を
適
用
す
る
。

２
編

入
学
生
等
の
既

修
得
単
位
に

つ
い
て
は
、
３
年
次
編
入
の

場
合
は
６
２
単

位
、
２
年
次

編
入
の
場
合
は

３
１
単

位
を
そ
れ
ぞ
れ

上
限
と
し
て

、
本
学
の
卒
業

に
必
要
な
単

位
と
し
て
認
定

す
る
こ
と
が

で
き
る
。

３
編

入
学
生
等
の
履

修
に
あ
た
っ

て
は
、
学
部

が
特
に
必
要
と

認
め
た
場
合
は

、
第
１
２
条

に
定
め
る
履
修

登
録
単

位
数
の
上
限
を

変
更
し
て
適

用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
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（
成
績

評
価
及
び
単
位

の
授
与
）

第
１
０

条
授
業
科
目

の
成
績
評
価

は
、
筆
記
・
口
述
試
験
、
論
文
、
レ
ポ
ー

ト
、
実
験
、
実
習
、
実
技
及
び

授
業
参

加
度
等
を
基
に

行
う
。

２
授

業
科
目
の
成
績

評
価
は
、
学
期

末
又
は
学
年
末
に
行
う
。
た

だ
し
、
春
期
休
業
期
間
中

に
実
施
す
る
学

外
実
習

等
の
授
業
科
目

に
つ
い
て
は

、
こ
れ
に
よ
ら

な
い
こ
と
が

で
き
る
。

３
成

績
評
価
は
、
次
の
基
準
に
よ

り
換
算
し
て
成

績
原
簿
及
び

成
績
通
知
書
（
以
下
「
成
績
原
簿
等
」
と

い

う
。
）

に
記
載
す
る
。

成
績
評

点
等

評
価

評
価
（

英
語
表
記
）

９
０
点

以
上

秀
Ａ

８
０
点

～
８
９
点

優
Ｂ

７
０
点

～
７
９
点

良
Ｃ

６
０
点

～
６
９
点

可
Ｄ

本
学
学

則
第
１
６
条
、

第
１
７
条
及

び
第
１
７

条
の
２

の
規
定
に
よ
り

、
本
学
以
外

で
の
学
修

を
認
定

し
た
授
業
科
目

認
Ｔ

５
９
点

以
下

不
可

Ｆ

評
価
な

し
（
試
験
欠
席

、
出
席
時
数

不
足
等
）

／

４
本

学
学

則
第

１
４

条
第

２
項

た
だ

し
書

き
の

規
定

に
よ

り
１

０
０

点
を

満
点

と
す

る
評

価
が

難
し

い
も

の
と
し

て
別
に
定
め
る

授
業
科
目
に

つ
い
て
は
、
「
合

格
」
（
英
語

表
記
は
「
Ｐ
」
）
又
は
「

不
可
」
と
表

記
す
る

。

５
学

生
が
履
修
し
た

授
業
科
目
の

成
績
評
価
及
び

修
得
単
位
は

、
学
期
末

に
本
人
及
び
保
証

人
連
名
宛
て
に

通
知
す

る
。
た
だ
し
、
特
段
の
事
情

が
あ
る
場
合
を

除
き
、
通
年
科

目
及
び
夏
期
集
中
の
授
業

科
目
に
つ
い

て
は
学

年
末
に
、
第
２

項
た
だ
し
書

き
に
定
め
る
授

業
科
目
に
つ

い
て
は
翌
学
期

末
に
通
知
す

る
。

（
Ｇ

Ｐ
Ａ
）

第
１
１

条
前
条

の
規

定
に
よ

る
成

績
評

価
に

応
じ

下
表
に

よ
り

算
出

す
る

得
点

を
Ｇ
Ｐ

（
）

と
い
い

、
そ
の
合
計

を
、
履
修
登
録

し
た
授
業
科
目

の
総
単
位
数

で
除
し
て
算
出

す
る
１
単
位

当
た
り
の
平

均
値
を

Ｇ
Ｐ
Ａ
（

）
と
い

う
。
Ｇ
Ｐ
Ａ
は

、
小
数
点
以
下

第
３
位
を
切

り
捨
て
る

。

成
績
評

価
Ｇ
Ｐ

秀
４

優
３

良
２

可
１

不
可
及

び
／

０

×
「
秀
」
の
修
得
単
位
数
＋

×
「
優
」
の
修
得
単
位
数
＋

×
「
良
」
の
修
得
単
位
数
＋

×
「
可
」
の
修
得
単
位
数

総
履

修
登
録

単
位
数

（
「
不

可
」
「

／
」

の
単

位
数
を

含
む
。

）

２
「
認
」
及
び
「

合
格
」
の
評
価

、
卒
業
の
た
め

に
必
要
な
単

位
と
な
ら
な
い

授
業
科
目
の

評
価
並
び
に
第

８
条
の

規
定
に
よ
り
履

修
中
止
を
届

出
た
授
業
科
目

の
評
価
に
つ

い
て
は
、
前
項
に
お
け
る
Ｇ

Ｐ
Ａ
算
出
の

対
象
と

し
な
い
。

─ 218 ─
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３
再

履
修
し
た
授
業

科
目
に
つ
い

て
は
、
最
新
の

成
績
評
価
だ

け
を
Ｇ
Ｐ
Ａ
算

出
の
対
象
と

す
る
。

４
Ｇ

Ｐ
Ａ
は
、
成
績

原
簿
等
に
記

載
す
る
。

（
履

修
登
録
単
位
数

の
上
限
）

第
１
２

条
本
学
学
則

第
１
８
条
の

２
に
定
め
る
、
履
修
登
録
単

位
数
の
上
限
（
以
下
「
上
限
単
位
数
」
と

い

う
。）

は
、
下
表
の
と
お
り

と
す
る
。
た
だ

し
、
学
部
が
別
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り

所
定
の
単
位

を
優
れ
た

成
績
で

修
得
し
た
学
生

に
つ
い
て
は

、
翌
年
度
の

上
限
単
位
数
を

、
下
表
の
各

欄
の
単
位
数
に

４
を
加
え
た

数
と
す

る
こ
と
が
で
き

る
。

年
次

１
年

次
２

年
次

３
年

次
４

年
次

前
期

後
期

２
６

２
６

２
６

２
６

２
６

２
６

２
６

２
６

年
間

４
６

４
６

４
６

４
６

２
前

項
の
単
位
数
に

は
、
学
則
第

１
７
条
及
び
第

１
７
条
の
２

の
規
定
に
よ
り

本
学
以
外
で

の
学
修
を
認
定

す
る
単

位
、
長
期

休
業
期
間
に
実
施

さ
れ
る
集
中
科

目
の
単
位
及

び
第
７
条
第
１

項
た
だ
し
書

き
に
定
め
る

授
業
科

目
の
単
位
を
含

ま
な
い
。

 
３

教
育
上
特
に
必
要

と
認
め
る
と

き
は
、
学
長

は
教
授
会
の
議

を
経
て
、
当

該
学
生
の
上
限

単
位
数
を
変
更

し
て
適

用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

 
 
（
授

業
時
間
）

第
１
３

条
本
学
の
授

業
時
間
は
、

下
表
の
時
間
帯

に
行
う
こ
と

を
標
準
と
す
る

。

講
時

授
業
時

間
１
講
時

を
２
分
割
す
る

場
合
の
授
業

時
間

前
半

後
半

第
１
講

時
：

～
：

：
～

：
：

～
：

第
２
講

時
：

～
：

：
～

：
：

～
：

第
３
講

時
：

～
：

：
～

：
：

～
：

第
４
講

時
：

～
：

：
～

：
：

～
：

第
５
講

時
：

～
：

：
～

：
：

～
：

２
授

業
時
間
の
計
算

に
あ
た
っ
て

は
、
４
５
分
（

０
．
５
講
時

）
を
も
っ
て
１

時
間
と
み
な

す
。

３
学

外
実
習
等
の
場

合
に
お
い
て

は
、
第
１
項

の
表
に
よ
ら
ず

に
授
業
を
行
う

こ
と
が
あ
る

。
こ
の
場
合
に

お
け
る

授
業
時
間
の
計

算
は
、
前
項

の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
実

時
間
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

（
出

席
時
間
数
）

第
１
４

条
出
席
時
間

数
が
授
業
時

間
数
の
３
分
の

２
に
満
た
な

い
者
に
つ
い
て

は
、
当
該
科

目
の
単
位
を
与

え
な
い
。
た
だ
し
、
シ
ラ
バ
ス
に
記

載
す
る
等
の
方

法
に
よ
り
学

生
に
明
示
し
た

場
合
で
、
学
生

の
学
修
の

状
況
等

に
鑑
み
て
担
当

教
員
が
適
当

と
認
め
た
場
合

は
、
こ
れ
以

外
の
基
準
に
よ

る
こ
と
が
で

き
る
。

（
試

験
）

第
１
５

条
試
験
を
受

け
る
こ
と
が

で
き
る
授
業
科

目
は
、
履
修
登

録
し
た
科
目
に
限
る
。
た
だ

し
、
前
条
に

規
定
す

る
出
席
時
間
数

の
基
準
に
満

た
な
い
場
合
は

、
受
験
を
許

可
し
な
い
こ
と

が
あ
る
。

２
試

験
の
種
類
は
、
定
期
試
験
及

び
定
期
試
験
以

外
の
方
法
（
授

業
時
に
行
う
平
常
試
験
、
レ

ポ
ー
ト
そ
の

他
第
１

０
条
に
定
め
る

評
価
方
法
）

と
す
る
。

３
定

期
試
験
は
、
筆

記
試
験
と
し

、
試
験
時
間
は

７
５
分
を
標

準
と
す
る
。
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４
定

期
試
験
は
、
定

期
試
験
期
間

に
、
通
常
授
業

と
は
異
な
る

時
間
表
を
編
成

し
て
実
施
す

る
。

５
定

期
試
験
を
実
施

す
る
授
業
科

目
及
び
時
間
表

等
は
試
験
開

始
の
１
ヵ
月
前

ま
で
に
公
示

す
る
。

（
追

試
験
）

第
１
６

条
病
気
、
事
故
そ
の
他
や

む
を
得
な
い
事

由
に
よ
り
定

期
試
験
を
欠
席

し
た
者
に
つ

い
て
は
、
本
人

の
願
い

出
に
よ
り
追
試

験
を
行
う
こ

と
が
あ
る
。

２
前

項
に
よ
る
追
試

験
を
希
望
す

る
者
は
、
試

験
当
日
中
に
教

務
課
へ
連
絡
し

、
所
定
の
期

日
ま
で
に
本
人

が
所
定

の
書
類
に
よ
り

願
い
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

。
た
だ
し

、
事
情
に
よ
り

代
理
人
が
願
い

出
る
こ
と
を

認
め
る

。

３
追

試
験
の
受
験
の

可
否
は
、
教

務
委
員
会
で
審

査
の
上
、
決

定
す
る
。

４
追

試
験
を
受
験
す

る
者
は
、
所

定
の
追
試
験
料

を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

５
追

試
験
は
、
本
試

験
と
異
な
る

方
法
で
行
う
こ

と
が
あ
る
。

（
再

試
験
）

第
１
７

条
卒
業
判
定

を
受
け
る
年

度
ま
で
に
履
修

し
た
授
業
科

目
の
成
績
に
お

い
て
、
卒
業
要
件
単
位

の
不

足
と
資

格
（
精
神
保
健
福
祉
士
、
二
級
建

築
士
及
び
公
認
心
理
師

の
受
験
資
格
に

限
る
。
）
の
取
得
条
件
単

位
の
不

足
の
合
計
が
４

単
位
以
内
で

あ
る
者
に
は

、
卒
業
判
定
教

授
会
で
審
議
の

上
、
当
該
年

度
に
不
合
格

と
な
っ

た
授
業
科
目
の

中
か
ら
、
４
単

位
を
限
度
と
し
て
再
試
験

を
行
う
こ
と
が

あ
る
。
た
だ
し
、
卒

業
研

究
及
び

卒
業
論
文
並
び

に
「
評
価
な

し
」
と
さ
れ
た

授
業
科
目
は

、
再
試
験
の
対

象
と
な
ら
な

い
。

２
再

試
験
を
受
験
す

る
者
は
、
所

定
の
再
試
験
料

を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
再

試
験
は
、
本
試

験
と
異
な
る

方
法
で
行
う
こ

と
が
あ
る
。

４
再

試
験
科
目
の
成

績
評
点
は
６

０
点
を
最
高
と

し
、
こ
の
得

点
を
得
た
場
合

を
合
格
と
す

る
。

（
不

正
行
為
）

第
１
８

条
試
験
に
お

い
て
不
正
行

為
が
あ
っ
た
場

合
は
、
不
正
を
行
っ
た

者
が
当
該
学
期
に

履
修
し
た
科
目

の
成
績

評
価
を
原
則
と

し
て
全
て
無

効
と
し
、
学
内

に
公
示
す
る

。

２
前

項
に
よ
り
無
効

に
な
っ
た
科

目
は
、
次
学
期
以
降
に
再
履

修
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ

し
、
教
育
実

習
及
び

教
職
実
践
演
習

の
履
修
は
以

後
認
め
な
い
。

３
不

正
を
行
っ
た
者

は
、
本
学
学

則
第
４
８
条
に

よ
り
懲
戒
さ

れ
る
こ
と
が
あ

る
。

（
免

許
・
資
格
の
取

得
）

第
１

９
条

本
学

学
則

第
１

９
条

か
ら

第
２

０
条

の
３

ま
で

に
定

め
る

免
許

・
資

格
の

取
得

を
希

望
す

る
者

は
、
別

表
２
に
定
め
る

方
法
に
よ
り

授
業
科
目
を
履

修
し
、
単
位

を
修
得
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

附
則
（
平
成

年
月

日
制
定
）

１
こ

の
規
程
は
、
平

成
年

月
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し

、
平
成

年
度

以
後
の
入
学

者
に
適
用
し
、

平
成

年
度
以
前
の
入

学
者
（

平
成

年
度
以

前
の
入
学
者
に
該

当
す
る
学
年
に

転
入
学
又
は

編
入
学
す
る
者

を
含
む

。
以
下
同
じ
。

）
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る

。

２
平

成
年
度
以
前

の
入
学
者
に

適
用
す
る
授
業

科
目
に
つ
い

て
は
、
前
項

の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
本
規

程
に

定
め

る
授

業
科

目
の

履
修

を
も

っ
て

改
正

前
の

学
則

に
定

め
る

授
業

科
目

を
履

修
し

た
も

の
と

読
替

え

る
等
の

移
行
措
置
を
講

じ
る
も
の
と

す
る
。
移
行
措

置
に
つ
い
て

は
各
学
部
に
お

い
て
別
に
定

め
る
。

─ 219 ─
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附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ

の
改
正
は
、
平

成
年

月
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し

、
平
成

年
度

以
後
の
入
学

者
に
適
用
し
、

平
成

年
度
以
前
の
入

学
者
（

平
成

年
度
以

前
の
入
学
者
に
該

当
す
る
学
年
に

転
入
学
又
は

編
入
学
す
る
者

を
含
む

。
以
下
同
じ
。

）
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る

。

２
以

下
に
掲
げ
る
授

業
科
目
に
係

る
改
正
及
び
別

表
１
の
改
正

の
う
ち
各
学
科

の
履
修
条
件
（
共
通
教

育
科

目
に
関

す
る
も
の
に
限

る
。
）
に
係
る
改
正

に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成

年
度
の
入

学
者
（

平
成

年
度
の

入
学
者
に
該

当
す
る
学
年
に

転
入
学
又
は

編
入
学
す
る
者

を
含
む
。
）

に
適
用
す
る
。

言
語
学

概
論

外
国
語

と
し
て
の
日
本

語

京
都
資

料
論

情
報
科

学
（
現
代
人
間

学
部
に
係
る

改
正
に
限
る
。

）

衣
生
活

実
験
Ⅰ

衣
生
活

実
験
Ⅱ

心
理
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ド

研
修

心
理
実

習
Ⅱ

ビ
ジ
ネ

ス
の
基
礎

初
等
教

育
実
習
Ⅱ
ａ

初
等
教

育
実
習
Ⅱ
ｂ

ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
指
導
法

若
者
と

自
殺

命
の
リ
レ
ー
講
座

こ
ど
も

の
保
健
Ⅰ

こ
ど
も

の
保
健
Ⅱ

図
書
館

情
報
資
源
特
論

博
物
館

実
習
Ⅰ

博
物
館

実
習
Ⅱ

３
平

成
年
度
以
前

の
入
学
者
に

適
用
す
る
授
業

科
目
に
つ
い

て
は
、
第
１

項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
改

正
後

の
授

業
科

目
の

履
修

を
も

っ
て

改
正

前
の

授
業

科
目

を
履

修
し

た
も

の
と

読
替

え
る

等
の

移
行

措
置

を

講
じ
る

も
の
と
す
る
。

移
行
措
置
に

つ
い
て
は
各
学

部
に
お
い
て

別
に
定
め
る
。

４
別

表
２
の
改
正
の

う
ち
以
下
に

掲
げ
る
授
業
科

目
に
係
る
改

正
に
つ
い
て
は

、
第
１
項
の

規
定
に
か
か
わ

ら
ず

、
平
成

年
度

の
入
学
者
（

平
成

年
度
の

入
学
者
に
該
当

す
る
学
年
に
転

入
学
又
は
編

入
学
す
る
者
を

含
む
。

）
に
適
用
す
る

こ
と
が
で
き

る
。

こ
と
ば

の
音
と
形
態

専
門
講

読
（
英
文
学
）

専
門
講

読
（
米
文
学
）

５
平

成
年
度
以
前

の
入
学
者
（
平
成

年
度
以
前
の
入
学
者

に
該
当
す
る
学

年
に
転
入
学

又
は
編
入
学
す

る
者
を

含
む
。
）
に
あ
っ
て
は
、
京
都
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
教

職
課
程
履
修
規

程
（
平
成

年
月

日
制

定
）
第

２
条
別
表
に
つ

い
て
、
前
項

の
規
定
を
準
用

す
る
。

8 
 

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ

の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
別
表

１
及
び
別
表
２
に
係

る
改
正
（
人
間

文
化
学

部
及
び
人
間
文

化
学
科
の
名

称
変
更
に
係
る

も
の
を
除
く
。
）
に

つ
い
て
は
、
平
成

年
度
以
後
の
入

学
者
に

適
用
し
、
平

成
年
度
以
前

の
入
学
者
（

平
成

年
度
以

前
の
入
学
者
に

該
当
す
る
学

年
に
転
入
学
又

は
編
入

学
し
た
者
を
含

む
。
以
下
同

じ
。
）
に
つ
い

て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ

る
。

２
別

表
２
に
係
る
改

正
に
つ
い
て

は
、
前
項
の

規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
平
成

年
度
以
後
に

編
入
学
し
た
者

（
四
年

制
大
学
か
ら
転

入
学
し
た
者

を
含
ま
な
い
。

）
に
適
用
す

る
。

３
別

表
１
の
改
正
の

う
ち
地
域
福

祉
論
Ⅰ
に
係
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
第
１

項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
平

成
及

び
年
度
の
入

学
者
（

平
成

及
び

年
度
の
入
学
者
に

該
当
す
る
学
年

に
転
入
学
又

は
編
入
学
す
る

者
を
含

む
。
）
に
適
用

す
る
。

４
平

成
年
度
以
前

の
入
学
者
（
第
２
項

に
規
定
す
る
者
を
除

く
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
１
項
の
規

定
に
か

か
わ
ら

ず
、
改
正
前

の
別
表
１
及
び

別
表
２
に
規
定

す
る
下
表
第

２
欄
の
科
目
を

、
相
当
す
る

第
１
欄
の
科
目

に
改
め

、
そ
れ
ぞ
れ
第

３
欄
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

１
こ

の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
人
間
文
化
学
部
及
び
人
間

文
化
学
科
の
名

称
変
更

に
係
る
改
正
を

除
き
、
平
成

年
度
以
後
の
入
学
者
に
適
用
し
、
平
成

年
度
以
前
の

入
学
者
（
平

成
年

度
以
前
の
入
学

者
に
該
当
す

る
学
年
に
転
入

学
又
は
編
入

学
し
た
者
を
含

む
。
）
に
つ
い

て
は
、
な

お
従
前

の
例
に
よ
る
。

２
別

表
１
の
改
正
の

う
ち
英
語
実

践
（
４
技

能
）
Ⅰ

、
英
語
実

践
（
４
技

能
）
Ⅱ

、
応
用
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
演

習
、
若
者
と

自
殺

い
の
ち
の

リ
レ
ー
講
座

及
び
日
本
語
教

授
法
に
係
る
も

の
に
つ
い
て

は
、
前
項

の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず

、
平
成

年
度
以
後
の
入
学

者
（
平
成

年
度
以
後
の
入

学
者
に
該
当

す
る
学
年
に

転
入
学

又
は
編
入
学
す

る
者
を
含
む

。
）
に
適
用
す

る
。

３
別

表
１
の
改
正
の

う
ち
障
害
者
・
障
害
児

の
心
理
学
及
び
健
康
・
医
療
心

理
学
に
係
る
も
の
に

つ
い
て
は

、

第
１
項

の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
平
成

年
度
の

入
学
者
（
平

成
年
度
の
入

学
者
に
該
当
す

る
学
年
に
転

入
学
又

は
編
入
学
す
る

者
を
含
む
。

）
に
適
用
す
る

。

附
則
（
令
和

元
年

月
日
改
正
）

１
こ

の
改
正
は
、
令

和
年

月
日

か
ら
施
行
す
る

。

２
前

項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず

、
国
際
言
語
文

化
学
部
の
専
門

教
育
科
目
に
係

る
改
正
に
つ

い
て
は
、
令
和

年
度
以
後
の
入

学
者
に
適
用
し

、
令
和
元
年
度

以
前
の
入
学
者
（
令
和
元
年
度

以
前
の
入
学
者
に
該

当
す
る

学
年
に

転
入
学
又
は
編

入
学
し
た
者

を
含
む
。
次
項
に
つ
い
て
も

同
様
と
す
る
。
）
に
つ
い
て

は
、
な
お
従

前
の
例

に
よ
る
。

３
第

１
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず

、
心
理
実
習

に
係
る
改
正
に

つ
い
て
は
、
平
成

年
度
以

後
の
入
学
者
に

適
用
し

、
平
成

年
度

以
前
の
入
学

者
に
つ
い
て
は

、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

第
１
欄

第
２
欄

第
３
欄

保
育
・

教
育
課
程
論

保
育
課

程
論

平
成
３

３
年
４
月
１
日

保
育
・

教
職
実
践
演
習

（
幼
）

保
育
・

教
職
実
践
演
習

平
成
３

４
年
４
月
１
日

総
合
的

な
学
習
の
時
間

の
指
導
法

総
合
的

な
学
習
の
指
導

法
平
成
３

３
年
４
月
１
日

特
別
活

動
・
総
合
的
な

学
習
の
時
間

の
指
導
法

特
別
活

動
の
指
導
法
（

中
等
）

平
成
３

２
年
４
月
１
日

─ 220 ─
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附
則
（
令
和

年
月

日
改
正
）

１
こ

の
改
正
は
、
令
和

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
３

条
第
６
項
、
平
成

年
月

日
改
正

附
則
第

２
項
及
び
別
表

１
の
短
期
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、
京
都
学
並
び
に
ア
ラ
ビ

ア
語
の
世
界

に
係
る
改
正

を
除
き

、
令
和

年
度
以
後

の
入
学
者

に
適
用
し
、
令
和

年
度
以
前

の
入
学
者
（

令
和

年
度
以
後

の
入
学
者

に
該
当

す
る
学
年
に
転

入
学
又
は
編

入
学
し
た
者
を

含
む
。
以
下
に

つ
い
て
も
同
様
に
取
扱
う
。
）
に

つ
い

て
は
、

な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

２
前

項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず

、
第
１
７
条
第

１
項
の
公
認
心

理
師
の
受
験
資

格
に
係
る
改

正
は
、
平
成

年
度
以

後
の
入
学
者
に

適
用
す
る
。

３
第

１
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず

、
別
表
１
の

相
談
援
助
演
習

に
係
る
改
正
に

つ
い
て
は

、
平
成

年
度
以

降
の
入

学
者
に
適
用
す

る
。

４
第

１
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
別
表
２
の
英
語
実
践
（
４
技

能
）
Ⅰ
及
び
同
Ⅱ
に
係
る

改
正
に
つ
い
て

は
、
改

正
の
日
か
ら
施

行
し
、
平
成

年
度
以
後
の

入
学
者
に
適

用
す
る
。

５
別

表
２
①
の
大
学

が
独
自
に
設

定
す
る
科
目
欄

の
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
指
導
法
を

削
り
、
道
徳
、

総
合
的

な
学
習
の
時
間

等
の
指
導
法

及
び
生
徒
指
導

、
教
育
相
談

等
に
関
す
る
科

目
欄
の
教
育

の
方
法
及
び

技
術
（
情
報

機
器
及
び
教
材
の
活
用

を
含
む
。
）
中
、
教
育
評
価

の
下
に
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
指
導

法
を
加

え
、
第
１
項
の

規
定
に
か
か

ら
わ
ず
、
令
和

元
年
度
及
び

令
和

年
度
の
入
学
者
に
適
用

す
る
。

６
令

和
年
度

以
前
の
入
学
者
の
履

修
に
係
る
経
過

措
置
に
つ
い

て
は
、
各
学
部

に
お
い
て
別

に
定
め
る
。

附
則

（
令

和
年

月
日

改
正

）

１
こ

の
改

正
は

、
令

和
年

月
日

か
ら

施
行

す
る

。
た

だ
し

、
令

和
年

度
以

前
の

入
学

者
（

令
和

年
度

以
後

の

入
学

者
に

該
当

す
る

学
年

に
転

入
学

又
は

編
入

学
し

た
者

を
含

む
。

）
に

つ
い

て
は

、
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。

　
　

　
附

　
則

（
平

成
3
0
年
7
月
1
8
日
改
正
）

１
　

こ
の

改
正

は
、

平
成

３
１
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
１
及
び
別
表
２
に
係
る
改
正
（
人
間
文
化
学
部
及
び

　
人

間
文

化
学

科
の

名
称

変
更
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
３
１
年
度
以
後
の
入
学
者
に
適
用
し
、
平
成
３
０
年

　
度

以
前

の
入

学
者

（
平

成
３
０
年
度
以
前
の
入
学
者
に
該
当
す
る
学
年
に
転
入
学
又
は
編
入
学
し
た
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

　
に

つ
い

て
は

、
な

お
従

前
の
例
に
よ
る
。

２
　

別
表

２
に

係
る

改
正

に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
３
１
年
度
以
後
に
編
入
学
し
た
者
（
四
年
制
大
学
か

　
ら

転
入

学
し

た
者

を
含

ま
な
い
。
）
に
適
用
す
る
。

３
　

別
表

１
の

改
正

の
う

ち
地
域
福
祉
論
Ⅰ
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
２
９
及
び
３
０
年

　
度

の
入

学
者

（
平

成
２

９
及
び
３
０
年
度
の
入
学
者
に
該
当
す
る
学
年
に
転
入
学
又
は
編
入
学
す
る
者
を
含
む
。
）
に
適
用
す
る
。

４
　

平
成

３
０

年
度

以
前

の
入
学
者
（
第
２
項
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正

　
前

の
別

表
１

及
び

別
表

２
に
規
定
す
る
下
表
第
２
欄
の
科
目
を
、
相
当
す
る
第
１
欄
の
科
目
に
改
め
、
そ
れ
ぞ
れ
第
３
欄
の
日
か

　
ら

施
行

す
る

。

　
　

　
附

　
則

（
平

成
3
0
年
1
2
月
1
9
日
改
正
）

１
　

こ
の

改
正

は
、

平
成

３
１
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
人
間
文
化
学
部
及
び
人
間
文
化
学
科
の
名
称
変
更
に
係
る

　
改

正
を

除
き

、
平

成
３

１
年
度
以
後
の
入
学
者
に
適
用
し
、
平
成
３
０
年
度
以
前
の
入
学
者
（
平
成
３
０
年
度
以
前
の
入
学
者
に

　
該

当
す

る
学

年
に

転
入

学
又
は
編
入
学
し
た
者
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　

別
表

１
の

改
正

の
う

ち
英
語
実
践
（
４
技
能
）
Ⅰ
、
英
語
実
践
（
４
技
能
）
Ⅱ
、
応
用
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
、
若
者
と

　
自

殺
-
い

の
ち

の
リ

レ
ー
講
座
-
及
び
日
本
語
教
授
法
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
２
９
及
び

　
３

０
年

度
の

入
学

者
（

平
成
２
９
及
び
３
０
年
度
の
入
学
者
に
該
当
す
る
学
年
に
転
入
学
又
は
編
入
学
す
る
者
を
含
む
。
）
に
適

　
用

す
る

。

３
　

別
表

１
の

改
正

の
う

ち
障
害
者
・
障
害
児
の
心
理
学
及
び
健
康
・
医
療
心
理
学
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
１
項
の
規
定
に

　
か
か

わ
ら
ず
、
平

成
３
０
年

度
の
入
学

者
（

平
成
３
０
年

度
の
入
学

者
に

該
当
す
る
学

年
に

転
入
学
又

は
編

入
学

す
る

者
を

含
む

。
）

　
に

適
用

す
る

。

第
１
欄

第
２
欄

第
３
欄

保
育

・
教

育
課

程
論

保
育
課
程
論

平
成
３
３
年
４
月
１
日

保
育

・
教

職
実

践
演

習
（
幼
）

保
育
・
教
職
実
践
演
習

平
成
３
４
年
４
月
１
日

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の
指
導
法

総
合
的
な
学
習
の
指
導
法

平
成
３
３
年
４
月
１
日

特
別

活
動

・
総

合
的

な
学
習
の
時
間
の
指
導
法

特
別
活
動
の
指
導
法
（
中
等
）

平
成
３
２
年
４
月
１
日
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．留
学
・
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外
研
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等

12
． 欠
席
の
取
扱
い
・

　 

試
験
実
施
要
領
等

13
． 学
生
納
入
金（
学
費
）・

経
済
的
支
援

14
．各
部
局
等
の
案
内

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等

16
．   学
則
・
規
程
等

17
．校
舎
・
教
室
等
配
置
図

16
．   学
則
・
規
程
等

33
34



⑴ ⑵ 　
　

　
附

　
則

（
平

成
2
9
年
９
月
2
0
日
改
正
）

　
こ

の
改

正
は

、
平

成
2
9
年
1
0
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

2
0
,
0
0
0
円
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⑴ ⑵ 　
　

　
附

　
則
（
平
成
2
9
年
９
月
2
0
日
改
正
）

　
こ

の
改

正
は
、
平
成
2
9
年
1
0
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

2
0
,
0
0
0
円
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． 学
生
納
入
金（
学
費
）・

経
済
的
支
援

14
．各
部
局
等
の
案
内

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等
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前
年

度
の

修
得
単
位
数
（
卒
業
に
要
す
る
単
位
に
限
る
）
が
3
1
単
位
以
上
で
あ
る
者
。
た
だ
し
、
当
該
前
年
度
に
本
学
学
則

第
3
1
条

に
定

め
る
留
学
の
期
間
を
含
む
場
合
は
3
1
単
位
を
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
。
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43
44



前
年
度
の
修
得
単
位
数
（
卒
業
に
要
す
る
単
位
に
限
る
）
が

3
1
単

位
以

上
で

あ
る

者
。

た
だ

し
、

当
該

前
年

度
に

本
学

学
則

第
3
1
条
に
定
め
る
留
学
の
期
間
を
含
む
場
合
は
3
1
単
位
を
修

得
し

た
も

の
と

み
な

す
。

前
年

度
の

修
得
単
位
数
（
卒
業
に
要
す
る
単
位
に
限
る
）
が
3
1
単
位
以
上
で
あ
る
者
。
た
だ
し
、
当
該
前
年
度
に
本
学
学
則

第
3
1
条

に
定

め
る
留
学
の
期
間
を
含
む
場
合
は
3
1
単
位
を
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
。

　
　

　
附

　
則

（
平

成
 
3
0
 
年
９
月
 
1
9
 
日
改
正
）

　
こ

の
改

正
は

、
平

成
 
3
0
 
年
９
月
 
2
0
 
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

　
附

　
則

（
平

成
 
3
0
 
年
９
月
 
1
9
 
日
改
正
）

　
こ

の
改

正
は

、
平

成
 
3
0
 
年
９
月
 
2
0
 
日
か
ら
施
行
す
る
。
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金（
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）・

経
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等

16
．   学
則
・
規
程
等

17
．校
舎
・
教
室
等
配
置
図

16
．   学
則
・
規
程
等

45
46



　
　

　
附

 
則

（
平

成
 
3
0
 
年
７
月
 
1
8
 
日
改
正
）

　
こ

の
改

正
は

、
平

成
 
3
0
 
年
７
月
 
1
9
 
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　

附
　
則
（
平
成
 
3
0
 
年
９
月
 
1
9
 
日
改
正
）

　
こ
の

改
正
は
、
平
成
 
3
0
 
年
９
月
 
2
0
 
日
か
ら
施
行
す
る
。
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47
48



　
　
　

附
 
則
（
平
成
 
3
0
 
年
７
月
 
1
8
 
日
改
正
）

　
こ
の

改
正
は
、
平
成
 
3
0
 
年
７
月
 
1
9
 
日
か
ら
施
行
す
る
。
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・

　 

試
験
実
施
要
領
等

13
． 学
生
納
入
金（
学
費
）・

経
済
的
支
援

14
．各
部
局
等
の
案
内

15
． 科
目
名
英
訳
対
照
表
等

16
．   学
則
・
規
程
等

17
．校
舎
・
教
室
等
配
置
図
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．   学
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・
規
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等

49
50
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51
52



　
　
　

附
 
則
（
平
成
 
3
0
 
年
７
月
 
1
8
 
日
改
正
）

　
こ
の

改
正
は
、
平
成
 
3
0
 
年
７
月
 
1
9
 
日
か
ら
施
行
す
る
。

京
都
ノー
トル
ダム
女
子
大
学
学
費
の
延
納
及
び
分
納
に
関
す
る
規
程

第
 
3
8
 
条
第
２
項
に
基
づ
き
、
授
業
料
そ
の
他
の
納

入
金

（
以

下
「

学
費

」
と

い
う
。
）
の
延
納
及
び
分
納
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
定
め
る
。

２
．

前
項

各
号

に
定

め
る

日
を

過
ぎ

て
願

い
出

を
し

よ
う

と
す

る
場

合
は

、
遅

延
し

た
理

由
を

付
し

て
直

ち
に

願
い

出
る

も
の

と
す

る
。

　
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

当
該
願
い
出
を
受
理
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

限
度

学
費

の
延

納
期

限
及
び
分
納
期
限
（
以
下
「
延
納
分
納
期
限
」
と
い
う
。
）
及
び
分
納
限
度
回
数
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る

と
お

り
と

す
る

。

学
則

第
 
3
8
 
条
第
１
項
に
定
め
る
学
費
の
延
納
又
は
分
納
の
願
い
出
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
日
ま
で
と
す
る
。

限
度
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京
都

ノ
ー
ト

ル
ダ
ム

女
子
大
学

学
費

の
延

納
及
び

分
納
に
関

す
る

規
程

（
目

的
）

第
１

条
京

都
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム

女
子

大
学

学
則
（

以
下
「
学

則
」

と
い

う
。
）

第
３
８
条

第
２

項
に

基
づ
き

、

授
業

料
及
び

教
育
充

実
費
（
以

下
「

学
費

」
と
い

う
。
）
の

延
納

及
び

分
納
の

取
り
扱
い

に
つ

い
て

定
め

る
。

（
延

納
及
び

分
納
の

手
続
き
）

第
２

条
学

則
第
３

８
条
第
１

項
に

定
め

る
学
費

の
延
納
又

は
分

納
の

願
い
出

は
、
次
の

各
号

に
定

め
る
日

ま

で
と

す
る
。

（
）

前
期
学

費
に
つ

い
て
は

、
月

日

（
）

後
期
学

費
に
つ

い
て
は

、
月

日

２
前

項
各

号
に
定

め
る
日
を

過
ぎ

て
願

い
出
を

し
よ
う
と

す
る

場
合

は
、
遅

延
し
た
理

由
を

付
し

て
直
ち

に

願
い

出
る
も

の
と
す

る
。
こ
の

場
合

に
お

い
て
、

当
該
願
い

出
を

受
理

で
き
な

い
場
合
が

あ
る

。

３
前

２
項

に
か
か

わ
ら
ず
、

学
則

第
２

１
条
の

２
に
よ
り

卒
業

延
期

が
許
可

さ
れ
た
者

は
、

学
費

を
延
納

ま

た
は

分
納
す

る
こ
と

は
で
き
な

い
。

（
延

納
分
納

期
限
及

び
分
納
限

度
回

数
）

第
３

条
学

費
の
延

納
期
限
及

び
分

納
期

限
（
以

下
「
延
納

分
納

期
限

」
と
い

う
。
）
及

び
分

納
限

度
回
数

は
、

次
の
各

号
に
定

め
る
と
お

り
と

す
る

。
 

（
）

前
期
学

費
の
延

納
分
納

期
限

は
、

当
該
年

度
の

月
日

（
）

後
期
学

費
の
延

納
分
納

期
限

は
、

当
該
年

度
の

月
日

、
た

だ
し
、

卒
業
年
次

生
に

あ
っ

て
は
、

月

日

（
）

分
納
限

度
回
数

は
、
前

期
学

費
、

後
期
学

費
と
も
に

４
回

 

（
許

可
）

第
４

条
学

長
は
、

学
費
の
延

納
又

は
分

納
の
願

い
出
が
あ

っ
た

場
合

は
、
所

定
の
審
査

を
経

た
上

、
許
可

す

る
も

の
と
す

る
。

２
前

項
の

審
査
に

お
い
て
は

、
本

人
ま

た
は
保

証
人
に
事

情
の

聴
取

を
行
う

こ
と
が
あ

る
。

３
第

１
項

に
よ
り

許
可
さ
れ

た
者

に
つ

い
て
は

、
書
面
に

よ
り

本
人

及
び
保

証
人
に
通

知
す

る
。

（
特

別
な
事

情
に
よ

る
延
納
分

納
期

限
等

）

第
５

条
第

３
条
の

定
め
に
よ

る
延

納
分

納
期
限

及
び
分
納

限
度

回
数

に
よ
れ

な
い
特
別

な
事

情
が

あ
る
と

学

長
が

認
め
る

場
合
に

は
、
大
学

が
特

に
定

め
た
最

終
の
延
納

分
納

期
限

及
び
分

納
回
数
と

す
る

。

（
準

用
）

第
６

条
京

都
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム

女
子

大
学

大
学
院

学
則
第
５

１
条

の
規

定
に
基

づ
き
、
大

学
院

に
か

か
る
授

業

料
及

び
教
育

充
実
費

に
つ
い
て

、
こ

の
規

程
第
１

条
か
ら
第

５
条

ま
で

を
準
用

す
る
。

２
そ

の
他

、
各
団

体
よ
り
徴

収
委

託
を

受
け
た

代
理
徴
収

金
に

つ
い

て
は
、

こ
の
規
程

の
定

め
を

準
用
し

て

運
用

す
る
。

附
則

こ
の

規
程
は

、
平
成

年
月

日
か

ら
施

行
す
る

。

附
則

（
平

成
年

月
日

改
正

）

京
都
ノー
トル
ダム
女
子
大
学
学
費
の
延
納
及
び
分
納
に
関
す
る
規
程

第
 
3
8
 
条

第
２

項
に

基
づ

き
、

授
業

料
そ

の
他

の
納

入
金
（

以
下
「
学
費
」
と
い
う
。
）
の
延
納
及
び
分
納
の
取
り
扱
い
に

つ
い

て
定

め
る

。

２
．

前
項

各
号

に
定

め
る

日
を

過
ぎ

て
願

い
出

を
し

よ
う

と
す

る
場

合
は

、
遅

延
し

た
理

由
を

付
し

て
直

ち
に

願
い

出
る

も
の

と
す

る
。

　
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
願
い
出
を
受
理
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

。

限
度

学
費
の
延
納
期
限
及
び
分
納
期
限
（
以
下
「
延
納
分
納
期
限

」
と

い
う

。
）

及
び

分
納

限
度

回
数

は
、

次
の

各
号

に
定

め
る

と
お
り
と
す
る
。

学
則
第
 
3
8
 
条
第
１
項
に
定
め
る
学
費
の
延
納
又
は
分
納
の

願
い

出
は

、
次

の
各

号
に

定
め

る
日

ま
で

と
す

る
。

限
度

─ 232 ─

55
56



こ
の

規
程
は

、
平
成

年
月

日
か

ら
施
行

す
る
。

附
則

（
平

成
年

月
日

改
正

）

こ
の

規
程
は

、
平
成

年
月

日
か

ら
施

行
す
る

。

附
則

（
平

成
年

月
日

改
正

）

こ
の

規
程
は

、
平
成

年
月

日
か

ら
施

行
す
る

。

 

附
則

（
平

成
年

月
日

改
正
）

こ
の

規
程
は

、
平
成

年
月

日
か

ら
施

行
す
る

。

 
附

則
（
令

和
年

月
日

改
正

）

こ
の

規
程
は

、
令
和

年
月

日
か
ら

施
行
す

る
。

た
だ
し
、
令
和

3
年
度
以
後
入
学
生
に
適
用
し
、
令
和

2
年
度
以
前
入
学
生
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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1 
 

 
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
外
国
人
留
学
生
奨
学
金
規
程

 
 

 （
目
的
）

 
第
１
条

こ
の

規
程

は
、

京
都

ノ
ー

ト
ル

ダ
ム

女
子

大
学

（
以

下
｢
本

学
｣
と

い
う

。
）

に
在

学
す

る
私

費
外

国
人

 
留
学
生
で
、
学
業
が
優
秀
で
あ
り
修
学
の
熱
意
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
者
に
対
し
て
、
経
済

的
負
担
を
軽
減
し
本
学
で
の
学
業
継
続
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、外

国
人
留
学
生
奨
学
金（

以
下「

奨
学
金
」

と
い
う
。）

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 
 
（
奨
学
金
の
原
資
）

 
第
２
条

奨
学

金
の

原
資

は
、

京
都

ノ
ー

ト
ル

ダ
ム

女
子

大
学

国
際

交
流

基
金

の
運

用
果

実
及

び
京

都
ノ

ー
ト

 
ル
ダ
ム
女
子
大
学
保
護
者
会
、
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
同
窓
会
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
教
育
修
道
女
会
等
か
ら
の
特

定
寄
付
金
と
す
る
。
な
お
、
不
足
が
生
じ
た
場
合
は
、
本
学
が
別
途
充
足
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 
（
奨
学
金
の
種
類
）

 
第
３
条

こ
の
規
程
に
基
づ
く
奨
学
金
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

 
（

）
第
１
種
奨
学
金
（
学
費
奨
学
金
）

（
）
第
２
種
奨
学
金
（
寮
費
奨
学
金
）

（
奨
学
金
提
供
の
態
様
）

 
第
４
条

奨
学
金
は
支
給
の
形
で
提
供
さ
れ
る
。

 
２

前
条
第
２
種
奨
学
金
は
、
第
１
種
奨
学
金
と
の
併
給
を
妨
げ
な
い
。

 
 （
対
象
）

 
第
５
条

第
１

種
奨

学
金

の
支

給
対

象
は

、
本

学
の

学
部

の
正

規
課

程
に

在
学

す
る

私
費

外
国

人
留

学
生

で
、

 
次
に
掲
げ
る
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

 
（

）
本
学
の
外
国
人
留
学
生
入
学
試
験
に
よ
り
入
学
し
た
者
で
、
修
学
の
意
志
が
明
確
な
者

（
）
出
身
高
等
学
校
の
成
績
も
し
く
は
、
学
部
に
お
け
る
成
績
が
優
秀
な
者

（
）
学
費
支
弁
に
困
難
が
あ
る
等
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者

 
２

第
２
種
奨
学
金
の
支
給
対
象
は
、
本
学
の
学
部
の
正
規
課
程
に
在
学
す
る
私
費
外
国
人
留
学
生
で
、
本
学
の
学
生
寮

に
入
寮
し
、
次
に
掲
げ
る
各
号
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

 
（

）
本
学
に
在
学
し
、
修
学
の
意
志
が
明
確
な
者

（
）
本
学
学
生
寮
の
規
則
を
遵
守
す
る
者

（
）
生
活
費
支
弁
に
困
難
が
あ
る
等
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者

（
支
給
金
額
）

 
第
６
条

  
奨
学
金
の
１
人
当
た
り
支
給
額
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
  
（

）
第
１
種
奨
学
金

年
額
３
０
０

０
０
０
円
と
す
る
。

（
）
第
２
種
奨
学
金

 
  

  
  

  
年
額
１
８
０

,０
０
０
円
と
す
る
。
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1 
 

 
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
外
国
人
留
学
生
奨
学
金
規
程

 
 

 （
目
的
）

 
第
１
条

こ
の

規
程

は
、

京
都

ノ
ー

ト
ル

ダ
ム

女
子

大
学

（
以

下
｢
本

学
｣
と

い
う

。
）

に
在

学
す

る
私

費
外

国
人

 
留
学
生
で
、
学
業
が
優
秀
で
あ
り
修
学
の
熱
意
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
者
に
対
し
て
、
経
済

的
負
担
を
軽
減
し
本
学
で
の
学
業
継
続
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、外

国
人
留
学
生
奨
学
金（

以
下「

奨
学
金
」

と
い
う
。）

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 
 
（
奨
学
金
の
原
資
）

 
第
２
条

奨
学

金
の

原
資

は
、

京
都

ノ
ー

ト
ル

ダ
ム

女
子

大
学

国
際

交
流

基
金

の
運

用
果

実
及

び
京

都
ノ

ー
ト

 
ル
ダ
ム
女
子
大
学
保
護
者
会
、
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
同
窓
会
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
教
育
修
道
女
会
等
か
ら
の
特

定
寄
付
金
と
す
る
。
な
お
、
不
足
が
生
じ
た
場
合
は
、
本
学
が
別
途
充
足
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 
（
奨
学
金
の
種
類
）

 
第
３
条

こ
の
規
程
に
基
づ
く
奨
学
金
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

 
（

）
第
１
種
奨
学
金
（
学
費
奨
学
金
）

（
）
第
２
種
奨
学
金
（
寮
費
奨
学
金
）

（
奨
学
金
提
供
の
態
様
）

 
第
４
条

奨
学
金
は
支
給
の
形
で
提
供
さ
れ
る
。

 
２

前
条
第
２
種
奨
学
金
は
、
第
１
種
奨
学
金
と
の
併
給
を
妨
げ
な
い
。

 
 （
対
象
）

 
第
５
条

第
１

種
奨

学
金

の
支

給
対

象
は

、
本

学
の

学
部

の
正

規
課

程
に

在
学

す
る

私
費

外
国

人
留

学
生

で
、

 
次
に
掲
げ
る
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

 
（

）
本
学
の
外
国
人
留
学
生
入
学
試
験
に
よ
り
入
学
し
た
者
で
、
修
学
の
意
志
が
明
確
な
者

（
）
出
身
高
等
学
校
の
成
績
も
し
く
は
、
学
部
に
お
け
る
成
績
が
優
秀
な
者

（
）
学
費
支
弁
に
困
難
が
あ
る
等
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者

 
２

第
２
種
奨
学
金
の
支
給
対
象
は
、
本
学
の
学
部
の
正
規
課
程
に
在
学
す
る
私
費
外
国
人
留
学
生
で
、
本
学
の
学
生
寮

に
入
寮
し
、
次
に
掲
げ
る
各
号
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

 
（

）
本
学
に
在
学
し
、
修
学
の
意
志
が
明
確
な
者

（
）
本
学
学
生
寮
の
規
則
を
遵
守
す
る
者

（
）
生
活
費
支
弁
に
困
難
が
あ
る
等
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者

（
支
給
金
額
）

 
第
６
条

  
奨
学
金
の
１
人
当
た
り
支
給
額
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
  
（

）
第
１
種
奨
学
金

年
額
３
０
０

０
０
０
円
と
す
る
。

（
）
第
２
種
奨
学
金

 
  

  
  

  
年
額
１
８
０

,０
０
０
円
と
す
る
。

 
 

 

2 
 

（
支
給
期
間
）

 
第
７
条

 給
付
期
間
は
１
ヵ
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
年
度
に
優
れ
た
学
業
成
績
を
お
さ
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
学

 
則
第
４
条
に
定
め
る
修
業
年
限
を
限
度
と
し
て
継
続
し
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

（
申
請
手
続
）

 
第
８
条

 奨
学
金
の
受
給
を
希
望
す
る
者
は
、
原
則
と
し
て
所
定
の
申
請
書
類
を
指
定
期
日
ま
で
に
国
際
教
育
課
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 （
選
考
及
び
決
定
）

 
第
９
条

  
奨
学
金
受
給
者
の
選
考
、
取
消
及
び
返
還
の
決
定
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
、
学
長
が
こ
れ
を
行
う
。

 
 

（
受
給
資
格
の
喪
失
）

 
第
１
０
条

本
学
に
在
籍
し
た
ま
ま
第
三
国
へ
留
学
す
る
場
合
、
留
学
に
出
発
す
る
年
度
及
び
帰
国
す
る
年
度
は
受
給
資
格

 
を
失
う
。

 
 （
取
消
）

 
第
１
１
条

  
奨
学
金
受
給
者
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
、
奨
学
金
の
支
給
を
取
り
消
す
。

 
（

）
本
学
へ
の
入
学
を
辞
退
ま
た
は
取
り
消
し
た
と
き

（
）
学
籍
を
失
っ
た
と
き

（
）
虚
偽
の
申
告
に
よ
り
申
請
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き

（
）
奨
学
金
を
受
け
る
者
と
し
て
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
き

 
２

奨
学
金
受
給
者
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
、
奨
学
金
の
支
給
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

 
（

）
休
学
し
た
と
き

（
）
本
学
学
則
第
４
８
条
に
基
づ
く
懲
戒
処
分
を
受
け
た
と
き

 
（
返
還
）

 
第
１
２
条

  
奨
学
金
受
給
者
が
前
条
第
１
項
第
３
号
に
該
当
す
る
場
合
は
、
本
学
に
在
籍
し
た
期
間
に
受
給
し
た
奨
学

 
金
の
全
額
に
相
当
す
る
額
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
２

奨
学
金
受
給
者
で
、
前
条
第
１
項
第
２
号
及
び
第
４
号
、
前
条
第
２
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該

 
年
度
の
奨
学
金
全
額
ま
た
は
一
部
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

（
緊
急
特
例
措
置
）

 
第

１
３

条
  

出
身

国
に

お
け
る

諸
情

勢
に

よ
り

経
済

的
困
窮

に
立

ち
至

り
緊

急
援

助
が
必

要
と

認
め

る
と

き
は

、
 

申
請
に
よ
り
特
別
の
奨
学
の
方
法
そ
の
他
の
助
成
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
２

前
項
の
助
成
措
置
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
第
９
条
を
準
用
す
る
。

 
 

（
事
務
の
所
管
）

 
第
１
４
条

  
こ
の
規
程
に
関
す
る
事
務
は
、
国
際
教
育
課
の
所
管
と
す
る
。

 
 

（
規
程
の
改
廃
）

 
第
１
５
条

  
こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
管
理
運
営
会
議
の
議
を
経
て
、
学
長
が
決
定
す
る
。

 
 

 

 

2 
 

（
支
給
期
間
）

 
第
７
条

 給
付
期
間
は
１
ヵ
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
年
度
に
優
れ
た
学
業
成
績
を
お
さ
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
学

 
則
第
４
条
に
定
め
る
修
業
年
限
を
限
度
と
し
て
継
続
し
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

（
申
請
手
続
）

 
第
８
条

 奨
学
金
の
受
給
を
希
望
す
る
者
は
、
原
則
と
し
て
所
定
の
申
請
書
類
を
指
定
期
日
ま
で
に
国
際
教
育
課
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 （
選
考
及
び
決
定
）

 
第
９
条

  
奨
学
金
受
給
者
の
選
考
、
取
消
及
び
返
還
の
決
定
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
、
学
長
が
こ
れ
を
行
う
。

 
 

（
受
給
資
格
の
喪
失
）

 
第
１
０
条

本
学
に
在
籍
し
た
ま
ま
第
三
国
へ
留
学
す
る
場
合
、
留
学
に
出
発
す
る
年
度
及
び
帰
国
す
る
年
度
は
受
給
資
格

 
を
失
う
。

 
 （
取
消
）

 
第
１
１
条

  
奨
学
金
受
給
者
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
、
奨
学
金
の
支
給
を
取
り
消
す
。

 
（

）
本
学
へ
の
入
学
を
辞
退
ま
た
は
取
り
消
し
た
と
き

（
）
学
籍
を
失
っ
た
と
き

（
）
虚
偽
の
申
告
に
よ
り
申
請
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き

（
）
奨
学
金
を
受
け
る
者
と
し
て
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
き

 
２

奨
学
金
受
給
者
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
、
奨
学
金
の
支
給
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

 
（

）
休
学
し
た
と
き

（
）
本
学
学
則
第
４
８
条
に
基
づ
く
懲
戒
処
分
を
受
け
た
と
き

 
（
返
還
）

 
第
１
２
条

  
奨
学
金
受
給
者
が
前
条
第
１
項
第
３
号
に
該
当
す
る
場
合
は
、
本
学
に
在
籍
し
た
期
間
に
受
給
し
た
奨
学

 
金
の
全
額
に
相
当
す
る
額
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
２

奨
学
金
受
給
者
で
、
前
条
第
１
項
第
２
号
及
び
第
４
号
、
前
条
第
２
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該

 
年
度
の
奨
学
金
全
額
ま
た
は
一
部
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

（
緊
急
特
例
措
置
）

 
第

１
３

条
  

出
身

国
に

お
け
る

諸
情

勢
に

よ
り

経
済

的
困
窮

に
立

ち
至

り
緊

急
援

助
が
必

要
と

認
め

る
と

き
は

、
 

申
請
に
よ
り
特
別
の
奨
学
の
方
法
そ
の
他
の
助
成
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
２

前
項
の
助
成
措
置
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
第
９
条
を
準
用
す
る
。

 
 

（
事
務
の
所
管
）

 
第
１
４
条

  
こ
の
規
程
に
関
す
る
事
務
は
、
国
際
教
育
課
の
所
管
と
す
る
。

 
 

（
規
程
の
改
廃
）

 
第
１
５
条

  
こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
管
理
運
営
会
議
の
議
を
経
て
、
学
長
が
決
定
す
る
。

 
 

 
 

 

3 
   

  
  
附

則
（
平
成

年
月

日
制
定
）

こ
の
規
程
は
、
平
成

年
月
１
日
よ
り
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
し
、
平
成

年
月

日
か
ら
適
用
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
し
、
平
成

年
度
入
学
者
よ
り
適
用
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

但
し
、
平
成

年
度
以
前
入
学
生
に
対
す
る
第
６
条
（

）
第
２
種
奨
学
金
の
金
額
に
つ
い
て
は
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成

年
月

日
改
正
）

こ
の
改
正
は
、
平
成

年
月

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
令
和
元
年

月
日
改
正
）

 
  
こ
の
改
正
は
、
令
和

年
月

日
か
ら
施
行
し
、
令
和

年
度
入
学
者
よ
り
適
用
す
る
。
令
和

年
度
以
前
入
学
者
に

対
す
る
第
６
条
第
１
号
及
び
第
２
号
の
奨
学
金
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
額
と
す
る
。
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（
採

用
期

間
）

現
代
人
間
学
部

　
　

　
附

 
則

（
平

成
 
2
9
 
年
 
1
2
 
月
 
2
0
 
日
改
正
）

　
こ

の
改

正
は

、
平

成
 
2
9
 
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
事

務
の

所
管

）

（
規

程
の

改
廃

）

第
1
0
条

　
こ

の
規

程
の

改
廃
は
、
管
理
運
営
会
議
の
議
を
経
て
学
長
が
こ
れ
を
行
う
。
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附
 
則
（
平
成
 
2
9
 
年
 
1
2
 
月
 
2
0
 
日
改
正
）

　
こ

の
改
正
は
、
平
成
 
2
9
 
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
事
務

の
所
管
）

（
規
程

の
改
廃
）

第
1
0
条
　
こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
管
理
運
営
会
議
の
議
を
経
て
学
長

が
こ

れ
を

行
う

。
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17．校舎・教室等配置図　

　　　　　　　　　　　⑴　校 舎 配 置 図

　　　　　　　　　　　⑵　教 室 等 配 置 図
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